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も
く
じ

日
本
の
若
い
世
代
の
皆
さ
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ヒ
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ク
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シ
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涯

フ
ラ
ン
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ピ
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ペ
ル

宣
誓

回
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録

一
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三
九

お
わ
り
に

訳
者
あ
と
が
き

地
図
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.原
著
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
版
）

の
タ
イ
ト
ル
は
、O

rvos
voltam

Auschw
iztban

,1946

（
私
は
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ

ツ
の
医
者
だ
っ
た
）
で
あ
る
。
翻
訳
の
底
本
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
版
（B

yem
asystentem

doktora
M
engele

,Ośw
ięcim

2000

（
私
は
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ

の
助
手
だ
っ
た
）
に
基
づ
く
英
語
版
で
あ
る
。
訳
出
出
版
に
当
た
り
、
底
本
の
編

集
者
フ
ラ
ン
チ
シ
ェ
ク
・
ピ
ー
ペ
ル
氏
（
元
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
記
念
博
物
館
歴

史
部
長
）
お
よ
び
モ
ニ
カ
・
ラ
イ
ヒ
氏
（
故
ミ
ク
ロ
ー
シ
ュ
・
ニ
ス
リ
の
孫
、
イ

ス
ラ
エ
ル
在
住
）
か
ら
許
諾
を
得
た
。
原
注
は
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
示
し
、
長
い
訳

注
は
漢
数
字
の
番
号
を
付
し
て
章
末
に
置
き
、
短
い
訳
注
は
［

］
に
入
れ
て
、

本
文
に
挿
入
し
た
。
地
図
と
略
年
表
は
訳
者
に
よ
る
。

＊
＊
本
学
名
誉
教
授



日
本
の
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
へ

モ
ニ
カ
・
ラ
イ
ヒ

私
…
…
は
、
数
百
万
も
の
父
、
母
、
子
ど
も
を
焼
き
尽
く
し
た
ビ
ル

ケ
ナ
ウ
の
屋
内
お
よ
び
屋
外
の
死
体
焼
却
場
を
目
撃
し
た
者
と
し
て
、

人
類
史
上
最
も
暗
い
出
来
事
の
記
録
を
、
い
さ
さ
か
の
誇
張
も
粉
飾
も

せ
ず
に
真
実
に
従
っ
て
書
い
た
こ
と
を
証
言
す
る
。

ド
ク
タ
ー
・
ミ
ク
ロ
ー
シ
ュ
・
ニ
ス
リ
は
、
感
慨
を
込
め
て
そ
の
回
想
録

を
こ
の
よ
う
な
文
章
で
書
き
始
め
て
い
ま
す
。

私
の
祖
父
ド
ク
タ
ー
・
ニ
ス
リ
は
医
師
で
し
た
が
、
あ
る
事
情
か
ら
、
英

語
、
ド
イ
ツ
語
、
イ
タ
リ
ア
語
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
、
ル
ー
マ
ニ
ア
語
、
ス
ペ

イ
ン
語
で
翻
訳
出
版
さ
れ
、
世
界
中
に
読
者
が
い
る
作
品
の
作
家
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
回
想
録
に
価
値
が
あ
る
の
は
、
そ
れ
が
文
学
的
だ
か
ら
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
祖
父
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
狙
っ
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
収
容
所
で
の
悲
劇
的
な
体
験
を
文
学
的
に
デ
フ
ォ
ル
メ

し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
目
で
見
た
数
々
の
事
実
を
飾
ら
ず
に

描
こ
う
と
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
た
い
す
る
力
強
い
告
発
で

あ
り
、
第
三
帝
国
の
強
制
収
容
所
で
ナ
チ
ス
が
犯
し
た
恐
る
べ
き
犯
罪
を
暴

い
て
い
ま
す
。
そ
の
迫
真
性
の
ゆ
え
に
、
祖
父
の
回
想
録
は
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル

ク
戦
争
犯
罪
裁
判
で
検
察
側
の
重
要
証
拠
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

何
世
紀
も
の
間
、
そ
し
て
今
日
に
至
る
ま
で
、
人
類
の
歴
史
は
宗
教
的
、

政
治
的
理
由
に
よ
る
迫
害
に
満
ち
満
ち
て
い
ま
す
。
ア
フ
リ
カ
で
も
ア
ジ
ア

で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
。
そ
し
て
現
在
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
も
。
二
発
の
原
子

爆
弾
は
、
何
十
万
人
も
の
無
防
備
な
日
本
の
市
民
を
絶
滅
さ
せ
ま
し
た
。

明
日
を
担
う
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
祖
父
の
著
書
の
中
か

ら
憎
し
み
、
恐
れ
、
許
し
を
読
み
取
り
、
時
代
を
超
え
た
不
朽
の
シ
グ
ナ
ル

を
見
い
だ
し
て
、
人
種
、
宗
教
、
肌
の
色
、
政
治
信
条
に
か
か
わ
ら
ず
、
共

に
平
和
に
生
き
る
た
め
に
闘
う
大
志
を
学
ん
で
欲
し
い
と
願
い
ま
す
。

二
〇
二
二
年
一
一
月
一
一
日

イ
ス
ラ
エ
ル
に
て

(2)アウシュヴィッツの囚人医師(ニスリ著 木村訳)



ミ
ク
ロ
ー
シ
ュ
・
ニ
ス
リ
の
生
涯

ミ
ク
ロ
ー
シ
ュ
・
ニ
ス
リ
は
、
一
九
〇
一
年
七
月
一
七
日
、
ル
ー
マ
ニ
ア

の
ソ
ム
リ
ョ
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
名
。
ル
ー
マ
ニ
ア
名
は
シ
ム
レ
ウ
・
シ
ル
バ
ニ

エ
イ
）
で
生
ま
れ
た
。
そ
の
地
で
四
年
間
、
現
地
の
小
学
校
に
通
い
、
そ
の

後
八
年
間
、
中
学
校
に
通
学
し
た
。
一
九
二
〇
年
に
ク
ル
ジ
ュ
・
ナ
ポ
カ

（
ル
ー
マ
ニ
ア
名
、
ク
ル
ジ
ュ
と
も
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
名
は
コ
ロ
ジ
ュ
ヴ
ァ
ー

ル
）
の
大
学
で
医
学
を
学
び
一
年
次
の
課
程
を
修
め
て
か
ら
、
ド
イ
ツ
の

キ
ー
ル
大
学
で
医
学
を
学
ん
だ
後
、
ブ
レ
ス
ラ
ウ
大
学
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
名
は

ブ
ロ
ツ
ワ
フ
）
で
医
学
を
続
け
、
同
大
学
で
一
九
三
〇
年
に
医
学
博
士
の
学

位
を
取
得
し
た
。
同
年
ル
ー
マ
ニ
ア
に
戻
り
、
一
九
二
七
年
に
結
婚
し
た
妻

マ
ル
ガ
レ
ー
タ
、
お
よ
び
一
九
二
九
年
に
生
ま
れ
た
娘
ツ
ツ
ァ
ー
ナ
と
と
も

に
オ
ラ
デ
ア
（
ル
ー
マ
ニ
ア
名
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
名
は
ナ
ジ
ヴ
ァ
ラ
ド
）
に
居

を
定
め
た
。
そ
こ
で
数
年
間
、
開
業
医
を
勤
め
た
後
、
一
九
三
七
年
に
ニ
ス

リ
は
家
族
と
と
も
に
、
一
九
四
〇
年
に
ル
ー
マ
ニ
ア
と
の
条
約
で
ハ
ン
ガ

リ
ー
領
と
な
っ
た
(一
)
ヴ
ィ
ス
・
デ
・
ス
ス
（
ル
ー
マ
ニ
ア
名
。
ハ
ン
ガ

リ
ー
名
は
フ
ェ
ル
セ
ヴ
ィ
ソ
）
と
い
う
小
さ
な
町
に
引
っ
越
し
た
。

一
九
四
四
年
三
月
一
九
日
、
ド
イ
ツ
軍
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
侵
攻
し
た
後
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
国
籍
の
ユ
ダ
ヤ
人
約
八
〇
万
人
の
移
送
を
準
備
す
る
よ
う
に
と

の
圧
力
が
、
新
た
に
組
閣
し
た
親
独
の
ス
ト
ヤ
イ
政
権
(二
)
に
か
け
ら
れ
た
。

移
送
日
程
が
計
画
さ
れ
、
一
日
一
万
二
〇
〇
〇
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
五
月
半
ば

か
ら
毎
日
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
追
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
一
日
平
均
四

本
の
列
車
、
一
本
に
つ
き
三
〇
〇
〇
人
ず
つ
)(三
)。
移
送
列
車
の
ほ
と
ん
ど

が
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
行
き
で
あ
っ
た
。
移
送
ル
ー
ト
の
大
半
は
、
コ
シ

チ
ェ
、
ム
ス
ナ
、
タ
ル
ノ
フ
、
ク
ラ
ク
フ
を
経
由
し
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら

の
監
視
兵
は
ス
ロ
バ
キ
ア
国
境
で
ド
イ
ツ
の
憲
兵
と
交
代
し
た
。

ニ
ス
リ
一
家
も
こ
の
移
送
計
画
に
入
っ
て
い
た
。
一
家
は
、
最
初
サ
ピ
ン

ツ
ァ
に
、
次
に
ジ
ュ
ラ
［
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
南
東
五
四
六
㌖
、
現
ル
ー
マ
ニ

ア
］
に
抑
留
さ
れ
、
一
九
四
四
年
五
月
後
半
に
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
行
き
の

移
送
列
車
に
乗
せ
ら
れ
た
。
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
の
ラ
ン
プ
［
降
車
場
］
で
妻
、
娘

と
一
緒
に
選
別
さ
れ
て
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
。
そ
こ
で
ニ
ス
リ
は
囚
人
番

号
Ａ
八
四
五
〇
番
を
付
与
さ
れ
た
。
法
医
学
の
専
門
知
識
の
お
か
げ
で
ド
ク

タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
の
助
手
と
な
っ
た
ニ
ス
リ
は
、
実
験
の
た
め
に
双
子
と
低

身
長
症
の
人
の
死
体
を
解
剖
し
た
。
ド
ク
タ
ー
・
ニ
ス
リ
の
も
う
一
つ
の
任

務
は
、
親
衛
隊
員
の
治
療
と
ガ
ス
室
や
死
体
焼
却
場
で
働
く
囚
人
の
治
療
で

あ
っ
た
。

ビ
ル
ケ
ナ
ウ
の
第
一
(二
)死
体
焼
却
場
(四
)
に
居
室
が
あ
っ
た
ド
ク

タ
ー
・
ニ
ス
リ
に
は
、
収
容
所
が
最
も
深
く
隠
し
て
お
き
た
い
秘
密
、
す
な

わ
ち
ガ
ス
室
で
の
何
千
人
も
の
大
量
殺
人
を
見
る
と
い
う
希
有
の
機
会
が

あ
っ
た
。
彼
は
、
テ
レ
ジ
ン
［
チ
ェ
コ
名
。
ド
イ
ツ
名
は
テ
レ
ジ
エ
ン
シ
ュ

タ
ッ
ト
］
の
家
族
収
容
所
か
ら
移
送
さ
れ
た
数
千
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
大
量
虐

殺
、
そ
し
て
ジ
プ
シ
ー
収
容
所
の
殺さ

つ

戮り
く

を
目
撃
し
た
。
さ
ら
に
ま
た
、
ゾ
ン

ダ
ー
コ
マ
ン
ド
［
特
殊
作
業
部
隊
］
の
蜂
起
と
そ
の
鎮
圧
も
目
撃
し
た
。
こ

の
と
き
彼
は
殺
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
。
彼
は
一
九
四
五
年
一
月
の
ア
ウ
シ
ュ

ヴ
ィ
ッ
ツ
撤
退
［
い
わ
ゆ
る
「
死
の
行
進
」］
を
生
き
残
り
、
一
九
四
五
年

五
月
五
日
に
エ
ー
ベ
ン
ゼ
ー
［
オ
ー
ス
ト
リ
ア
］
の
収
容
所
で
解
放
さ
れ
た
。

ル
ー
マ
ニ
ア
に
戻
っ
た
ニ
ス
リ
は
医
師
と
し
て
働
き
始
め
た
が
、
そ
の

数
ヶ
月
後
に
妻
と
娘
が
あ
の
ベ
ル
ゲ
ン
=ベ
ル
ゼ
ン
強
制
収
容
所
か
ら
解
放

さ
れ
て
戻
っ
て
き
た
。
彼
は
、
一
九
四
七
年
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判

（
イ
ー
・
ゲ
ー
・
フ
ァ
ル
ベ
ン
社
関
係
）
に
証
人
と
し
て
出
廷
し
た
。［
グ
ラ

ビ
ア
32
、
116
頁
］

ミ
ク
ロ
ー
シ
ュ
・
ニ
ス
リ
は
晩
年
患
い
、
一
九
五
六
年
五
月
五
日
、
心
臓

発
作
で
死
亡
し
た
。
娘
ツ
ツ
ァ
ー
ナ
は
一
九
八
三
年
一
月
に
、
ま
た
妻
マ
ル

ガ
レ
ー
タ
は
一
九
八
五
年
九
月
五
日
、
八
五
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

ミ
ク
ロ
ー
シ
ュ
・
ニ
ス
リ
は
戦
後
、
す
ぐ
に
回
想
記
を
執
筆
し
て
、
一
九
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四
六
年
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
で
出
版
し
、
そ
の
後
多
く
の
国
で
翻
訳
さ
れ
て
い

る
。

フ
ラ
ン
チ
シ
ェ
ク
・
ピ
ー
ペ
ル

（
一
）
ド
イ
ツ
の
軍
事
力
を
背
景
に
し
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
国
は
、
第
一
次
ウ
ィ
ー
ン

裁
定
（
一
九
三
八
年
一
一
月
二
日
）
に
よ
り
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
に
た
い
し
て
南

部
ス
ロ
バ
キ
ア
、
南
部
カ
ル
パ
チ
ア
、
ル
テ
ニ
ア
を
割
譲
さ
せ
、
さ
ら
に
第
二
次

ウ
ィ
ー
ン
裁
定
（
一
九
四
〇
年
八
月
三
〇
日
）
に
よ
り
、
ル
ー
マ
ニ
ア
王
国
に
は

北
部
ト
ラ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
を
割
譲
さ
せ
た
。
一
九
三
〇
年
に
オ
ラ
デ
ア
で
開
業
し

た
ニ
ス
リ
は
、
一
九
四
四
年
に
拘
束
さ
れ
る
ま
で
の
一
四
年
間
、
国
際
的
緊
張
の

中
、
ル
ー
マ
ニ
ア
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
間
で
国
境
線
が
変
わ
る
境
界
地
域
を
移
動
し

た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ニ
ス
リ
の
国
籍
は
ル
ー
マ
ニ
ア
で
あ
る
が
、
拘
束
さ

れ
た
と
き
、
ニ
ス
リ
一
家
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
籍
の
ユ
ダ
ヤ
人
と
さ
れ
た
。（
地
図

⚒
参
照
。
123
頁
）

（
二
）
「
デ
ー
メ
・
ス
ト
ヤ
イ
（
一
八
八
三
年
～
一
九
四
六
年
）、
ハ
ン
ガ
リ
ー
軍
大

将
兼
政
治
家
、
一
九
四
四
年
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
首
相
。
ホ
ル
テ
ィ
の
反
革
命
軍
の
諜

報
員
、
後
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
軍
属
と
し
て
ベ
ル
リ
ン
に
滞
在
。
一
九
三
五
年
か
ら
一

九
四
四
年
三
月
ま
で
ド
イ
ツ
駐
在
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
。
一
九
四
二
年
に
ス
ト
ヤ
イ

は
、
み
ず
か
ら
を
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
第
一
人
者
で
あ
る
と
公
言
し

た
。
ナ
チ
ス
に
よ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
占
領
後
（
一
九
四
四
年
三
月
一
九
日
）、
ホ
ル

テ
ィ
と
ド
イ
ツ
外
務
省
は
共
同
で
、
ス
ト
ヤ
イ
を
ブ
ダ
ペ
ス
ト
政
府
の
首
相
に
任

命
し
た
。
ス
ト
ヤ
イ
は
親
ナ
チ
ス
・
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
政
権
を
樹
立
し
た
。
ナ
チ

ス
は
、
ス
ト
ヤ
イ
を
、
と
く
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
『
最
終
解
決
』
を
実
行
す

る
上
で
信
頼
で
き
る
協
力
者
と
見
な
し
た
。
任
命
後
数
日
も
経
た
な
い
う
ち
に
、

ス
ト
ヤ
イ
は
、
政
府
内
の
関
係
者
に
ゲ
ッ
ト
ー
の
構
築
と
移
送
を
含
む
厳
し
い
反

ユ
ダ
ヤ
政
策
を
採
る
よ
う
求
め
た
。
三
月
二
九
日
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
の
情
報
筋

は
、
ス
ト
ヤ
イ
政
権
が
反
ユ
ダ
ヤ
法
を
公
布
す
る
と
発
表
し
た
。
ス
ト
ヤ
イ
は
多

く
の
法
令
に
署
名
し
た
が
、
そ
の
中
に
は
、
す
べ
て
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
黄
色
い
ワ
ッ

ペ
ン
の
着
用
を
義
務
づ
け
る
も
の
も
あ
っ
た
（
一
九
四
四
年
三
月
三
一
日
）。

ル
ー
マ
ニ
ア
が
枢
軸
国
か
ら
脱
退
し
た
一
九
四
四
年
八
月
二
三
日
以
降
も
、
保
守

分
子
に
よ
っ
て
そ
の
地
位
を
追
わ
れ
た
一
九
四
四
年
八
月
二
四
日
ま
で
は
、
ス
ト

ヤ
イ
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
首
相
の
座
に
あ
っ
た
。
一
九
四
五
年
一
月
に
ソ
連
軍
が
ブ
ダ

ペ
ス
ト
に
接
近
す
る
と
ド
イ
ツ
に
逃
れ
、
一
九
四
五
年
、
ア
メ
リ
カ
の
諜
報
機
関

に
よ
る
逮
捕
後
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
引
き
渡
さ
れ
、
重
罪
犯
と
し
て
国
民
法
廷
に

よ
っ
て
裁
か
れ
た
。
彼
は
死
刑
判
決
を
受
け
、
一
九
四
六
年
に
処
刑
さ
れ
た
。」

Jew
ish

V
irtualLibrary

,https

://ww
w

.jew
ishvirtuallibrary

.org/szt-x00f3-jay-d-
x00f6-m

e-x00b0

,accessed
on

A
ugust13

,2021

.

（
三
）
移
送
計
画
推
進
の
た
め
に
一
九
四
四
年
三
月
に
、
特
別
分
遣
隊

ア
イ
ン
ザ
ッ
ツ
グ
ル
ッ
ペ

を
率
い
る
ア

ド
ル
フ
・
ア
イ
ヒ
マ
ン
が
ブ
ダ
ペ
ス
ト
に
派
遣
さ
れ
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
複
合

収
容
所
の
総
司
令
官
ル
ド
ル
フ
・
ヘ
ス
と
連
携
し
た
。

（
四
）
オ
シ
フ
ィ
エ
ン
チ
ム
の
基
幹
収
容
所
の
死
体
焼
却
場
を
第
一
死
体
焼
却
場
と

す
る
番
号
系
で
は
、
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
の
死
体
焼
却
場
は
第
二
か
ら
第
五
ま
で
と
な
る
。

ビ
ル
ケ
ナ
ウ
だ
け
の
死
体
焼
却
場
に
つ
い
て
の
番
号
系
で
は
、
死
体
焼
却
場
は
第

一
か
ら
第
四
ま
で
と
な
る
。

(4)アウシュヴィッツの囚人医師(ニスリ著 木村訳)



宣

誓

左
に
署
名
す
る
医
師
に
し
て
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
の
元
囚
人

（
囚
人
番
号
Ａ
八
四
五
〇
）
で
あ
る
私
、
ミ
ク
ロ
ー
シ
ュ
・
ニ
ス
リ
(1
)
は
、

数
百
万
も
の
父
、
母
、
子
ど
も
を
焼
き
尽
く
し
た
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
の
屋
内
お
よ

び
屋
外
の
死
体
焼
却
場
を
目
撃
し
た
者
と
し
て
、
人
類
史
上
最
も
暗
い
出
来

事
の
記
録
を
、
い
さ
さ
か
の
誇
張
も
粉
飾
も
せ
ず
に
真
実
に
従
っ
て
書
い
た

こ
と
を
証
言
す
る
(2
)。

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
死
体
焼
却
場
の
医
師
と
し
て
、
私
は
、
死
体
に
か

ん
す
る
無
数
の
医
学
的
・
法
医
学
的
検
案
書
を
作
成
し
、
そ
れ
に
は
腕
に
入

れ
墨
さ
れ
た
私
の
囚
人
番
号
を
付
し
て
署
名
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
報
告
書
に
は
上
司
の
親
衛
隊
員
メ
ン
ゲ
レ
(3
)
も
署
名
し
、
世
界
で
最

も
名
の
通
っ
た
医
学
研
究
施
設
「
ベ
ル
リ
ン
・
ダ
ー
ラ
ム
人
種
生
物
学
・
人

類
学
研
究
所
｣(4
)
に
郵
送
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
文
書
が
、
今
で
も
こ
の
偉
大

な
る
研
究
所
の
書
庫
に
存
在
し
て
い
る
確
度
は
非
常
に
高
い
。
こ
の
記
録
は

文
学
的
成
功
を
目
的
と
し
て
は
い
な
い
。
私
は
医
師
で
あ
り
、
小
説
家
で
は

な
い
の
だ
か
ら
。

一
九
四
六
年
三
月
、
ナ
ジ
ヴ
ァ
ラ
ド
に
て

ド
ク
タ
ー
・
ミ
ク
ロ
ー
シ
ュ
・
ニ
ス
リ

(5) 北海学園大学経済論集 第 70 巻第 3号(2022 年 12 月)

(1
)
囚
人
ミ
ク
ロ
ー
シ
ュ
・
ニ
ス
リ
は
親
衛
隊
医
官
ヨ
ゼ
フ
・
メ
ン
ゲ
レ
の
命
に

よ
り
人
体
実
験
の
た
め
に
双
子
と
低
身
長
症
の
人
を
解
剖
し
た
。
ニ
ス
リ
は
親
衛

隊
員
お
よ
び
ガ
ス
室
や
死
体
焼
却
場
で
作
業
す
る
囚
人
の
医
師
で
も
あ
っ
た
。
こ

れ
ら
の
囚
人
（
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
［
特
殊
作
業
部
隊
］）
は
、
外
部
で
他
の
囚

人
と
接
触
す
る
こ
と
が
厳
に
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
病
棟
や
収
容
所
の
あ
ち
こ
ち
に

あ
る
病
院
で
は
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
大
量
虐
殺
の
た
め
の

様
々
な
施
設
の
詳
細
を
秘
匿
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。

(2
)
収
容
所
で
の
虐
殺
を
目
撃
し
た
囚
人
や
親
衛
隊
員
の
中
に
は
、
殺
害
さ
れ
た

犠
牲
者
は
数
百
万
人
に
及
ぶ
と
信
じ
て
い
る
者
も
い
る
。
こ
の
数
字
は
、
一
部
目

撃
証
言
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
収
容
所
で
の
犯
罪
を
検
証
す
る
た
め
に
、
最

初
は
一
九
四
五
年
に
設
置
さ
れ
た
ソ
連
の
委
員
会
が
、
次
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
委
員

会
が
ほ
ぼ
四
〇
〇
万
人
と
し
た
こ
と
に
よ
る
。
し
か
し
、
一
九
五
〇
年
代
以
降
、

様
々
な
国
の
研
究
者
が
新
た
に
発
見
さ
れ
た
収
容
所
へ
の
移
送
に
か
ん
す
る
公
文

書
を
基
に
し
て
全
体
数
を
部
分
に
分
け
て
検
証
し
た
結
果
、
元
の
推
定
は
過
大
で

あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
現
在
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
研
究
者
は
ア
ウ
シ
ュ

ヴ
ィ
ッ
ツ
で
殺
害
さ
れ
た
の
は
一
〇
〇
万
人
～
一
五
〇
万
人
で
あ
り
、
そ
の
う
ち

の
大
半
（
九
〇
％
）
は
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
（Franciszek

Piper

,

Auschw
itz.H

ow
m
any

perished
Jew

s

,Poles,G
ypsies

...,Ośw
ięcim

1996

）。

(3
)
一
九
一
一
年
三
月
一
六
日
、
ギ
ュ
ン
ツ
ブ
ル
ク
生
ま
れ
。
哲
学
博
士
、
医
学

博
士
。
一
九
三
八
年
に
親
衛
隊
に
入
隊
し
、
様
々
な
医
学
関
係
の
ポ
ス
ト
を
歴
任
。

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
赴
任
す
る
前
は
、
親
衛
隊
第
五
装
甲
師
団
「
ヴ
ィ
ー
キ
ン

グ
」
に
属
す
東
部
補
助
歩
兵
大
隊
の
軍
医
と
し
て
任
官
し
、
東
部
戦
線
に
派
遣
さ

れ
た
。
負
傷
の
後
、
強
制
収
容
所
で
の
軍
務
を
志
願
し
た
。
一
九
四
三
年
五
月
三

〇
日
に
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
の
ジ
プ
シ
ー
収
容
所
で
医
官
と
し
て
初
め
て
任
務
に
就
い
た
。

一
九
四
四
年
八
月
に
ジ
プ
シ
ー
収
容
所
が
閉
鎖
さ
れ
た
後
、
メ
ン
ゲ
レ
は
ビ
ル
ケ

ナ
ウ
強
制
収
容
所
（
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
第
二
強
制
収
容
所
）
の
主
任
医
官
に
就

任
し
、
一
九
四
四
年
一
一
月
に
は
収
容
所
の
親
衛
隊
病
院
を
任
さ
れ
、
一
九
四
五

年
一
月
の
撤
退
ま
で
そ
の
地
位
に
あ
っ
た
。
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
で

メ
ン
ゲ
レ
は
在
監
囚
人
の
選
別
だ
け
で
な
く
、
移
送
列
車
の
到
着
直
後
、
ラ
ン
プ

で
の
囚
人
の
選
別
を
指
揮
し
た
。
彼
を
最
も
悪
名
高
く
し
て
い
る
の
は
、
多
胎
妊

娠
の
女
性
、
水
癌
ノ

マ

の
患
者
［
極
度
の
栄
養
失
調
に
よ
る
口
内
炎
の
一
種
］、
双
子
、

低
身
長
症
の
人
に
た
い
す
る
人
体
実
験
で
あ
る
。
戦
後
、
彼
は
南
ア
メ
リ
カ
に
逃

亡
し
た
。
一
九
七
九
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
か
ら
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
と
こ

ろ
で
、
海
水
浴
中
に
発
作
を
起
こ
し
溺
死
し
た
（A

leksander
Lasik

,“D
ie



回
想
録

一
五
月
の
午
後
。
暑
い
。
有
刺
鉄
線
を
打
ち
付
け
た
小
さ
な
窓
が
一
つ
あ
る

だ
け
の
貨
車
の
中
に
は
九
〇
人
が
押
し
込
め
ら
れ
、
不
潔
な
体
が
発
す
る
汗

の
臭
い
と
バ
ケ
ツ
か
ら
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
尿
が
放
つ
悪
臭
と
で
、
ま
す
ま

す
耐
え
が
た
く
な
っ
て
き
た
。
移
送
列
車
は
そ
の
よ
う
な
有
蓋
車
四
〇
両
で

編
成
さ
れ
て
い
た
。
ス
ロ
バ
キ
ア
を
経
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
総
督
府
(5
)
を
通
り
、

未
知
の
目
的
地
に
向
か
っ
た
旅
は
四
日
が
経
過
し
た
。
絶
滅
を
宣
告
さ
れ
た

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ユ
ダ
ヤ
人
(6
)
に
た
い
す
る
初
め
て
の
強
制
移
送
で
あ
る
。

テ
ト
ラ
山
脈
は
、
遙は

る

か
か
な
た
に
な
っ
た
。
ル
ブ
リ
ン
と
ク
ラ
ク
フ
も
過

ぎ
た
。
戦
時
中
、
こ
の
二
都
市
(7
)
は
、「
新
秩
序
」
の
差
配
人
が
占
領
地
か

ら
連
れ
て
き
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
の
反
フ
ァ
シ
ス
ト
を
一
ヶ
所
に
集
め
て
絶
滅

さ
せ
る
た
め
の
街
と
な
っ
た
。

ク
ラ
ク
フ
を
離
れ
て
一
時
間
後
に
、
私
た
ち
の
列
車
は
大
き
な
駅
に
着
い

た
。
標
識
に
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
「
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
」
と
書
い
て
あ
っ
た

が
、
こ
の
地
名
が
ど
こ
の
こ
と
か
私
た
ち
に
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま

で
に
こ
の
地
名
を
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

貨
車
の
隙
間
か
ら
外
の
大
騒
ぎ
が
見
え
た
。
警
備
の
親
衛
隊
が
下
車
し
、

新
し
い
警
備
隊
と
交
代
し
た
。
乗
務
員
も
下
車
し
た
。
途
切
れ
途
切
れ
の
会

話
か
ら
目
的
地
に
到
着
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

列
車
が
再
び
動
き
出
し
、
二
〇
分
後
に
ま
た
停
止
し
た
。

貨
車
の
隙
間
か
ら
再
度
、
車
外
を
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。
今
い
る
場
所
は
、

単
調
な
ほ
ど
平
坦
で
東
シ
レ
ジ
ア
に
典
型
的
な
黄
色
が
か
っ
た
粘
土
質
の
土

地
だ
。
あ
ち
こ
ち
の
緑
色
の
木
叢

こ
む
ら

が
あ
た
り
の
単
調
さ
を
破
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
私
の
目
の
前
に
は
地
平
線
ま
で
伸
び
る
長
い
フ
ェ
ン
ス
が
あ
り
、
規

則
的
に
並
ん
だ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
支
柱
に
は
有
刺
鉄
線
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て

い
た
。
碍が

い

子し

と
高
電
圧
注
意
の
標
識
か
ら
、
鉄
線
に
は
電
気
が
流
れ
て
い
る

(6)アウシュヴィッツの囚人医師(ニスリ著 木村訳)
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(4
)
こ
の
研
究
所
の
中
に
、
ヨ
ゼ
フ
・
メ
ン
ゲ
レ
の
指
導
教
授
に
し
て
擁
護
者
で

あ
っ
た
教
授
オ
ト
マ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
フ
ェ
ル
シ
ュ
ー
ア
を
所
長
と
す
る
カ
イ

ザ
ー
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
人
類
学
・
人
間
遺
伝
学
・
優
生
学
研
究
所
が
設
置
さ
れ
て

い
た
。

(5
)
一
九
三
九
年
九
月
一
日
の
ド
イ
ツ
に
よ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
攻
後
、
ド
イ
ツ
と

ソ
連
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
分
割
し
て
占
領
し
た
。
ド
イ
ツ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
西
部
を

帝
国
に
併
合
し
、
中
部
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
特
殊
な
法
的
状
態
に
あ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
総

督
府
と
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
ド
イ
ツ
人
の
「
生
活
圏

レ
ー
ベ
ン
ス
ラ
ウ
ム

」
と
な
っ
た
。
ポ
ー
ラ
ン

ド
人
や
戦
前
よ
り
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
住
ん
で
い
た
少
数
民
族
は
、
ド
イ
ツ
人
で
置
き

換
え
る
た
め
に
占
領
地
か
ら
追
放
さ
れ
、
強
制
収
容
所
、
ゲ
ッ
ト
ー
、
刑
務
所
な

ど
に
大
量
移
送
さ
れ
、
そ
こ
で
殺
害
さ
れ
た
。［
地
図
⚑
、
122
頁
］

(6
)
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
大
量
移
送
は
、
一
九
四
四
年
五
月
二
日
に
ア
ウ

シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
に
到
着
し
た
の
が
最
初
で
あ
る
。
ブ
ダ
ペ
ス
ト
駐
在

ド
イ
ツ
特
使
エ
ト
ム
ン
ト
・
フ
ェ
ー
ゼ
ン
マ
イ
ヤ
ー
の
一
九
四
四
年
七
月
九
日
付

電
報
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
は
摂
政
［
事
実
上
の
元
首
］
ミ
ク
ロ
ー
シ
ュ
・
ホ
ル

テ
ィ
の
介
入
に
よ
り
移
送
で
き
な
か
っ
た
が
、
四
三
万
七
四
〇
二
人
の
ユ
ダ
ヤ
人

が
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ユ
ダ
ヤ
人

を
載
せ
た
二
本
の
移
送
列
車
が
到
着
し
た
の
は
五
月
二
日
で
あ
る
。
規
則
的
な
大

量
移
送
は
五
月
一
六
日
か
ら
で
あ
る
。
ミ
ク
ロ
ー
シ
ュ
・
ニ
ス
リ
は
、
こ
れ
以
降

の
ど
れ
か
の
列
車
で
移
送
さ
れ
た
。（R

andolph
L

.Braham

,The
D
estruction

H
ungarian

Jew
ry

,New
Y
ork

,1963

,p

.443

.）

(7
)
ニ
ス
リ
は
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
が
あ
っ
た
オ
シ
フ
ィ
エ
ン
チ

ム
と
ル
ブ
リ
ン
強
制
収
容
所
［
規
模
は
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
に
次
ぐ

と
言
わ
れ
る
］
が
あ
っ
た
ル
ブ
リ
ン
（
別
名
マ
イ
ダ
ネ
ク
）
の
こ
と
を
言
っ
て
い

る
。



こ
と
が
分
か
っ
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
支
柱
が
い
く
つ
も
あ
り
、
そ
れ
で
敷

地
が
大
き
な
四
角
形
に
囲
ま
れ
、
そ
の
中
に
は
緑
色
の
タ
ー
ル
紙
で
屋
根
を

葺ふ

い
た
バ
ラ
ッ
ク
が
何
百
棟
も
建
っ
て
い
て
、
そ
の
間
に
は
長
い
直
線
の
道

路
が
あ
っ
た
。

有
刺
鉄
線
の
向
こ
う
に
は
、
縞
模
様
の
囚
人
服
を
着
た
人
の
姿
も
見
え
た
。

彼
ら
は
板
材
を
運
ん
だ
り
シ
ャ
ベ
ル
を
担か

つ

い
で
縦
列
行
進
を
し
た
り
し
て
い

た
。
そ
の
少
し
先
で
は
、
重
い
丸
太
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ん
で
い
た
。
柵
の
回

り
に
は
決
ま
っ
て
三
〇
㍍
～
四
〇
㍍
お
き
に
、
特
徴
的
な
造
り
の
監
視
塔
が

あ
っ
た
。
監
視
塔
に
は
必
ず
、
襟
の
色
が
フ
ィ
ー
ル
ド
グ
レ
イ
の
制
服
を
着

た
親
衛
隊
員
が
一
人
、
機
関
銃
の
銃
座
に
付
い
て
い
た
。

こ
れ
が
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
(8
)
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
人
は
好

ん
で
Ｋ
Ｚ

カ
ー
・
ツ
ェ
ト

と
い
う
略
語
［K

onzentraionslager

］
を
使
っ
た
。

そ
れ
は
ぞ
っ
と
さ
せ
る
よ
う
な
光
景
で
あ
っ
た
が
、
し
ば
ら
く
の
間
は
好

奇
心
と
期
待
へ
の
緊
張
の
お
か
げ
で
恐
怖
心
は
心
の
中
に
し
ま
う
こ
と
が
で

き
た
。

一
緒
の
貨
車
で
来
た
同
行
者
を
見
回
し
た
と
こ
ろ
、
医
師
が
二
六
人
、
薬

剤
師
が
八
人
、
そ
の
妻
子
と
数
人
の
年
老
い
た
両
親
が
い
た
。
疲
れ
た
よ
う

に
見
え
る
彼
ら
は
落
胆
し
、
持
っ
て
き
た
荷
物
の
上
や
床
に
座
り
込
ん
で
い

た
。
彼
ら
は
到
着
の
と
き
こ
そ
動
揺
し
て
い
た
が
、
何
か
悪
い
こ
と
が
起
こ

り
そ
う
な
予
感
が
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
気
を
張
っ
て
い
た
。
ほ
と
ん
ど
の

子
ど
も
た
ち
は
寝
て
い
た
が
、
残
り
物
、
と
言
っ
て
も
ふ
つ
う
は
パ
ン
の
残

り
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
食
べ
て
い
る
子
ど
も
が
い
た
。
も
う
パ
ン
が
な
く

な
り
乾
い
た
小
さ
な
舌
で
カ
サ
カ
サ
の
唇
を
吸
っ
て
い
る
子
ど
も
も
い
た
。

分
厚
い
皮
の
ブ
ー
ツ
に
踏
ま
れ
て
砂
が
き
し
ん
だ
と
き
に
出
る
篩ふ

る
いに
か
け

る
よ
う
な
音
と
怒
鳴
り
声
の
命
令
で
、
心
の
中
の
期
待
が
乱
暴
に
も
裏
切
ら

れ
た
。
貨
車
の
鍵
が
開
け
ら
れ
扉
が
音
を
立
て
て
開
い
た
。
そ
し
て
第
一
声
。

「
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
と
小
荷
物
は
置
い
た
ま
ま
。
持
つ
の
は
手
荷
物
だ
け
。」
子

ど
も
を
抱
え
た
男
性
が
妻
子
の
手
を
取
っ
て
、
貨
車
か
ら
一
･五
㍍
下
の
ラ降

ン車

プ場

に
降
り
る
の
を
手
伝
っ
て
い
た
。
私
た
ち
は
貨
車
の
前
に
直
ち
に
整
列
し
た
。

目
の
前
に
は
、
ピ
カ
ピ
カ
に
磨
い
た
ブ
ー
ツ
を
履
き
、
肩
章
に
金
色
の
星

［
正
し
く
は
銀
色
］
が
付
い
た
若
い
親
衛
隊
将
校
が
立
っ
て
い
た
。
明
ら
か

に
こ
の
男
が
親
衛
隊
員
に
命
令
し
て
い
た
。
そ
の
こ
ろ
は
親
衛
隊
の
徽き

章し
ょ
うの

こ
と
は
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
図
象
(五
)
が
腕
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
医
者
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
後
に
、
こ
の
男
が
親
衛
隊
大

尉
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
そ
の
名
は
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容
所

主
任
医
官
(9
)
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
。
移
送
列
車
が
到
着
す
る
た
び
に
ラ
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(8
)
オ
シ
フ
ィ
エ
ン
チ
ム
［
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
表
記
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
ド
イ

ツ
語
表
記
］
に
あ
る
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
（K

onzentrationslager

）

は
、
被
占
領
国
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
最
初
の
強
制
収
容
所
と
し
て
一
九
四
〇
年
六
月
一

四
日
に
開
所
し
た
。
そ
れ
か
ら
二
年
と
経
た
な
い
う
ち
に
拡
張
さ
れ
、
史
上
最
大

規
模
の
ナ
チ
ス
強
制
収
容
所
と
な
っ
た
。
当
初
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容

所
は
オ
シ
フ
ィ
エ
ン
チ
ム
の
基
幹
収
容
所
で
あ
っ
た
（
一
九
四
三
年
一
一
月
二
二

日
以
降
の
名
称
は
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
第
一
強
制
収
容
所
）。
一
九
四
二
年
に
新

し
い
収
容
所
が
ブ
ジ
ェ
ジ
ン
カ
／
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
［
表
記
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
名
／
ド
イ

ツ
名
の
順
、
以
下
同
じ
］
に
建
設
さ
れ
た
（
こ
の
収
容
所
の
一
九
四
三
年
一
一
月

二
二
日
以
降
の
名
称
は
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
第
二
強
制
収
容
所
）。
さ
ら
に
収
容

所
が
も
う
一
ヶ
所
（
モ
ノ
ヴ
ィ
チ
ェ
／
モ
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
）
に
建
設
さ
れ
た
（
こ
の

収
容
所
の
一
九
四
三
年
一
一
月
二
二
日
以
降
の
名
称
は
、
付
属
収
容
所
と
合
わ
せ

て
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
第
三
強
制
収
容
所
）。
一
九
四
〇
年
か
ら
一
九
四
二
年
春

ま
で
は
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
移
送
さ
れ
た
大
多
数
と
そ
こ
で
殺
害
さ
れ
た
多

く
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
で
あ
っ
た
。
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
へ
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
大
量
移

送
は
一
九
四
二
年
の
春
に
始
ま
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
い
る
一
一
〇

〇
万
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
絶
滅
を
狙
っ
た
「
最
終
解
決
」
の
一
環
で
あ
っ
た
。
一
三

〇
万
人
が
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
移
送
さ
れ
た
。
そ
の
内
訳
は
ユ
ダ
ヤ
人
一
一
〇

万
人
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
一
四
万
人
～
一
五
万
人
、
ジ
プ
シ
ー
二
万
三
〇
〇
〇
人
、

ソ
連
軍
の
捕
虜
一
万
五
〇
〇
〇
人
で
あ
り
、
残
り
の
二
万
三
〇
〇
〇
人
は
ベ
ラ

ル
ー
シ
人
、
ロ
シ
ア
人
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
、
チ
ェ
コ
人
、
フ
ラ
ン
ス
人
、
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ビ
ア
人
、
ド
イ
ツ
人
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
な
ど
で
あ
る
。

(9
)
駐
屯
地
の
主
任
医
官
は
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
の
医
療
サ
ー
ビ



ン
プ
に
立
つ
選
別
責
任
者
だ
っ
た
(10
)。

選
別
が
始
ま
っ
た
。
親
衛
隊
員
は
男
と
女
子
ど
も
に
分
け
た
。
一
四
歳
未

満
の
子
ど
も
は
母
親
と
一
緒
だ
。
こ
う
し
て
列
車
の
前
に
は
二
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
ら
れ
た
長
蛇
の
列
が
で
き
た
。
呆
然
と
し
た
の
は
も
っ
と
も
だ
。

あ
っ
と
い
う
間
に
、
家
族
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
。

親
衛
隊
員
は
私
た
ち
の
問
い
に
穏
や
か
な
口
調
で
「
心
配
ご
無
用
。
こ
れ

か
ら
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
、
消
毒
す
る
。
そ
れ
が
、
こ
こ
の
流
儀
だ
。
ま
た
、

家
族
と
一
緒
に
な
れ
る
。」
と
言
っ
た
。

四
〇
〇
〇
人
の
一
団
(11
)
が
選
別
さ
れ
て
い
た
と
き
に
、
辺
り
を
見
回
す

こ
と
が
で
き
た
。
貨
車
の
壁
の
隙
間
越
し
に
ち
ら
り
と
し
か
見
え
な
か
っ
た

景
色
が
夕
日
に
照
ら
さ
れ
て
、
劇
的
な
ま
で
に
迫
っ
て
き
た
。
貨
車
の
中
に

い
た
と
き
よ
り
も
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
最
初
に
飛
び

込
ん
で
き
た
も
の
に
、
目
が
釘
付
け
に
な
っ
た
。
と
て
つ
も
な
く
大
き
い
赤

レ
ン
ガ
の
二
階
建
て
建
造
物
(12
)
で
あ
る
。
さ
し
ず
め
工
場
と
言
っ
た
と
こ

ろ
か
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
は
ま
っ
た
く
特
殊
な
工
場
の
煙
突
で
あ
っ
た
。
驚

い
た
こ
と
に
、
数
㍍
上
ま
で
火
柱
を
上
げ
て
い
た
。
煙
突
の
四
隅
に
は
避
雷

針
が
あ
っ
た
。
か
く
も
激
し
い
炎
で
燃
え
る
の
は
、
地
獄
の
か
ま
ど
か
。
そ

れ
が
何
か
、
す
ぐ
に
答
え
が
分
か
っ
た
。
死
体
焼
却
場
だ
。
も
う
少
し
経
っ

て
か
ら
、
さ
ら
に
分
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
数
本
の
木
に
隠
さ
れ
た
建
物
が

三
分
の
一
く
ら
い
見
え
た
。
ど
の
建
物
の
煙
突
か
ら
も
炎
が
吹
き
出
て
い

た
(13
)。
私
の
方
に
そ
よ
風
に
乗
っ
た
煙
が
流
れ
て
き
た
。
毛
髪
と
死
体
を

焼
く
と
き
の
吐
き
気
を
も
よ
お
す
刺
激
が
鼻
を
つ
い
た
。
低
品
質
の
動
物
性

脂
質
で
作
ら
れ
た
教
会
の
ロ
ウ
ソ
ク
の
臭
い
に
似
た
ア
ク
ロ
レ
イ
ン
(六
)
が
、

肉
体
を
燃
や
す
と
き
に
出
て
い
る
の
だ
。

こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
し
ば
し
考
え
た
が
、
す
で
に
選
別
が
次
の
段

階
に
進
ん
で
し
ま
っ
た
。
男
、
女
、
子
ど
も
が
一
列
に
な
っ
て
、
選
別
係
の

前
を
通
り
過
ぎ
た
。
選
抜
担
当
医
官
（
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
）
の
手
の
動

き
に
よ
っ
て
、
あ
る
者
は
左
、
他
の
者
は
右
と
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら

れ
た
。
左
側
に
行
っ
た
の
は
一
四
歳
未
満
の
子
ど
も
と
一
緒
の
女
性
の
他
に
、

主
と
し
て
老
人
、
体
力
が
な
さ
そ
う
な
者
、
疲
れ
て
見
え
る
者
で
あ
っ
た
。

右
側
の
グ
ル
ー
プ
は
仕
事
に
適
し
て
い
る
と
思
わ
れ
た
人
た
ち
で
あ
っ
た
。

私
は
、
妻
と
一
四
歳
の
娘
も
こ
の
右
の
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
た
こ
と
に
気
づ
い

(8)アウシュヴィッツの囚人医師(ニスリ著 木村訳)

ス
を
担
う
第
五
部
（
こ
の
元
に
医
務
課
、
歯
課
、
薬
剤
課
の
三
課
が
あ
る
。）
の

業
務
全
般
に
か
ん
す
る
責
任
者
で
も
あ
っ
た
。
各
課
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
囚
人
係
と

親
衛
隊
係
が
置
か
れ
て
い
る
。
医
務
課
は
、
親
衛
隊
員
を
診
察
す
る
親
衛
隊
医
官

と
囚
人
を
取
り
扱
う
親
衛
隊
医
官
で
構
成
さ
れ
る
が
、
後
者
は
、
現
実
に
は
人
体

実
験
や
死
亡
診
断
書
の
偽
造
に
も
関
与
し
た
。
親
衛
隊
医
官
の
補
助
要
員
と
し
て

親
衛
隊
看
護
婦
が
い
た
。
囚
人
に
た
い
し
て
本
当
に
治
療
を
受
け
る
わ
ず
か
な

チ
ャ
ン
ス
を
与
え
た
の
は
、
病
舎
お
よ
び
い
わ
ゆ
る
収
容
所
病
院
に
い
る
仲
間
の

囚
人
医
師
で
あ
っ
た
。

(10
)
一
九
四
二
年
以
降
は
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
移
送
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
は
、

ラ
ン
プ
で
下
車
す
る
と
、
す
ぐ
に
選
別
さ
れ
た
。
こ
の
選
別
の
目
的
は
、
新
規
到

着
者
を
労
働
す
る
に
足
る
体
力
が
あ
る
者
と
ガ
ス
室
に
直
行
す
る
者
に
選
り
分
け

る
こ
と
で
あ
る
。
最
初
の
ガ
ス
室
は
一
九
四
一
年
の
夏
に
基
幹
収
容
所
に
建
設
さ

れ
た
。
一
九
四
二
年
に
、
さ
ら
に
二
つ
の
ガ
ス
室
が
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
強
制
収
容
所
に

建
設
さ
れ
、
そ
の
後
、
こ
の
施
設
が
建
て
替
え
ら
れ
、
一
九
四
三
年
に
は
近
代
的

な
四
つ
の
ガ
ス
室
と
死
体
焼
却
場
が
作
ら
れ
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
の
他
に
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
人
、
ジ
プ
シ
ー
、
ソ
連
軍
の
捕
虜
が
そ
れ
ぞ
れ
数
千
人
ず
つ
、
こ
の
ガ
ス
室
で

殺
さ
れ
た
。

(11
)
一
九
四
四
年
五
月
六
日
に
終
わ
っ
た
ウ
ィ
ー
ン
の
会
議
で
は
、
一
本
あ
た
り

三
〇
〇
〇
人
と
し
て
毎
日
四
本
の
列
車
を
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
出
発
さ
せ
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
。
列
車
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
五
両
の
貨
物
車
で
編
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

(12
)
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
死
体
焼
却
場
は
平
屋
建
て
で
あ
っ
た
。
第
一
(二
)死

体
焼
却
場
と
第
二
(三
)死
体
焼
却
場
の
屋
根
裏
部
屋
に
は
、
一
九
四
四
年
の
中
頃

か
ら
、
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
が
居
住
し
た
［
死
体
焼
却
場
に
か
ん
す
る
二
つ
の
番

号
系
に
つ
い
て
は
訳
注
四
、
⚔
頁
参
照
］。

(13
)
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
強
制
収
容
所
に
は
四
棟
の
死
体
焼
却
場
が
あ
っ
た
。
第
一
(二
)

死
体
焼
却
場
と
第
二
(三
)死
体
焼
却
場
の
煙
突
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
本
で
あ
り
、
第

三
(四
)死
体
焼
却
場
と
第
四
(五
)死
体
焼
却
場
の
煙
突
は
二
本
ず
つ
あ
る
。



た
。
私
た
ち
は
家
族
ど
う
し
で
話
し
合
え
な
く
な
り
、
た
だ
手
を
振
る
だ
け

だ
っ
た
。

赤
十
字
の
マ
ー
ク
を
付
け
た
ワ
ゴ
ン
が
何
台
か
来
て
、
重
病
人
、
高
齢
者
、

病
弱
の
者
、
精
神
障
が
い
者
を
集
め
た
。
私
の
同
僚
で
高
齢
の
医
師
数
名
が

手
を
貸
し
て
ほ
し
い
と
頼
ん
だ
と
こ
ろ
、
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
ら
れ
た
。
ま
ず

ト
ラ
ッ
ク
の
列
が
動
い
た
。
左
側
の
グ
ル
ー
プ
が
五
列
に
並
ん
で
そ
れ
に
続

き
、
数
人
の
親
衛
隊
員
の
付
き
添
い
で
ゆ
っ
く
り
と
行
進
し
た
。
数
分
後
に

は
彼
ら
は
木
叢

こ
む
ら

の
向
こ
う
に
消
え
て
い
っ
た
。
右
側
の
グ
ル
ー
プ
は
、
そ
の

場
に
留
ま
っ
た
。

ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
、
こ
の
右
側
の
グ
ル
ー
プ
に
た
い
し
て
医
師
は

す
べ
て
前
に
出
ろ
と
命
令
し
た
。
彼
は
前
に
出
た
五
〇
人
く
ら
い
の
医
師
に

近
づ
き
、
ド
イ
ツ
の
大
学
で
医
学
を
修
め
、
死
体
に
か
ん
す
る
専
門
知
識
を

有
し
、
法
医
学
に
通
じ
て
い
る
者
を
探
し
て
い
る
と
言
っ
た
(七
)。

「
正
規
の
資
格
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
も
な
い
と
…
…
。」

と
言
っ
て
、
曰
く
あ
り
げ
な
仕
草
を
し
た
。

私
は
同
僚
を
見
回
し
た
。
そ
の
よ
う
な
資
格
を
持
っ
て
い
る
者
が
、
こ
こ

に
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
恐
ろ
し
さ
の
あ
ま
り
怖
く
な
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
誰
一
人
、
前
に
出
る
者
は
い
な
い
。
だ
が
、
私
は
も
う
決
心
し
て
い

た
。
え
い
、
ま
ま
よ
。
私
は
み
ん
な
か
ら
離
れ
て
、
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ

の
前
に
立
ち
、
名
を
名
の
っ
た
。
質
問
は
微
に
入
り
細
に
渡
っ
た
。
ど
こ
で

医
学
を
修
め
た
か
、
ど
こ
の
、
何
と
い
う
教
授
の
元
で
剖
検
を
学
ん
だ
か
、

法
医
学
の
業
務
に
携
わ
る
権
限
を
授
け
た
公
的
機
関
は
ど
こ
か
、
こ
の
分
野

で
の
実
務
経
験
は
ど
れ
く
ら
い
か
、
な
ど
な
ど
で
あ
る
。
彼
は
、
直
ち
に
自

分
の
側
に
立
て
と
命
令
し
た
。
私
の
答
え
に
満
足
し
た
に
違
い
な
い
。
私
の

同
僚
た
ち
は
、
元
の
右
側
の
グ
ル
ー
プ
に
戻
れ
と
命
令
さ
れ
た
。
彼
ら
は
死

刑
の
執
行
が
一
時
的
に
猶
予
さ
れ
、
収
容
所
に
通
ず
る
道
を
歩
い
て
い
っ
た
。

そ
の
と
き
は
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
今
は
知
っ
て
い
る
。
あ
の
数

分
後
に
は
左
側
の
グ
ル
ー
プ
が
死
体
焼
却
場
に
通
ず
る
ゲ
ー
ト
を
通
過
し
、

そ
こ
か
ら
戻
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

（
五
）
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
医
神
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
に
は
蛇
が
ま
つ
わ
り
つ
い
て

い
る
。

（
六
）
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
一
種
で
、
揮
発
性
で
毒
性
が
非
常
に
強
い
。

（
七
）
最
初
の
選
別
で
は
、
ニ
ス
リ
は
モ
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
で
「
コ
ン
ク

リ
ー
ト
作
業
員
」
と
し
て
配
属
さ
れ
、
そ
こ
で
二
週
間
弱
の
強
制
労
働
の
後
、
一

九
四
四
年
七
月
二
七
日
に
二
名
の
医
師
と
と
も
に
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
第
二
強
制

収
容
所
（
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
強
制
収
容
所
）
の
Ｂ
Ⅱ
ｆ
収
容
区
に
異
動
し
た
（M

iklós
N
yiszli

[Übergesetztvon
A
ngelika

B
ihari

],Im
Jenseits

der
M
enschlichkeit:

Ein
G
erichtm

ediziner
in
Auschw

itz

,Herausgegeben
von

Friedrich
H
erber

,

B
earbeitung

der
2

.Auflage

:Andreas
K
ilian

und
Friedrich

H
erber

,Berlin

,

2005

,S

.159

.グ
ラ
ビ
ア
31
参
照
、
115
頁
）。

右
記
の
回
想
録
ド
イ
ツ
語
版
で
は
、
ニ
ス
リ
が
モ
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
こ
と
に
言
及

し
て
い
な
い
の
は
「
ド
ラ
マ
ツ
ル
ギ
ー
的
な
理
由
」
に
よ
る
と
指
摘
し
て
い
る

（a.a.O
.

,S

.8

.）。
ペ
ン
ギ
ン
・
モ
ダ
ー
ン
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
・
シ
リ
ー
ズ
の
一

冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
ニ
ス
リ
の
回
想
録
（
英
語
版
）
の
序
文
で
リ
チ
ャ
ー
ド
・

Ｊ
．
エ
バ
ン
ス
は
、「
お
そ
ら
く
話
を
単
純
化
す
る
た
め
に
、
回
想
記
か
ら
は
こ

の
こ
と
を
省
略
し
た
の
で
あ
ろ
う
。」
と
述
べ
て
い
る
（“Introduction”

by
Richard

J

.Evans

,in

:M
iklós

N
yiszli

,Auschw
itz:

A
D
octorʼs

Eyew
itness

Account

,

Translated
by

Tiebere
and

R
ichard

Seaver

,Introduction
by

R
ichard

J

.Evans
w
ith

an
A
fterw

ord
by

B
runo

B
ettelheim

,London

,Penguin
B
ooks

,2012

,p

.
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.）。

(9) 北海学園大学経済論集 第 70 巻第 3号(2022 年 12 月)



(10)アウシュヴィッツの囚人医師(ニスリ著 木村訳)

グラビア⚑ ランプ(1)：1944 年親衛隊撮影
左手奥には正門（「死の門」）が見える。

グラビア⚒ ランプ(2)：1944 年親衛隊撮影



(11) 北海学園大学経済論集 第 70 巻第 3号(2022 年 12 月)

グラビア⚓ ランプ(3)：1944 年親衛隊撮影
上方左右隅のあたりに第⚑(2)死体焼却場と第⚒(3)死体焼却場の建屋がある。

グラビア⚔ ランプ(4)：1944 年親衛隊撮影



(12)アウシュヴィッツの囚人医師(ニスリ著 木村訳)

グラビア⚕ ランプ(5)：1944 年親衛隊撮影

グラビア⚖ ランプ(6)：1944 年親衛隊撮影



(13) 北海学園大学経済論集 第 70 巻第 3号(2022 年 12 月)

グラビア⚗ 選別(1)：1944 年親衛隊撮影

グラビア⚘ 選別(2)：1944 年親衛隊撮影



(14)アウシュヴィッツの囚人医師(ニスリ著 木村訳)

グラビア⚙ 選別を終えて(1)：1944 年親衛隊撮影

グラビア 10 選別を終えて(2)：1944 年親衛隊撮影



二
私
は
、
行
く
末
を
思
っ
て
、
ラ
ン
プ
に
ぽ
つ
ね
ん
と
立
っ
て
い
た
。
考
え

て
い
た
の
は
、
若
い
頃
の
最
も
素
晴
ら
し
い
数
年
を
過
ご
し
た
ド
イ
ツ
の
こ

と
だ
。
星
が
瞬
き
始
め
た
。
北
斗
七
星
が
空
高
く
頭
上
に
見
え
て
き
た
。
ま

る
で
故
郷
の
ナ
ジ
ヴ
ァ
ラ
ド
に
い
る
よ
う
だ
。
涼
や
か
な
夕
方
の
そ
よ
風
が
、

第
三
帝
国
の
死
体
焼
却
場
か
ら
の
死
体
を
焼
く
臭
い
と
ア
ク
ロ
レ
イ
ン
の
悪

臭
を
運
ん
で
さ
え
こ
な
け
れ
ば
、
気
分
は
爽
快
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
支
柱
に
取
り
付
け
ら
れ
た
、
何
百
も
の
ア
ー
ク
灯
が
ま

ぶ
し
い
。
輝
か
し
い
ほ
ど
の
光
の
向
こ
う
は
、
物
音
一
つ
し
な
い
。
重
苦
し

い
暗
黒
に
包
ま
れ
た
収
容
所
の
バ
ラ
ッ
ク
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
か
す
か
に
見
え

る
。
ま
る
で
濃
い
霧
に
包
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

ラ
ン
プ
は
ほ
と
ん
ど
無
人
と
な
り
、
縞
模
様
の
囚
人
服
を
着
た
数
人
が
貨

車
か
ら
放
置
荷
物
を
取
り
出
し
、
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
む
と
き
の
音
だ
け
が

静
寂
を
破
っ
た
。
ほ
ん
の
少
し
前
ま
で
は
私
た
ち
と
運
命
を
共
に
し
た
空
の

貨
車
は
、
薄
明
か
り
の
中
で
次
第
に
見
え
な
く
な
っ
た
。

ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
、
最
後
の
指
示
を
部
下
の
親
衛
隊
員
に
与
え
て

か
ら
オ
ペ
ル
に
向
か
い
、
運
転
席
の
隣
の
席
に
座
り
、
私
に
乗
れ
と
命
令
し

た
。
私
が
座
っ
た
後
部
座
席
の
隣
に
は
、
親
衛
隊
の
下
士
官
が
一
人
乗
っ
た
。

オ
ペ
ル
が
動
い
た
。

春
の
雨
が
降
っ
た
後
で
、
所
々
ひ
ど
い
デ
コ
ボ
コ
で
粘
土
質
の
収
容
所
の

中
の
道
路
を
走
っ
た
。
収
容
所
の
周
り
を
囲
む
有
刺
鉄
線
が
き
ら
き
ら
と
輝

き
、
縞
模
様
を
作
っ
て
い
た
。
短
い
ド
ラ
イ
ブ
が
終
わ
り
、
閉
じ
た
ゲ
ー
ト

の
前
で
車
が
止
ま
っ
た
。
親
衛
隊
下
士
官
が
急
い
で
、
収
容
所
の
衛
兵
詰
所

に
な
っ
て
い
る
指
揮
官
事
務
室
か
ら
飛
び
出
し
て
き
て
、
言
わ
れ
る
ま
ま
に

ゲ
ー
ト
を
開
け
て
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
の
車
を
通
過
さ
せ
た
。
そ
こ
か
ら
、

道
の
両
側
に
バ
ラ
ッ
ク
が
並
ん
で
い
る
メ
イ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
を
さ
ら
に
数

百
メ
ー
ト
ル
進
ん
で
、
ひ
と
き
わ
目
立
つ
建
物
の
前
で
止
ま
っ
た
。

ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
が
下
車
し
た
の
で
、
私
も
続
い
た
。
十
分
す
ぎ
る

時
間
が
あ
っ
た
の
で
、
ド
ア
に
あ
る
「
事
務
室
」
と
い
う
看
板
を
じ
っ
く
り

読
ん
だ
。
そ
の
中
に
入
る
と
、
縞
模
様
の
囚
人
服
を
着
た
男
が
そ
れ
ぞ
れ
の

席
に
着
い
て
い
た
。
顔
つ
き
は
知
性
的
で
あ
る
。
無
言
の
ま
ま
、
す
ぐ
に
彼

ら
は
直
立
し
て
気
を
つ
け
の
姿
勢
を
取
っ
た
。

ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
、
そ
の
う
ち
の
一
人
、
五
〇
歳
く
ら
い
の
、
頭

を
丸
め
た
男
性
の
ほ
う
を
向
い
た
。
私
は
数
㍍
離
れ
て
立
っ
て
い
た
の
で
、

話
の
内
容
は
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
。
Ｂ
Ⅱ
ｆ
収
容
区
(14
)
の
こ
の
先
任
医
師

(15) 北海学園大学経済論集 第 70 巻第 3号(2022 年 12 月)

グラビア 11 ヨゼフ・メンゲレ

(14
)
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
の
収
容
所
の
敷
地
は
、
三
つ
の
建
屋
区
に
分
割
さ
れ
て
い
た
。

第
一
建
屋
区
（
Ｂ
Ⅰ
建
屋
区
）
は
ラ
ン
プ
の
左
側
［
南
］
に
あ
り
［
グ
ラ
ビ
ア

12
］、
さ
ら
に
Ｂ
Ⅰ
ａ
収
容
区
と
Ｂ
Ⅰ
ｂ
収
容
区
に
分
割
さ
れ
た
［
次
頁
の
グ
ラ

ビ
ア
12
で
は
、
第
一
(二
)死
体
焼
却
場
（
Ｋ
1
）
の
東
］。
ラ
ン
プ
の
右
側
［
北
］

の
第
二
建
屋
区
（
Ｂ
Ⅱ
建
屋
区
）
は
、
七
つ
の
収
容
区
に
分
割
さ
れ
た
（
Ｂ
Ⅱ
ａ

収
容
区
、
Ｂ
Ⅱ
ｂ
収
容
区
、
Ｂ
Ⅱ
ｃ
収
容
区
、
Ｂ
Ⅱ
ｄ
収
容
区
、
Ｂ
Ⅱ
ｅ
収
容
区
、



(16)アウシュヴィッツの囚人医師(ニスリ著 木村訳)

グラビア 12 ビルケナウ収容所見取図（右が北）
上方（西側）に⚔棟の死体焼却場（第⚑(2)死体焼却場(K1)～第⚔(5)死体焼却場

(K4)）がある。

グラビア 13 第⚑(2)死体焼却場と第⚒(3)死体焼却場（下が北）：連合軍撮影
右側に写るビルケナウの第⚑(2)死体焼却場(上)と第⚒(3)死体焼却場(下)。中央部

分がランプ（左側に写っているのは，死体焼却場（ガス室）に向かう人の列）。



が
頷う

な
ず
い
た
。
後
日
、
彼
が
囚
人
医
師
の
ド
ク
タ
ー
・
ロ
マ
ン
・
ゼ
ン
ク
テ

ラ
ー
だ
と
分
か
っ
た
。
彼
は
、
他
の
囚
人
の
席
の
後
ろ
に
あ
る
机
を
私
に
与

え
た
。
私
は
詳
細
な
履
歴
を
求
め
ら
れ
、
そ
れ
を
大
き
な
登
録
票
と
検
索
用

カ
ー
ド
に
記
載
し
た
。
私
を
見
張
っ
て
い
た
親
衛
隊
の
下
士
官
に
そ
の
検
索

用
カ
ー
ド
を
渡
し
て
、
部
屋
か
ら
退
出
し
た
。
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
が
通

り
過
ぎ
た
と
き
、
私
は
本
能
的
に
お
辞
儀
を
し
た
。
こ
れ
を
見
た
ド
ク

タ
ー
・
ゼ
ン
ク
テ
ラ
ー
は
悪
意
で
は
な
い
が
皮
肉
を
込
め
て
、
一
言
、
こ
こ

は
サ
ロ
ン
で
は
な
い
ぞ
、
強
制
収
容
所

カ
ー
・
ツ
ェ
ト

だ
と
言
っ
た
。

私
た
ち
は
「
浴
場
・
消
毒
室
」
と
い
う
看
板
が
掛
か
っ
た
三
番
目
の
バ

ラ
ッ
ク
に
行
き
、
そ
こ
で
個
人
カ
ー
ド
と
一
緒
に
身
柄
を
別
の
親
衛
隊
員
に

引
き
渡
さ
れ
た
。
囚
人
服
を
着
た
二
人
の
男
が
近
づ
き
、
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
を

調
べ
て
か
ら
、
服
を
脱
げ
と
言
っ
た
。
そ
れ
か
ら
理
髪
師
が
来
て
、
頭
を

す
っ
か
り
刈
っ
た
。
次
に
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
よ
う
命
令
さ
れ
た
。
塩
化
カ

ル
シ
ウ
ム
溶
液
を
頭
か
ら
振
り
か
け
ら
れ
、
刺
さ
れ
た
よ
う
な
痛
み
で
数
分

間
は
息
が
で
き
な
か
っ
た
。
脱
い
だ
服
の
代
わ
り
に
灰
色
の
上
着
と
黒
い
ズ

ボ
ン
を
別
の
部
屋
で
受
け
取
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
靴
だ
け
は
戻
さ
れ
た
。
そ

れ
は
、
あ
の
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
溶
液
の
桶お

け

に
浸つ

か
っ
て
い
た
。
服
を
着
て
み

て
、
そ
の
服
の
元
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
仲
間
の
囚
人
の
こ
と
が
知
り
た
く

な
っ
た
。

囚
人
の
一
人
が
私
の
左
袖
を
た
く
し
上
げ
、
私
の
検
索
用
カ
ー
ド
を
見
て
、

ボ
ー
ル
ペ
ン
状
の
器
具
で
前
腕
の
皮
膚
を
と
て
も
巧
み
に
素
早
く
何
回
も
何

回
も
刺
し
た
。
皮
膚
が
刺
さ
れ
て
で
き
た
青
い
斑
点
が
に
じ
ん
で
広
が
っ
た
。

そ
の
囚
人
は
、
炎
症
は
す
ぐ
に
治
り
、
数
字
が
鮮
明
に
読
め
る
よ
う
に
な
る

と
言
っ
て
私
を
慰
め
た
。
こ
れ
で
、
ド
ク
タ
ー
・
ミ
ク
ロ
ー
シ
ュ
・
ニ
ス
リ

は
こ
の
世
に
存
在
し
な
く
な
っ
た
。
Ａ
八
四
五
〇
番
と
い
う
た
だ
の
番
号
に

な
っ
た
の
だ
(15
)。
私
は
、
一
五
年
前
に
、
ブ
レ
ス
ラ
ウ
［
ブ
ロ
ツ
ワ
フ
］

に
あ
る
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
大
学
の
学
部
長
が
厳
粛
に
学
位
を

授
与
し
握
手
し
た
後
、
将
来
の
成
功
を
祈
る
と
言
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

三
私
は
、
不
思
議
な
感
情
に
捕
ら
わ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
で

流
れ
に
身
を
任
せ
た
り
自
暴
自
棄
に
な
っ
た
り
し
た
こ
と
は
な
い
。
今
や
新

し
い
状
況
に
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
そ
う
、
私
は
絶
望
な
ど

し
な
か
っ
た
。
感
傷
的
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
弱
く
な
る
わ
け
に

も
い
か
な
か
っ
た
。
そ
の
上
、
当
分
の
間
は
状
況
が
そ
う
悪
く
は
な
ら
な
い

(17) 北海学園大学経済論集 第 70 巻第 3号(2022 年 12 月)

Ｂ
Ⅱ
ｆ
収
容
区
、
Ｂ
Ⅱ
ｇ
収
容
区
［
身
の
回
り
品
を
保
管
す
る
倉
庫
と
囚
人
宿
舎

が
あ
る
区
域
、
通
称
「
カ
ナ
ダ
」、
第
二
(三
)死
体
焼
却
場
（
Ｋ
2
）
と
第
三

(四
)死
体
焼
却
場
（
Ｋ
3
）
の
間
］）。
さ
ら
に
そ
の
右
［
北
］
に
は
、
途
中
ま
で

し
か
完
成
し
な
か
っ
た
第
三
建
屋
区
（
Ｂ
Ⅲ
建
屋
区
）［
通
称
「
メ
キ
シ
コ
」］
が

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
収
容
区
の
中
に
は
固
有
の
仕
組
み
を
も
つ
組
織
が
入
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
収
容
区
の
呼
称
が
収
容
所
の
公
式
名
称
と
し
て

も
使
用
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
Ｂ
Ⅱ
ｆ
は
収
容
区
の
名
称
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
と

も
に
Ｂ
Ⅱ
ｆ
収
容
所
（
こ
れ
は
病
院
収
容
所
）
と
言
う
よ
う
に
も
使
わ
れ
た
。

［
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
の
三
つ
の
区
域
（
一
区
、
二
区
、
三
区
）
を
三
つ
の
建
屋
区
（
Ｂ

Ⅰ
建
屋
区
、
Ｂ
Ⅱ
建
屋
区
、
Ｂ
Ⅲ
建
屋
区
）
と
し
た
の
は
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ

総
司
令
官
ル
ド
ル
フ
・
ヘ
ス
で
あ
る
（
一
九
四
三
年
五
月
一
八
日
）。
こ
の
日
か

ら
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
基
幹
収
容
所
の
既
設
収
容
区
は
Ａ
Ⅰ
収
容
区
、
新
設
の
新

七
号
棟
が
あ
る
収
容
区
は
Ａ
Ⅱ
収
容
区
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（C

zech

,

K
alendarium

,S

.497f

.）。］

(15
)
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
の
囚
人
に
は
、
番
号
が
付
け
ら
れ
た
。
お

よ
そ
四
〇
万
番
ま
で
の
囚
人
番
号
が
い
く
つ
か
に
分
類
さ
れ
て
発
行
さ
れ
た
。
最

も
多
か
っ
た
の
は
、
通
常
連
番
で
三
〇
万
番
ま
で
の
番
号
が
男
女
の
囚
人
に
振
ら

れ
た
。
ジ
プ
シ
ー
の
男
女
に
は
Ｚ
が
、
再
教
育
を
要
す
る
囚
人
に
は
EH
が
、
そ
し

て
ロ
シ
ア
の
捕
虜
に
は
Ｒ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
付
け
ら
れ
た
。
一
九
四
四
年
ま
で
は
ユ

ダ
ヤ
人
の
囚
人
は
通
常
連
番
で
登
録
さ
れ
た
が
、
一
九
四
四
年
五
月
以
降
、
ユ
ダ

ヤ
人
に
は
男
女
と
も
に
Ａ
が
付
け
ら
れ
た
。
Ａ
が
付
く
連
番
は
二
万
番
ま
で
が
発

行
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
は
ユ
ダ
ヤ
人
男
性
に
は
Ｂ
が
付
く
連
番
が
付
け
ら
れ
た
。

Ａ
と
Ｂ
の
文
字
の
後
に
入
れ
墨
で
番
号
が
彫ほ

ら
れ
た
。［
EH
はErziehungshäftlinge

の
略
。］



こ
と
も
分
か
っ
た
。
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
医
師
と
し
て
の
私
の
技ぎ

倆り
ょ
うを

必
要
と
し
て
い
た
。
ド
イ
ツ
軍
が
召
集
し
た
ド
イ
ツ
人
法
医
学
者
か
ら
業
務

の
一
部
あ
る
い
は
全
部
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
現
地
に
派
遣
さ
れ
る
た
め
か
。

そ
れ
が
最
も
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
こ
う
確
信
し
た
の
は
、
私
に
は
囚
人
服
の

代
わ
り
に
立
派
な
背
広
が
、
お
そ
ら
く
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
の
指
示
に

よ
っ
て
支
給
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
私
の
将
来
の
仕
事
に
は
ひ
と
か
ど
の
格

好
が
ふ
さ
わ
し
い
と
で
も
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
臆

測
に
過
ぎ
な
い
。
本
当
の
未
来
は
知
る
由
も
な
か
っ
た
。

親
衛
隊
の
別
の
警
備
兵
が
私
の
検
索
用
カ
ー
ド
を
手
に
し
て
、
バ
ラ
ッ
ク

の
反
対
側
に
建
つ
一
二
号
棟
に
私
を
連
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
建
物
の
奥
行
き

は
一
〇
〇
㍍
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
長
い
廊
下
が
あ
り
、
そ
の
両

側
に
は
粗
末
な
丸
太
と
板
で
作
ら
れ
た
三
段
の
寝
棚
が
あ
り
、
病
気
に
な
っ

た
囚
人
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。
私
が
い
る
の
は
、
収
容
所
病
院
（
Ｂ
Ⅱ
ｆ
収
容

区
）
一
二
号
棟
で
あ
る
。

親
衛
隊
員
は
、
急
い
で
寄
っ
て
来
た
年
配
で
丸
顔
の
囚
人
に
私
の
検
索
用

カ
ー
ド
を
手
渡
し
た
。
そ
の
囚
人
は
カ
ー
ド
を
受
け
取
る
ま
で
、
気
を
つ
け

の
姿
勢
を
取
っ
て
い
た
。
親
衛
隊
員
が
退
出
し
た
後
、
私
は
そ
の
囚
人
と
握

手
し
て
互
い
に
自
己
紹
介
し
た
。
彼
は
一
二
号
棟
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
(八
)
で
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
彼
は
大
き
い
部
屋
か
ら
カ
ー
テ
ン
の
仕
切
が
あ
る
小

部
屋
に
招
き
入
れ
、
座
る
よ
う
に
と
言
っ
た
。
囚
人
の
な
ら
い
で
、
彼
は
自

分
の
こ
れ
ま
で
を
語
り
始
め
た
。

彼
は
第
三
帝
国
の
国
民

ラ
イ
ヒ
ス
ド
イ
チ
ェ

で
あ
っ
た
。「
民
間
人
」
で
五
〇
歳
の
と
き
の

生
業

な
り
わ
い

は
、
金
庫
破
り
で
あ
っ
た
。
い
つ
も
一
人
で
働
い
て
い
た
。
彼
の
最
後

の
「
仕
事
」
は
大
き
な
ヤ
マ
で
あ
っ
た
。
白
昼
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
に
あ

る
金
融
機
関
の
金
庫
室
に
侵
入
し
た
。
彼
は
疎
遠
に
な
っ
て
い
た
妻
が
別
れ

て
く
れ
る
ま
で
の
三
年
間
、
戦
利
品
で
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、

モ
ア
ビ
ッ
ト
刑
務
所
［
ベ
ル
リ
ン
に
あ
り
、
現
在
は
そ
の
跡
地
が
公
園
］
に

一
〇
年
間
い
た
。
判
決
が
下
り
て
釈
放
さ
れ
た
が
、
刑
務
所
の
門
を
出
た
所

で
、
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
が
待
っ
て
い
た
。
す
ぐ
に
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容

所
に
押
送
さ
れ
た
。
四
年
前
の
こ
と
だ
。

縞
模
様
の
囚
人
服
の
ち
ょ
う
ど
心
臓
の
辺
り
に
は
、
緑
色
の
三
角
形
と
囚

人
番
号
が
書
か
れ
た
白
い
布
が
縫
い
付
け
ら
れ
て
い
た
。
強
制
収
容
所
で
は

緑
色
の
三
角
形
は
刑
事
犯
を
意
味
す
る
。
彼
は
、
囚
人
の
色
分
け
制
度
を
説

明
し
て
く
れ
た
。
赤
色
の
三
角
形
は
政
治
犯
、
薄
紫
は
エ
ホ
バ
の
証
人
で
、

住
所
不
定
者
と
売
春
婦
は
黒
、
そ
し
て
ピ
ン
ク
は
刑
法
第
一
七
五
条
に
基
づ

い
て
起
訴
さ
れ
た
同
性
愛
者
(16
)
で
あ
る
。

す
で
に
真
夜
中

ま
よ
な
か

も
過
ぎ
て
い
て
疲
れ
て
い
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
好
奇
心
で

目
が
冴さ

え
て
い
た
。
私
は
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
一
語
一
語
に
ひ
た
す
ら
耳
を

傾
け
た
。
こ
の
強
制
収
容
所
の
複
合
的
で
組
織
的
な
構
成
に
か
ん
す
る
彼
の

総
合
的
洞
察
は
、
非
常
に
貴
重
で
あ
っ
た
。
彼
は
全
収
容
区
の
収
容
所
司
令

官
(17
)
の
名
前
を
知
っ
て
い
て
、「
顔
役
」、
す
な
わ
ち
特
別
の
職
務
に
就
き

特
権
を
も
っ
た
囚
人
と
は
懇
意
だ
っ
た
。
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容
所

が
労
働
収
容
所
で
は
な
く
、
第
三
帝
国
最
大
の
絶
滅
工
場
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
バ
ラ
ッ
ク
と
収
容
所
病
院
で
毎
週
行
わ
れ
る
選
別
に
つ
い
て
聞
い

た
か
ら
で
あ
る
。
選
別
の
後
、
犠
牲
者
は
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
ま
れ
、
数

百
㍍
向
こ
う
の
死
体
焼
却
場
に
行
く
ら
し
い
。

(18)アウシュヴィッツの囚人医師(ニスリ著 木村訳)

(16
)
第
三
帝
国
の
法
律
に
よ
れ
ば
、
同
性
愛
は
犯
罪
で
あ
る
。
同
性
愛
者
は
す
で

に
戦
前
で
も
強
制
収
容
所
に
送
ら
れ
て
い
た
。

(17
)
収
容
所
司
令
官
（
基
幹
収
容
所
［
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
第
一
強
制
収
容
所
］

で
は
保
護
拘
禁
収
容
所
司
令
官
と
言
う
。）
は
、
特
別
な
収
容
所
を
設
置
す
る
収

容
区
（
ま
た
は
付
属
収
容
所
）
の
囚
人
を
統
督
す
る
指
揮
官
で
あ
る
。
ビ
ル
ケ
ナ

ウ
強
制
収
容
所
の
い
く
つ
か
の
収
容
区
に
は
、
収
容
所
司
令
官
が
配
置
さ
れ
た

（
た
と
え
ば
、
女
性
収
容
所
、
男
性
収
容
所
、
ジ
プ
シ
ー
収
容
所
）。
こ
の
ポ
ス
ト

に
就
い
た
の
は
親
衛
隊
の
将
校
（
比
較
的
小
規
模
の
付
属
収
容
所
で
は
親
衛
隊
下

士
官
）
で
あ
っ
た
。
収
容
所
司
令
官
／
保
護
拘
禁
収
容
所
司
令
官
は
収
容
所
総
司

令
官
が
統
督
し
た
。



説
明
を
聞
い
て
、
収
容
所
生
活
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
八
〇
〇
人

な
い
し
一
〇
〇
〇
人
も
の
囚
人
が
、
家
畜
小
屋
よ
り
も
狭
い
バ
ラ
ッ
ク
に
押

し
込
め
ら
れ
て
い
た
。
囚
人
は
互
い
の
頭
、
背
中
、
足
の
上
に
重
な
り
合
っ

て
、
悲
惨
な
状
態
で
短
時
間
し
か
睡
眠
で
き
な
か
っ
た
。

夜
の
静
寂
は
、
日
の
出
前
の
朝
三
時
に
終
わ
っ
た
。
役
付
の
囚
人
が
み
す

ぼ
ら
し
い
仲
間
の
囚
人
を
棍
棒
で
叩
き
起
こ
し
た
。
囚
人
全
員
が
バ
ラ
ッ
ク

か
ら
追
い
出
さ
れ
、
軍
隊
式
に
整
列
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
、
強
制
収
容

所
の
日
課
の
中
で
最
も
非
人
間
的
な
課
業
の
一
つ
で
あ
る
点
呼
が
始
ま
っ
た
。

…
…
囚
人
は
五
列
縦
隊
に
並
ん
で
い
た
。
あ
る
役
付
囚
人
が
、
最
も
背
の

高
い
囚
人
を
最
前
列
に
、
最
も
背
の
低
い
囚
人
を
一
番
後
ろ
の
列
に
並
ば
せ

た
。
そ
れ
か
ら
別
の
役
付
囚
人
が
来
て
、
囚
人
を
棍
棒
で
殴
り
、
背
の
低
い

囚
人
を
前
に
、
背
の
高
い
囚
人
を
後
ろ
に
回
し
た
。
最
後
に
、
洗
い
た
て
で

ア
イ
ロ
ン
の
効
い
た
制
服
を
着
た
、
栄
養
満
点
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
が
バ
ラ
ッ
ク

か
ら
出
て
き
た
。
彼
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
ま
ね
た
ポ
ー
ズ
で
囚
人
の
列
の
前

に
立
ち
、
し
く
じ
り
を
咎と

が

め
よ
う
と
し
て
、
じ
っ
く
り
観
察
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、
い
つ
も
の
通
り
何
か
が
見
つ
か
っ
た
。
す
ぐ
さ
ま
行
動
を
起
こ
し
た
彼

は
、
握
り
し
め
た
拳
で
メ
ガ
ネ
を
掛
け
て
最
前
列
に
い
た
数
人
の
男
を
激
し

く
殴
り
倒
し
、
一
番
後
ろ
の
列
ま
で
押
し
出
し
た
。
何
故
そ
う
な
っ
た
の
か
。

そ
れ
は
誰
に
も
分
か
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
質
問
を
し
た
者
は
誰
も
い
な
い
。

強
制
収
容
所
で
は
、
他
人
を
迫
害
す
る
理
由
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
者
は
一

人
も
い
な
か
っ
た
し
、
迫
害
す
る
者
か
ら
の
説
明
も
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
何
時
間
も
続
い
た
。
囚
人
の
人
数
が
数
え
ら
れ
た
の

に
、
今
度
は
逆
の
順
序
で
数
え
直
さ
れ
、
次
に
前
列
の
者
が
後
列
に
移
動
し
、

逆
に
後
列
の
者
が
前
列
に
移
動
す
る
と
い
う
こ
と
を
一
五
回
も
繰
り
返
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
、
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
列
が
乱
れ
て
い
る
と
、
バ

ラ
ッ
ク
の
囚
人
全
員
が
腕
を
上
げ
た
ま
ま
三
〇
分
間
し
ゃ
が
ん
で
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
疲
労
か
ら
体
が
ぐ
ら
つ
い
た
。
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の

朝
は
、
夏
で
も
冷
え
冷
え
と
し
た
。
薄
い
木
綿
の
囚
人
服
は
雨
や
寒
さ
か
ら

守
っ
て
は
く
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
上
、
点
呼
は
い
つ
も
夜
明
け
に
始
ま
り
、

親
衛
隊
員
が
到
着
す
る
七
時
に
な
っ
て
も
終
わ
ら
な
か
っ
た
。

ふ
つ
う
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
は
親
衛
隊
に
た
い
し
て
卑
屈
な
ま
で
に
お
べ
っ
か

を
使
っ
て
い
た
。
ほ
と
ん
ど
の
バ
ラ
ッ
ク
で
は
そ
の
ポ
ス
ト
は
、
緑
色
の
三

角
形
の
ワ
ッ
ペ
ン
を
付
け
た
凶
悪
犯
で
あ
っ
た
。
バ
ラ
ッ
ク
に
い
る
囚
人
の

員
数
を
、
い
つ
も
気
を
つ
け
の
姿
勢
で
報
告
し
て
い
た
。
親
衛
隊
の
ブ
ロ
ッ

ク
司
令
も
最
前
列
を
見
渡
し
、
整
列
す
る
囚
人
の
数
を
数
え
、
そ
の
数
を
記

帳
し
た
。
実
際
に
毎
日
五
人
か
六
人
、
日
に
よ
っ
て
は
一
〇
人
以
上
が
死
ん

だ
が
、
バ
ラ
ッ
ク
か
ら
死
者
が
出
た
場
合
で
も
、
点
呼
の
と
き
に
は
数
の
中

に
入
れ
て
い
た
。
点
呼
の
間
中
、
死
体
は
一
番
後
ろ
に
置
か
れ
た
。
囚
人
が

生
き
て
い
よ
う
と
死
ん
で
い
よ
う
と
、
そ
の
バ
ラ
ッ
ク
の
囚
人
数
は
登
録
簿

と
一
致
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
と
く
に
多
く
の
囚
人
が
死
ん
だ

場
合
に
は
、
死
体
を
集
め
る
た
め
の
荷
車
が
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
と
き
で
も
、
最
終
的
に
運
び
出
さ
れ
登
録
簿
か
ら
抹
消
さ
れ
る

ま
で
、
死
体
は
毎
日
、
点
呼
広
場
に
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
長
か
ら
す
べ
て
を
聞
い
て
も
、
私
は
決
断
を
悔
い
な
か
っ
た
。

勇
気
を
も
っ
て
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
の
要
請
に
応
じ
よ
う
と
し
た
の
で
、

さ
も
な
け
れ
ば
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
運
命
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら

だ
。
私
は
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
が
用
意
し
た
医
師
と
し
て
の
仕
事
を
し
た
。

だ
か
ら
、
バ
ラ
ッ
ク
や
検
疫
収
容
所
に
飲
み
込
ま
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な

か
っ
た
。
人
間
と
し
て
の
う
わ
べ
を
保
つ
背
広
に
感
謝
し
て
、
そ
の
晩
は

シ
ー
ツ
を
敷
い
た
一
二
号
棟
の
医
師
専
用
室
で
寝
た
。

こ
こ
で
は
起
床
は
朝
七
時
で
あ
る
。
私
を
含
む
医
師
と
病
舎
の
全
ス
タ
ッ

フ
が
バ
ラ
ッ
ク
の
外
に
集
合
し
た
。
親
衛
隊
員
が
現
員
を
確
認
す
る
が
、
三

分
と
は
か
か
ら
な
い
。
夜
間
に
死
ん
だ
者
を
含
め
て
、
仕
切
り
の
あ
る
小
部

屋
に
い
る
病
気
の
囚
人
も
数
え
ら
れ
る
。
死
体
は
、
ま
だ
生
き
て
い
る
囚
人

の
か
た
わ
ら
に
置
い
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

朝
食
は
、
知
り
合
い
に
な
っ
た
同
僚
と
一
緒
に
医
師
専
用
室
で
摂
っ
た
。
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一
二
号
棟
の
医
長
(18
)
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
大
学
の
教
授
で
あ
っ
た
ド

ク
タ
ー
・
ロ
ベ
ル
ト
・
レ
ビ
ィ
で
、
そ
の
助
手
は
ザ
グ
レ
ブ
大
学
［
現
ク
ロ

ア
チ
ア
の
首
都
］
の
教
授
、
ド
ク
タ
ー
・
グ
ロ
ス
で
あ
る
。
二
人
と
も
、
研

究
成
果
が
世
界
中
に
知
れ
渡
っ
て
い
た
内
科
医
で
あ
っ
た
。

こ
の
二
人
の
医
師
は
、
危
険
を
顧
み
ず
疲
労
も
も
の
と
か
は
、
自
身
の
悲

劇
に
は
目
も
や
ら
ず
、
医
療
器
具
が
な
い
、
医
薬
品
も
な
い
、
包
帯
を
消
毒

し
た
り
滅
菌
し
た
り
す
る
も
の
も
な
い
と
い
う
中
に
い
た
。
そ
れ
で
も
、
飢

え
、
渇
き
、
虫
刺
さ
れ
、
殺
人
的
な
重
労
働
な
ど
が
四
、
五
週
間
も
続
き
、

肉
体
が
悲
鳴
を
あ
げ
て
し
ま
っ
た
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
犠
牲
者
た
ち
を
治

療
し
、
痛
み
を
和
ら
げ
よ
う
と
し
た
。
す
で
に
病
気
に
な
っ
た
人
に
は
何
と

言
え
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
病
舎
に
た
ど
り
着
い
た
と
き
に
も
う
体
が
言
う

こ
と
を
き
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
に
は
、
何
と
言
え
ば
い
い
の
だ
ろ
う

か
。
人
間
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
難
し
い
場
所
で
、
私
の
同
僚
は
並
外
れ
た

人
物
で
あ
り
、
ま
た
優
れ
た
医
師
で
も
あ
っ
た
。
彼
ら
は
た
だ
善
き
医
師
た

ら
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
二
人
が
目
を
見
張
る
ほ
ど
の
医
師
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
六
人
の
医
師

団
が
一
生
懸
命
彼
ら
に
従
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。
こ
の
中
に
、
フ

ラ
ン
ス
と
ギ
リ
シ
ア
か
ら
来
た
親
切
で
思
い
や
り
の
あ
る
医
師
が
い
た
。
こ

れ
ま
で
の
三
年
間
、
彼
ら
は
収
容
所
で
、
お
が
く
ず
を
加
え
た
栗
粉
を
焼
い

た
パ
ン
を
食
べ
て
き
た
。
彼
ら
の
両
親
、
妻
、
子
ど
も
た
ち
は
、
到
着
直
後

に
殺
さ
れ
た
。
せ
っ
か
く
右
側
の
列
に
並
ぶ
よ
う
に
言
わ
れ
た
親
族
で
さ
え
、

三
、
四
ヶ
月
と
は
生
き
て
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
つ
い
に
は
選
別
さ
れ
て
、
バ

ラ
ッ
ク
か
ら
死
体
焼
却
場
に
行
っ
た
。

こ
れ
ら
の
医
師
た
ち
は
、
自
分
の
運
命
が
残
酷
で
絶
望
的
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
死
に
そ
う
な
人
た
ち
を
一
生
懸
命

に
助
け
よ
う
と
し
た
。
だ
が
入
院
し
て
も
、
患
者
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
収

容
所
で
は
本
当
の
重
症
患
者
で
な
け
れ
ば
、
入
院
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

…
…
体
重
が
三
〇
㌕
未
満
の
、
骨
と
皮
だ
け
の
生
け
る
骸
骨
、
広
範
囲
に

亘
る
蜂
窩
織
炎

フ
レ
グ
モ
ー
ネ

［
皮
膚
の
傷
か
ら
侵
入
し
た
細
菌
に
よ
っ
て
起
こ
る
皮
膚

炎
］
に
冒お

か

さ
れ
た
体
、
空
腹
で
腫
れ
た
唇
、
慢
性
的
な
下
痢
で
肌
が
黄
色
に

な
っ
た
者
、
こ
れ
が
収
容
所
病
院
の
患
者
で
あ
る
。
収
容
所
付
の
医
師
が
助

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
で
あ
っ
た
。

（
八
）
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
囚
人
管
理
に
絶
対
的
権
限
を
も
つ
囚
人
、
個
室
が
割
り
当
て

ら
れ
る
。

(20)アウシュヴィッツの囚人医師(ニスリ著 木村訳)

(18
)
医
長
は
、
病
舎
の
医
療
関
係
者
（
医
師
と
看
護
師
）
お
よ
び
事
務
方
（
幹
部

と
書
記
）
を
統
督
す
る
病
舎
付
の
医
師
で
あ
る
。



四
私
に
は
ま
だ
仕
事
が
な
か
っ
た
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
医
師
数
名
が
Ｂ
Ⅱ

ｆ
収
容
区
を
案
内
し
て
く
れ
た
。
最
初
に
目
に
飛
び
込
ん
だ
の
は
一
二
号
棟

に
付
属
す
る
木
造
の
小
屋
だ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
厚
い
板
を
天
板
に
し
た
粗

末
な
机
が
一
つ
乱
雑
に
置
か
れ
、
椅
子
が
一
脚
と
そ
の
後
ろ
に
は
、
解
剖
用

の
器
具
を
入
れ
る
た
め
の
仕
切
り
付
き
の
木
製
の
箱
が
あ
り
、
隅
に
は
ブ
リ

キ
の
バ
ケ
ツ
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
こ
の
小
屋
の
中
に
あ
っ
た
も
の
の
す
べ

て
で
あ
っ
た
。
案
内
し
て
く
れ
た
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
収

容
所
病
院
の
解
剖
室
は
こ
れ
だ
け
で
、
長
ら
く
使
用
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

今
の
と
こ
ろ
、
こ
の
収
容
所
に
は
解
剖
で
き
る
専
門
家
は
い
な
い
。
こ
こ
に

私
が
い
る
こ
と
は
、
こ
の
解
剖
室
の
再
稼
働
に
と
て
も
関
係
が
あ
り
そ
う
だ

と
確
信
し
た
。
後
で
は
っ
き
り
し
た
が
、
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
解
剖
部

隊
を
編
成
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

幻
想
は
打
ち
砕
か
れ
た
。
こ
ん
な
粗
末
な
収
容
所
の
小
屋
で
は
な
く
て
、

近
代
的
で
設
備
の
整
っ
た
解
剖
室
で
の
剖
検
を
想
像
し
て
い
た
。
こ
れ
ま
で

私
は
片
田
舎
か
ら
各
地
に
呼
ば
れ
て
、
掘
り
起
こ
さ
れ
た
遺
体
や
殺
害
さ
れ

た
り
自
殺
し
た
り
し
た
人
の
遺
体
を
解
剖
し
た
が
、
か
く
も
原
始
的
な
環
境

の
も
と
で
、
か
く
も
不
十
分
な
器
具
で
仕
事
を
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
性
格
上
、
私
は
即
座
に
状
況
を
理
解
し
た
。
唯
一
理
解
で
き

な
か
っ
た
こ
と
は
、
お
話
に
な
ら
な
い
ほ
ど
に
汚
い
小
屋
で
仕
事
を
す
る
の

に
、
新
調
の
背
広
が
支
給
さ
れ
た
の
は
ど
う
し
て
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
実
は
こ
の
矛
盾
に
は
も
っ
と
深
い
意
味
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
と
き
は
知

る
由
も
な
か
っ
た
。

私
た
ち
一
行
は
、
別
の
囲
い
の
柵
越
し
に
、
隣
接
す
る
収
容
区
の
中
を

じ
っ
と
見
た
。
そ
こ
か
し
こ
を
走
り
回
り
、
遊
ん
で
い
た
裸
で
浅
黒
い
子
ど

も
た
ち
で
一
杯
で
あ
っ
た
。
色
と
り
ど
り
の
服
を
着
た
、
美
し
い
ク
リ
オ
ー

リ
ョ
(九
)
の
よ
う
な
顔
つ
き
の
女
性
が
そ
の
中
に
い
た
。
同
じ
囲
い
の
中
に

は
、
老
い
も
若
き
も
上
半
身
裸
に
な
っ
た
男
性
が
い
て
、
地
べ
た
に
座
り
込

ん
だ
り
、
立
ち
話
を
し
た
り
、
子
ど
も
が
遊
ぶ
の
を
見
た
り
し
て
い
た
。

こ
れ
が
有
名
な
「
ジ
プ
シ
ー
収
容
所
｣(19
)
で
あ
っ
た
。
第
三
帝
国
の
人
種

差
別
主
義
者
は
、
ジ
プ
シ
ー
を
劣
等
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
れ
て
、
彼
ら
が
ド
イ

ツ
民
族
の
純
粋
性
を
脅
か
し
て
い
る
と
宣
伝
し
た
。
そ
の
結
果
、
ジ
プ
シ
ー

は
ド
イ
ツ
管
理
下
の
居
留
地
か
ら
か
き
集
め
ら
れ
、
こ
こ
に
移
送
さ
れ
て
き

た
。
彼
ら
は
カ
ト
リ
ッ
ク
だ
っ
た
の
で
、
家
族
一
緒
に
暮
ら
す
特
権
が
あ
っ

た
。
老
人
、
若
者
、
子
ど
も
は
、
囲
い
の
中
に
い
て
好
き
な
よ
う
に
し
て
い

た
。
全
部
で
四
五
〇
〇
人
く
ら
い
が
い
た
。
彼
ら
は
働
く
必
要
が
な
か
っ
た

が
、
近
く
の
ユ
ダ
ヤ
人
収
容
所
や
そ
の
バ
ラ
ッ
ク
を
監
視
す
る
任
務
が
与
え

ら
れ
、
想
像
を
絶
す
る
残
忍
さ
で
そ
の
権
限
を
行
使
し
た
。

実
験
棟
は
ジ
プ
シ
ー
収
容
所
か
ら
の
「
好
奇
」
の
目
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。

実
験
室
の
長
は
、
プ
ラ
ハ
大
学
の
教
授
に
し
て
世
界
的
に
著
名
な
小
児
科
医

の
ド
ク
タ
ー
・
バ
ー
ト
ル
ト
・
エ
プ
シ
ュ
タ
イ
ン
で
あ
っ
た
。
強
制
収
容
所

の
囚
人
と
な
っ
て
四
年
が
経
っ
て
い
た
。
ド
ク
タ
ー
・
エ
プ
シ
ュ
タ
イ
ン
の

助
手
は
、
パ
リ
大
学
医
学
部
准
教
授
の
ド
ク
タ
ー
・
シ
ャ
ル
ル
・
シ
ジ
ス
マ

ン
・
ベ
ン
デ
ル
で
あ
っ
た
。

そ
こ
の
研
究
は
三
つ
の
分
野
に
分
か
れ
て
い
た
。
第
一
は
、
カ
ナ
ダ
で
の

五
つ
子
(一
〇
)
の
誕
生
以
来
、
大
衆
の
心
を
鷲わ

し

づ
か
み
に
し
た
当
時
流
行
の

双
子
の
研
究
で
あ
る
。
第
二
は
、
身
体
の
成
長
阻
害
に
か
ん
す
る
生
理
学
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(19
)
国
家
保
安
本
部
（R

SH
A

:Reichssicherheitshauptam
tder

SS

）
が
発
出
し

た
命
令
に
よ
り
、
一
九
四
三
年
一
月
二
九
日
、
ド
イ
ツ
、
ボ
ヘ
ミ
ア
・
モ
ラ
ビ
ア

保
護
領
の
ほ
か
、
第
三
帝
国
が
直
接
併
合
し
た
地
域
で
、
お
よ
そ
二
万
三
〇
〇
〇

人
の
ジ
プ
シ
ー
が
拘
束
さ
れ
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
に
移
送
さ
れ
た
。

彼
ら
は
特
別
な
家
族
用
収
容
所
（
Ｂ
Ⅱ
ｅ
収
容
区
）
に
抑
留
さ
れ
た
。
こ
の
収
容

所
は
一
九
四
三
年
二
月
に
建
設
さ
れ
、
一
九
四
四
年
八
月
に
閉
鎖
さ
れ
た
。
全
部

で
お
よ
そ
二
万
人
の
ジ
プ
シ
ー
が
こ
こ
で
死
ん
だ
。



的
・
病
理
学
的
研
究
で
あ
る
。
第
三
は
、
顔
面
や
口
内
が
壊え

疽そ

す
る
水
癌

ノ

マ

［
極
度
の
栄
養
失
調
に
よ
る
口
内
炎
］
の
原
因
と
治
療
法
の
研
究
で
あ
る
。

ふ
つ
う
な
ら
、
こ
の
ひ
ど
い
病
気
は
稀
に
、
し
か
も
散
発
的
に
し
か
発
生
し

な
い
。
し
か
し
、
ジ
プ
シ
ー
収
容
所
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
間
で
水
癌

ノ

マ

が
流

行
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
た
。
ど
う
や
ら
、
研
究
の
結
果
が
出
て
い
た
よ

う
だ
。
ジ
プ
シ
ー
の
子
ど
も
た
ち
の
大
部
分
は
梅
毒
に
冒
さ
れ
て
い
た
。
チ

フ
ス
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
猩
紅
熱
、
は
し
か
、
栄
養
失
調
、
こ
れ
ら
も
す
べ
て

は
生
活
条
件
の
せ
い
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
病
気
は
チ
ェ
コ
人
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

人
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
収
容
所
に
い
る
子
ど
も
た
ち
に
も
広
く
見
ら
れ
る
が
、
壊

疽
を
引
き
起
こ
す
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、
水
癌

ノ

マ

の
主
た
る
原

因
が
梅
毒
と
推
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
…
…
こ
の
推
論
は
、
水
癌

ノ

マ

が
主
と

し
て
栄
養
失
調
、
猩
紅
熱
、
チ
フ
ス
に
よ
っ
て
発
症
す
る
と
い
う
、
当
時
の

医
学
界
の
常
識
と
は
矛
盾
し
て
い
る
。

ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
実
験
棟
を
毎
日
訪
問
し
た
。
実
験
に
強
い
関
心

を
も
つ
こ
の
男
は
、
二
人
の
著
名
な
医
師
と
一
緒
に
、
図
表
や
実
験
結
果
の

観
察
図
を
描
く
才
能
に
恵
ま
れ
た
画
家
の
デ
ィ
ナ
・
バ
ビ
ッ
ト
(一
一
)
を
連

れ
て
き
た
。
彼
女
は
三
年
前
に
プ
ラ
ハ
か
ら
こ
こ
の
収
容
所
に
来
た
。
彼
女

も
ま
た
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
の
作
業
員
と
し
て
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
で
特

別
待
遇
を
受
け
て
い
た
。

（
九
）
西
イ
ン
ド
諸
島
、
中
南
米
、
イ
ン
ド
洋
西
部
な
ど
で
生
ま
れ
た
フ
ラ
ン
ス
人

や
ス
ペ
イ
ン
人
。

（
一
〇
）
一
九
三
四
年
五
月
二
八
日
に
オ
ン
タ
リ
オ
州
で
デ
ィ
オ
ン
ヌ
家
に
生
ま
れ

た
五
つ
子
姉
妹
。

（
一
一
）D

ina
B
abbitt

、
一
九
二
三
年
～
二
〇
〇
九
年
。
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ

が
そ
の
画
才
に
注
目
し
て
絵
画
で
記
録
に
当
た
ら
せ
た
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
囚

人
画
家
。
当
時
の
写
真
技
術
で
は
ジ
プ
シ
ー
の
肌
の
色
を
十
分
に
再
現
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、
そ
の
肖
像
画
を
水
彩
で
描
か
せ
た
。
戦
後
そ
の
水
彩
画
が
六
枚
（
後

に
さ
ら
に
一
枚
）
発
見
さ
れ
、「
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
＝
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
記
念
博
物
館

（M
em

orial
and

M
useum

A
uschw

itz-B
irkenau

:Form
er

G
erm

an
N
azi

C
oncentration

and
Exterm

ination
C
am

p

）」
が
購
入
・
展
示
し
た
。
バ
ビ
ッ
ト

は
そ
の
水
彩
画
の
返
還
を
請
求
し
た
。
た
と
え
ば
以
下
を
参
照
。
①“D

ina
Babbitt

,”by
G
ood

Tim
esStaff

,on
February

17

,2005

（https

://ww
w

.goodtim
es

.

sc/dina-babbitt/

）、
②N

PR

（N
ational

Public
Radio

）
に
よ
る“A

uschw
itz

PrisonerFightsto
RecoverH

erPaintings

,Novem
ber30

,2006”

（https

://ww
w

.

npr

.org/2006/11/30/6561181/auschw
itz-prisoner-fights-to-recover-her-

paintings

,accessed
on

N
ovem

ber11

,2022

.）。
な
お
、
③
絵
画
の
返
還
請
求
に

た
い
す
る
「
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
＝
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
記
念
博
物
館
」
の
声
明

（“N
ew

s

:EU
Sum

m
it

:BetterProtection
forM

em
orials

(30-06-2009)”

）
も
参

照
（https

://w
w
w

.auschw
itz

.org/en/m
useum

/new
s/eu-sum

m
it-better-

protection-for-m
em

orials

,587

.htm
l

,accessed
on

the
sam

e
day

.）。
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五
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
の
主
任
医
官
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
、

不
屈
の
精
神
の
持
ち
主
で
あ
る
。
彼
は
ジ
プ
シ
ー
収
容
所
の
実
験
棟
で
何
時

間
も
過
ご
し
、
一
日
の
半
分
は
ラ
ン
プ
に
い
た
。
最
近
は
、
毎
日
ハ
ン
ガ

リ
ー
か
ら
の
移
送
列
車
が
四
、
五
本
、
到
着
す
る
か
ら
だ
。

新
規
に
到
着
し
た
人
々
が
、
親
衛
隊
に
ぴ
っ
た
り
と
く
っ
つ
か
れ
て
五
列

に
並
ん
で
収
容
所
に
近
づ
い
て
き
た
。
私
は
、
そ
れ
を
遠
く
か
ら
眺
め
て
い

た
。
上
品
な
衣
服
、
コ
ー
ト
、
流
行
の
カ
バ
ン
か
ら
、
彼
ら
が
大
都
市
か
ら

来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
、
私
と
直じ

か

に
話
す
時
間
を
作
ろ
う
と
し
て
い
た
。

囚
人
が
引
っ
ぱ
っ
て
き
た
大
き
な
荷
車
が
解
剖
室
の
前
に
来
た
。
死
体
を
運

ぶ
よ
う
に
言
い
つ
か
っ
た
作
業
員
が
、
荷
車
の
後
ろ
か
ら
死
体
を
二
体
降
ろ

し
た
。
そ
の
死
体
に
は
青
イ
ン
ク
で
Ｚ
Ｓ
の
⚒
文
字
が
書
か
れ
て
い
た
。

解
剖
用

ツ
ァ
・
ゼ
ク
テ
ィ
オ
ンと
い
う
意
味
で
あ
る
。

一
二
号
棟
の
知
性
的
な
フ
ラ
ン
ス
人
の
囚
人
が
私
の
助
手
を
務
め
た
。
二

人
で
二
体
の
死
体
を
テ
ー
ブ
ル
に
載
せ
た
。
一
体
の
首
の
周
り
に
は
、
黒
い

頑
丈
な
紐
が
あ
っ
た
。
こ
の
囚
人
は
首
つ
り
自
殺
を
し
た
か
、
あ
る
い
は
誰

か
に
首
を
絞
め
ら
れ
た
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。
も
う
一
体
の
死
因
は
感
電

死
で
あ
る
。
赤
紫
色
の
小
さ
な
円
形
の
や
け
ど
か
ら
、
す
ぐ
に
分
か
っ
た
。

こ
の
死
体
に
つ
い
て
も
本
当
の
死
因
に
は
、
二
つ
の
可
能
性
が
あ
る
と
推
測

さ
れ
る
。
絶
望
し
た
囚
人
が
我
が
身
を
み
ず
か
ら
電
柵
に
投
じ
た
の
か
、
は

た
ま
た
電
柵
に
投
げ
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ど
ち
ら
の
シ
ナ
リ
オ
も

収
容
所
で
は
し
ば
し
ば
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
は
堅
苦
し
い
質
問
に
は
答
え
な
く
て
も
よ
い
。
自
殺
か

自
然
死
か
殺
人
か
は
、
ど
う
で
も
よ
い
。
死
体
が
手
押
し
車
に
載
せ
ら
れ
て

死
体
置
き
場
に
置
か
れ
る
頃
に
は
、
死
者
の
名
前
が
登
録
簿
か
ら
抹
消
さ
れ

て
い
る
。
毎
日
四
〇
体
か
ら
五
〇
体
の
死
体
が
こ
こ
に
運
ば
れ
て
、
夕
方
に

な
る
と
ト
ラ
ッ
ク
で
い
ず
れ
か
の
死
体
焼
却
場
に
運
搬
さ
れ
た
。

ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
、
私
を
試
す
た
め
に
二
体
届
け
て
き
た
。
解
剖

の
前
に
私
に
細
心
の
注
意
を
払
う
よ
う
に
と
言
い
、
続
け
て
要
求
は
す
べ
て

叶
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
警
告
し
た
。

車
の
エ
ン
ジ
ン
音
が
し
た
。「
気
を
つ
け
」
の
号
令
が
一
二
号
棟
の
中
ま

で
響
き
渡
っ
た
。
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
が
二
人
の
親
衛
隊
高
官
と
と
も
に

到
着
し
た
。
彼
ら
は
ブ
ロ
ッ
ク
長
と
棟
付
の
医
師
か
ら
報
告
を
受
け
た
後
、

剖
検
が
行
わ
れ
る
予
定
の
解
剖
室
に
直
行
し
た
。
Ｂ
Ⅱ
ｆ
収
容
区
の
す
べ
て

の
医
師
が
そ
の
後
に
続
い
た
。
そ
れ
は
、
ひ
と
き
わ
関
心
を
呼
ん
だ
大
事
件

の
発
生
後
に
大
病
院
が
行
う
死
体
の
剖
検
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
顔
に

緊
張
が
走
る
の
を
見
た
。
こ
の
危
険
な
審
査
官
の
前
で
、
メ
ン
ゲ
レ
の
助
手

候
補
が
ど
れ
だ
け
上
手
に
や
れ
る
か
を
見
よ
う
と
興
味
津
々
で
あ
る
の
が
分

か
っ
た
。

三
年
の
間
私
は
、
ブ
レ
ス
ラ
ウ
法
医
学
研
究
所
で
ド
ク
タ
ー
・
ゲ
オ
ル

ク
・
シ
ュ
ト
ラ
ス
マ
ン
の
助
手
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
類
型
の
自
殺
な
ど
、
数
多

く
の
事
件
を
扱
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
を
知
る
の
は
、
私
以
外
こ
こ
に
は
誰
も

い
な
い
。
収
容
所
の
医
師
Ａ
八
四
五
〇
番
は
、
そ
の
当
時
私
が
得
た
知
識
を

持
っ
て
い
る
。

私
は
剖
検
を
続
け
た
。
頭
蓋
骨
、
胸
部
、
腹
部
を
開
き
、
す
べ
て
の
内
臓

を
取
り
出
し
、
組
織
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
と
同

時
に
多
く
の
質
問
を
受
け
た
が
、
い
ず
れ
に
も
即
答
し
た
。
緊
張
し
た
医
師

の
顔
が
緩
み
、
半
信
半
疑
の
目
は
称
賛
の
ま
な
ざ
し
へ
と
変
わ
っ
た
。
試
験

に
合
格
し
た
印
で
あ
る
。
次
の
死
体
も
解
剖
し
た
。
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ

は
、
発
見
事
実
を
記
録
し
ろ
と
命
令
し
た
。
翌
日
、
彼
は
そ
の
記
録
文
書
を

回
覧
に
付
し
た
。
親
衛
隊
の
医
師
た
ち
が
退
室
し
た
。
仲
間
の
囚
人
と
話
し

始
め
た
。
彼
ら
は
丁
重
に
対
応
し
た
。
こ
れ
で
仲
間
入
り
が
で
き
た
と
感
じ

た
。

(23) 北海学園大学経済論集 第 70 巻第 3号(2022 年 12 月)



(24)アウシュヴィッツの囚人医師(ニスリ著 木村訳)

グラビア 14 ブレスラウ大学の学生と
前列左から⚔人目の×印がニスリ。

グラビア 15 ニスリの学位論文表紙
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（1927 年⚖月～1930 年⚕月）に基づく自殺の諸類型」。



翌
日
、
解
剖
用
に
三
体
が
与
え
ら
れ
た
。
見
学
者
は
前
と
同
じ
で
あ
る
が
、

雰
囲
気
は
も
は
や
張
り
詰
め
て
は
な
か
っ
た
。
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
、
良

い
雰
囲
気
で
議
論
で
き
た
。

親
衛
隊
の
医
官
が
退
室
し
た
後
、
数
人
の
若
い
フ
ラ
ン
ス
人
と
ギ
リ
シ
ア

人
の
医
師
が
近
づ
い
て
き
た
。
腰
椎
穿
刺

ル
ン
バ
ー
ル

［
針
を
刺
し
て
腰
椎
か
ら
髄
液
を

取
り
出
す
施
術
］
の
説
明
を
聞
い
て
か
ら
、
実
際
に
死
体
を
使
っ
て
訓
練
さ

せ
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
私
は
喜
ん
で
同
意
し
た
。
有
刺
鉄
線
に
囲

ま
れ
た
強
制
収
容
所
の
、
こ
ん
な
所
で
も
、
知
識
を
も
っ
と
得
た
い
と
思
っ

て
い
る
人
が
い
る
の
を
見
て
感
じ
入
る
も
の
が
あ
っ
た
。
彼
ら
は
辛
抱
強
く
、

五
回
、
六
回
と
腰
椎
穿
刺

ル
ン
バ
ー
ル

を
上
手
に
行
い
、
と
て
も
喜
ん
で
午
後
の
作
業
を

終
え
た
。

六
そ
れ
は
三
日
目
の
こ
と
で
、
ま
だ
仕
事
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
も
医
師
用
の
食
料
が
配
給
さ
れ
た
。
私
は
医
師
専
用
室
の
ベ
ッ
ド
で

休
ん
だ
り
、
建
物
に
接
し
た
サ
ッ
カ
ー
場
の
ベ
ン
チ
に
座
っ
た
り
し
て
い
た
。

そ
う
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
に
は
運
動
用
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
も

あ
っ
た
の
だ
。
し
か
し
、
そ
こ
を
使
用
で
き
る
の
は
特
権
を
も
っ
た
囚
人
だ

け
で
あ
り
、
ふ
つ
う
は
ド
イ
ツ
人
の
囚
人
で
あ
っ
た
。
日
曜
日
に
は
サ
ッ

カ
ー
の
試
合
が
あ
っ
た
が
、
他
の
日
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。
一
本
の
有
刺
鉄

線
だ
け
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
第
一
(二
)死
体
焼
却
場
を
分
け
て
い
た
(20
)。
火

を
噴
い
て
い
る
煙
突
の
建
物
の
中
で
は
何
が
起
こ
っ
て
い
る
か
、
私
は
と
て

も
知
り
た
か
っ
た
。
私
が
座
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
え
る
の
は
、
そ
う
多

く
は
な
い
。
し
か
し
、
境
界
線
に
近
づ
く
の
は
あ
ま
り
に
も
愚
か
で
あ
る
。

そ
う
し
よ
う
も
の
な
ら
、
た
く
さ
ん
あ
る
監
視
塔
の
一
つ
か
ら
機
関
銃
の
弾

が
す
ぐ
に
で
も
飛
ん
で
き
て
し
ま
う
。

赤
レ
ン
ガ
の
建
物
の
前
で
整
列
し
て
い
る
背
広
姿
の
男
た
ち
の
こ
と
を
、

じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
観
察
し
た
。
二
〇
〇
人
ほ
ど
が
い
た
。
列
の
前
に

は
数
人
の
親
衛
隊
員
が
立
っ
て
い
た
。
点
呼
を
取
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
死
体
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(20
)
サ
ッ
カ
ー
場
は
収
容
所
病
院
（
Ｂ
Ⅱ
ｆ
収
容
所
）
の
一
角
に
あ
り
、
ラ
ン
プ

と
第
二
(三
)死
体
焼
却
場
の
す
ぐ
側
に
あ
っ
た
。
収
容
所
の
公
文
書
で
は
［
死
体

焼
却
場
に
た
い
し
て
］
二
つ
の
番
号
系
が
使
わ
れ
て
い
た
。
一
方
の
番
号
系
に
よ

れ
ば
、
第
一
死
体
焼
却
場
は
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
基
幹
収
容
所
に
あ
っ
た
が
、

第
二
死
体
焼
却
場
と
第
三
死
体
焼
却
場
は
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
の
ラ
ン
プ
の
突
き
当
た
り

に
あ
り
、
第
四
死
体
焼
却
場
と
第
五
死
体
焼
却
場
は
、
Ｂ
Ⅱ
建
屋
区
と
Ｂ
Ⅲ
建
屋

区
の
間
の
道
路
の
突
き
当
た
り
に
あ
っ
た
。
ニ
ス
リ
が
使
用
し
て
い
る
の
は
そ
れ

と
は
別
の
番
号
系
で
、
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
収
容
所
の
死
体
焼
却
場
だ
け
に
番
号
を
振
り
、

第
一
か
ら
第
四
ま
で
と
す
る
。［
本
書
で
は
二
つ
の
番
号
系
を
併
記
し
て
い
る
。］



焼
却
場
の
日
勤
作
業
員
と
夜
勤
の
交
代
で
あ
ろ
う
。
経
験
豊
か
な
囚
人
の
話

か
ら
分
か
っ
た
の
だ
が
、
彼
ら
は
死
体
焼
却
場
で
働
く
作
業
班
で
ゾ
ン
ダ
ー

コ
マ
ン
ド
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
特
殊
な
任
務
に
当
た
る
部
隊
と
い

う
意
味
で
あ
る
。
彼
ら
は
皆
、
恰か

っ

幅ぷ
く

が
よ
く
、
最
高
の
背
広
を
着
て
い
た
。

…
…
が
、
そ
の
仕
事
は
最
悪
で
あ
る
。
彼
ら
が
こ
の
部
隊
を
抜
け
る
こ
と

は
、
け
っ
し
て
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
三
、
四
ヶ
月
が
経
過
す
る
と
、
多

く
を
知
り
す
ぎ
た
と
し
て
、
彼
ら
は
消
さ
れ
た
。
ど
の
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド

に
つ
い
て
も
そ
う
だ
っ
た
(21
)。
オ
シ
フ
ィ
エ
ン
チ
ム
（
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ

ツ
）
に
強
制
収
容
所
が
建
設
さ
れ
て
以
来
、
こ
の
恐
ろ
し
い
壁
の
内
側
で
何

年
に
も
亘
っ
て
起
こ
っ
た
事
柄
を
世
界
に
伝
え
よ
う
と
し
て
生
き
残
っ
た
者

は
、
誰
一
人
と
し
て
い
な
か
っ
た
。

ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
と
会
う
時
間
ち
ょ
う
ど
に
間
に
合
う
よ
う
に
、
私

は
一
二
号
棟
に
戻
っ
た
。
車
で
や
っ
て
来
た
彼
を
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
が
出
迎
え

て
い
た
。
二
人
は
話
し
に
加
わ
る
よ
う
に
と
私
を
手
招
き
し
た
。
ド
ク

タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
車
に
乗
れ
と
言
っ
た
。
警
護
は
乗
っ
て
い
な
か
っ
た
。

友
人
に
い
と
ま
の
挨
拶
を
す
る
間
も
な
か
っ
た
。
車
が
走
り
出
し
た
が
、
す

ぐ
に
収
容
所
事
務
室
の
前
で
止
ま
っ
た
。
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
急
い
で

こ
っ
ち
に
来
た
ド
ク
タ
ー
・
ゼ
ン
ク
テ
ラ
ー
に
私
の
検
索
用
カ
ー
ド
を
持
っ

て
来
い
と
命
令
し
た
。
間
髪
を
入
れ
ず
に
、
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
検
索

用
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
た
。

私
た
ち
は
両
側
に
有
刺
鉄
線
が
あ
る
道
路
を
一
〇
分
ほ
ど
走
っ
て
、
収
容

区
ご
と
に
厳
重
に
警
備
さ
れ
た
ゲ
ー
ト
を
い
く
つ
も
通
り
抜
け
た
。
こ
の
強

制
収
容
所
が
ど
れ
ほ
ど
広
い
か
よ
う
や
く
分
か
っ
た
。
囚
人
の
大
多
数
に
は
、

こ
の
収
容
所
の
全
体
を
見
る
機
会
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
は
収

容
さ
れ
た
収
容
区
の
中
で
死
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
予
期
し
な
か
っ
た
が
、
見

学
は
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
に
よ
っ
て
中
断
さ
せ
ら
れ
た
。
私
を
振
り
向
か

ず
に
、「
今
か
ら
連
れ
て
行
こ
う
と
し
て
い
る
の
は
療
養
所

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム

で
は
な
い
が
、

ま
ず
は
耐
え
ら
れ
る
。」
と
き
っ
ぱ
り
言
っ
た
。

収
容
所
を
出
て
か
ら
、
ラ
ン
プ
に
沿
っ
て
三
〇
〇
㍍
ほ
ど
進
ん
だ
。
車
は

減
速
し
、
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
し
た
。
有
刺
鉄

線
を
張
り
巡
ら
し
た
巨
大
な
鉄
製
の
ゲ
ー
ト
が
開
い
た
。
そ
こ
に
は
警
備
兵

が
数
人
い
た
。
私
た
ち
は
緑
の
芝
生
が
敷
き
詰
め
ら
れ
た
広
い
庭
を
通
っ
た
。

砂
利
道
と
緑
色
の
葉
が
生
い
茂
っ
た
ポ
プ
ラ
が
あ
っ
て
、
も
し
も
そ
こ
に
火

を
噴
く
煙
突
が
佇
立
す
る
赤
レ
ン
ガ
の
建
物
が
な
け
れ
ば
、
さ
ぞ
居
心
地
が

良
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
そ
こ
は
、
死
体
焼
却
場
の
建
屋
だ
っ

た
。
そ
の
前
で
私
た
ち
は
下
車
し
た
。
親
衛
隊
員
が
近
づ
き
ド
ク
タ
ー
・
メ

ン
ゲ
レ
に
何
事
か
を
申
告
し
た
。
私
た
ち
は
揃
っ
て
庭
を
通
り
、
大
き
な
出

入
り
口
か
ら
死
体
焼
却
場
の
建
物
に
入
っ
た
。

「
部
屋
の
準
備
は
で
き
て
い
る
か
。」
と
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
案
内
役

の
親
衛
隊
員
に
尋
ね
た
。「
で
き
て
い
ま
す
。」
と
の
答
え
だ
っ
た
の
で
、

ま
っ
す
ぐ
に
進
み
、
最
後
に
私
が
部
屋
に
入
っ
た
。

真
新
し
い
白
塗
り
の
部
屋
だ
。
庭
を
見
通
せ
る
大
き
な
窓
か
ら
は
た
く
さ

ん
の
光
が
差
し
込
ん
で
い
た
。
だ
が
、
窓
に
は
鉄
格
子
が
と
り
付
け
ら
れ
て

い
た
。
部
屋
の
向
こ
う
に
は
、
白
い
ベ
ッ
ド
、
白
い
洋
服
ダ
ン
ス
、
長
テ
ー

ブ
ル
と
椅
子
な
ど
、
贅
を
尽
く
し
た
家
具
が
置
か
れ
て
い
た
。
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
床
の
上
に
は
赤
い
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
を
掛
け
た
テ
ー
ブ
ル
が
あ
り
、
素

晴
ら
し
い
カ
ー
ペ
ッ
ト
も
敷
い
て
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
す
べ
て
が
そ
う
で
あ
っ
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(21
)
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
殺
害
を
あ
ら
か
じ

め
定
め
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
な
か
っ
た
。
一
九
四
二
年
は
、
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド

の
作
業
員
が
全
員
殺
害
さ
れ
た
唯
一
の
年
で
あ
る
。
そ
の
後
は
、
石
炭
酸

フ
ェ
ノ
ー
ル

を
注
射

さ
れ
た
り
、
騙だ
ま

さ
れ
て
ガ
ス
室
に
入
れ
ら
れ
た
り
す
る
な
ど
、
様
々
な
手
段
で
十

把
一
か
ら
げ
に
殺
害
さ
れ
た
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
も
い
る
が
、
作
業
の
継
続
性
を

担
保
す
る
た
め
に
生
か
さ
れ
た
囚
人
も
い
た
。
ま
た
、
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
で
二

年
以
上
も
生
き
た
者
も
お
り
、
戦
後
に
な
っ
て
ガ
ス
室
と
死
体
焼
却
場
が
ど
の
よ

う
に
稼
働
し
た
か
を
証
言
し
た
者
も
い
る
（
ス
ラ
マ
・
ド
ラ
ゴ
ン
、
ア
ル
タ
ー
・

フ
ァ
イ
ン
シ
ル
バ
ー
な
ど
）。［
グ
ラ
ビ
ア
30
参
照
、
108
頁
。］



た
の
は
、
私
が
こ
こ
に
来
る
こ
と
を
予
想
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
た
。
ベ
ッ
ド
と
洋
服
ダ
ン
ス
が
収
容
所
内
の
工
房
で
製
作
さ
れ
た
こ
と

は
最
も
あ
り
そ
う
な
こ
と
で
は
あ
っ
た
が
、
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
が
部
屋
の

壁
を
白
く
塗
り
、
移
送
列
車
で
運
ば
れ
た
調
度
品
を
こ
こ
に
納
め
た
に
違
い

な
い
。

次
に
長
い
廊
下
を
進
ん
で
、
別
の
部
屋
に
入
っ
た
。
そ
こ
は
、
二
つ
の
窓

が
あ
る
明
る
い
近
代
的
な
解
剖
室
で
あ
っ
た
。
部
屋
の
床
は
赤
い
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
で
、
そ
の
中
央
部
に
は
灰
色
の
大
理
石
で
死
体
置
台

ス

ラ

ブ

を
支
え
る
た

め
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
基
礎
が
あ
り
、
排
水
路
が
多
数
敷
設
さ
れ
て
い
た
。

テ
ー
ブ
ル
の
一
方
の
端
に
は
水
盤
が
あ
り
、
そ
の
上
に
は
ニ
ッ
ケ
ル
製
の
蛇

口
が
付
い
て
い
た
。
壁
の
反
対
側
に
は
、
油
性
塗
料
で
薄
緑
色
に
塗
ら
れ
た

陶
製
洗
面
台
が
三
台
あ
っ
た
。
大
き
な
鉄
格
子
の
窓
に
は
、
蚊
や
蠅
の
侵
入

を
防
ぐ
た
め
の
目
の
細
か
い
網
が
張
ら
れ
て
い
た
。

解
剖
室
の
次
に
、
診
察
室
に
入
っ
た
。
化
粧
板
を
あ
し
ら
っ
た
上
品
な
家

具
、
快
適
な
安
楽
椅
子
、
そ
し
て
中
央
に
は
灰
色
の
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
を
掛

け
た
長
テ
ー
ブ
ル
が
あ
っ
た
。
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
は
顕
微
鏡
が
三
台
置
か
れ

て
い
た
。
診
察
室
の
一
角
に
は
、
最
新
の
医
学
雑
誌
を
配
架
し
た
大
き
な
横

長
の
書
架
が
あ
っ
た
。
様
々
な
医
薬
品
が
た
く
さ
ん
並
ん
だ
ガ
ラ
ス
製
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
が
あ
り
、
白
衣
、
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
ゴ
ム
手
袋
を
収
め
た
タ

ン
ス
も
あ
っ
た
。
す
べ
て
が
、
大
都
市
の
研
究
所
に
あ
る
近
代
的
な
病
理
学

研
究
所
に
配
備
さ
れ
て
い
る
の
と
同
じ
だ
っ
た
。

ひ
と
と
お
り
見
学
し
終
わ
る
と
、
恐
怖
に
さ
い
な
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
あ

の
ゲ
ー
ト
を
く
ぐ
っ
た
瞬
間
に
、
私
の
運
命
が
決
ま
っ
た
と
思
っ
た
。
背
広

を
支
給
さ
れ
た
理
由
が
よ
う
や
く
分
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
死
を
宣
告
さ
れ
た

ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
に
な
っ
た
と
い
う
警
告
で
あ
っ
た
。

ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
退
出
の
準
備
を
し
な
が
ら
、
業
務
に
か
ん
し
て

私
を
統
督
す
る
の
は
、
自
分
だ
け
だ
と
親
衛
隊
員
に
申
し
渡
し
た
。
こ
の
た

め
、
死
体
焼
却
場
勤
務
の
親
衛
隊
員
で
私
に
命
令
で
き
る
者
は
い
な
か
っ
た
。
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グ
ラ
ビ
ア
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第
⚑
(2)死

体
焼
却
場
と
ニ
ス
リ
の
部
屋
(2)



私
の
食
事
は
親
衛
隊
専
用
の
厨
房
で
作
ら
れ
た
。
私
は
保
管
庫
か
ら
衣
服
や

下
着
を
取
り
出
す
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
し
、
親
衛
隊
専
用
の
理
髪
室
で

の
調
髪
が
許
可
さ
れ
た
。
朝
晩
の
点
呼
も
免
除
さ
れ
た
。
実
験
室
で
の
業
務

と
剖
検
以
外
の
私
の
義
務
は
と
言
え
ば
、
約
一
二
〇
人
の
親
衛
隊
員
と
八
六

〇
人
の
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
へ
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
当
た
る
こ
と
で
あ
っ

た
(22
)。
私
に
は
、
必
要
な
医
薬
品
、
器
具
、
包
帯
な
ど
の
手
当
用
品
が
す

べ
て
支
給
さ
れ
た
。
私
は
死
体
焼
却
場
の
建
屋
に
い
る
す
べ
て
の
病
人
を
治

療
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
毎
日
の
よ
う
に
往
診
し
た
。
午
前
七

時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
、
私
は
、
監
視
な
し
に
四
ヶ
所
の
死
体
焼
却
場
を
自

由
に
巡
廻
で
き
た
。
死
体
焼
却
場
勤
務
の
親
衛
隊
と
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の

指
揮
官
で
あ
っ
た
エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ム
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
軍
曹
(23
)
に
、
私
は
毎

日
、
寝
た
き
り
患
者
と
歩
行
可
能
患
者
の
総
数
を
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

権
利
と
義
務
を
長
々
と
聞
か
さ
れ
た
が
我
慢
し
た
。
私
が
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ

ン
ド
で
な
け
れ
ば
、
そ
し
て
第
一
(二
)死
体
焼
却
場
で
言
わ
れ
な
け
れ
ば
、

あ
の
よ
う
な
権
利
と
義
務
を
与
え
ら
れ
た
私
は
、
強
制
収
容
所

カ
ー
・
ツ
ェ
ト

の
最
重
要
人

物
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。

ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
、
権
利
と
義
務
を
通
告
し
た
だ
け
で
、
そ
れ
以

外
は
一
言
も
な
く
部
屋
を
出
た
。
一
番
下
っ
端

し
た
っ
ぱ

の
親
衛
隊
員
を
含
め
て
ど
の
親

衛
隊
員
も
、
強
制
収
容
所
の
囚
人
に
別
れ
の
挨
拶
を
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

私
は
解
剖
室
の
ド
ア
を
閉
め
て
、
鍵
を
か
け
た
。
そ
れ
も
こ
れ
も
、
す
べ

て
私
の
責
任
で
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

私
の
部
屋
に
戻
り
椅
子
に
座
っ
て
頭
の
中
を
整
理
し
よ
う
と
し
た
が
、
で

き
な
か
っ
た
。
気
持
ち
の
上
で
は
私
は
自
宅
に
い
る
。
日
が
さ
ん
さ
ん
と
注

ぐ
ベ
ラ
ン
ダ
、
家
族
と
と
も
に
幸
福
な
日
々
を
過
ご
し
た
居
間
、
診
察
室
、

患
者
の
処
置
の
た
め
に
そ
こ
で
費
や
し
た
難
し
い
時
間
、
そ
し
て
治
療
が
う

ま
く
い
っ
た
と
き
の
歓
び
を
思
い
出
し
た
。
私
の
友
人
や
そ
の
家
族
は
、
こ

の
巨
大
な
名
も
知
ら
ぬ
監
獄
の
ど
こ
に
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
五
歳
に
な
る

私
の
娘
は
、
ま
だ
妻
と
一
緒
で
あ
ろ
う
か
。
二
人
は
別
々
に
な
ら
な
い
よ
う

に
で
き
た
だ
ろ
う
か
。
私
が
愛
で
包
み
込
み
、
人
生
の
黄
昏

た
そ
が
れ

の
憂
い
か
ら
守

ろ
う
と
し
て
き
た
年
老
い
た
両
親
は
ど
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
病
気
が
ち

の
父
に
代
わ
っ
て
親
代
わ
り
に
な
っ
て
や
ろ
う
と
し
た
美
し
く
て
繊
細
な
妹

は
ど
う
な
っ
た
だ
ろ
う
。
私
は
彼
ら
と
一
緒
に
い
て
、
と
て
も
幸
せ
だ
っ
た
。

私
は
彼
ら
を
愛
し
て
い
た
。
そ
の
面
倒
を
見
る
こ
と
が
、
私
の
歓
び
で
あ
っ

た
。
一
度
た
り
と
も
、
彼
ら
の
運
命
に
つ
い
て
幻
想
を
抱
い
た
こ
と
は
な
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(22
)
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
に
属
す
囚
人
の
数
は
絶
滅
の
進
度
に
応
じ
て
増
減
し
た
。

た
と
え
ば
、
一
九
四
四
年
四
月
二
〇
日
現
在
、
全
部
で
四
棟
の
死
体
焼
却
場
が

あ
っ
た
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
で
は
二
〇
七
人
が
使
役
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
四
四
年
七
月

二
八
日
に
は
、
八
七
三
人
が
屋
内
死
体
焼
却
場
、
ガ
ス
室
、
野
外
死
体
焼
却
場
で

作
業
し
た
（
た
だ
し
、
こ
の
中
に
は
野
外
の
死
体
焼
却
場
に
材
木
を
運
搬
し
た
三

〇
人
の
囚
人
は
含
ま
れ
て
い
な
い
）。

(23
)
エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ム
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
（
一
九
一
三
年
二
月
二
八
日
、
ノ
イ
プ

ニ
ッ
ク
・
シ
ュ
プ
レ
ー
生
ま
れ
）。
一
九
四
七
年
一
二
月
二
二
日
、
死
刑
判
決
を

受
け
、
そ
の
後
執
行
［
一
九
四
八
年
一
月
二
四
日
］。



か
っ
た
。
私
の
父
、
母
、
妹
は
四
〇
両
編
成
の
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
行
き
移

送
列
車
の
ど
れ
か
に
乗
っ
て
い
た
。
ラ
ン
プ
に
い
た
私
の
上
司
ド
ク
タ
ー
・

メ
ン
ゲ
レ
が
、
私
の
両
親
を
左
の
列
に
並
ば
せ
た
の
だ
ろ
う
。
妹
も
き
っ
と

そ
う
だ
っ
た
。
目
に
涙
を
浮
か
べ
て
、
ど
う
か
母
と
一
緒
に
さ
せ
て
ほ
し
い

と
哀
願
し
許
さ
れ
、
不
憫
に
思
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
た
い
し
て
、
妹
は
丁
重

に
礼
を
述
べ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

私
が
こ
こ
に
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
は
、
親
衛
隊
幹
部
と
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ

ン
ド
の
中
で
野
火
の
よ
う
に
あ
っ
と
い
う
間
に
広
が
っ
た
。
と
て
も
多
く
の

来
客
が
あ
っ
た
。
最
初
の
来
室
者
は
、
親
衛
隊
の
下
士
官
で
あ
っ
た
。
恰か

っ

幅ぷ
く

は
良
い
が
陰い

ん

鬱う
つ

な
表
情
の
二
人
の
軍
曹
が
部
屋
に
入
っ
て
き
た
。
私
の
こ
の

と
き
の
振
る
舞
い
が
今
後
の
私
へ
の
取
扱
に
影
響
を
あ
た
え
る
の
で
は
な
い

か
と
気
づ
い
た
。
私
は
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
が
言
っ
た
こ
と
を
考
え
て
い

た
。
私
は
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
に
た
い
し
て
の
み
責
任
を
負
っ
て
い
る
。

そ
れ
以
外
の
訪
問
は
、
個
人
的
な
身
の
上
話
を
し
に
来
た
の
だ
と
思
う
こ
と

に
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
遵
守
す
べ
き
強
制
収
容
所
の
規
則
に
は
従
わ
な

か
っ
た
。
起
立
し
て
気
を
つ
け
の
姿
勢
を
と
っ
た
り
、
何
か
を
申
告
し
た
り

は
し
な
か
っ
た
。
座
っ
た
ま
ま
挨
拶
を
し
て
か
ら
、
椅
子
を
勧
め
た
。

二
人
は
部
屋
の
中
央
に
立
っ
て
、
注
意
深
く
私
を
ね
め
回
し
た
。
こ
の
瞬

間
が
大
切
だ
と
思
っ
た
。
第
一
印
象
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
状
況
把
握
に
私

は
満
足
し
た
。
次
の
試
験
に
も
合
格
し
た
。
親
衛
隊
員
の
顔
に
は
緊
張
感
が

消
え
、
彼
ら
は
何
食
わ
ぬ
顔
で
椅
子
に
腰
掛
け
た
。
会
話
の
内
容
は
、
こ
こ

ま
で
の
旅
に
つ
い
て
尋
ね
る
な
ど
、
ご
く
狭
い
範
囲
に
限
ら
れ
た
。
だ
が
、

強
制
収
容
所
に
移
送
さ
れ
た
理
由
は
聞
か
れ
な
か
っ
た
。
囚
人
は
、
政
治
向

き
の
こ
と
、
戦
争
の
こ
と
、
収
容
所
の
こ
と
を
話
題
に
す
る
こ
と
は
ご
法
度

は
っ
と

だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
制
約
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
気
詰
ま
り
に
は
な
ら

な
か
っ
た
。
平
時
の
ド
イ
ツ
で
数
年
間
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、

話
題
に
は
事
欠
か
な
か
っ
た
。

来
客
は
私
と
の
会
話
に
引
き
込
ま
れ
た
。
お
そ
ら
く
私
の
ド
イ
ツ
語
が
彼

ら
よ
り
も
格
上
で
あ
っ
た
こ
と
に
感
銘
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
二
人
は
分

か
ら
な
い
と
は
言
わ
な
か
っ
た
が
、
私
は
し
ば
し
ば
彼
ら
の
理
解
を
超
え
る

言
い
回
し
を
し
た
。
私
は
、
町
の
こ
と
、
ド
イ
ツ
人
の
家
庭
生
活
、
国
民
道

徳
、
宗
教
観
な
ど
、
彼
ら
の
国
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
た
。
こ
れ
で
口
頭

試
問
に
も
合
格
し
た
と
確
信
し
た
。
彼
ら
は
満
足
し
て
帰
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

次
の
来
客
は
、
背
広
を
着
た
丸
坊
主
の
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
カ
ポ
(一
二
)

が
二
人
と
カ
ポ
長
が
一
人
だ
っ
た
(24
)。
私
の
部
屋
を
整
え
て
く
れ
た
の
は

こ
の
人
た
ち
で
あ
る
と
分
か
っ
た
。
彼
ら
は
私
の
到
着
を
聞
い
て
、
食
事
に

誘
い
他
の
囚
人
た
ち
と
面
会
で
き
る
よ
う
に
し
て
く
れ
た
。
彼
ら
が
訪
問
し

て
く
れ
た
の
で
、
私
た
ち
は
知
り
合
い
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。

食
事
の
時
間
に
な
っ
た
の
で
、
部
屋
を
出
て
彼
ら
と
一
緒
に
死
体
焼
却
場

の
建
屋
に
あ
る
一
室
に
入
っ
た
。
そ
こ
は
、
死
体
焼
却
場
の
幹
部
の
居
室

だ
っ
た
。
長
い
廊
下
の
両
側
に
は
、
寝
心
地
が
良
さ
そ
う
な
シ
ン
グ
ル
・

ベ
ッ
ド
が
置
か
れ
て
い
た
。
ベ
ッ
ド
は
未
塗
装
材
で
で
き
て
い
た
が
、
掛
け

布
団
は
絹
製
で
、
枕
に
は
刺
繍
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
が
移
送
列

車
か
ら
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド

の
囚
人
は
、
欲
し
い
も
の
は
何
で
も
、
保
管
庫
か
ら
自
由
に
取
っ
て
き
て
よ

か
っ
た
の
で
あ
る
。

照
明
は
明
る
す
ぎ
る
く
ら
い
だ
。
収
容
所
の
バ
ラ
ッ
ク
と
は
違
っ
て
、
こ

こ
で
は
節
電
は
さ
れ
て
い
な
い
。
私
た
ち
は
ベ
ッ
ド
が
並
ぶ
長
い
列
に
沿
っ

て
進
ん
だ
。
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
半
分
だ
け
が
そ
こ
に
い
た
。
残
り
の
半

分
は
夜
勤
で
あ
る
。
夜
勤
が
働
い
て
い
る
間
は
、
日
勤
は
休
み
だ
。
わ
ず
か

な
が
ら
睡
眠
を
と
っ
て
い
る
者
も
い
た
。
読
書
し
て
い
る
者
も
い
た
。
そ
こ

に
は
も
の
す
ご
い
数
の
書
籍
が
あ
っ
た
。
移
送
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、
何
か
心

の
支
え
に
な
る
も
の
を
身
近
に
お
こ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
読
書
は
ゾ
ン
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(24
)
カ
ポ
長
は
、
数
百
人
の
作
業
員
の
責
任
者
（
囚
人
）
で
あ
る
。
そ
の
下
に
、

カ
ポ
、
カ
ポ
長
補
、
職
長
が
い
た
。



ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
も
う
一
つ
の
特
権
で
あ
っ
た
。
収
容
所
で
は
読
書
を
し
て

逮
捕
さ
れ
た
囚
人
は
、
ボ
コ
ボ
コ
に
さ
れ
る
か
、
二
〇
日
間
、
野
外
に
あ
る

箱
に
押
し
込
め
ら
れ
た
。
私
た
ち
を
待
っ
て
い
た
の
は
、
ダ
マ
ス
ク
織
り
の

テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
が
掛
け
ら
れ
た
食
卓
だ
っ
た
。
由
緒
あ
る
家
名
を
示
す

組
み
合
わ
せ
文
字

モ

ノ

グ

ラ

ム

や
家
紋
が
付
い
た
陶
製
の
上
品
な
皿
、
銀
製
の

ナ
イ
フ
、
ス
プ
ー
ン
、
フ
ォ
ー
ク

カ

ト

ラ

リ

ー

、
陶
製
の
凝
っ
た
水
差
し
が
並
ん
で
い
た
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
移
送
列
車
か
ら
持
っ
て
き
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
食
卓

の
上
に
は
、
移
送
さ
れ
た
人
た
ち
が
行
き
先
不
明
の
未
知
の
旅
に
携
行
し
よ

う
と
心
に
決
め
た
ご
ち
そ
う
が
載
っ
て
い
た
。
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
缶
詰
、
豚

バ
ラ
の
ベ
ー
コ
ン
、
サ
ラ
ミ
、
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
だ
。
ラ
ベ
ル
で
そ
の
中
身
が
分
か
っ
た
が
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
産
で
あ

る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
日
持
ち
の
し
な
い
食
料
品
は
、
ま
だ
殺
さ
れ
て
い
な

い
人
た
ち
、
す
な
わ
ち
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
に
供
さ
れ
た
。
食
卓
に
着
い
た

の
は
、
カ
ポ
長
、「
火
夫

か
ま
た
き

」（
死
体
焼
却
炉
の
操
作
係
）
の
カ
ポ
、「
歯
科
医
」

（
死
体
か
ら
の
抜
歯
係
）
の
カ
ポ
、
そ
し
て
抜
歯
し
た
金
歯
か
ら
金
を
溶
融

す
る
係
の
囚
人
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
持
っ
て
い
る
も
の
す
べ
て
を
私
に
提
供

し
た
。
す
べ
て
が
豊
富
だ
っ
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
の
移
送
列
車
が
多
す
ぎ

る
く
ら
い
到
着
し
て
、
大
量
の
食
料
を
運
ん
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。

は
じ
め
は
食
欲
が
な
か
っ
た
。
一
緒
に
旅
を
し
て
き
た
人
た
ち
が
、
最
後

の
数
時
間
に
な
っ
て
も
、
涙
を
浮
か
べ
て
貴
重
な
蓄
え
を
離
す
ま
い
と
し
て

い
た
の
が
目
に
浮
か
ん
で
き
た
。
彼
ら
は
、
こ
こ
ぞ
と
い
う
時
に
子
ど
も
や

年
老
い
た
親
に
食
べ
さ
せ
な
い
で
、
飢
え
の
旅
を
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
食

べ
さ
せ
る
時
は
来
な
か
っ
た
。
翌
日
に
は
皆
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
。

…
…
手
つ
か
ず
の
食
料
が
死
体
焼
却
場
の
脱
衣
場
に
残
さ
れ
た
。

ラ
ム
酒
入
り
の
紅
茶
を
少
し
口
に
し
て
か
ら
、
一
気
に
飲
ん
だ
。
二
、
三

杯
飲
む
と
高
ぶ
っ
た
神
経
が
落
ち
着
い
た
。
苦
悩
か
ら
解
放
さ
れ
、
心
の
重

荷
が
少
し
と
れ
て
軽
く
な
っ
た
。
体
中
が
暖
ま
り
心
地
よ
い
。
ア
ル
コ
ー
ル

の
効
果
だ
。
私
た
ち
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
の
移
送
列
車
が
運
ん
で
き
た
上

等
の
タ
バ
コ
を
吸
っ
た
。
当
時
、
収
容
所
で
は
タ
バ
コ
一
本
が
、
な
ん
と
一

食
分
の
パ
ン
と
同
じ
値
段
だ
っ
た
。
そ
の
タ
バ
コ
が
一
〇
〇
カ
ー
ト
ン
も
食

卓
に
載
っ
て
い
た
。

議
論
に
花
が
咲
い
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
、
フ
ラ
ン
ス
人
、
ギ
リ
シ
ア
人
、

ロ
シ
ア
人
、
ド
イ
ツ
人
、
イ
タ
リ
ア
人
が
み
ん
な
、
食
卓
に
着
い
て
い
た
。

ほ
と
ん
ど
は
ド
イ
ツ
語
が
分
か
っ
た
の
で
、
ド
イ
ツ
語
で
話
し
た
。

死
体
焼
却
場
の
歴
史
が
分
か
っ
た
。
何
万
人
も
の
囚
人
が
石
と
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
作
っ
た
の
だ
。
冬
の
厳
し
い
天
候
の
下
で
も
、
期
日
に
間
に
合
わ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
す
べ
て
の
石
が
幸
薄
い
ユ
ダ
ヤ
人
の
囚
人
の

血
で
染
ま
っ
た
。
こ
の
哀
れ
な
人
た
ち
は
、
飢
え
と
寒
さ
の
中
で
ぼ
ろ
服
を

着
て
、
豚
が
食
べ
残
し
た
残
飯
の
よ
う
な
も
の
を
食
べ
て
日
に
夜
を
継
い
で

働
き
、
恐
怖
の
死
の
工
場
を
建
設
し
た
。
そ
の
後
、
彼
ら
の
死
体
は
自
分
が

作
っ
た
焼
き
網
の
上
で
灰
に
な
っ
た
。
二
年
前
の
こ
と
だ
。
そ
の
後
は
、
何

百
万
も
の
人
が
移
送
列
車
か
ら
ラ
ン
プ
に
降
り
て
、
死
体
焼
却
場
の
ゲ
ー
ト

を
く
ぐ
っ
た
。

ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
歴
史
も
分
か
っ
た
。
今
は
一
二
期
目
で
あ
る
。
私

は
、
こ
れ
ま
で
の
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
に
い
た
英
雄
た
ち
の
こ
と
を
聞
い
た
。

そ
し
て
、
す
で
に
収
容
所
で
耳
に
し
た
こ
と
が
本
当
で
あ
る
と
確
信
し
た
。

ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
生
命
は
わ
ず
か
に
数
ヶ
月
で
あ
る
。

ユ
ダ
ヤ
教
の
信
者
は
、
こ
こ
に
到
着
し
て
す
ぐ
に
独
特
の
教
義
に
従
っ
て
、

死
の
準
備
に
取
り
か
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
死
は
取
り
消
す
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
ど
の
期
の
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン

ド
に
つ
い
て
も
そ
う
で
あ
っ
た
。

深
夜
近
く
に
な
っ
た
。
ア
ル
コ
ー
ル
の
せ
い
で
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
は
け

だ
る
そ
う
だ
。
会
話
が
途
絶
え
そ
う
に
な
る
と
、
ま
た
始
ま
り
、
そ
し
て
ま

た
止
ん
だ
。
当
番
の
親
衛
隊
員
が
就
寝
時
間
を
注
意
し
に
来
た
。
私
は
そ
こ

を
出
て
、
自
室
に
戻
っ
た
。

最
初
の
夜
を
ぐ
っ
す
り
眠
る
こ
と
が
で
き
た
。
ラ
ム
酒
の
お
か
げ
で
も
あ
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り
、
神
経
が
疲
れ
て
い
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。

（
一
二
）
作
業
班
長
。
作
業
班
編
成
、
作
業
監
督
、
員
数
報
告
、
脱
走
防
止
な
ど
に

当
た
る
囚
人
で
、
夕
方
の
点
呼
後
、
作
業
員
を
ブ
ロ
ッ
ク
長
に
引
き
渡
し
た
。
語

源
はcapo

（
イ
タ
リ
ア
語
で
頭か
し
ら、
ボ
ス
の
謂
）。

七
ラ
ン
プ
で
汽
車
の
汽
笛
が
鳴
っ
た
。
早
朝
の
こ
と
だ
。
窓
辺
に
立
ち
線
路

の
ほ
う
を
見
た
。
長
い
貨
物
列
車
が
停
車
し
て
い
た
。
親
衛
隊
が
貨
車
の
ド

ア
を
開
け
る
の
に
数
分
か
か
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
が
移
送
列
車
か
ら
こ
ぼ

れ
落
ち
た
。
三
〇
分
も
経
た
な
い
う
ち
に
集
合
さ
せ
ら
れ
、
選
別
が
終
わ
っ

た
。
貨
車
が
ゆ
っ
く
り
と
動
き
出
し
た
。

怒
声
と
駆
け
足
の
音
が
私
の
部
屋
に
も
聞
こ
え
た
。
炉
室
か
ら
の
物
音
だ
。

作
業
員
は
、
運
ば
れ
て
く
る
も
の
を
待
っ
て
い
た
。
す
る
と
発
電
機
が
う
な

り
だ
し
巨
大
な
送
風
機
が
回
転
し
だ
し
た
。
炉
の
温
度
が
最
高
に
ま
で
達
し

た
。
死
体
焼
却
炉
一
基
に
つ
き
一
基
の
送
風
機
が
あ
る
。
一
五
基
の
巨
大
な

送
風
機
が
一
斉
に
回
り
出
し
た
。
死
体
を
焼
却
す
る
場
所
は
広
い
。
床
は
白

く
塗
ら
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
、
大
き
な
鉄
格
子
の
付
い
た
窓
か
ら
は
た
っ

ぷ
り
と
日
が
差
し
込
ん
で
い
た
。
ど
の
炉
も
一
基
ず
つ
、
そ
の
周
り
が
赤
レ

ン
ガ
で
作
ら
れ
て
い
た
。
ピ
カ
ピ
カ
に
磨
か
れ
た
巨
大
な
扉
は
、
室
内
全
体

に
貼
り
付
け
た
列
を
な
す
黒
い
つ
ぎ
あ
て
の
よ
う
に
見
え
た
。

移
送
者
が
ゲ
ー
ト
に
た
ど
り
着
く
ま
で
に
五
、
六
分
か
か
っ
た
。
ゲ
ー
ト

が
開
き
、
い
つ
も
の
よ
う
に
五
列
に
並
ん
で
庭
に
入
っ
て
き
た
。
こ
の
次
に

何
が
起
こ
っ
た
か
を
知
る
者
は
、
こ
の
世
に
は
い
な
い
。
こ
こ
の
敷
居
を
跨ま

た

い
だ
者
で
戻
っ
た
者
は
誰
も
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
左
側
の
列
が
辿た

ど

る
道
は

死
体
焼
却
場
に
続
い
た
。
労
働
に
適
す
と
し
て
右
側
の
列
に
並
ん
だ
人
に
た

い
し
て
ド
イ
ツ
兵
は
、
左
側
の
人
が
「
病
弱
者
、
高
齢
者
、
幼
児
の
た
め
の

静
養
収
容
所
」
行
く
と
言
っ
た
が
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。

疲
れ
た
人
た
ち
の
足
取
り
は
重
い
。
眠
た
げ
な
子
ど
も
は
母
親
の
ス
カ
ー

ト
に
し
が
み
つ
い
て
い
た
。
乳
児
は
父
親
が
抱
い
て
い
た
。
乳
母
車
を
押
し

て
い
る
親
も
い
た
。
親
衛
隊
の
警
備
兵
が
ゲ
ー
ト
の
内
側
に
立
っ
て
い
た
。

親
衛
隊
を
含
め
て
無
許
可
の
者
は
、
一
切
こ
こ
を
通
過
す
る
こ
と
は
ま
か
り
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な
ら
な
い
と
通
告
さ
れ
て
い
る
。
新
規
到
着
者
は
蛇
口
が
庭
に
あ
る
の
に
気

づ
い
た
。
彼
ら
は
算
を
乱
し
コ
ッ
プ
や
鍋
を
手
に
し
て
蛇
口
に
殺
到
し
、
ひ

ど
い
渇
き
を
癒
や
そ
う
と
し
た
。
こ
の
狂
騒
は
少
し
も
驚
く
べ
き
こ
と
で
は

な
い
。
彼
ら
は
、
こ
の
五
日
間
と
い
う
も
の
文
字
通
り
一
滴
の
水
も
な
く
、

わ
ず
か
に
飲
め
た
に
し
て
も
、
悪
臭
を
放
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
引
き
継
い
だ

ば
か
り
の
警
備
兵
は
こ
の
よ
う
な
光
景
に
慣
れ
て
い
て
、
水
を
汲
み
終
え
る

の
を
辛
抱
し
て
待
っ
て
い
た
。
一
同
が
渇か

つ

を
癒い

や
し
て
、
よ
う
や
く
列
に

戻
っ
た
。
砂
利
道
を
一
〇
〇
㍍
ほ
ど
進
ん
で
、
鉄
製
の
手
す
り
を
付
け
た
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
階
段
の
所
ま
で
来
た
。
そ
の
階
段
は
地
下
室
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
の
部
屋
に
通
じ
て
い
る
。
階
段
を
降
り
る
前
に
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン

ス
語
、
ギ
リ
シ
ア
語
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
で
、
こ
こ
が
入
浴
と
消
毒
の
た
め
の

施
設
で
あ
る
旨
を
書
い
た
大
き
な
看
板
が
見
え
た
。
こ
の
看
板
は
、
何
も

疑
っ
て
い
な
か
っ
た
人
だ
け
で
な
く
、
最
悪
を
予
想
し
て
い
た
人
を
も
安
心

さ
せ
た
。
彼
ら
は
嬉
々
と
し
て
階
段
を
降
り
た
。

移
送
さ
れ
た
人
々
は
、
奥
行
き
二
〇
〇
㍍
程
の
広
々
と
し
た
白
壁
で
照
明

た
っ
ぷ
り
の
部
屋
に
通
さ
れ
た
。
中
央
に
は
柱
が
数
本
あ
っ
た
。
柱
の
周
り

や
両
側
の
壁
ぎ
わ
に
は
ベ
ン
チ
が
あ
り
、
そ
の
上
に
は
番
号
の
付
い
た
洋
服

掛
け
が
あ
っ
た
。
服
と
靴
を
紐
で
縛
り
洋
服
掛
け
に
か
け
て
お
く
こ
と
。

シ
ャ
ワ
ー
か
ら
戻
っ
た
と
き
の
無
用
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
、
洋
服
掛
け

の
番
号
を
記
憶
し
て
お
く
こ
と
。
新
規
到
着
者
に
そ
れ
ら
を
知
ら
せ
る
注
意

書
き
が
、
い
ろ
い
ろ
な
国
の
言
葉
で
あ
ち
こ
ち
に
貼
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ

う
な
ド
イ
ツ
人
ら
し
い
や
り
方
を
褒
め
て
、「
こ
れ
こ
そ
本
当
の
ド
イ
ツ
的

な
秩
序
だ
。」
と
言
っ
た
人
も
い
る
。
彼
ら
は
正
し
か
っ
た
！

実
際
に
、

こ
れ
ら
す
べ
て
は
、
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
だ
っ
た
。
こ
れ
で
、
第
三
帝
国

で
靴
を
待
っ
て
い
る
市
民
が
、
左
右
の
違
う
靴
を
手
に
す
る
こ
と
は
な
い
。

同
じ
こ
と
は
、
衣
服
に
も
言
え
る
。
爆
撃
を
受
け
た
ド
イ
ツ
人
が
良
い
状
態

の
衣
服
を
支
給
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
さ
て
地
下
室
に
は
、
男
、
女
、

子
ど
も
が
合
わ
せ
て
三
〇
〇
〇
人
い
る
。
直
ち
に
命
令
が
下
っ
た
。「
服
を
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脱
げ
。」
制
限
時
間
も
指
定
さ
れ
た
。「
一
〇
分
以
内
だ
。」
老
人
、
子
ど
も
、

夫
、
妻
は
、
皆
ボ
ー
ッ
と
立
ち
尽
く
し
て
い
た
。
女
性
や
少
女
は
恥
ず
か
し

そ
う
に
、
力
な
く
互
い
に
見
つ
め
合
っ
て
い
た
。
ド
イ
ツ
語
が
分
か
ら
な

か
っ
た
の
か
。
ま
た
、
命
令
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
今
度
は
せ
か
す
よ
う
で
威

圧
的
だ
。

何
か
悪
い
こ
と
が
起
こ
り
そ
う
な
予
感
が
し
た
。
最
初
は
本
能
的
に
抵
抗

し
た
が
、
す
ぐ
に
従
っ
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
は
何
か
を
強
制
さ
れ
た
と
き
に
は
、

そ
の
状
況
に
調
子
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
育
て
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ゆ
っ
く
り
と
衣
服
を
脱
ぎ
始
め
た
。
高
齢
者
、
身
体
障
が
い
者
、
精
神
障
が

い
者
は
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
手
を
借
り
た
。
一
〇
分
以
内
に
み
ん
な
が
裸

に
な
っ
た
。
衣
服
は
コ
ー
ト
掛
け
に
あ
り
、
靴
は
さ
な
が
ら
気
を
つ
け
の
姿

勢
を
と
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
誰
も
が
コ
ー
ト
掛
け
の
番
号
を
記
憶
し

て
い
た
。

数
人
の
親
衛
隊
員
が
密
集
し
た
群
衆
を
か
き
分
け
て
、
部
屋
の
端
に
あ
る
、

と
て
も
幅
の
広
い
オ
ー
ク
材
の
二
重
扉
ま
で
行
っ
て
、
観
音
開
き
の
扉
を
開

け
た
。
裸
の
人
々
が
そ
の
部
屋
に
な
だ
れ
込
ん
だ
。
こ
の
部
屋
は
脱
衣
場
の

半
分
く
ら
い
の
大
き
さ
で
、
そ
こ
に
は
ベ
ン
チ
も
洋
服
掛
け
も
な
か
っ
た
。

そ
の
代
わ
り
、
と
言
っ
て
は
何
だ
が
、
中
央
に
は
大
き
な
四
角
形
の
柱
の
よ

う
な
も
の
が
何
本
か
あ
っ
た
。
そ
れ
は
建
物
を
支
え
る
支
柱
で
は
な
く
て
、

大
き
な
鉄
製
の
ダ
ク
ト
で
、
側
面
に
は
暖
炉
に
使
う
目
皿
の
よ
う
な
格
子
が

付
い
て
い
た
(一
三
)。

今
や
全
員
が
部
屋
の
中
に
い
る
。「
親
衛
隊
と
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
は
出

ろ
。」
と
い
う
大
声
の
命
令
で
、
彼
ら
は
室
内
に
仲
間
が
い
な
い
こ
と
を
確

認
し
て
、
室
外
に
出
た
。
扉
が
閉
ま
り
、
シ
ャ
ワ
ー
室
の
電
灯
が
消
え
た
。

そ
の
頃
、
庭
で
は
エ
ン
ジ
ン
音
が
聞
こ
え
た
。
赤
十
字
マ
ー
ク
を
付
け
た
見

栄ば

え
の
す
る
救
急
車
が
到
着
し
、
親
衛
隊
将
校
一
人
と
予
備
医
療
部
隊
の
将

校
一
人
が
降
り
て
き
た
。
予
備
医
療
部
隊
の
隊
員
は
四
個
の
緑
色
の
缶
を

も
っ
て
い
た
。
二
人
は
芝
生
を
横
切
り
、
シ
ャ
ワ
ー
室
［
ガ
ス
室
］
の
上
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
屋
根
に
上
が
っ
て
、
低
い
煙
突
に
向
か
っ
た
。
最
初
の

煙
突
に
近
づ
き
、
ガ
ス
・
マ
ス
ク
を
装
着
し
て
か
ら
、
煙
突
の
重
い
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
蓋
を
取
り
、
缶
に
付
い
た
特
許
取
得
済
み
の
道
具
で
一
缶
開
け
た
。

そ
れ
か
ら
、
缶
の
中
の
緑
色
を
し
た
豆
粒
大
の
粒

ペ
レ
ッ
トを
ダ
ク
ト
に
注
い
だ
。
そ

の
結
晶
は
こ
ぼ
れ
出
る
こ
と
な
く
、
金
属
製
の
ダ
ク
ト
か
ら
地
下
の
シ
ャ

ワ
ー
室
に
降
り
て
い
っ
た
。
こ
の
粒

ペ
レ
ッ
トが
チ
ク
ロ
ン
Ｂ
で
あ
る
が
、
空
気
に
触

れ
る
と
す
ぐ
に
気
化
し
始
め
、
ガ
ス
が
格
子
か
ら
出
て
、
数
秒
以
内
に
人
で

満
杯
の
部
屋
に
充
満
し
た
。
五
分
以
内
に
、
移
送
さ
れ
た
人
は
す
べ
て
死
ん

だ
。新

た
な
移
送
列
車
が
到
着
す
る
た
び
に
、
赤
十
字
マ
ー
ク
を
付
け
た
救
急

車
が
来
た
。
粒

ペ
レ
ッ
トの
缶
詰
は
収
容
所
の
外
の
ど
こ
か
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
。
死

体
焼
却
場
の
建
屋
に
は
、
粒

ペ
レ
ッ
トを
入
れ
た
缶
が
保
管
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
こ

の
警
戒
策
は
巧
み
だ
。
し
か
し
、
チ
ク
ロ
ン
Ｂ
の
運
搬
車
に
国
際
赤
十
字
の

マ
ー
ク
を
付
け
て
警
戒
す
る
の
と
較
べ
れ
ば
、
巧
妙
さ
と
い
い
皮
肉
さ
と
い

い
、
そ
の
程
度
は
半
減
し
て
し
ま
う
。

致
死
性
の
ガ
ス
を
も
っ
て
き
た
二
人
の
死
刑
執
行
人
は
、
さ
ら
に
五
分

待
っ
て
、
仕
事
が
き
ち
ん
と
終
わ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
れ
か
ら
二
人

は
タ
バ
コ
に
火
を
つ
け
て
救
急
車
に
戻
っ
た
。
彼
ら
は
三
〇
〇
〇
人
を
た
っ

た
今
、
殺
し
た
ば
か
り
だ
。

二
〇
分
後
に
排
気
装
置
に
ス
イ
ッ
チ
が
入
り
、
ガ
ス
を
抜
い
た
。
ゾ
ン

ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
一
隊
が
死
者
の
持
ち
物
を
運
び
出
し
始
め
た
。
彼
ら
は
、

靴
と
衣
服
を
切
り
離
し
た
。
そ
れ
ら
は
消
毒
に
回
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
か
ら
が
本
当
に
消
毒
の
時
間
だ
。
略
奪
品
は
、
こ
こ
か
ら
ド
イ
ツ
の
物

流
基
地
に
輸
送
さ
れ
た
。

最
新
鋭
の
送
風
機
が
効
率
よ
く
ガ
ス
を
排
出
し
た
が
、
死
体
と
死
体
の
隙

間
に
は
ま
だ
ガ
ス
が
残
っ
て
い
た
。
数
時
間
後
で
あ
っ
て
も
、
わ
ず
か
に
吸

入
す
る
と
窒
息
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
う
る
。
こ
の
た
め
に
、
ゴ
ム
ホ
ー

ス
付
き
の
ガ
ス
・
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
、
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
別
の
一
隊
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が
シ
ャ
ワ
ー
室
に
入
っ
て
き
た
。
再
び
電
気
が
点つ

い
た
。
そ
こ
に
入
っ
た
囚

人
は
恐
ろ
し
い
光
景
を
目
に
す
る
こ
と
に
な
る
。

死
体
は
床
の
上
に
散
ら
ば
り
、
絡か

ら

ま
り
合
っ
て
い
た
。
信
じ
ら
れ
な
い
ほ

ど
高
く
、
ぞ
っ
と
す
る
よ
う
な
死
人
の
山
。
そ
の
上
に
さ
ら
に
死
体
。
ガ
ス

は
緑
色
の
結
晶
か
ら
放
出
さ
れ
て
床
一
面
に
広
が
り
、
ど
ん
ど
ん
高
く
昇
っ

て
ゆ
く
。
不
幸
な
人
た
ち
は
、
本
能
的
に
ガ
ス
を
吸
い
込
ま
な
い
よ
う
に
と
、

他
人
を
踏
み
つ
け
て
上
に
昇
ろ
う
と
し
た
。
て
っ
ぺ
ん
に
い
た
人
が
最
後
に

死
ん
だ
。
そ
こ
で
起
こ
っ
た
生
き
る
た
め
の
闘
争
と
は
、
そ
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
。
寿
命
が
一
、
二
分
伸
び
た
く
ら
い
だ
。
彼
ら
が
ま
っ
と
う
に
考

え
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
両
親
を
、
妻
を
、
子
ど
も
を
踏
み
つ
け
る
こ
と

の
虚む

な

し
さ
が
分
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
思
考
は
停
止
し
、
自
己
保

存
本
能
の
な
す
が
ま
ま
に
な
っ
た
。
一
番
下
に
は
乳
児
、
そ
の
上
は
子
ど
も
、

そ
の
ま
た
上
に
は
女
性
と
老
人
、
そ
し
て
て
っ
ぺ
ん
に
は
屈
強
な
男
性
が
い

た
。死

体
は
さ
な
が
ら
断
末
魔
の
様
相
で
、
鼻
と
口
か
ら
出
血
し
、
上
に
よ
じ

登
ろ
う
と
し
て
争
っ
て
で
き
た
ひ
っ
か
き
傷
が
あ
っ
た
。
誰
が
誰
だ
か
分
か

ら
な
い
ほ
ど
、
顔
は
青
白
く
腫
れ
上
が
っ
て
い
た
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
作
業
員
の
中
に
は
、
死

体
の
山
か
ら
血
縁
者
を
見
つ
け
よ
う
と
一
生
懸
命
だ
っ
た
者
が
し
ば
し
ば
い

た
。
私
は
こ
こ
で
身
内
と
出
会
う
こ
と
を
と
て
も
恐
れ
て
い
た
が
…
…
。

こ
こ
で
は
私
の
仕
事
は
何
も
な
い
が
、
死
体
の
山
に
分
け
入
っ
た
。
私
に

は
、
死
者
に
、
そ
し
て
全
世
界
に
義
務
が
あ
る
。
信
じ
ら
れ
な
い
運
命
の
い

た
ず
ら
で
、
万
が
一
こ
こ
か
ら
生
き
て
出
さ
れ
る
な
ら
、
見
た
ま
ま
を
証
言

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
冷
静
に
な
っ
て
み
る
と
、
そ
の
よ
う
な

こ
と
は
で
き
る
は
ず
が
な
い
。

ゴ
ム
靴
を
履
い
た
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
は
山
を
な
す
死
体
の
周
り
に
集

ま
っ
て
、
ホ
ー
ス
で
勢
い
よ
く
水
を
か
け
た
。
チ
ク
ロ
ン
Ｂ
に
よ
る
ガ
ス
殺

の
最
終
効
果
は
、
腸
の
中
を
空
っ
ぽ
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ど
の
死
体
も

汚
れ
て
い
た
。

「
死
体
の
入
浴
」
が
終
わ
る
と
、
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
は
大
き
な
悲
し
み

に
う
ち
ひ
し
が
れ
、
自
暴
自
棄
の
様
相
で
死
体
の
山
か
ら
も
つ
れ
た
死
体
を

ほ
ぐ
し
始
め
た
。
こ
れ
に
は
骨
が
折
れ
た
。
濡
れ
た
死
体
の
握
り
し
め
た
拳

こ
ぶ
し

を
紐
で
縛
り
、
死
体
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
か
ら
一
体
ず
つ
は
ぎ
取
り
、
隣
の
部
屋

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ま
で
引
き
ず
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
エ

レ
ベ
ー
タ
は
、
一
度
に
二
〇
体
か
ら
二
五
体
の
死
体
を
積
み
込
め
る
産
業
用

で
あ
っ
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
の
準
備
が
で
き
る
と
、
ベ
ル
が
鳴
っ
た
。
死
体
は

炉
室
ま
で
上
げ
ら
れ
る
と
、
自
動
的
に
エ
レ
ベ
ー
タ
の
大
き
な
扉
が
開
い
た
。

ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
別
の
一
隊
が
死
体
の
到
着
を
待
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
、

こ
の
と
き
も
死
体
の
拳
を
縛
っ
た
紐
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
床
に
引
き
ず
り
出

し
、
す
で
に
濡
れ
て
い
る
通
路
を
通
っ
て
燃
え
さ
か
る
一
五
基
の
焼
却
炉
の

ど
れ
か
に
運
ん
で
い
っ
た
。

老
人
、
若
者
、
子
ど
も
の
死
体
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
床
で
長
い
列
を
な
し

て
い
た
。
鼻
や
口
か
ら
に
じ
み
出
た
血
が
、
開
い
た
蛇
口
か
ら
絶
え
ず
流
れ

出
る
水
と
混
ざ
り
あ
っ
て
い
た
。

次
は
、
殺
人
か
ら
利
益
を
得
る
こ
と
だ
。
す
で
に
第
三
帝
国
は
、
彼
ら
の

衣
服
と
靴
を
盗
み
取
っ
て
い
た
。
毛
髪
も
ま
た
貴
重
な
物
資
で
あ
り
、
爆
弾

の
時
限
装
置
に
使
う
こ
と
が
で
き
た
。
空
気
が
湿
っ
て
い
て
も
乾
燥
し
て
い

て
も
、
毛
髪
の
発
火
時
間
に
は
影
響
が
な
い
。
正
確
な
爆
発
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
確
実
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
死
体
か
ら
髪
の
毛
が
刈
ら
れ
た
の
は
、

こ
の
た
め
で
あ
る
。

「
第
三
帝
国
の
財
産
は
金き

ん

で
は
な
く
、
労
働
力
で
あ
る
。」
と
い
う
の
は
多

用
さ
れ
た
ナ
チ
ス
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
ま
っ
た
く

事
実
と
は
異
な
る
。
炉
の
前
に
は
「
歯
科
医
」
が
八
人
立
っ
て
い
た
。
手
に

は
二
種
類
の
医
療
器
具
、
で
は
な
く
て
工
具
を
も
っ
て
い
た
。
ノ
ミ
と
ペ
ン

チ
の
二
つ
だ
。
彼
ら
は
死
体
を
上
向
き
に
し
て
、
何
か
す
さ
ま
じ
い
こ
と
を

し
始
め
た
。
抜
歯
す
る
と
言
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
口
を
こ
じ
開
け
乱
暴
に
ブ
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リ
ッ
ジ
と
金
歯
を
引
き
ち
ぎ
っ
た
。
こ
の
作
業
員
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
歯
科

医
で
あ
り
、
ま
た
外
科
医
で
も
あ
っ
た
。
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
、
収
容

所
で
歯
科
治
療
を
計
画
し
て
い
る
と
謀た

ば
か

っ
て
専
門
家
を
集
め
た
。
彼
ら
は

専
門
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
事
が
あ
た
え
ら
れ
る
と
思
っ
て
志
願
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
私
と
同
じ
よ
う
に
地
獄
の
死
体
焼
却
場
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。

金
歯
は
、
歯
肉
や
歯
を
溶
か
し
て
金
を
取
り
出
す
た
め
に
、
塩
酸
を
入
れ

た
バ
ケ
ツ
に
投
げ
込
ま
れ
た
。
金
や
プ
ラ
チ
ナ
で
で
き
た
ネ
ッ
ク
レ
ス
、
指

輪
な
ど
は
、
貯
金
箱
の
よ
う
な
切
り
込
み
を
入
れ
た
蓋
が
常
時
、
施
錠
さ
れ

て
い
た
特
別
の
箱
に
収
め
た
。
金
は
重
く
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
移
送
列
車

の
規
模
に
も
よ
る
が
、
大
雑
把
に
推
定
す
る
と
、
ど
の
死
体
焼
却
場
で
も
一

日
あ
た
り
八
㌕
か
ら
一
〇
㌕
の
金
が
集
め
ら
れ
た
。
ど
こ
か
ら
来
た
か
に

よ
っ
て
、
移
送
列
車
に
物
資
が
豊
富
に
あ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
貧
弱
な
と
き

も
あ
っ
た
。
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
ラ
ン
プ
に
到
着
し
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら

の
移
送
者
は
、
す
で
に
略
奪
さ
れ
た
後
だ
っ
た
。
し
か
し
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ド

イ
ツ
の
保
護
領
（
ボ
ヘ
ミ
ア
・
モ
ラ
ビ
ア
保
護
領
）、
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
移

送
列
車
に
乗
っ
て
き
た
人
た
ち
は
、
数
年
間
ゲ
ッ
ト
ー
に
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ど
う
い
う
わ
け
か
宝
石
類
や
金
銀
を
隠
し
も
っ
て
い
た
。
第
三
帝
国

を
潤
す
、
も
う
一
つ
の
や
り
方
が
こ
れ
だ
っ
た
。

金
歯
が
抜
か
れ
て
し
ま
う
と
、
犠
牲
者
は
炉
前
の
作
業
員
に
引
き
渡
さ
れ

た
。
三
人
一
チ
ー
ム
の
作
業
員
が
死
体
を
数
体
、
車
の
付
い
た
金
属
製
の
特

殊
な
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
に
載
せ
た
。
死
体
焼
却
炉
の
重
い
鉄
扉
が
自
動
的
に

開
い
た
。
係
の
囚
人
は
、
開
口
部
に
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
を
押
し
込
み
、
白
熱

し
た
炉
の
中
で
ひ
っ
く
り
返
し
て
、
す
ぐ
に
引
き
出
し
た
。
そ
の
後
、
真
っ

赤
に
焼
け
た
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
ゴ
ム
ホ
ー
ス
を
持
っ
た
二
人
の
囚
人
が

高
圧
の
水
流
で
冷
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

死
体
の
焼
却
に
は
二
〇
分
か
か
っ
た
。
死
体
焼
却
場
に
は
一
五
基
の
焼
却

炉
が
あ
り
、
そ
れ
が
一
斉
に
稼
働
し
て
い
た
。
一
棟
の
死
体
焼
却
場
は
一
日

あ
た
り
五
〇
〇
〇
体
の
死
体
を
処
理
し
た
。
四
棟
の
死
体
焼
却
場
は
す
べ
て
、

性
能
は
同
じ
だ
っ
た
(25
)。
毎
日
二
万
人
が
ガ
ス
室
に
入
り
、
最
後
は
焼
却

炉
で
焼
か
れ
た
。
来
る
日
も
来
る
日
も
、
何
千
と
い
う
魂
が
焼
却
棟
の
煙
突

か
ら
解
放
さ
れ
た
。
残
さ
れ
た
も
の
は
と
言
え
ば
、
死
体
焼
却
場
の
庭
の
小

さ
な
遺
灰
の
山
だ
け
だ
っ
た
。
遺
骨
は
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
ま
れ
、
二
㌖
ほ

ど
行
っ
た
と
こ
ろ
を
流
れ
る
ヴ
ィ
ス
ワ
川
に
流
さ
れ
た
。

あ
ま
り
に
も
多
く
の
苦
し
み
と
恐
怖
を
経
験
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
死

ん
で
も
な
お
平
穏
で
は
な
か
っ
た
。

（
一
三
）
次
頁
の
図
を
参
照
。

(36)アウシュヴィッツの囚人医師(ニスリ著 木村訳)

(25
)
ド
イ
ツ
当
局
の
推
定
で
は
、
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
に
あ
っ
た
四
棟
の
死
体
焼
却
場
の

一
日
あ
た
り
の
性
能
は
、
四
四
一
六
体
で
あ
っ
た
（
第
一
(二
)死
体
焼
却
場
と
第

二
(三
)死
体
焼
却
場
で
は
、
一
四
四
〇
体
ず
つ
が
焼
却
さ
れ
、
第
三
(四
)死
体
焼

却
場
と
第
四
(五
)死
体
焼
却
場
で
は
七
六
八
体
ず
つ
で
あ
っ
た
）。
ゾ
ン
ダ
ー
コ

マ
ン
ド
に
い
た
元
囚
人
の
証
言
に
も
と
づ
い
て
、
収
容
所
に
お
け
る
犯
罪
の
研
究

委
員
会
（
委
員
長
は
ヤ
ン
・
セ
ー
ン
［
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
収
容
所
総
司
令
官
ル

ド
ル
フ
・
ヘ
ス
裁
判
の
担
当
判
事
］）
は
、
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
に
あ
っ
た
四
棟
の
死
体

焼
却
場
の
一
日
あ
た
り
の
性
能
を
八
〇
〇
〇
体
（
第
一
(二
)死
体
焼
却
場
と
第
二

(三
)死
体
焼
却
場
で
は
、
二
五
〇
〇
体
ず
つ
、
第
三
(四
)死
体
焼
却
場
と
第
四

(五
)死
体
焼
却
場
で
は
一
五
〇
〇
体
ず
つ
）
と
推
定
し
た
。
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第⚑(2)死体焼却場（ビルケナウ強制収容所）
⚑：炉室，⚒：：燃料庫，⚓：囚人居室，⚔と⚕：解剖室（グラビア 19
とは異なるところがある），⚖：死体運搬用エレベータ，⚗：エレベータ
前の階段下ロビー，⚘：脱衣場，⚙：ガス室，10：排気孔。
［注記］グラビア 16（27 頁），17（28 頁），20（33 頁）参照。グラビア 23
（46 頁）は，上図の矢印（左上）の方向から見た図。
［出所］Debórah Dwork and Robert Jan van Pelt, Auschwitz, revised and updated,

New York and London 2008, p. 270.

ガス室のダクト
ダクトは⚓つの部分からなる。内側から①可動部分（チクロン Bを入れ

て床面近くに降ろす），②柱状（可動部分の移動空間），③外面（金属製の
メッシュ）
［出所］Dwork and van Pelt, Auschwitz, p. 326.

ガス室（第⚑(2)死体焼却場）
中央に柱があり，その左右に⚒本ずつ，全部で⚔本のダクトがあり，そ

こからガスが出る。天井にはシャワー・ヘッド（偽装）があり，殺害後は
壁面の上部と下部の排気孔からガスを排出する。
［出所］Dwork and van Pelt, Auschwitz, p. 327.

訳
注
（
一
三
）
の
図



八
実
験
室
と
解
剖
室
は
、
科
学
的
野
望
を
満
た
そ
う
と
し
た
私
の
上
司
、
ド

ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
の
希
望
で
設
置
さ
れ
た
。
数
日
で
す
べ
て
が
完
成
し
、

ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
、
研
究
を
始
め
る
た
め
に
剖
検
の
専
門
家
を
待
つ

だ
け
で
あ
っ
た
。

こ
の
強
制
収
容
所
に
は
無
制
限
の
機
会
が
あ
た
え
ら
れ
、
膨
大
な
数
の
自

殺
死
体
の
解
剖
学
的
・
病
理
学
的
診
断
は
も
と
よ
り
、
低
身
長
症
・
巨
人
症

の
よ
う
な
成
長
異
常
や
双
子
に
つ
い
て
の
研
究
も
、
し
放
題
で
あ
っ
た
。
解

剖
の
た
め
の
死
体
が
か
く
も
多
数
あ
る
所
は
、
世
界
広
し
と
言
え
ど
も
他
に

は
な
か
っ
た
。

世
界
で
最
も
著
名
で
最
大
級
の
病
院
や
法
医
学
や
剖
検
の
研
究
所
で
も
、

一
年
に
せ
い
ぜ
い
一
〇
〇
体
な
い
し
一
五
〇
体
し
か
解
剖
し
て
い
な
い
。
と

こ
ろ
が
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
で
は
、「
研
究
」
に
供
さ
れ
得

る
死
体
は
数
百
万
に
及
ぶ
。

収
容
所
の
門
を
く
ぐ
っ
た
人
は
誰
に
で
も
、
解
剖
台
で
終
わ
る
可
能
性
が

あ
っ
た
。
運
命
の
い
た
ず
ら
で
左
側
に
向
か
っ
た
人
は
、
一
時
間
後
に
は
ガ

ス
室
で
死
体
に
な
っ
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
は
幸
せ
で

あ
っ
た
。
右
の
ほ
う
に
行
け
と
言
わ
れ
た
人
た
ち
は
、
苦
痛
を
長
引
か
せ
て

や
る
ぞ
と
い
う
宣
告
を
受
け
た
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
人
た
ち
も
解
剖
台
に
載

せ
ら
れ
る
候
補
者
だ
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
に
は
ま
だ
三
、
四
ヶ
月
あ
り
、
そ

の
間
、
強
制
収
容
所
で
は
生
存
を
賭
け
た
恐
怖
の
闘
い
を
見
る
羽
目
に
な
っ

た
。
奴
隷
労
働
が
、
身
体
中
の
無
数
の
傷
が
、
そ
し
て
野
外
で
の
凍
て
つ
く

寒
さ
が
、
飢
え
で
や
せ
細
っ
た
彼
ら
を
押
し
つ
ぶ
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

正
気
を
失
い
狂
っ
た
よ
う
に
叫
び
、
目
は
う
つ
ろ
に
な
る
だ
ろ
う
。
よ
く
訓

練
さ
れ
た
軍
用
犬
が
わ
ず
か
に
体
に
残
っ
た
肉
に
食
ら
い
つ
く
。
骨
と
皮
に

な
っ
て
し
ま
え
ば
、
シ
ラ
ミ
も
刺
さ
な
く
な
る
。
解
放
さ
れ
る
の
は
、
死
ぬ

と
き
だ
け
だ
。
父
親
、
母
親
、
兄
弟
、
子
ど
も
か
ら
離
れ
ば
な
れ
に
な
り
、

右
側
に
行
っ
た
人
と
左
側
に
行
っ
た
人
と
で
は
ど
ち
ら
が
良
か
っ
た
だ
ろ
う

か
。新

た
な
移
送
列
車
が
ラ
ン
プ
に
到
着
し
て
並
び
始
め
る
と
す
ぐ
に
、
親
衛

隊
員
が
一
人
近
づ
い
て
双
子
と
低
身
長
症
の
人
を
探
し
始
め
た
。
子
ど
も
に

何
か
良
い
こ
と
で
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
母
親
た
ち
は
期
待
し
て
、
た
め

ら
わ
ず
我
が
子
を
引
き
渡
し
た
。
年
配
の
双
子
は
、
興
味
深
い
科
学
的
研
究

の
対
象
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
を
巡
ら
し
、
自
分
の
た
め
に
な
る
と

考
え
て
名
乗
り
出
た
。
低
身
長
症
の
人
た
ち
も
同
じ
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
双
子
と
低
身
長
症
の
人
は
、
残
り
の
人
た
ち
と
別
れ
て
右
側
を

歩
い
て
い
っ
た
。
親
衛
隊
の
監
視
兵
は
こ
の
特
別
な
グ
ル
ー
プ
を
特
別
な
バ

ラ
ッ
ク
に
連
行
し
た
。
そ
こ
で
は
、
ご
ち
そ
う
が
支
給
さ
れ
、
快
適
な
ベ
ッ

ド
と
必
要
な
衛
生
設
備
が
整
っ
て
い
て
、
看
守
の
厚
遇
を
受
け
た
。

そ
の
バ
ラ
ッ
ク
が
Ｂ
Ⅱ
ｆ
収
容
区
の
一
四
号
棟
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
囚

人
は
、
ジ
プ
シ
ー
収
容
所
の
中
に
あ
る
く
だ
ん
の
実
験
棟
に
連
れ
て
行
か
れ

た
。
そ
こ
で
、
彼
ら
は
生
き
た
人
間
に
た
い
し
て
な
さ
れ
う
る
、
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
医
学
実
験
の
材
料
に
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
血
液
検
査
、

腰
椎
穿
刺

ル
ン
バ
ー
ル

、
双
子
の
間
で
の
輸
血
、
そ
の
他
数
え
切
れ
な
い
く
ら
い
の
実
験

は
ど
れ
も
痛
み
を
伴
い
、
疲
労
が
ひ
ど
い
。
デ
ィ
ナ
（
プ
ラ
ハ
出
身
の
画

家
）［
四
、
訳
注
一
二
参
照
。］
は
、
双
子
の
頭
、
耳
、
鼻
、
唇
、
腕
、
脚
部

の
比
較
図
を
描
い
た
。
こ
れ
ら
の
図
録
は
す
べ
て
、
枝
葉
末
節
に
至
る
ま
で

事
細
か
に
個
人
の
様
子
を
記
録
し
た
文
書
だ
け
で
な
く
、
実
験
に
よ
る
発
見

事
実
を
記
載
し
た
記
録
と
一
緒
に
、
特
別
の
フ
ァ
イ
ル
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

低
身
長
症
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

医
学
的
実
験
と
い
う
名
の
も
と
で
行
わ
れ
た
こ
れ
ら
の
実
験
は
、

生
体
内
で

i
n

v
i
v

o

、
つ
ま
り
生
き
て
い
る
有
機
体
に
た
い
し
て
行
わ
れ
た
が
、
科
学

的
観
点
か
ら
す
れ
ば
双
子
と
い
う
現
象
を
完
全
に
説
明
す
る
も
の
で
は
あ
り

え
な
か
っ
た
。
実
験
と
言
っ
て
も
う
わ
べ
だ
け
の
も
の
で
、
ほ
と
ん
ど
何
も
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グラビア 21 ヨハネスとエルトマンのシュミット兄弟
このジプシーの兄弟はドクター・メンゲレによる人体実験の後，アウシュヴィッ

ツで死亡した。

グラビア 22 標本送付書（1944 年⚖月 29 日付）
12 歳の少女の切断した頭部にかんする組織学的研究のために，ド

クター・メンゲレがライスコの衛生研究所に宛てた。この少女はア
ウシュヴィッツ第⚒収容所の BⅡe収容区（ジプシー収容所）に収容
されていた。右下には，アウシュヴィッツ第⚒収容所主任医官，親
衛隊大尉メンゲレの署名がある。



明
ら
か
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
に
、
研
究
は
最
も
重
要
な
次
の
段

階
に
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
剖
検
を
行
い
、
正
常
な
臓
器
と
奇
形

ま
た
は
病
気
に
罹
っ
た
臓
器
を
解
剖
に
よ
っ
て
比
較
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
全
身
の
剖
検
と
特
定
の
臓
器
の
検
査
は
二
人
同
時
に
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
ら
、
Ｂ
Ⅱ
ｄ
収
容
区
の
実
験
棟
の
双
子
は
同
時
に
死
亡
し
た
。

ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
が
殺
し
た
の
だ
。

医
学
上
ユ
ニ
ー
ク
な
機
会
が
こ
こ
に
は
あ
っ
た
。
双
子
が
同
時
に
死
亡
し
、

比
較
剖
検
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
い
っ
た
い
世
界

の
ど
こ
で
あ
り
得
た
で
あ
ろ
う
か
。
双
子
が
同
時
に
死
ん
で
、
二
体
が
同
時

に
解
剖
さ
れ
る
と
い
う
可
能
性
は
、
奇
跡
に
近
い
の
で
は
な
い
か
。
通
常
は
、

双
子
は
別
々
の
環
境
に
い
る
。
互
い
に
一
〇
㌖
、
場
合
に
よ
っ
て
は
数
百
㌖

離
れ
て
生
活
し
て
い
る
。
双
子
の
比
較
剖
検
は
ふ
つ
う
は
な
し
え
な
い
。
し

か
し
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
は
何
百
人
も
の
双
子
が
い
て
、
殺
し
さ
え
す

れ
ば
研
究
の
機
会
は
何
百
回
と
な
く
あ
る
。

ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
が
ラ
ン
プ
で
双
子
や
低
身
長
症
の
人
を
探
し
た
の

は
、
こ
の
た
め
で
あ
っ
た
。
彼
ら
を
右
側
に
行
か
せ
、「
条
件
の
よ
い
」
バ

ラ
ッ
ク
に
入
れ
た
の
も
、
こ
の
た
め
で
あ
っ
た
。
し
ば
ら
く
の
間
、
彼
ら
は

ご
ち
そ
う
に
与あ

ず
かっ
た
の
で
、
病
気
に
な
っ
た
り
早
死
を
し
た
り
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
彼
ら
は
完
全
な
健
康
状
態
で
、
し
か
も
同
時
に
死
ぬ
定
め
に

あ
っ
た
。

ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
カ
ポ
長
が
や
っ
て
来
て
、
死
体
焼
却
場
の
ゲ
ー
ト

で
親
衛
隊
員
が
私
を
待
っ
て
い
る
と
伝
え
た
。
こ
の
親
衛
隊
員
は
、
解
剖
用

の
死
体
を
私
に
運
ん
で
き
た
囚
人
の
一
団
を
引
率
し
て
き
た
。
囚
人
で
あ
ろ

う
と
親
衛
隊
員
で
あ
ろ
う
と
、
死
体
焼
却
場
の
関
係
者
以
外
は
敷
地
に
入
る

こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
私
は
ゲ
ー
ト
の
外
で
彼
ら
と
会
っ
た
。
親

衛
隊
員
は
私
に
一
冊
の
フ
ァ
イ
ル
を
渡
し
た
。
そ
れ
は
一
組
の
双
子
に
か
ん

す
る
文
書
で
あ
っ
た
。
女
性
の
囚
人
が
私
の
前
に
シ
ー
ツ
で
覆
っ
た
担
架
を

置
い
た
。
シ
ー
ツ
を
め
く
っ
て
み
る
と
、
二
歳
の
双
子
の
死
体
が
あ
っ
た
。

私
は
、
担
架
を
解
剖
室
に
運
び
、
死
体
を
解
剖
台
の
上
に
置
く
よ
う
に
言
っ

た
。フ

ァ
イ
ル
を
開
い
て
文
書
を
調
べ
る
と
、
二
人
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
、
図

録
、
専
門
的
な
医
学
デ
ー
タ
が
記
載
さ
れ
た
報
告
書
が
挟
ま
れ
て
あ
っ
た
。

欠
け
て
い
る
の
は
、
検
案
書
だ
け
で
あ
っ
た
。
私
の
出
番
と
い
う
わ
け
だ
。

二
人
の
小
さ
な
子
ど
も
は
同
時
に
死
ん
だ
。
大
き
な
解
剖
台
に
小
さ
な
死

体
。
こ
の
子
ら
の
死
が
解
剖
を
可
能
に
し
、
死
ぬ
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
民
族

の
再
生
産
の
謎
を
解
く
研
究
に
貢
献
で
き
る
。

こ
の
種
の
す
べ
て
の
研
究
の
「
偉
大
な
る
目
標
」
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に

し
て
「
支
配
民
族
」
に
な
る
こ
と
を
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
「
超
人
」
の
出

生
率
を
上
げ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
有あ

り
体て

い

に
言
え
ば
、
将
来
、
す
べ
て
の
ド

イ
ツ
人
の
母
親
は
双
子
を
産
め
と
い
う
意
味
で
あ
る

こ
の
企た

く
らみ
は
、
ま
っ
た
く
狂
気
の
沙
汰
で
あ
る
。
第
三
帝
国
の
病
ん
だ
心

を
持
っ
た
人
種
差
別
主
義
の
理
論
家
の
発
明
で
あ
る
。
彼
ら
の
企
み
を
下
支

え
す
る
研
究
を
引
き
受
け
た
の
が
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
に
お

け
る
医
官
の
中
の
医
官
で
あ
り
、
非
常
に
有
能
な
「
監
獄
医
」
に
し
て
、
ま

た
の
名
を
悪
魔
の
医
師
、
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
で
あ
っ
た
。

彼
は
最
も
危
険
な
タ
イ
プ
の
犯
罪
者
で
あ
り
、
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
強
力

な
権
限
を
意
の
ま
ま
に
行
使
し
た
。
ド
イ
ツ
の
人
種
理
論
は
、
何
百
万
も
の

人
々
が
実
際
に
は
人
間
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
人
類
に
害
を
な
し
て
き
た
劣

等
な
種し

ゅ

で
あ
る
と
決
め
つ
け
た
の
で
、
彼
は
何
百
万
人
で
も
殺
す
こ
と
が
で

き
た
。

こ
の
犯
罪
者
、
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
、
私
の
隣
に
座
っ
て
顕
微
鏡
、

試
験
管
、
フ
ラ
ス
コ
を
の
ぞ
き
込
ん
だ
り
、
血
が
付
い
た
エ
プ
ロ
ン
を
着
た

ま
ま
解
剖
台
に
立
ち
、
臓
器
を
血
ま
み
れ
の
手
で
調
べ
た
り
、
こ
ね
く
り
回

し
た
り
し
て
何
時
間
も
費
や
し
た
。
す
べ
て
は
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
繁
殖
を
促

進
し
、
つ
い
に
は
第
三
帝
国
の
領
土
、
す
な
わ
ち
「
生
活
圏

レ
ー
ベ
ン
ス
ラ
ウ
ム

」
に
住
め
る

だ
け
の
ド
イ
ツ
人
を
増
や
す
た
め
で
あ
る
。
そ
う
な
る
の
は
、
チ
ェ
コ
人
、
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ハ
ン
ガ
リ
ー
人
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
、
オ
ラ
ン
ダ
人
な
ど
が
一
掃
さ
れ
た
と
き

で
あ
る
。

双
子
の
解
剖
が
終
わ
り
、
す
べ
て
の
観
察
結
果
を
記
録
し
た
。
ド
ク

タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
私
の
仕
事
ぶ
り
に
満
足
し
た
が
、
手
書
き
文
字
を
読
む

の
に
は
苦
労
し
た
よ
う
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
教
わ
っ
た
よ
う
に
、
ブ
ロ
ッ

ク
体
で
書
い
た
の
に
で
あ
る
。
私
は
そ
れ
と
な
く
、
も
っ
と
読
み
や
す
い
報

告
書
が
お
望
み
で
し
た
ら
、
自
宅
に
い
た
と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
タ
イ
プ
ラ

イ
タ
ー
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
と
言
っ
た
。

「
使
い
慣
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
か
。」
と
彼
は
尋
ね
た
。

「
オ
リ
ン
ピ
ア
社
の
エ
リ
ー
ト
で
す
。」

「
問
題
な
い
。
明
日
に
は
手
に
入
る
だ
ろ
う
。
誰
か
を
探
し
に
や
ろ
う
。

ベ
ル
リ
ン
・
ダ
ー
ラ
ム
の
人
類
学
・
生
物
学
・
人
種
研
究
所
に
送
付
す
る
の

だ
か
ら
、
最
高
級
の
報
告
文
書
が
必
要
だ
。」

こ
こ
で
の
研
究
が
最
も
名
の
通
っ
た
医
学
研
究
所
の
一
つ
に
い
る
著
名
な

科
学
者
の
目
に
触
れ
る
と
分
か
っ
た
の
は
、
こ
の
と
き
で
あ
っ
た
。

翌
日
、
親
衛
隊
員
が
オ
リ
ン
ピ
ア
社
の
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
も
っ
て
き
た
。

死
体
も
数
体
、
受
領
し
た
。
ジ
プ
シ
ー
収
容
所
か
ら
来
た
四
組
の
双
子
で
あ

る
。
皆
、
一
〇
歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち
だ
っ
た
。

私
は
、
最
初
の
組
の
双
子
を
解
剖
し
剖
検
の
段
階
ご
と
に
記
録
し
た
。
頭

蓋
冠
(一
四
)
を
外
し
、
小
脳
と
一
緒
に
大
脳
を
摘
出
し
て
、
そ
の
両
方
を
詳

細
に
調
べ
た
。
次
に
、
胸
郭
(一
五
)
を
開
き
、
胸
骨
(一
六
)
を
摘
出
し
た
。
顎あ

ご

の
下
を
切
開
し
て
、
舌
と
食
道
(一
七
)
を
摘
出
し
た
。
こ
の
二
つ
の
器
官
は

出
血
が
と
て
も
多
い
の
で
、
正
確
な
診
断
の
前
に
洗
浄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
斑
点
や
変
色
が
ど
ん
な
に
微
小
で
あ
っ
て
も
、
重
大
な
意
味
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
、
心
膜
(一
八
)
を
切
開
し
、
滲し

ん

出し
ゅ
つ
し
た

体
液
を
集
め
た
。
心
臓
を
摘
出
し
、
流
水
で
血
液
を
洗
い
流
し
た
。
心
臓
を

回
転
さ
せ
て
見
る
と
、
左
心
室
の
表
面
に
、
針
で
刺
し
た
ほ
ど
の
、
よ
う
や

く
そ
れ
と
分
か
る
よ
う
な
小
さ
な
薄
赤
い
色
を
し
た
シ
ミ
が
あ
る
の
に
気
づ

い
た
。
確
か
に
間
違
い
で
は
な
い
。
こ
れ
は
誰
に
で
も
分
か
る
よ
う
な
も
の

で
は
な
い
が
、
針
を
刺
し
た
痕
跡
で
あ
っ
た
。
皮
下
注
射
の
跡
だ
。
ど
う
し

て
、
こ
の
子
は
心
臓
に
直
接
、
注
射
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
心
臓
へ
注
射
を

打
つ
の
は
、
ふ
つ
う
は
急
性
心
臓
麻
痺
の
と
き
の
は
ず
だ
が
。
こ
の
答
え
を

見
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
通
常
の
検
死
で
は
、
左
心
室
に
あ
る
血
液
量

を
測
定
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
死
体
の
場
合
に
は
、
血
液
が
凝
固
し
て
堅
い

血
餅
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
が
で
き
な
い
。
こ
の
血
餅
を
ピ
ン
セ
ッ
ト

で
つ
ま
み
出
し
て
、
臭
い
を
嗅か

い
で
み
た
。
鼻
を
つ
く
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
特
有

の
臭
い
［
強
く
甘
い
芳
香
］
が
し
た
。
こ
の
子
は
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
を
注
射
さ

れ
た
の
だ
。

怖
く
な
っ
て
膝
が
ガ
ク
ガ
ク
し
始
め
た
。
私
は
、
第
三
帝
国
の
医
学
の
最

も
暗
い
秘
密
の
一
端
を
見
た
。
無む

辜こ

の
民
は
ガ
ス
で
殺
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

直
接
心
臓
に
致
命
的
な
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
の
注
射
に
よ
っ
て
も
殺
さ
れ
る
。
額

か
ら
冷
や
汗
が
流
れ
た
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
剖
検
を
し
て
い
た
の
は
私

だ
け
だ
っ
た
。
誰
か
他
の
人
が
い
た
な
ら
ば
、
こ
の
感
情
を
隠
し
と
お
す
こ

と
は
、
難
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
剖
検
を
終
え
て
、
異
常
事
項
を
記
録
し
た
。

た
だ
し
、
左
心
室
に
あ
っ
た
刺
し
傷
と
血
餅
は
記
録
に
留
め
な
か
っ
た
。
慎

重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
は
、
双
子
に
か
ん
す
る
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ

レ
の
フ
ァ
イ
ル
を
手
に
し
た
。
そ
こ
に
も
事
細
か
な
医
学
デ
ー
タ
、
様
々
な

発
見
事
実
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
、
図
録
が
収
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
死

因
の
記
載
は
な
か
っ
た
。
書
式
の
死
因
記
入
欄
は
空
白
だ
っ
た
。
私
の
検
案

書
に
も
死
因
は
記
載
し
て
い
な
い
。
発
見
事
実
を
一
切
合
切
記
載
す
る
こ
と

は
、
軽
率
の
極
み
で
あ
ろ
う
。
私
は
臆
病
者
で
は
な
い
。
精
神
は
強
靱
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
数
多
く
の
剖
検
を
行
い
、
数
え
切
れ
な
い
く
ら
い
、

そ
の
死
因
を
見
つ
け
て
き
た
。
復
讐
の
た
め
に
、
嫉
妬
の
た
め
に
、
金
儲
け

の
た
め
に
殺
さ
れ
た
人
た
ち
の
死
体
を
検
案
し
た
。
自
殺
の
方
法
を
は
っ
き

り
さ
せ
た
り
、
病
死
し
た
者
に
つ
い
て
は
死
因
と
な
っ
た
疾
病
を
特
定
し
た

り
し
た
。
う
ま
く
隠
さ
れ
た
死
因
を
暴
き
出
す
の
が
、
私
の
常
だ
っ
た
。
剖
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検
中
に
予
期
し
な
い
発
見
に
息
を
呑
ん
だ
こ
と
が
、
幾
度
も
あ
る
。
だ
が
、

今
回
は
恐
ろ
し
か
っ
た
。
背
筋
が
凍
っ
た
。
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
注
射
の
秘
密
を

知
っ
て
い
る
こ
と
に
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
が
気
づ
い
た
ら
、
政
治
部
［
強

制
収
容
所
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
］
か
ら
少
な
く
と
も
一
〇
人
の
医
官
(26
)
が
解
剖
室

に
来
て
、
私
の
死
因
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
は
必
定
で
あ
る
。

剖
検
が
終
了
し
、
私
の
指
示
で
死
体
は
焼
却
場
に
引
き
渡
さ
れ
た
。
死
体

は
直
ち
に
焼
却
さ
れ
た
。

ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
が
直
々
に
調
べ
る
た
め
に
、
私
は
、
あ
る
意
味
で

科
学
的
な
観
点
か
ら
興
味
の
あ
り
そ
う
な
臓
器
だ
け
を
保
存
し
た
。
そ
の
臓

器
は
ベ
ル
リ
ン
の
ダ
ー
レ
ム
に
あ
る
研
究
所
で
も
興
味
を
引
く
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
し
か
る
べ
く
包
装
さ
れ
、
郵
便
局
か
ら
送
付
さ
れ
た
。
研
究
所
に
少

し
で
も
早
く
配
達
さ
れ
る
た
め
に
、
小
包
に
は
「
軍
用
速
達
」
の
切
手
を

貼
っ
た
。

収
容
所
に
い
た
と
き
に
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
ダ
ー
レ
ム
に
あ
る
研
究
所
に
数

多
く
の
小
包
を
郵
送
し
た
。
そ
の
返
信
に
は
、
詳
細
な
科
学
的
な
コ
メ
ン
ト

や
次
に
す
る
べ
き
指
示
が
書
か
れ
て
あ
っ
た
。
こ
の
往
復
の
や
り
と
り
の
た

め
に
、
私
は
別
の
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の

フ
ァ
イ
ル
に
は
、
格
別
に
魅
力
的
な
も
の
を
送
付
し
た
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ

レ
に
宛
て
た
研
究
所
か
ら
の
感
謝
状
も
入
れ
て
お
い
た
。

残
り
の
三
組
の
双
子
の
解
剖
に
取
り
か
か
り
、
内
臓
を
比
較
し
た
。
ど
の

死
体
に
つ
い
て
も
、
死
因
は
心
臓
に
直
接
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
を
注
射
し
た
こ
と

に
よ
る
と
い
う
結
論
に
な
っ
た
。

四
組
の
双
子
の
う
ち
、
三
組
は
両
目
の
色
が
違
っ
て
い
た
。
一
方
は
茶
色
、

片
方
は
青
色
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
双
子
で
な
く
て
も
起
こ
る
が
、
何
と
八

人
の
子
ど
も
の
う
ち
、
六
人
ま
で
が
そ
う
だ
っ
た
。
異
常
形
態
が
興
味
深
く

集
中
し
て
発
現
し
て
い
る
。
医
学
用
語
で
言
え
ば
、
虹
彩
異
色
症
で
あ
り
、

平
た
く
言
え
ば
両
目
の
色
が
違
っ
て
い
る
の
だ
。
眼
球
を
摘
出
し
て
、
一
つ

ず
つ
別
々
に
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ト
溶
液
の
瓶
に
入
れ
た
。
眼
球
が
混
同
さ
れ

な
い
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
瓶
に
は
ラ
ベ
ル
を
し
っ
か
り
と
貼
っ
た
。

四
組
の
双
子
を
検
案
し
て
み
る
と
、
異
常
が
他
に
も
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
頸
部
の
周
り
の
皮
膚
を
剥
離
す
る
と
胸
骨
の
上
部
に
ヘ
ー
ゼ
ル
ナ
ッ
ツ

ほ
ど
の
大
き
さ
の
腫
瘍
が
見
つ
か
っ
た
。
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
つ
ぶ
し
て
み
る
と
、

ド
ロ
ッ
と
し
た
膿
が
出
て
き
た
。
こ
れ
は
非
常
に
珍
し
い
が
、
医
学
で
は
よ

く
知
ら
れ
た
現
象
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
デ
ュ
ボ
ア
腫
瘍
で
あ
り
、
先
天
性
梅

毒
の
症
候
で
あ
る
。
双
子
八
人
す
べ
て
に
、
そ
れ
が
あ
っ
た
。
私
は
、
周
囲

の
健
康
な
組
織
を
つ
け
た
ま
ま
腫
瘍
を
切
除
し
、
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
瓶

に
入
れ
た
。
二
組
の
双
子
は
海
綿
状
肺
結
核
に
罹
患
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の

観
察
結
果
を
す
べ
て
報
告
書
に
記
載
し
た
が
、
死
因
欄
だ
け
は
空
欄
に
し
た
。

午
後
に
な
っ
て
、
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
が
来
た
。
私
は
、
発
見
事
実
を

報
告
し
、
五

［
マ
マ
］組
の
双
子
を
解
剖
し
た
検
案
書
を
手
渡
し
た
。
椅
子
に
座
り
注

意
深
く
そ
れ
を
読
み
、
虹
彩
異
色
症
に
大
変
な
興
味
を
示
し
た
が
、
そ
れ
以

上
に
彼
は
デ
ュ
ボ
ア
腫
瘍
に
は
興
味
を
も
っ
た
。
彼
は
、
私
の
報
告
書
を
添

え
て
、
こ
れ
ら
の
標
本
を
す
べ
て
小
包
で
郵
送
す
る
こ
と
、
そ
し
て
子
ど
も

一
人
ず
つ
の
死
因
を
書
い
て
お
く
よ
う
に
と
指
示
し
た
。
た
と
え
別
の
死
因

を
書
こ
う
が
、
ど
う
書
こ
う
が
、
彼
に
は
た
い
し
た
こ
と
で
は
な
い
。
ド
ク

タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
、
自
分
を
正
当
化
す
る
か
の
よ
う
に
、
君
に
は
分
か
っ

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
子
ど
も
た
ち
は
梅
毒
と
結
核
に
感
染
し
て
い
た

の
だ
と
言
い
、
だ
か
ら
…
…
と
言
お
う
と
し
て
、
口
を
閉
じ
た
。
一
〇

［
マ
マ
］

人

の
子
ど
も
た
ち
の
殺
人
を
正
当
化
す
る
に
は
、
そ
れ
で
十
分
だ
っ
た
。
殺
人

と
い
う
事
実
に
私
は
口
を
挟
ま
な
か
っ
た
。
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
医
師
た

ち
は
結
核
に
た
い
し
て
人
工
気
胸
と
い
う
治
療
を
施
さ
ず
、
ま
た
梅
毒
に
は

ネ
オ
サ
ル
バ
ル
サ
ン
を
投
与
し
な
か
っ
た
。
致
死
量
の
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
を
心
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(26
)
こ
れ
は
、
政
治
部
所
属
の
役
付
職
員
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
政
治
部
の
司
令
官

は
、
同
時
に
収
容
所
の
国
家
警
察
（
こ
の
場
合
は
、
カ
ト
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
国
家
警
察

司
令
部
）
の
長
で
も
あ
っ
た
。



臓
に
注
射
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

短
い
期
間
に
死
体
焼
却
場
に
い
て
、
ど
れ
だ
け
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
こ

と
か
。
死
ぬ
番
が
来
る
前
に
一
言
の
反
論
も
せ
ず
に
、
ど
れ
だ
け
多
く
の
こ

と
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
文
字
通

り
髪
の
毛
が
逆
立
っ
て
し
ま
う
。
死
体
焼
却
場
の
ゲ
ー
ト
を
く
ぐ
っ
た
瞬
間

に
、
仕
方
の
な
い
こ
と
だ
と
分
か
っ
た
が
、
多
く
の
秘
密
を
知
っ
た
か
ら
に

は
、
い
さ
さ
か
の
疑
い
も
な
く
、
私
は
早
く
も
死
ん
だ
も
同
然
な
の
で
あ
る
。

ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
と
ベ
ル
リ
ン
の
ダ
ー
レ
ム
に
あ
る
研
究
所
が
こ
こ
か

ら
生
き
て
解
き
放
つ
こ
と
は
、
願
う
べ
く
も
な
い
。

（
一
四
）
脳
を
ド
ー
ム
状
に
囲
む
骨
。
前
頭
骨
、
頭
頂
骨
、
側
頭
骨
、
後
頭
骨
な
ど

か
ら
な
る
。

（
一
五
）
胸
壁
筋
群
（
外
肋
間
筋
・
内
肋
間
筋
・
肋
下
筋
・
長
肋
骨
挙
筋
・
短
肋
骨

挙
筋
・
胸
横
筋
）
と
横
隔
膜
か
ら
な
る
。

（
一
六
）
胸
郭
前
面
の
正
中
部
に
あ
る
扁
平
骨
。

（
一
七
）
頚
部
食
道
、
胸
部
食
道
、
腹
部
食
道
に
分
か
れ
る
。

（
一
八
）
心し
ん

嚢の
う

と
も
。
二
重
壁
の
嚢
で
あ
り
、
心
臓
と
大
血
管
の
根
を
含
む
。

九
夕
方
に
な
っ
て
、
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
帰
っ
た
。
一
人
残
さ
れ
て
、

気
が
重
い
。
解
剖
室
を
片
付
け
器
具
を
元
の
場
所
に
戻
し
て
、
手
を
洗
い
手

術
室
か
ら
出
た
。
タ
バ
コ
に
火
を
点
け
椅
子
に
座
っ
て
、
少
し
く
つ
ろ
い
だ
。

す
る
と
突
然
、
背
筋
が
ぞ
ー
っ
と
す
る
よ
う
な
恐
怖
の
悲
鳴
が
聞
こ
え
た
。

そ
の
直
後
に
不
意
に
銃
声
が
し
て
、
一
人
が
ド
ス
ン
と
激
し
い
音
を
立
て
て

倒
れ
た
。
一
分
も
し
な
い
う
ち
に
、
ま
た
恐
ろ
し
い
叫
び
声
が
聞
こ
え
、
ピ

ス
ト
ル
で
撃
た
れ
た
人
が
床
に
倒
れ
る
音
が
し
た
。
断
末
魔
の
叫
び
、
銃
声
、

そ
し
て
転
倒
す
る
音
が
七
〇
回
ず
つ
聞
こ
え
た
。
重
い
足
取
り
が
遠
く
に
去

り
、
元
通
り
に
静
寂
が
戻
っ
た
。

こ
の
悲
劇
が
あ
っ
た
場
所
は
、
解
剖
室
の
右
側
の
部
屋
で
、
廊
下
に
向

か
っ
て
ド
ア
が
あ
っ
た
。
床
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
、
鉄
格
子
の
窓
か
ら
庭
が

見
え
る
暗
い
空
き
部
屋
だ
っ
た
。
解
剖
前
の
死
体
が
そ
こ
に
置
か
れ
、
解
剖

し
て
か
ら
焼
却
ま
で
の
間
、
ま
た
こ
の
部
屋
に
戻
さ
れ
る
。
こ
の
部
屋
の
前

に
は
、
汚
れ
た
衣
服
、
す
り
減
っ
た
木
靴
、
メ
ガ
ネ
、
干
か
ら
び
た
パ
ン
が

山
の
よ
う
に
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
女
性
収
容
所
に
い
た
囚
人
の
私

物
で
あ
る
。

そ
の
部
屋
に
足
を
踏
み
入
れ
た
。
あ
れ
を
聞
い
た
後
だ
か
ら
、
お
そ
る
お

そ
る
薄
暗
い
部
屋
を
見
回
し
た
。
そ
の
光
景
た
る
や
、
身
の
毛
も
よ
だ
つ
恐

ろ
し
さ
を
は
る
か
に
超
え
て
い
た
。
目
の
前
に
は
、
裸
で
朱あ

け

に
染
ま
っ
た
若

い
女
性
の
死
体
が
七
〇
体
、
横
た
わ
っ
て
い
た
。
血
に
ま
み
れ
て
重
な
り

合
っ
て
い
た
。
近
く
に
寄
っ
て
見
た
。
全
部
が
全
部
、
死
ん
で
は
い
な
い
こ

と
に
気
づ
い
て
、
恐
怖
は
高
ま
っ
た
。
腕
や
脚
部
が
痙け

い

攣れ
ん

し
て
い
る
人
が
い

た
。
血
だ
ら
け
の
頭
を
も
た
げ
る
人
、
目
を
カ
ッ
と
見
開
い
て
い
る
人
も
い

た
。私

は
動
い
て
い
る
頭
を
持
ち
上
げ
た
。
次
の
人
に
も
、
そ
し
て
そ
の
次
の
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人
に
も
そ
う
し
た
。
こ
う
し
て
私
は
、
あ
る
真
実
を
発
見
し
た
。
そ
れ
は
、

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
で
は
ガ
ス
殺
や
殺
人
注
射
の
他
に
も
、
第
三
の
方
法
の

殺
人
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
後
頭
部
へ
の
一
発
で
あ
る
。
頭
部
の
射

創
［
銃
創
］
か
ら
、
口
径
が
六
㍉
㍍
の
い
わ
ゆ
る
小
口
径
銃
で
撃
た
れ
た
こ

と
が
分
か
っ
た
。
頭
部
に
は
貫
通
射
創
を
示
す
射
出
口
は
見
当
た
ら
な
か
っ

た
。
柔
ら
か
い
鉛
製
の
銃
弾
が
使
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
。
銃

弾
は
頭
蓋
骨
に
よ
っ
て
潰つ

ぶ

さ
れ
て
、
頭
の
中
で
止
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
残

念
な
が
ら
、
私
は
一
瞥
し
た
だ
け
で
本
当
の
死
因
を
特
定
で
き
る
専
門
家
で

あ
る
。
皮
膚
の
火
傷

や
け
ど

か
ら
、
二
、
三
㌢
㍍
離
れ
て
後
頭
部
に
向
け
て
撃
っ
た

こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
で
も
、
ま
だ
死
ん
で
い
な
い
女
性
が
い
る
理
由
が
理

解
で
き
た
。
銃
弾
が
一
㍉
㍍
～
二
㍉
㍍
急
所
を
逸そ

れ
れ
ば
即
死
し
な
い
の
だ
。

こ
の
こ
と
は
心
に
留
め
て
は
い
る
が
、
頭
が
お
か
し
く
な
る
の
が
怖
い
か

ら
、
こ
れ
以
上
思
い
出
し
た
く
も
な
い
。
私
は
庭
に
出
て
、
七
〇
人
の
不
幸

な
女
性
は
ど
こ
か
ら
来
た
か
と
、
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
作
業
員
に
尋
ね
た
。

「
Ｂ
Ⅱ
ｃ
収
容
区
で
選
別
さ
れ
た
。」
と
彼
は
答
え
、「
毎
晩
七
時
に
な
る
と
、

七
〇
人
の
犠
牲
者
が
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ば
れ
て
く
る
。
み
ん
な
、
後
頭
部
に
一

発
さ
。」
と
言
っ
た
。

重
い
頭
で
ボ
ー
ッ
と
し
て
砂
利
道
と
緑
の
芝
生
を
歩
き
な
が
ら
、
夕
方
の

雑
用
を
し
て
い
る
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
を
見
た
。
そ
の
日
は
夜
勤
が
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
第
一
(二
)死
体
焼
却
場
は
稼
働
し
て
い
な
か
っ
た
。
第
二

(三
)、
第
三
(四
)、
第
四
(五
)の
死
体
焼
却
場
を
見
る
と
、
煙
突
か
ら
は
い

つ
も
通
り
に
火
柱
が
立
っ
て
い
た
。

夕
食
に
は
早
す
ぎ
た
。
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
は
サ
ッ
カ
ー
を
や
ろ
う
と
し

て
、
二
つ
の
チ
ー
ム
が
編
成
さ
れ
た
。
親
衛
隊
vs
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
で
あ

る
。
看
守
が
ピ
ッ
チ
で
配
置
に
つ
い
た
。
そ
の
反
対
側
に
は
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ

ン
ド
が
い
た
。
キ
ッ
ク
オ
フ
。
大
歓
声
が
庭
に
響
き
渡
っ
た
。
親
衛
隊
と
ゾ

ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
観
客
も
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
を
熱
心
に
応
援
し
、
さ
な

が
ら
片
田
舎
の
あ
り
ふ
れ
た
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
の
よ
う
に
、
選
手
を
け
し
か

け
て
い
る
。
密
か
に
驚
き
、
こ
れ
も
記
憶
に
留
め
る
こ
と
に
し
た
が
、
試
合

の
終
了
ま
で
待
て
ず
自
室
に
戻
る
こ
と
に
し
た
。
夕
食
後
、
一
〇
〇
㍉
㌘
の

ル
ミ
ナ
ー
ル
錠
［
長
時
間
作
用
型
鎮
静
催
眠
剤
］
を
二
錠
服
用
し
た
。
私
は

も
う
少
し
で
神
経
衰
弱
に
な
り
そ
う
で
、
願
い
は
一
つ
、
眠
る
こ
と
、
そ
れ

も
深
く
眠
る
こ
と
で
あ
る
が
、
ル
ミ
ナ
ー
ル
の
助
け
で
ま
ど
ろ
む
だ
け
で
も

よ
か
っ
た
。
こ
れ
が
私
の
た
っ
た
一
つ
の
逃
避
策
で
あ
っ
た
。
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一
〇

目
が
覚
め
た
が
、
睡
眠
不
足
で
足
下
が
ふ
ら
つ
い
た
。
隣
の
シ
ャ
ワ
ー
室

に
行
っ
て
、
三
〇
分
間
、
勢
い
よ
く
流
れ
出
る
氷
の
よ
う
に
冷
た
い
水
を
浴

び
た
。
す
り
切
れ
た
神
経
に
よ
く
効
い
た
感
じ
が
す
る
。
ル
ミ
ナ
ー
ル
を
飲

み
過
ぎ
た
が
、
元
気
が
蘇

よ
み
が
えっ
た
。
ド
イ
ツ
流
の
几
帳
面
さ
が
こ
こ
に
も
あ
っ

た
。
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
に
は
、
タ
イ
ル
張
り
の
一
〇
人
用
の
シ
ャ
ワ
ー
室

が
用
意
さ
れ
て
い
た
。
彼
ら
は
一
日
に
二
回
、
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
義
務
は
誰
も
が
喜
ん
で
励
行
し
た
。

こ
れ
で
、
し
ゃ
れ
た
往
診
カ
バ
ン
を
持
つ
準
備
が
で
き
た
。
そ
れ
は
、
ゾ

ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
作
業
員
の
一
人
が
、［
死
体
焼
却
場
の
］
脱
衣
場
か
ら

持
っ
て
き
た
。
ガ
ス
殺
を
宣
告
さ
れ
た
あ
る
医
師
が
そ
こ
に
置
い
て
い
っ
た

の
だ
。
カ
バ
ン
に
は
、
血
圧
計
、
聴
診
器
、
注
射
器

シ
リ
ン
ジ

な
ど
の
機
器
の
ほ
か
に
、

応
急
処
置
用
の
ア
ン
プ
ル
も
入
っ
て
い
た
。
全
部
で
四
棟
あ
る
死
体
焼
却
場

を
往
診
す
る
と
き
に
、
こ
れ
ら
は
ど
れ
も
と
て
も
役
に
立
っ
た
。
私
が
居
住

し
て
い
る
建
屋
か
ら
始
め
る
こ
と
に
し
て
、
親
衛
隊
宿
舎
の
患
者
を
往
診
し

た
。
そ
こ
に
は
い
つ
も
患
者
が
い
た
。
三
日
か
四
日
の
病
欠
を
と
っ
て
、
体

力
を
消
耗
さ
せ
る
仕
事
か
ら
逃
れ
て
休
み
た
い
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

も
っ
と
深
刻
な
こ
と
も
、
い
く
つ
か
は
あ
っ
た
。

患
者
の
治
療
に
は
問
題
は
な
い
。
医
薬
品
の
提
供
に
か
ん
す
る
限
り
、
私

た
ち
は
ベ
ル
リ
ン
に
あ
る
最
高
級
の
薬
局
と
競き

そ

え
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
ガ
ス
室

行
き
の
移
送
列
車
に
残
し
た
大
小
の
荷
物
を
開
梱
し
探
索
し
た
囚
人
た
ち
は
、

注
意
深
く
す
べ
て
の
医
薬
品
を
回
収
し
て
、
私
に
届
け
る
よ
う
に
と
命
じ
ら

れ
て
い
た
。
そ
れ
を
整
理
す
る
の
が
私
の
仕
事
だ
っ
た
。
移
送
列
車
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
中
か
ら
来
る
し
、
医
薬
品
に
は
様
々
な
言
語
の
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
て

い
た
の
で
、
こ
の
仕
事
は
簡
単
で
は
な
か
っ
た
。
ギ
リ
シ
ア
語
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
語
、
チ
ェ
コ
語
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
ラ
ベ
ル
を
解
読
す
る
の
は
、
骨
が
折
れ

た
。
特
徴
的
な
こ
と
は
、
移
送
列
車
に
あ
っ
た
医
薬
品
の
大
半
が
鎮
静
剤

［
大
脳
皮
質
中
枢
の
異
常
な
興
奮
を
抑
制
］
か
、
精
神
安
定
剤

ト
ラ
ン
キ
ラ
イ
ザ
ー

［
緊
張
状
態

の
緩
和
、
不
安
の
消
失
］
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
死
へ
と
少
し

ず
つ
駆
り
立
て
ら
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
の
精
神
状
態
を
表
し
て
い
る
。

親
衛
隊
の
患
者
を
往
診
し
て
か
ら
、
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
居
住
区
に

行
っ
た
。
そ
こ
で
は
何
人
か
の
火
傷

や
け
ど

を
治
療
し
た
。
火
傷

や
け
ど

は
、
死
体
焼
却
場

の
炉
で
作
業
し
て
い
る
囚
人
の
間
で
頻
発
し
て
い
る
。
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド

の
作
業
員
に
は
、
器
質
性
疾
患
［
組
織
異
常
に
よ
る
病
気
］
は
稀
で
あ
る
。

衣
服
も
寝
具
も
清
潔
で
、
ご
ち
そ
う
を
食
べ
て
い
る
。
最
高
だ
と
言
っ
て
も

い
い
く
ら
い
だ
。
そ
の
上
、
皆
、
若
く
て
体
力
が
あ
っ
て
健
康
で
あ
る
。
だ

か
ら
、
こ
こ
の
作
業
員
に
選
別
さ
れ
た
の
だ
。
と
こ
ろ
が
、
心
理
的
な
問
題

を
抱
え
や
す
か
っ
た
。
兄
弟
、
妻
、
子
、
両
親
、
そ
し
て
数
え
切
れ
な
い
ほ

ど
の
親
類
縁
者
が
殺
さ
れ
、
来
る
日
も
来
る
日
も
、
何
千
体
と
い
う
死
体
が

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
床
に
引
き
ず
り
出
さ
れ
、
焼
か
れ
、
徐
々
に
灰
に
な
っ
て

ゆ
く
と
い
う
戦
慄
す
べ
き
事
実
を
知
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
に
重
症
の

う
つ
病
や
抑
う
つ
症
状
を
発
症
し
た
。
誰
も
が
、
と
て
も
苦
い
過
去
を
持
ち
、

将
来
を
恐
れ
て
い
た
。
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
は
寿
命
が
限
ら
れ
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
四
年
間
の
収
容
所
暮
ら
し
で
体
験
し
た
悲
劇
は
、
ど
の
ゾ
ン
ダ
ー

コ
マ
ン
ド
で
あ
っ
て
も
、
四
ヶ
月
と
続
か
な
い
こ
と
を
教
え
て
い
た
。
四
ヶ

月
後
に
は
、
い
つ
も
よ
り
多
い
親
衛
隊
員
が
予
期
せ
ず
に
現
れ
ゾ
ン
ダ
ー
コ

マ
ン
ド
を
庭
に
集
め
、
そ
し
て
銃
弾
の
雨
。
こ
れ
で
お
仕
舞
い
。
三
〇
分
後

に
は
、
新
た
に
選
別
さ
れ
た
別
の
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
が
到
着
す
る
(27
)。

彼
ら
は
、
前
任
者
、
つ
ま
り
は
三
〇
分
後
に
は
手
の
ひ
ら
に
載
る
ほ
ど
の
灰

に
な
っ
て
し
ま
う
死
体
か
ら
、
衣
服
を
は
ぎ
取
っ
た
。
新
し
い
ゾ
ン
ダ
ー
コ

マ
ン
ド
の
最
初
の
作
業
は
、
自
分
た
ち
の
前
に
作
業
を
し
て
い
た
者
の
死
体

を
焼
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
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(27
)
注
21
を
見
よ
。



往
診
で
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
宿
舎
に
行
く
と
決
ま
っ
て
、
脇
に
連
れ
出

し
て
迅
速
か
つ
効
果
的
に
死
ね
る
毒
薬
が
ほ
し
い
と
密
か
に
頼
み
込
む
人
が

い
た
。
私
は
い
つ
も
拒
否
し
た
が
、
今
で
は
そ
れ
を
後
悔
し
て
い
る
。
彼
ら

が
希
望
す
る
よ
う
に
、
そ
し
て
希
望
し
た
と
き
に
は
、
素
早
く
死
ぬ
こ
と
の

ほ
う
が
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
彼
ら
は
迫
害
す
る
者
に
殺
さ
れ

る
よ
り
は
、
自
殺
す
る
ほ
う
を
望
ん
で
い
た
の
だ
か
ら
。

一
一

次
の
往
診
先
は
第
二
(三
)死
体
焼
却
場
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
草
地
と
ユ
ダ

ヤ
人
収
容
区
に
通
ず
る
線
路
に
よ
っ
て
、
第
一
(二
)死
体
焼
却
場
か
ら
隔
て

ら
れ
て
い
た
。
第
一
(二
)死
体
焼
却
場
と
第
二
(三
)死
体
焼
却
場
は
同
じ
デ

ザ
イ
ン
［
鏡
像
］
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
死
体
焼
却
場
に
は
、
脱
衣
場
、
ガ

ス
室
、
焼
却
炉
、
そ
し
て
、
親
衛
隊
と
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
寝
室
が
あ
っ

た
。
第
一
(二
)死
体
焼
却
場
で
解
剖
室
と
診
察
室
が
あ
っ
た
場
所
に
、
第
二

(三
)死
体
焼
却
場
に
は
小
さ
な
金き

ん

の
精
錬
所
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
だ
け
が

違
っ
て
い
た
。
そ
こ
は
、
金
歯
、
装
身
具
、
金
貨
、
宝
石
、
プ
ラ
チ
ナ
、
腕

時
計
、
タ
バ
コ
・
ケ
ー
ス
な
ど
、
移
送
列
車
か
ら
回
収
し
た
り
、
死
体
か
ら

取
り
外は

ず

し
た
り
し
た
貴
金
属
製
品
の
終
着
駅
で
あ
っ
た
。
三
人
の
金
細
工
師

が
そ
こ
で
働
い
て
い
た
。
彼
ら
は
略
奪
品
を
消
毒
し
て
分
類
し
、
は
め
込
ん

で
あ
る
宝
石
を
取
り
出
し
て
、
金き

ん

は
ル
ツ
ボ
に
入
れ
た
。
金
歯
な
ど
の
高
価

な
物
か
ら
の
、
毎
日
の
「
生
産
量
」
は
金き

ん

の
延
べ
板

イ
ン
ゴ
ッ
ト

に
し
て
三
〇
㌕
～
三

五
㌕
に
な
っ
た
。

精
錬
し
た
金き

ん

は
黒
鉛
の
鋳
型
に
注
い
で
、
直
径
が
お
よ
そ
五
㌢
㍍
の
ト
ー

ク
ン
に
成
形
さ
れ
た
。
ト
ー
ク
ン
の
重
さ
は
一
四
〇
㌘
で
あ
る
。
私
が
実
験

室
で
実
際
に
計
っ
て
み
た
の
で
、
間
違
い
な
い
。

し
か
し
、
焼
却
炉
の
前
に
横
た
わ
る
死
体
か
ら
抜
き
取
っ
た
金
歯
の
全
部

が
、
塩
酸
を
満
た
し
た
バ
ケ
ツ
に
入
れ
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た
。
そ
の

量
は
と
も
か
く
と
し
て
、
い
く
つ
か
は
歯
科
医
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
っ
た
。
そ

れ
は
、
親
衛
隊
の
監
視
兵
が
ど
の
程
度
近
く
に
い
る
か
に
よ
る
。
ガ
ス
室
で

殺
さ
れ
た
犠
牲
者
の
荷
物
や
衣
服
か
ら
、
金
貨
、
宝
石
、
そ
の
他
高
価
な
物

を
探
す
役
目
の
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
に
し
て
も
そ
う
で
、
く
す
ね
る
こ
と
は

生
命
を
脅お

び
やか
す
ほ
ど
と
て
も
危
険
な
こ
と
だ
っ
た
。
何
せ
、
親
衛
隊
が
至
る

所
に
い
て
、
第
三
帝
国
が
没
収
し
た
貴
重
品
、
と
り
わ
け
金き

ん

と
宝
石
に
は
目
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を
皿
の
よ
う
に
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

は
じ
め
の
頃
、
私
は
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
に
よ
る
金き

ん

の
着
服
が
人
倫
に
叶

う
も
の
か
ど
う
か
を
疑
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
置
か
れ
た
状
況
に
も
っ
と
よ

く
向
き
合
っ
て
み
る
と
、
数
日
後
に
は
そ
の
行
為
は
正
し
い
こ
と
が
分
か
っ

た
。ゾ

ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
囚
人
も
ま
た
、
親
衛
隊
の
目
を
逃
れ
て
金
製
品
を

精
錬
所
に
持
ち
込
ん
だ
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
厳
重
だ
っ
た
が
、
密
か
に
持
ち

込
む
方
法
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
囚
人
は
金き

ん

を
一
四
〇
㌘
の
ト
ー
ク
ン
に
し

た
が
、
そ
の
金き

ん

を
売
っ
た
り
、
必
需
品
と
交
換
し
た
り
す
る
こ
と
に
は
、
そ

れ
以
上
に
難
し
い
問
題
が
あ
っ
た
。
は
っ
き
り
言
う
が
、
金き

ん

を
し
ま
い
込
ん

で
お
こ
う
と
す
る
者
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。
四
ヶ
月
以
内
に
死
ぬ
こ
と
が
分

か
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
四
ヶ
月
は
と
て
つ
も

な
く
長
い
。
こ
の
四
ヶ
月
間
は
、
で
き
る
だ
け
楽
な
生
活
を
し
て
凌し

の

ぎ
た
い

と
願
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
金き

ん

が
役
に
立
っ
た
。

第
一
期
の
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
と
き
か
ら
す
で
に
、
一
四
〇
㌘
の
金
製

ト
ー
ク
ン
は
闇
通
貨
だ
っ
た
。
精
錬
所
に
は
あ
れ
よ
り
も
小
さ
な
鋳
型
が
な

か
っ
た
の
で
、
も
っ
と
小
さ
い
ト
ー
ク
ン
は
な
か
っ
た
。
柵
の
外
の
市
場
価

格
と
は
ま
っ
た
く
関
係
が
な
い
。
金き

ん

の
売
人
は
死
体
焼
却
場
の
ゲ
ー
ト
を
く

ぐ
る
と
き
に
、
生
命
を
落
と
す
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
金き

ん

と
物
々
交
換

す
る
人
は
二
回
生
命
を
落
と
す
可
能
性
が
あ
る
。
最
初
は
、
親
衛
隊
の
非
常

線
を
破
っ
て
収
容
所
か
ら
密
か
に
金き

ん

を
持
ち
出
す
と
き
で
あ
り
、
そ
の
次
は
、

物
品
を
密
か
に
収
容
所
に
持
ち
込
む
と
き
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
配

給
だ
っ
た
の
で
、
物
品
を
外
部
で
調
達
す
る
の
は
、
す
こ
ぶ
る
困
難
で
あ
っ

た
。
非
常
線
の
内
と
外
の
両
方
で
身
体
検
査
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
死
体
焼
却
場
の
ゲ
ー
ト
に
近
づ
き
、
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
は
当

番
の
親
衛
隊
員
と
少
し
だ
け
言
葉
を
交
わ
し
た
。
囚
人
の
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
に

は
金き

ん

が
あ
る
。
こ
う
し
て
金き

ん

の
旅
が
始
ま
る
。
親
衛
隊
員
は
踵き

び
すを
返
し
て
、

ゲ
ー
ト
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
と
き
、
死
体
焼
却
場
の
周
辺
に
は
、
二

〇
人
～
二
五
人
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
鉄
道
保
線
作
業
班
と
そ
の
職
長
が
い
た
。

ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
囚
人
が
合
図
を
す
る
と
、
保
線
作
業
員
の
一
人
が
金き

ん

の
ト
ー
ク
ン
を
受
け
取
り
、
そ
の
交
換
に
［
何
か
が
入
っ
て
い
る
］
袋
を
渡

し
た
。
そ
の
ト
ー
ク
ン
は
必
ず
紙
で
包
装
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
保
線
作

業
員
は
金き

ん

を
受
け
取
り
、
次
の
日
の
注
文
も
受
け
る
。

そ
れ
か
ら
、
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
囚
人
は
ゲ
ー
ト
の
隣
に
あ
る
衛
兵
詰

所
に
行
っ
て
、
袋
か
ら
タ
バ
コ
を
一
〇
〇
本
と
ウ
ォ
ッ
カ
一
本
を
取
り
出
し

た
。
す
か
さ
ず
親
衛
隊
員
は
タ
バ
コ
と
ウ
ォ
ッ
カ
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
ね
じ
込
ん

だ
。
親
衛
隊
員
に
は
タ
バ
コ
が
一
日
二
本
、
そ
れ
と
特
別
な
と
き
に
限
っ
て

ウ
ォ
ッ
カ
が
支
給
さ
れ
る
だ
け
な
の
で
、
さ
ぞ
喜
ん
だ
こ
と
だ
ろ
う
。
タ
バ

コ
と
ウ
ォ
ッ
カ
は
、
死
体
焼
却
場
で
は
感
覚
を
鈍
麻
さ
せ
る
手
段
と
し
て
貴

重
だ
っ
た
。
親
衛
隊
員
も
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
作
業
員
も
、
大
酒
飲
み
で

ヘ
ビ
ー
・
ス
モ
ー
カ
ー
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
収
容
所
に
届
け
ら
れ
た
物
品
は
、
主
と
し
て
バ
タ
ー
、

ハ
ム
、
タ
マ
ネ
ギ
、
卵
な
ど
で
あ
っ
た
。
移
送
列
車
は
こ
の
よ
う
な
食
料
を

運
ば
な
い
か
ら
で
あ
る
。
囚
人
の
金き

ん

は
全
部
ま
と
め
ら
れ
、
そ
の
収
益
は
全

員
に
分
配
さ
れ
た
。
死
体
焼
却
場
の
司
令
官
も
下
士
官
も
親
衛
隊
員
は
、
タ

バ
コ
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
食
料
な
ど
の
形
で
相
当
の
分
け
前
に
与あ

ず
かっ
た
。
何
も

知
り
た
く
な
か
っ
た
の
で
、
も
ち
ろ
ん
、
み
ん
な
が
知
ら
ぬ
顔
の
半
兵
衛
を

決
め
込
ん
だ
。
そ
の
ほ
う
が
彼
ら
に
と
っ
て
は
好
都
合
で
あ
り
、
儲も

う

け
に
も

な
っ
た
。
死
体
焼
却
場
の
親
衛
隊
員
は
一
人
ず
つ
説
得
さ
れ
て
引
き
ず
り
込

ま
れ
た
。
他
の
親
衛
隊
員
に
見
つ
か
る
こ
と
だ
け
が
、
恐
ろ
し
か
っ
た
。
し

か
し
、
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
に
は
誰
一
人
と
し
て
裏
切
る
者
が
い
な
い
こ
と

を
彼
ら
は
知
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
、
賄
賂

わ
い
ろ

も
取
引
も
一
対
一
で
行
わ
れ
た
。

ど
の
親
衛
隊
員
も
自
分
一
人
だ
け
の
分
け
前
を
受
け
取
っ
た
。

そ
の
他
に
、
死
体
焼
却
場
に
毎
日
、
密
か
に
も
ち
込
ま
れ
た
の
は
、
第
三

帝
国
公
認
の
日
刊
紙
［『
国
民
の
監
視
人

フ
ェ
ル
キ
ッ
シ
ャ
ー
・
ベ
オ
バ
ハ
タ
ー

』
紙
。
国
家
社
会
主
義
ド
イ
ツ

労
働
者
党
（
Ｎ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｐ

ナ

チ

ス

）
の
機
関
紙
］
だ
っ
た
。
こ
れ
は
鉄
道
保
線
作
業
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員
の
職
長
が
配
達
し
た
。
そ
の
月
額
購
読
料
は
一
四
〇
㌘
の
金き

ん

の
ト
ー
ク
ン

一
個
で
あ
っ
た
。
強
制
収
容
所
の
囚
人
に
三
〇
日
間
新
聞
を
配
達
し
て
く
れ

た
こ
と
へ
の
報
酬
と
し
て
は
十
分
で
あ
る
。
第
一
(二
)死
体
焼
却
場
に
配
置

さ
れ
て
か
ら
、
私
は
毎
日
こ
れ
を
受
け
取
っ
た
。
人
目
を
避
け
て
こ
れ
を
読

み
、
最
新
の
ニ
ュ
ー
ス
を
書
記
に
話
し
た
。
す
ぐ
に
彼
は
仲
間
に
話
し
、
数

時
間
の
う
ち
に
最
新
の
事
実
が
み
ん
な
に
伝
わ
っ
た
。

ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
は
明
る
く
清
潔
で
広
々
と
し
た
所
で
生
活
し
て
い
た
。

彼
ら
は
暖
か
い
キ
ル
ト
を
掛
け
た
柔
ら
か
い
枕
で
寝
て
、
ご
ち
そ
う
を
食
べ
、

素
晴
ら
し
い
服
を
着
て
い
た
。
タ
バ
コ
も
あ
れ
ば
ア
ル
コ
ー
ル
も
あ
る
。
シ

ラ
ミ
に
刺
さ
れ
飢
え
た
囚
人
が
ひ
と
か
け
ら
の
パ
ン
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
半
か
け

の
た
め
に
、
狭
い
収
容
所
で
激
し
く
い
が
み
合
っ
て
い
る
の
と
は
違
っ
て
、

死
体
焼
却
場
で
の
人
間
関
係
が
け
っ
し
て
非
情
な
も
の
に
な
ら
な
い
の
は
、

お
そ
ら
く
こ
の
せ
い
で
あ
ろ
う
。
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
振
る
舞
い
は
じ
つ

に
立
派
だ
っ
た
。
で
き
る
と
き
に
は
い
つ
で
も
手
を
差
し
伸
ば
す
の
が
決
ま

り
で
あ
る
。
女
性
の
囚
人
五
〇
〇
人
が
、
軍
用
犬
を
連
れ
た
二
人
の
親
衛
隊

員
に
監
視
さ
れ
な
が
ら
、
数
日
間
、
ゲ
ー
ト
の
外
で
道
路
工
事
を
し
て
い
た

こ
と
が
あ
る
。
石
を
道
路
ま
で
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ゾ
ン
ダ
ー

コ
マ
ン
ド
の
何
人
か
の
作
業
員
が
自
分
た
ち
の
監
視
兵
に
非
公
式
な
が
ら
許

可
を
得
て
、
女
性
の
囚
人
を
担
当
し
て
い
た
二
人
の
親
衛
隊
員
と
接
触
し
、

タ
バ
コ
を
一
箱
ず
つ
手
渡
し
た
。
こ
れ
で
一
件
落
着
。
石
を
運
ん
で
い
た
女

性
が
三
、
四
人
、
ゲ
ー
ト
に
近
づ
き
、
そ
こ
で
働
い
て
い
る
振
り
を
し
た
。

す
ぐ
に
彼
女
た
ち
は
、
か
ね
て
用
意
の
セ
ー
タ
ー
、
靴
、
下
着
を
も
ら
っ
た
。

タ
バ
コ
、
ベ
ー
コ
ン
、
パ
ン
も
だ
。
彼
女
た
ち
は
交
代
で
ゲ
ー
ト
に
近
づ
い

た
。
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
も
さ
り
げ
な
く
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
せ
る
距
離
ま
で

ゲ
ー
ト
に
近
づ
い
た
。
こ
れ
は
、
純
粋
に
言
っ
て
、
名
誉
の
問
題
で
あ
る
。

ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
中
に
は
、
こ
れ
ら
の
囚
人
を
一
人
と
し
て
知
っ
て
い

る
者
は
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
、
衣
料
品
、
靴
下
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
、
タ

バ
コ
、
石
け
ん
な
ど
、
何
百
も
の
物
品
を
与
え
た
。
女
性
た
ち
は
喜
ん
で

戻
っ
て
行
っ
た
。
次
の
日
も
同
様
で
あ
っ
た
。
死
体
焼
却
場
の
保
管
庫
に
は

有
り
余
る
ほ
ど
の
物
資
が
保
管
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
は
何
千
人
も
の
人
々
を
助
け
た
。
私
も
そ
の
一
翼
を

担
っ
た
。
ポ
ケ
ッ
ト
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
剤
、
外
傷
用
サ
ル
フ
ァ
剤
の
散
剤

［
化
膿
や
淋
病
な
ど
の
特
効
薬
］、
包
帯
、
ヨ
ー
ド
チ
ン
キ
の
小
瓶
を
携
行
し

て
い
た
。
生
気
を
与
え
る
、
か
け
が
え
の
な
い
医
薬
品
を
補
充
す
る
た
め
に

三
回
も
四
回
も
自
室
に
戻
り
、
最
も
必
要
と
し
て
い
る
人
に
与
え
た
。

第
二
(三
)死
体
焼
却
場
の
次
に
、
往
診
で
第
三
(四
)死
体
焼
却
場
と
第
四

(五
)死
体
焼
却
場
へ
行
っ
た
。
第
三
(四
)死
体
焼
却
場
で
作
業
し
て
い
た
ゾ

ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
に
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
と
ギ
リ
シ
ア
人
の
他
に
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
か
ら
移
送
さ
れ
た
一
〇
〇
人
が
い
た
。
第
四
(五
)死
体
焼
却
場
の
ゾ
ン

ダ
ー
コ
マ
ン
ド
は
主
と
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
と
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
っ
た
(28
)。

ど
こ
で
も
、
作
業
は
迅
速
に
進
展
し
て
い
た
。
ラ
ン
プ
は
、
ガ
ス
室
に
直

行
す
る
新
し
い
犠
牲
者
を
次
々
と
押
し
流
す
暴
れ
川
の
よ
う
だ
っ
た
。
巧
み

に
考
案
さ
れ
た
操
業
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
地
獄
の
悪
魔
も
顔
負
け
の
作
業
組
織
を

も
つ
巨
大
な
死
の
工
場
で
は
、
一
つ
一
つ
の
駒
が
一
体
と
な
り
調
和
し
て
い

る
。
私
は
そ
れ
を
見
て
度ど

肝ぎ
も

を
抜
か
さ
れ
た
。
死
の
工
場
は
永
遠
不
滅
の
よ

う
に
思
わ
れ
た
。
何
か
奇
跡
的
な
理
由
で
解
放
さ
れ
、
見
た
こ
と
を
自
由
に

語
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
夢
み
た
い
な
こ
と
を
思
う
。
し
か
し
、
私
の
言
う

こ
と
は
誰
も
信
じ
て
く
れ
な
い
だ
ろ
う
と
も
思
う
。
身
の
回
り
で
起
き
た
出

来
事
を
語
る
言
葉
も
な
い
。
そ
れ
で
も
な
お
、
心
に
留
め
る
よ
う
努
め
た
い
。

け
っ
し
て
忘
れ
な
い
た
め
に
。
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(28
)
ニ
ス
リ
は
、
こ
こ
で
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ギ
リ
シ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
フ
ラ
ン

ス
か
ら
来
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
は
基
本
的

に
は
ユ
ダ
ヤ
人
で
編
成
さ
れ
た
。
ニ
ス
リ
が
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
と
一
緒
に
い
た

頃
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
他
に
ド
イ
ツ
人
一
人
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
五
人
、
ロ
シ
ア
軍
の

捕
虜
一
九
人
が
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
に
い
た
。



一
二

地
図
が
付
い
た
『
ラ
ル
ー
ス
小
百
科
事
典
』
を
入
手
し
た
。
新
聞
で
読
ん

だ
場
所
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
る
日
、
西
部
戦
線
、
南
部
戦
線
、
東

部
戦
線
の
情
勢
を
調
べ
よ
う
と
地
図
を
繰く

っ
て
い
た
ら
、
突
然
、
部
屋
に
近

づ
い
て
く
る
足
音
が
し
た
。
す
ぐ
に
地
図
を
閉
じ
て
隠
し
、
不
安
げ
に
ド
ア

を
見
た
。
訪
問
者
は
死
体
焼
却
場
の
司
令
官
だ
っ
た
。
彼
は
、
午
後
二
時
に

調
査
委
員
が
多
数
来
る
の
で
、
解
剖
室
を
準
備
し
ろ
と
言
っ
た
。

ま
ず
霊
柩
車
が
止
ま
っ
た
。
ピ
カ
ピ
カ
に
光
る
リ
ム
ジ
ン
は
、
親
衛
隊
大

尉
の
死
体
を
乗
せ
て
い
た
。
到
着
す
る
と
直
ち
に
、
そ
の
死
体
は
軍
服
の
ま

ま
解
剖
台
に
載
せ
ら
れ
た
。

委
員
は
定
刻
に
到
着
し
た
。
調
査
委
員
会
は
、
立
派
な
服
装
の
親
衛
隊
高

級
将
校
か
ら
な
り
、
親
衛
隊
大
佐
の
医
官
、
検
察
官
、
予
審
判
事
、
将
校
担

当
の
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
が
二
人
、
そ
れ
と
軍
法
会
議
書
記
官
が
い
た
。
数
分
後
に

ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
が
入
室
し
、
皆
さ
ん
、
お
掛
け
く
だ
さ
い
と
言
っ
た
。

会
議
が
始
ま
っ
た
。
捜
査
官
は
、
死
体
の
発
見
状
況
を
説
明
し
た
。
射
創

［
銃
創
］
は
暗
殺
か
あ
る
い
は
そ
れ
以
外
の
殺
人
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

た
。
死
者
の
ピ
ス
ト
ル
は
ベ
ル
ト
の
ホ
ル
ス
タ
ー
に
入
っ
た
ま
ま
な
の
で
、

自
殺
で
は
な
い
。
加
害
者
は
、
被
害
者
の
元
同
僚
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
恨

み
を
抱
く
者
の
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
暗
殺
が
最
も
あ
り
そ
う
に
思
わ

れ
た
。
パ
ル
チ
ザ
ン
活
動
と
暗
殺
が
常
態
と
な
っ
た
グ
リ
ヴ
ィ
ツ
ェ
［
ポ
ー

ラ
ン
ド
西
部
の
都
市
、
ク
ラ
ク
フ
の
西
約
九
五
㌖
］
と
そ
の
周
辺
に
は
、
多

数
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
住
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。

解
剖
は
、
被
害
者
が
前
方
と
後
方
の
ど
ち
ら
か
ら
射
殺
さ
れ
た
か
を
確
定

す
る
た
め
で
あ
っ
た
が
、
銃
の
口
径
と
射
撃
距
離
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め

で
も
あ
っ
た
。
当
時
グ
リ
ヴ
ィ
ツ
ェ
に
は
検
視
官
が
お
ら
ず
、
解
剖
は
死
体

焼
却
場
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
適
当
な
最も

寄よ

り
の
施
設
は
グ
リ
ヴ
ィ

ツ
ェ
か
ら
わ
ず
か
四
〇
㌖
の
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

強
制
収
容
所
の
囚
人
で
あ
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
私
が
、
故
人
と
な
っ
た
親
衛
隊

の
将
校
に
触
っ
て
「
汚け

が

す
」
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
は
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
。

し
か
も
、
一
人
で
解
剖
す
る
と
は
。
ま
だ
自
由
の
身
で
あ
っ
た
頃
に
、
ユ
ダ

ヤ
人
医
師
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
と
ア
ー
リ
ア
人
の
治
療
を
禁
止
す
る
と
い

う
法
律
が
す
で
に
制
定
さ
れ
て
い
た
の
に
、
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
が
私
に
解
剖
す
る
よ
う
に
命
じ
た

と
き
に
は
、
と
て
も
驚
い
た
。
ま
ず
、
死
体
を
裸
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
こ
れ
が
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。
ブ
ー
ツ
を
脱
が
せ
る
の
は
、
二
人
が
必

要
な
ほ
ど
骨
の
折
れ
る
仕
事
だ
。
そ
こ
で
、
私
は
助
手
一
人
を
つ
け
る
許
可

を
願
い
出
た
。
調
査
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
私
た
ち
の
仕
事
ぶ
り
を
観
察
し
、

そ
し
て
私
に
も
手
伝
い
に
も
一
切
お
か
ま
い
な
し
に
熱
っ
ぽ
く
議
論
を
交
わ

し
た
。

私
は
震
え
る
手
で
第
一
刀
を
入
れ
た
。
素
早
く
巧
み
な
手
さ
ば
き
で
頭
皮

を
切
り
、
皮
膚
の
半
分
を
顔
の
ほ
う
に
、
も
う
半
分
を
首
の
後
ろ
の
ほ
う
に

引
っ
張
っ
た
。
次
の
段
階
は
も
っ
と
手
際
を
要
す
る
。
頭
蓋
冠
を
鋸

の
こ
ぎ
りで
切
断

し
て
取
り
除
く
の
で
あ
る
。
と
も
か
く
こ
れ
を
手
早
く
、
教
科
書
通
り
に

や
っ
て
の
け
た
。
今
度
は
、
二
つ
の
射
創
を
診
断
す
る
番
で
あ
る
。
銃
弾
が

体
を
貫
通
し
て
い
れ
ば
、
当
然
な
が
ら
射
創
は
二
つ
で
き
る
。
射
入
口
と
射

出
口
で
あ
る
。
多
く
の
場
合
、
射
入
口
と
射
出
口
を
専
門
家
が
識
別
す
る
こ

と
は
簡
単
で
あ
る
。
射
入
口
の
傷
は
小
さ
く
、
射
出
口
は
大
き
い
か
ら
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
と
き
は
、
左
の
乳
首
の
下
に
あ
る
胸
の
射
創
と
左
の

肩
甲
骨
の
上
に
あ
る
射
創
が
同
じ
大
き
さ
だ
っ
た
。

こ
れ
は
明
快
と
い
う
も
の
か
ら
は
ほ
ど
遠
く
、
そ
の
た
め
興
味
深
い
事
例

に
な
っ
た
。
ど
う
す
れ
ば
、
射
入
口
と
射
出
口
の
大
き
さ
が
同
じ
で
あ
る
こ

と
を
説
明
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
経
験
と
矛
盾
す
る
事
実
を
説
明
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
突
然
、
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
が
仮
説
を
立
て
て
、
二
つ
の
射

創
は
一
発
の
銃
弾
が
体
を
貫
通
し
た
か
ら
で
は
な
く
て
、
二
発
の
銃
弾
が
体
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内
に
入
っ
た
が
、
出
て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
言
っ
た
。
お
そ
ら
く
、

被
害
者
は
最
初
の
一
発
で
胸
を
撃
た
れ
倒
れ
込
ん
だ
と
こ
ろ
を
、
二
発
目
で

背
中
を
撃
た
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
推
理
に
は
も
っ
と
も
な
と
こ
ろ
も

あ
る
の
で
、
調
べ
て
み
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
胸
の
中
の
射
創
管
［
貫

通
射
創
が
形
成
す
る
創
洞
］
を
辿た

ど

る
こ
と
に
し
た
。
銃
弾
は
心
臓
を
貫
通
し
、

上
向
き
三
五
度
の
角
度
で
脊
柱
の
左
側
を
か
す
め
て
、
左
肩
甲
骨
の
上
部
に

達
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
銃
弾
は
、
肩
甲
骨
の
一
部
を
破
壊
し
て
体
か

ら
出
た
の
で
あ
る
。
今
や
状
況
は
明
確
で
あ
る
。
私
た
ち
が
診
断
し
て
い
る

の
は
、
た
だ
一
発
の
銃
弾
で
で
き
た
射
創
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
証
拠
が
物
語

る
よ
う
に
、
射
創
管
は
胸
か
ら
背
中
に
か
け
て
上
向
き
三
五
度
の
角
度
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
前
か
ら
撃
た
れ
た
こ
と
に
な
る
。
射
入
口
の
射
創
と
射

出
口
の
射
創
が
同
じ
大
き
さ
に
見
え
た
の
は
、
銃
弾
が
脊
柱
を
か
す
め
て
肩

甲
骨
を
破
壊
し
、
体
外
に
出
る
前
に
勢
い
を
失
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
下
向
き

三
五
度
で
銃
撃
す
る
者
は
誰
も
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
に
は
、
腕
を

高
く
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
お
か
し
い
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ

う
。
パ
ル
チ
ザ
ン
は
そ
の
よ
う
な
や
り
方
で
射
殺
す
る
こ
と
は
な
い
。
彼
ら

に
は
そ
う
す
る
必
要
性
が
な
い
。
狙
い
を
定
め
て
撃
て
ば
よ
い
。
至
近
距
離

か
ら
大
尉
を
射
殺
し
た
銃
は
上
向
き
に
し
た
連
発
拳
銃

リ
ボ
ル
バ
ー

で
あ
っ
て
、
背
中
か

ら
で
は
な
く
て
前
か
ら
発
射
さ
れ
た
。
加
害
者
は
見
知
ら
ぬ
人
か
、
あ
る
い

は
大
尉
の
知
り
合
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
質
問
に
答
え
を
見
つ
け
る
の
は
、

ド
イ
ツ
警
察
の
仕
事
で
あ
る
。

調
査
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
私
の
仕
事
ぶ
り
に
喜
ん
だ
よ
う
に
見
え
た
。

そ
の
上
で
彼
ら
は
、
今
後
は
剖
検
が
必
要
な
事
案
は
す
べ
て
こ
こ
に
送
付
す

る
と
も
言
っ
た
。
そ
れ
が
最
も
便
利
で
最
良
の
解
決
策
で
あ
る
と
決
ま
っ
た
。

こ
う
し
て
剖
検
が
首
尾
よ
く
終
わ
り
、
強
制
収
容
所
の
囚
人
医
師
で
あ
る
私

は
、
こ
の
と
き
か
ら
グ
リ
ヴ
ィ
ツ
ェ
地
区
の
検
視
官
に
な
っ
た
。
お
そ
ら
く

こ
の
ポ
ス
ト
に
就
い
た
者
は
、
世
界
中
を
探
し
て
も
一
人
も
い
な
か
っ
た
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。

一
三

あ
る
日
の
早
い
午
後
に
電
話
が
あ
り
、
ブ
ジ
ェ
ジ
ン
カ
に
来
る
よ
う
に
と

命
令
さ
れ
た
(一
九
)。
医
薬
品
や
メ
ガ
ネ
を
回
収
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ

れ
ら
は
第
一
(二
)死
体
焼
却
場
で
分
別
さ
れ
、
第
三
帝
国
に
輸
送
さ
れ
る
。

松
の
木
に
囲
ま
れ
、
白
樺
の
林
の
向
こ
う
に
隠
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た

野
外
死
体
焼
却
場
は
、
第
四
(五
)死
体
焼
却
場
か
ら
五
〇
〇
㍍
～
六
〇
〇
㍍

離
れ
た
、
収
容
所
の
有
刺
鉄
線
の
外
側
、
す
な
わ
ち
局
所
非
常
線
と
広
域
非

常
線
の
間
に
あ
っ
た
(29
)。

そ
こ
は
、
私
が
自
由
に
動
き
回
る
こ
と
が
で
き
た
収
容
区
の
外
に
あ
っ
た

の
で
、
書
面
に
よ
る
許
可
を
願
い
出
た
。
荷
物
を
運
ぶ
の
に
二
人
の
手
伝
い

が
必
要
で
、
囚
人
三
人
分
の
通
行
証
を
受
領
し
た
。
三
人
は
、
ど
ん
よ
り
と

黒
い
渦
を
巻
き
な
が
ら
ま
っ
す
ぐ
立
ち
昇
る
煙
の
ほ
う
に
向
か
っ
た
。
ア
ウ

シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
で
不
幸
を
背
負
っ
て
い
る
人
は
誰
で
も
、
こ
の
吹
き
上
が
る

煙
を
目
に
し
た
。
移
送
列
車
か
ら
降
り
て
す
ぐ
に
、
選
別
の
た
め
の
行
列
に

並
ぶ
人
も
そ
れ
に
は
す
ぐ
に
気
づ
い
た
。
夜
と
な
く
昼
と
な
く
、
収
容
所
の

ど
こ
か
ら
で
も
見
え
た
。
日
中
は
、
白
樺
の
林
を
覆
う
厚
い
雲
の
よ
う
に
見

え
、
夜
は
、
焼
却
溝
か
ら
立
ち
上
が
る
炎
が
地
獄
の
輝
き
で
辺
り
を
照
ら
し

た
。死

体
焼
却
場
を
通
り
過
ぎ
、
ゲ
ー
ト
で
親
衛
隊
の
歩
哨
に
通
行
証
を
提
示

す
る
と
、
遮さ

え
ぎる
も
の
が
何
も
な
い
道
路
に
難
な
く
出
る
こ
と
が
で
き
た
。
新
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(29
)
局
所
非
常
線
に
は
、
有
刺
鉄
線
の
囲
み
に
沿
っ
て
監
視
塔
が
建
ち
監
視
兵
が

配
備
さ
れ
た
。
広
域
非
常
線
は
、
収
容
所
か
ら
数
百
㍍
～
数
㌖
離
れ
た
所
に
あ
っ

て
、
収
容
所
を
取
り
囲
ん
で
い
た
。
そ
こ
に
は
監
視
塔
が
あ
り
、
通
常
は
作
業
員

が
収
容
所
を
出
て
か
ら
戻
る
ま
で
の
間
、
監
視
兵
が
配
備
さ
れ
た
。
囚
人
が
逃
亡

す
れ
ば
、
外
側
の
非
常
線
は
、
三
日
間
、
昼
夜
を
問
わ
ず
固
め
ら
れ
た
。



鮮
で
緑
色
の
草
地
は
の
ど
か
な
も
の
だ
っ
た
が
、
お
よ
そ
一
〇
〇
㍍
先
に
、

機
関
銃
の
側
に
立
っ
た
り
座
っ
た
り
し
て
鎖
の
よ
う
に
繋つ

な

が
っ
て
い
る
人
た

ち
が
い
る
の
に
気
づ
い
た
。
軍
用
犬
の
ジ
ャ
ー
マ
ン
・
シ
ェ
パ
ー
ド
も
数
頭

い
た
。

草
地
を
横
切
っ
て
針
葉
樹
の
ほ
う
に
行
く
と
、
ま
た
有
刺
鉄
線
の
フ
ェ
ン

ス
と
木
で
で
き
た
ゲ
ー
ト
が
あ
っ
た
。
そ
の
上
に
は
死
体
焼
却
場
に
あ
る
の

と
同
じ
よ
う
な
看
板
が
あ
り
、「
部
外
者
な
ら
び
に
無
許
可
の
親
衛
隊
員
は

通
り
抜
け
厳
禁
」
と
あ
っ
た
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
か

ら
来
た
の
で
、
通
行
証
を
見
せ
な
く
て
も
通
し
て
く
れ
た
。
す
で
に
そ
こ
で

は
日
勤
の
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
六
〇
人
が
作
業
を
し
て
い
た
。
彼
ら
は
朝
七

時
か
ら
夜
七
時
ま
で
作
業
し
、
第
四
(五
)死
体
焼
却
場
か
ら
来
る
夜
勤
の
ゾ

ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
六
〇
人
と
交
代
す
る
。

ゲ
ー
ト
を
く
ぐ
っ
て
庭
み
た
い
な
と
こ
ろ
に
入
る
と
、
そ
の
中
央
に
は
藁わ

ら

葺ぶ

き
で
漆し

っ

喰く
い

が
剥
離
し
た
建
物
が
あ
っ
た
が
、
小
さ
な
窓
に
は
目
隠
し
が
さ

れ
て
い
た
。
年
を
経
て
黒
ず
ん
だ
屋
根
と
厚
く
塗
っ
た
漆
喰
か
ら
判
断
す
る

に
、
そ
れ
は
、
少
な
く
と
も
築
後
一
五
〇
年
は
経
っ
て
い
そ
う
な
農
家
の
あ

ば
ら
屋
(30
)
だ
っ
た
。
ド
イ
ツ
人
が
収
容
所
を
建
設
す
る
ま
で
は
、
オ
シ

フ
ィ
エ
ン
チ
ム
村
（
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
）
に
隣
接
す
る
ブ
ジ
ェ
ジ
ン
カ
村

（
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
）
に
は
集
落
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
す
べ
て
の
住
民
を
立
ち

退
か
せ
て
住
宅
を
取
り
壊
し
、
こ
の
納
屋
だ
け
を
残
し
た
。
こ
の
建
物
は

元
々
は
何
に
使
用
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
人
が
住
ん
で
い
た

の
だ
ろ
う
か
。
今
は
仕
切
り
壁
が
取
り
外
さ
れ
て
一
つ
の
大
き
な
部
屋
だ
け

の
家
に
な
り
、
特
殊
な
用
途
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
も
以
前
か
ら
こ

の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
か
。
お
そ
ら
く
最
初
は
倉
庫
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
私
に
は
分
か
ら
な
い
が
、
と
も
か
く
今
は
衣
服
を
残
し

て
野
外
死
体
焼
却
場
で
死
の
う
と
す
る
人
た
ち
の
脱
衣
場
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
。

四
棟
の
死
体
焼
却
場
す
べ
て
が
処
理
能
力
一
杯
に
稼
働
し
て
い
る
と
き
に
、

ラ
ン
プ
に
新
た
に
移
送
列
車
が
到
着
す
る
と
、
最
悪
の
事
態
が
待
つ
こ
の
白

樺
林
ま
で
彼
ら
は
歩
か
せ
ら
れ
る
。
他
の
囚
人
と
は
違
っ
て
、
彼
ら
は
水
で

渇か
つ

を
癒い

や
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
一
時
的
に
騙だ

ま

す
た
め
の
注
意
書
き
も
な
い
。
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(30
)
こ
れ
は
、
ブ
ジ
ェ
ジ
ン
カ
村
に
あ
っ
た
農
家
の
納
屋
を
改
築
し
て
、
一
九
四

二
年
の
中
頃
に
初
め
て
使
用
さ
れ
た
臨
時
の
ガ
ス
室
で
あ
る
。
四
棟
の
死
体
焼
却

場
が
稼
働
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
に
、
こ
こ
で
ガ
ス
殺
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
た

が
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
移
送
列
車
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
殺
到
す
る
に
及
ん
で
、
一
九
四

四
年
五
月
に
ガ
ス
室
と
し
て
再
び
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
建
物
は
当

初
、「
白
い
小
屋
」
と
か
「
第
二
ブ
ン
カ
ー
（B

unker
2

）」
と
か
言
わ
れ
て
い
た

が
、
一
九
四
四
年
に
は
「
第
五
ブ
ン
カ
ー
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。［
こ

の
小
屋
は
四
室
に
別
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
入
り
口
と
出
口
が
四
ヶ
所
ず
つ
あ
り
、
出

口
付
近
か
ら
は
死
体
運
搬
用
の
狭
軌
鉄
路
が
野
外
死
体
焼
却
場
ま
で
敷
設
さ
れ
て

い
て
、
各
室
に
は
チ
ク
ロ
ン
Ｂ
を
投
入
す
る
窓
が
あ
っ
た
と
す
る
証
言
が
あ
る

（M
arcel

R
uby

,La
Libre

della
D
éportation,La

vie
et
la
m
ort

dans
les

18
cam

ps
de
concentration

etdeʼexterm
ination

,Paris

,1995

.菅
野
賢
治
訳
『
ナ

チ
強
制
・
絶
滅
収
容
所
18
施
設
内
の
生
と
死
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
八
年
、
三
一

七
頁
）。］

グラビア 24 死体焼却場とガス室を隠す
フェンス：1945 年，スタニ
スワフ・コロウカ撮影。
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グラビア 25 第⚔(5)死体焼却場の近くの野外で死体を焼却するゾン
ダーコマンド

1944 年にアレクシスという名のギリシアのユダヤ人が密かに撮影した。



浴
場
と
間
違
え
る
よ
う
な
建
物
も
な
い
。
あ
る
の
は
、
藁わ

ら

葺ぶ

き
屋
根
の
、
ず

い
ぶ
ん
以
前
に
漆
喰
を
塗
っ
た
き
り
で
、
窓
に
は
目
隠
し
を
し
た
農
家
の
あ

ば
ら
屋
だ
け
。
そ
の
後
ろ
で
は
、
も
う
も
う
と
煙
が
立
ち
、
辺
り
一
面
に
は

人
間
の
肉
が
焼
け
る
臭
い
と
人
毛
が
く
す
ぶ
る
臭
い
が
し
て
い
る
。

庭
に
は
恐
れ
お
の
の
く
五
〇
〇
〇
人
く
ら
い
の
人
が
い
た
。
大
型
の

ジ
ャ
ー
マ
ン
・
シ
ェ
パ
ー
ド
の
リ
ー
ド
を
手
に
、
密
に
並
ん
だ
親
衛
隊
員
に

よ
っ
て
取
り
囲
ま
れ
て
い
た
。
三
〇
〇
人
～
四
〇
〇
人
の
犠
牲
者
が
揃
っ
て

あ
ば
ら
屋
に
入
っ
た
。
ひ
っ
き
り
な
し
に
警
棒
で
叩た

た

か
れ
駆
り
立
て
ら
れ
て
、

衣
服
を
脱
ぎ
、
入
り
口
と
は
反
対
側
の
出
口
か
ら
出
た
。
外
に
出
て
も
、
彼

ら
は
周
り
で
起
こ
っ
て
い
る
恐
ろ
し
い
出
来
事
の
こ
と
を
考
え
る
時
間
は
な

い
。
す
ぐ
に
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
作
業
員
が
二
人
一
組
に
な
っ
て
一
人
ず

つ
を
両
脇
か
ら
挟は

さ

み
、
二
列
に
並
ん
だ
親
衛
隊
の
間
を
通
り
、
松
の
木
叢

こ
む
ら

を

抜
け
る
曲
が
り
く
ね
っ
た
小
道
を
降
り
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
小
道
の
お

仕
舞
い
ま
で
行
き
着
い
て
野
外
死
体
焼
却
場
を
見
た
と
き
に
、
事
情
が
明
ら

か
に
な
る
。

野
外
死
体
焼
却
場
は
一
つ
の
溝
が
長
さ
五
〇
㍍
、
幅
六
㍍
、
深
さ
三
㍍
で
、

そ
の
中
で
何
百
も
の
死
体
が
焼
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
溝
に
は
、
後
頭

部
を
撃
つ
た
め
の
口
径
六
㍉
㍍
の
特
殊
な
ピ
ス
ト
ル
を
携
行
し
た
親
衛
隊
員

が
取
り
巻
い
て
い
た
。
不
幸
な
犠
牲
者
た
ち
が
木
の
陰
か
ら
現
れ
る
や
、
男

も
女
も
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
作
業
員
二
人
に
親
衛
隊
員
の
銃
口
の
前
ま
で

一
五
㍍
～
二
〇
㍍
引
き
ず
ら
れ
た
。
ま
さ
に
死
の
う
と
し
て
い
る
人
た
ち
の

身
の
毛
も
よ
だ
つ
叫
び
声
で
、
銃
声
で
さ
え
も
か
き
消
さ
れ
て
し
ま
う
ほ
ど

で
あ
る
。
ふ
つ
う
は
小
口
径
の
ピ
ス
ト
ル
か
ら
発
射
さ
れ
た
銃
弾
は
犠
牲
者

を
殺
傷
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
か
ら
、
犠
牲
者
は
生
き
な
が
ら
に
し
て
地

獄
に
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
(31
)。

屋
内
と
野
外
両
方
の
死
体
焼
却
場
の
司
令
官
は
、
モ
ル
軍
曹
で
あ
っ

た
(32
)。
医
師
と
し
て
目
撃
者
と
し
て
、
私
は
、
ぜ
ひ
と
も
、
こ
の
男
が
第

三
帝
国
の
犯
罪
者
の
中
で
最
も
残
忍
で
、
最
も
下
劣
だ
っ
た
と
証
言
し
た
い
。

こ
の
モ
ル
に
較
べ
れ
ば
、
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
で
さ
え
も
見
せ
か
け
で
は

あ
る
が
、
人
間
的
な
感
情
み
た
い
な
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

き
わ
め
て
稀
な
事
例
で
あ
る
が
、
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
が
ラ
ン
プ
で
選
別

し
て
い
た
と
き
、
若
く
て
顔
立
ち
の
整
っ
た
女
性
が
命
令
に
反
し
て
、
左
の

列
に
い
る
母
親
と
一
緒
に
な
ろ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
と
き
ド
ク

タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
品
の
な
い
言
葉
で
二
人
と
も
右
の
列
に
入
れ
と
命
令
し

た
。
第
一
(二
)死
体
焼
却
場
の
死
刑
執
行
人
の
首
領
ム
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
軍
曹

で
さ
え
も
、
犠
牲
者
が
即
死
し
な
い
場
合
だ
け
に
し
か
二
発
目
は
撃
た
な
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(31
)
銃
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
虐
殺
は
む
し
ろ
稀
で
あ
る
。
溝
の
中
で
焼
か
れ
た
死

体
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ガ
ス
室
で
殺
さ
れ
た
。［
野
外
の
死
体
焼
却
場
の
近
く
に
は
、

脱
衣
室
と
ガ
ス
室
が
あ
っ
た
。］

(32
)
オ
ト
ー
・
モ
ル
（
一
九
一
五
年
三
月
四
日
、
ホ
ッ
ヘ
ン
シ
ェ
ー
ネ
ン
ベ
ル
ク

生
ま
れ
）
は
、
一
九
四
一
年
五
月
か
ら
一
九
四
五
年
一
月
ま
で
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ

ツ
で
様
々
な
ポ
ス
ト
に
就
い
た
。
死
体
焼
却
場
の
責
任
者
で
あ
っ
た
頃
の
階
級
は

上
級
軍
曹
で
あ
っ
た
。
彼
は
ダ
ハ
ウ
強
制
収
容
所
の
幹
部
に
た
い
す
る
裁
判
で
、

一
九
四
五
年
一
二
月
一
三
日
、
死
刑
判
決
を
受
け
、
そ
の
後
執
行
さ
れ
た
。
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か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
モ
ル
軍
曹
に
は
そ
ん
な
こ
と
は
一
切
な
か
っ
た
。

神
出
鬼
没
の
モ
ル
は
、
た
ゆ
ま
ず
野
外
死
体
焼
却
場
の
周
り
を
歩
き
回
り
、

建
物
と
燃
え
さ
か
る
火
の
間
を
何
百
回
と
な
く
う
ろ
つ
い
て
い
た
。
ほ
と
ん

ど
の
人
は
抵
抗
せ
ず
に
、
処
刑
場
に
引
き
立
て
ら
れ
て
い
っ
た
。
何
が
起
こ

ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
が
分
か
ら
な
い
ほ
ど
、
恐
怖
で
心
が
麻
痺
し
た
の
だ
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
と
く
に
子
ど
も
と
老
人
に
よ
く
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、

自
己
保
存
の
本
能
が
若
者
を
駆
り
立
て
て
、
闘
わ
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の

兆
し
が
心
の
ど
こ
か
に
あ
る
と
見
抜
い
た
と
き
に
は
、
決
ま
っ
て
モ
ル
は
常

時
カ
バ
ー
を
開
け
て
い
る
ホ
ル
ス
タ
ー
か
ら
す
ぐ
に
ピ
ス
ト
ル
を
抜
い
て
、

四
〇
㍍
～
五
〇
㍍
先
か
ら
射
撃
し
た
。
モ
ル
は
射
撃
の
名
人
だ
っ
た
の
で
、

闘
お
う
と
し
た
囚
人
は
即
死
で
あ
る
。
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
仕
事
ぶ
り
が

気
に
入
ら
な
い
囚
人
の
手
を
撃
っ
て
穴
を
開
け
る
と
い
う
趣
味
が
、
モ
ル
に

は
あ
っ
た
。
呼
び
つ
け
た
り
警
告
し
た
り
せ
ず
に
、
い
つ
も
正
確
に
掌

て
の
ひ
らを

撃
っ
た
。

私
は
野
外
死
体
焼
却
場
に
残
さ
れ
た
メ
ガ
ネ
と
医
薬
品
を
回
収
し
た
。
心

に
傷
を
負
い
、
震
え
な
が
ら
第
一
(二
)死
体
焼
却
場
の
「
我
が
家
」
に
向

か
っ
た
。
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
が
言
っ
た
よ
う
に
、
そ
こ
は
療
養
所

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム

で
は

な
い
が
、
ま
ず
は
耐
え
ら
れ
る
。
彼
は
正
し
か
っ
た
。
あ
れ
を
見
て
、
ド
ク

タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
の
真
意
が
分
か
っ
た
。

ま
っ
す
ぐ
に
自
室
に
戻
っ
た
。
そ
の
日
の
う
ち
に
医
薬
品
と
メ
ガ
ネ
を
分

類
で
き
る
よ
う
な
状
態
で
は
な
か
っ
た
。
ル
ミ
ナ
ー
ル
錠
を
数
錠
服
用
し
て
、

ベ
ッ
ド
に
直
行
し
た
。
こ
の
と
き
の
服
用
量
は
三
〇
〇
㍉
㌘
で
あ
る
が
、
こ

の
量
で
は
、
野
外
死
体
焼
却
場
で
見
た
亡
霊
か
ら
移
さ
れ
た
病
気
を
克
服
で

き
る
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。

（
一
九
）
ブ
ジ
ェ
ジ
ン
カ
／
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
は
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
／
オ
シ
フ
ィ
エ
ン

チ
ム
に
隣
接
す
る
村
の
名
称
で
あ
る
が
、
以
下
の
叙
述
か
ら
同
地
に
あ
っ
た
野
外

死
体
焼
却
場
の
別
名
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

一
四

目
が
覚
め
た
。
新
し
い
一
日
、
新
し
い
経
験
。
収
容
所
の
中
で
は
毎
日
、

そ
の
一
瞬
一
瞬
が
恐
ろ
し
い
。
こ
れ
ま
で
に
想
像
で
き
な
か
っ
た
ほ
ど
恐
ろ

し
い
。

こ
の
日
、
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
で
一
番
の
情
報
通
だ
っ
た
作
業
員
か
ら
誰

も
バ
ラ
ッ
ク
か
ら
出
て
は
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
た
。
親
衛
隊
員
が
巡
廻
し
、

軍
用
犬
の
ジ
ャ
ー
マ
ン
・
シ
ェ
パ
ー
ド
は
リ
ー
ド
を
外
さ
れ
て
い
る
。
今
日

は
チ
ェ
コ
人
収
容
所
が
清
算
さ
れ
る
日
だ
。

チ
ェ
コ
人
収
容
所
に
は
、
テ
レ
ジ
ン
(二
〇
)
の
ゲ
ッ
ト
ー
か
ら
移
送
さ
れ

た
一
万
五
〇
〇
〇
人
が
い
た
。
ジ
プ
シ
ー
収
容
所
と
同
様
に
、
こ
こ
で
も
家

族
が
一
緒
に
住
む
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
た
。
彼
ら
も
ま
た
、
到
着
直
後
の

「
選
別
」
を
受
け
な
か
っ
た
。
条
件
は
と
て
も
酷ひ

ど

い
も
の
だ
っ
た
が
、
そ
れ

で
も
老
若
を
問
わ
ず
、
小
さ
な
子
ど
も
ま
で
も
が
一
緒
に
い
る
こ
と
が
で
き

た
。
チ
ェ
コ
の
ユ
ダ
ヤ
人
は
私
物
を
着
て
お
り
、
作
業
を
強
い
ら
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
今
日
ま
で
の
生
き
方
が
こ
れ
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
番

が
き
た
。
詰
ま
る
と
こ
ろ
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
収
容
区
は
死
の
収
容
所

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
遅
か
れ
早
か
れ
、
す
べ
て
の
囚
人
が
抹
殺
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
は
次
々
と
移
送
列
車
が
到
着
し
て
い
る
。
二
本
の
移
送

列
車
が
同
時
に
到
着
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
と
き
に

は
、
人
が
文
字
通
り
川
の
よ
う
に
貨
車
か
ら
流
れ
出
た
。
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン

ゲ
レ
が
ラ
ン
プ
で
や
っ
て
い
る
の
は
、
も
は
や
選
別
で
は
な
い
。
彼
の
手
は

た
だ
一
つ
の
方
向
、
つ
ま
り
左
だ
け
を
指
し
て
い
る
。
移
送
さ
れ
て
き
た
人

は
す
べ
て
直
ち
に
ガ
ス
室
か
燃
え
上
が
る
溝
の
ど
ち
ら
か
に
送
ら
れ
る
。
毎

日
、
移
送
列
車
は
他
の
収
容
所
に
も
向
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
ア
ウ
シ
ュ

ヴ
ィ
ッ
ツ
に
あ
る
検
疫
収
容
所
（
Ｂ
Ⅱ
ａ
収
容
区
）、
Ｂ
Ⅱ
ｃ
収
容
区
、
Ｂ
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Ⅱ
ｄ
収
容
区
、
そ
し
て
女
性
専
用
強
制
収
容
所

F

K

L
(33
)
は
い
つ
も
満
杯
だ
っ
た
。

老
人
、
衰
弱
し
た
者
、
異
常
な
ま
で
に
や
せ
細
っ
た
子
ど
も
は
、
ま
だ
働
く

体
力
の
あ
る
新
規
到
着
者
に
場
所
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

す
べ
て
の
囚
人
を
バ
ラ
ッ
ク
に
幽
閉
す
る
命
令
は
、
早
朝
に
出
さ
れ
た
。

親
衛
隊
の
数
個
中
隊
が
チ
ェ
コ
人
収
容
所
を
包
囲
し
て
、
点
呼
の
た
め
に
収

容
者
を
追
い
出
し
た
。
死
を
待
つ
人
々
が
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
ら
れ
る
と
き
に
、

大
き
な
叫
び
声
が
し
た
。
自
分
た
ち
が
ど
う
な
る
か
を
は
っ
き
り
と
知
っ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
十
分
に
事
柄
を
知
る
だ
け
の
長
い
間
、
収
容
所

に
い
た
。
最
後
の
日
に
は
チ
ェ
コ
人
収
容
所
に
は
一
万
二
〇
〇
〇
人
が
い

た
(34
)。
八
人
の
医
師
を
含
め
て
一
五
〇
〇
人
の
男
女
が
労
働
に
適
す
と
選

別
さ
れ
た
。
残
り
は
、
第
二
(三
)死
体
焼
却
場
と
第
三
(四
)死
体
焼
却
場
に

送
ら
れ
た
。

翌
日
、
チ
ェ
コ
人
収
容
所
に
は
誰
も
い
な
く
な
っ
た
。
第
二
(三
)死
体
焼

却
場
と
第
三
(四
)死
体
焼
却
場
の
喧
噪
を
極
め
た
作
業
も
終
わ
っ
た
。
私
が

見
た
の
は
、
遺
灰
を
積
ん
で
死
体
焼
却
場
を
出
発
し
、
ヴ
ィ
ス
ワ
川
(二
一
)

に
向
か
っ
た
ト
ラ
ッ
ク
だ
け
で
あ
る
。

収
容
所
の
人
口
は
一
夜
に
し
て
一
万
人
が
減
少
し
、
収
容
所
の
書
庫
に
は

一
冊
だ
け
フ
ァ
イ
ル
が
増
え
た
。
公
文
書
に
は
次
の
よ
う
な
簡
単
な
記
載
が

あ
っ
た
。「
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
の
い
わ
ゆ
る
チ
ェ
コ
人
居
住

区
で
集
団
発
生
し
た
チ
フ
ス
に
よ
り
、
前
記
付
属
収
容
区
は
整
理
さ
れ
た
。」

そ
し
て
、「
親
衛
隊
大
尉
、
収
容
所
医
官

ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
」
と
署

名
さ
れ
て
い
た
。

ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
、
ド
ク
タ
ー
・
ベ
ル
ト
ル
ト
・
エ
プ
シ
ュ
タ
イ

ン
(35
)［
プ
ラ
ハ
大
学
医
学
部
教
授
、
小
児
科
医
］
の
取
り
な
し
で
、
チ
ェ

コ
人
収
容
所
に
い
た
八
人
の
医
師
の
生
命
を
救
っ
た
。
そ
の
と
き
ま
で
に
、

こ
れ
ら
の
医
師
た
ち
は
実
際
に
流
行
し
た
チ
フ
ス
と
闘
い
、
患
者
を
治
療
す

る
こ
と
に
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
投
じ
て
い
た
の
で
、
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も

疲
労
困
憊
の
状
態
で
あ
っ
た
。
彼
ら
も
チ
フ
ス
に
感
染
し
て
、
と
う
と
う
Ｂ

Ⅱ
ｆ
収
容
区
の
病
院
に
入
院
し
て
し
ま
っ
た
。
チ
ェ
コ
人
収
容
所
が
清
算
さ

れ
た
あ
の
日
に
、
た
ま
た
ま
私
は
、
あ
の
建
屋
区
で
用
務
が
あ
っ
た
。
チ
ェ

コ
人
収
容
所
で
囚
人
担
当
の
主
任
医
師
を
務
め
て
い
た
プ
ラ
ハ
出
身
の
世
界

的
に
著
名
な
ド
ク
タ
ー
・
パ
ウ
ル
・
ヘ
ラ
ー
と
話
す
こ
と
が
で
き
、
チ
ェ
コ

ス
ロ
バ
キ
ア
の
ユ
ダ
ヤ
系
知
識
人
の
苦
し
み
と
絶
滅
の
話
を
聞
い
た
(36
)。

八
人
の
勇
敢
な
医
師
も
す
ぐ
に
死
亡
し
た
。
彼
ら
は
本
当
の
医
者
で
、
深

甚
な
る
尊
敬
の
念
を
も
っ
て
記
憶
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
。

（
二
〇
）
プ
ラ
ハ
の
北
西
約
60
㌔
㍍
。
北
ボ
ヘ
ミ
ア
の
オ
ム
ジ
ェ
川
沿
い
の
、
エ
ル

ベ
川
と
の
合
流
点
の
近
く
に
あ
る
。
三
二
、
注
54
参
照
。

（
二
一
）
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
強
制
収
容
所
を
囲
む
よ
う
に
西
側
か
ら
北
側
へ
と
流
れ
、
ク

ラ
ク
フ
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
な
ど
に
至
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
第
一
の
長
流
。
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(33
)
Ｆ
Ｋ
Ｌ
（Frauenkonzentrationslager

）
の
意
味
は
女
性
専
用
強
制
収
容
所
。

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
収
容
所
総
司
令
官
［
ル
ド
ル
フ
・
ヘ
ス
］
が
そ
れ
を
縮
め
て

女
性
収
容
所
（Frauenlager

）
と
し
た
一
九
四
三
年
三
月
三
〇
日
以
降
は
、
ビ
ル

ケ
ナ
ウ
で
は
Ｆ
Ｋ
Ｌ
の
名
称
は
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
。［
改
称
の
理
由
は
、「
こ
の

収
容
所
が
強
制
収
容
所
で
あ
る
こ
と
を
隠
蔽
す
る
た
め
」
と
言
わ
れ
て
い
る

（D
anuta

C
hech

,K
alendarium

der
Ergebnisse

in
K
onzentrationslager

Auschw
itz-Birkenau

1939

-1945

,Reinbek
beiH

am
burg

1989

,S

.453

.）。
本

文
は
、
公
式
の
改
称
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
旧
名
称
が
通
用
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆

す
る
。］

(34
)
実
際
に
は
一
万
人
で
あ
る
。
お
よ
そ
三
〇
〇
〇
人
が
作
業
に
適
す
と
さ
れ
、

残
り
の
七
〇
〇
〇
人
は
一
九
四
四
年
七
月
一
一
日
と
一
二
日
に
ガ
ス
室
で
殺
さ
れ

た
。

(35
)
ド
ク
タ
ー
・
ベ
ル
ト
ル
ト
・
エ
プ
シ
ュ
タ
イ
ン
教
授
は
、
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン

ゲ
レ
の
実
験
室
付
き
の
チ
ェ
コ
の
ユ
ダ
ヤ
人
。

(36
)
テ
レ
ジ
ン
・
ゲ
ッ
ト
ー
か
ら
来
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
た
め
の
家
族
収
容
所
に
つ
い

て
は
、M

iroslav
K
ám

ý

,“D
as

Theresienstädter
Fam

ilienlager
(B Ⅱ

b)
in

B
irkenau

(Septem
ber1943-Juli1944)

,”H
eftvon

Auschw
itz

,1997

,No

.20

を

見
よ
。



一
五

以
前
に
チ
ェ
コ
人
収
容
所
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
収
容
所
の
近
く
に
あ
る

Ｂ
Ⅱ
ｃ
収
容
区
に
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ユ
ダ
ヤ
人
女
性
が
収
容
さ
れ
た
。
毎

日
、
こ
こ
か
ら
他
の
収
容
所
に
向
か
っ
て
移
送
列
車
が
出
発
す
る
の
だ
が
、

Ｂ
Ⅱ
ｃ
収
容
区
の
収
容
者
は
六
万
人
に
達
す
る
こ
と
も
あ
る
。
チ
ェ
コ
人
収

容
所
が
絶
滅
さ
れ
た
後
の
あ
る
日
の
こ
と
、
医
師
た
ち
の
診
断
で
、
定
員
超

過
の
収
容
区
で
猩
紅
熱
に
罹
っ
て
い
る
者
が
見
つ
か
っ
た
。
ド
ク
タ
ー
・
メ

ン
ゲ
レ
の
命
令
に
よ
っ
て
、
発
症
し
た
バ
ラ
ッ
ク
と
そ
れ
に
隣
接
す
る
バ

ラ
ッ
ク
二
棟
に
た
い
し
て
厳
重
な
検
疫
が
実
施
さ
れ
た
。
検
疫
は
早
朝
か
ら

晩
ま
で
続
き
、
三
棟
す
べ
て
の
収
容
者
が
ト
ラ
ッ
ク
で
死
体
焼
却
場
に
運
ば

れ
た
。
流
行
病
の
発
生
を
効
果
的
に
抑
制
す
る
た
め
に
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ

レ
が
執
っ
た
措
置
で
あ
る
。

流
行
病
と
格
闘
す
る
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
の
措
置
に
よ
っ
て
、
チ
ェ
コ

人
収
容
所
と
Ｂ
Ⅱ
ｃ
収
容
区
の
バ
ラ
ッ
ク
三
棟
が
閉
鎖
さ
れ
た
。
囚
人
医
師

た
ち
は
こ
の
病
気
が
ど
う
や
っ
て
伝
搬
す
る
か
を
す
ぐ
に
把
握
し
、
こ
の
感

染
症
が
さ
ら
に
発
生
し
て
も
親
衛
隊
の
衛
生
当
局
に
は
知
ら
せ
な
い
で
お
く

こ
と
に
し
た
。
こ
れ
が
幸
い
し
た
。
病
気
に
罹か

か

っ
た
囚
人
は
バ
ラ
ッ
ク
の
一

番
奥
の
暗
い
小
部
屋
に
隔
離
さ
れ
、
わ
ず
か
に
保
管
さ
れ
て
い
た
薬
で
治
療

さ
れ
た
。
親
衛
隊
の
医
官
に
よ
る
巡
廻
検
診
が
あ
る
収
容
所
病
院
に
送
ら
れ

る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
だ
が
、
悠
長
に
は
し
て
い
ら
れ
な
い
。
感
染
し
た

囚
人
が
見
つ
か
れ
ば
、
そ
の
患
者
が
い
た
バ
ラ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、
そ
の
両

隣
の
バ
ラ
ッ
ク
も
閉
鎖
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
親
衛
隊
の
言
う
「
流

行
病
の
発
生
に
た
い
す
る
、
広
範
な
予
防
措
置
」
で
あ
る
。
こ
の
措
置
の
結

果
は
、
二
台
～
三
台
の
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ま
れ
た
遺
灰
で
あ
る
。

公
衆
衛
生
や
流
行
病
を
取
り
扱
っ
て
い
た
と
き
、
私
は
こ
れ
と
似
た
よ
う

な
言
い
回
し
を
使
用
し
て
い
た
。
臨
床
で
は
、
た
と
え
ば
ジ
フ
テ
リ
ア
や
チ

フ
ス
に
罹
っ
た
患
者
を
隔
離
し
、
他
方
で
発
症
者
の
近
隣
に
住
ん
で
い
る
人

た
ち
に
は
予
防
接
種
を
施
し
て
蔓
延
す
る
病
気
と
闘
っ
た
。
だ
が
、
こ
こ
は

場
所
が
違
い
行
動
規
範
も
別
で
あ
る
。

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
で
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
す
ぐ
後
の
こ
と
だ
が
、

私
に
剖
検
す
る
よ
う
に
と
の
命
令
が
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
か
ら
あ
り
、
二

人
の
女
性
の
死
体
が
死
体
焼
却
場
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に

私
は
こ
れ
ら
二
人
の
女
性
の
死
体
に
か
ん
す
る
記
録
を
注
意
深
く
読
ん
だ
。

二
体
と
も
所
見
は
チ
フ
ス
で
あ
る
の
に
、
死
因
は
二
人
と
も
同
じ
で
心
不
全

と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
文
書
の
記
載
欄
の
す
べ
て
に
ク
ェ
ス
チ
ョ
ン
・
マ
ー

ク
が
書
か
れ
て
い
た
。
私
は
、
事
を
起
こ
す
前
に
立
ち
止
ま
っ
て
、
あ
れ
こ

れ
と
詮
索
す
る
タ
イ
プ
で
は
な
い
。
問
題
が
重
要
な
決
定
を
要
す
る
と
き
に

は
、
即
決
断
、
即
行
動
で
あ
る
。
い
つ
も
目
覚
ま
し
い
結
果
が
得
ら
れ
る
と

は
限
ら
な
い
が
、
死
体
焼
却
場
に
行
き
着
い
た
の
は
瞬
時
の
決
断
に
よ
る
。

ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
が
受
け
取
っ
た
診
断
所
見
で
は
、
チ
フ
ス
の
症
状

が
確
認
で
き
な
い
。
こ
れ
は
す
ぐ
に
分
か
っ
た
。
こ
の
ま
ま
に
は
で
き
な
い

と
思
っ
た
。
そ
の
上
、
様
々
な
症
状
の
記
述
が
不
完
全
で
あ
り
、
特
定
さ
れ

た
病
名
は
疑
わ
し
い
。
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
ま
だ
病
名
を
知
ら
な
い
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
私
の
所
に
二
体
の
死
体
を
送
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い

だ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
全
身
に
た
い
す
る
死
体
検
案
の
唯
一
の
目
的
で
あ
っ
た
。

解
剖
を
進
め
る
と
、
二
体
と
も
、
小
腸
に
は
チ
フ
ス
の
最
終
段
階
の
症
状

が
認
め
ら
れ
た
。
少
な
く
と
も
週
齢
第
三
週
の
典
型
的
な
チ
フ
ス
に
よ
る
潰か

い

瘍よ
う

形
成
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
二
体
と
も
脾
腫
［
脾
臓
の
腫
れ
］
が
見
ら
れ
る
。

チ
フ
ス
か
も
し
れ
な
い
。

ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
、
い
つ
も
通
り
、
五
時
頃
に
来
た
。
近
づ
い
て

き
た
彼
は
と
て
も
朗
ら
か
だ
っ
た
。
こ
の
男
が
、
あ
の
言
う
に
言
わ
れ
な
い

残
忍
さ
と
隣
り
合
わ
せ
に
い
る
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
だ
っ
た
。
彼
は

明
ら
か
に
興
味
深
げ
に
、
発
見
事
実
を
尋
ね
た
。
死
体
は
開
腹
さ
れ
て
、
解

剖
台
の
上
に
横
た
わ
っ
て
い
た
。
解
剖
し
た
大
腸
、
小
腸
、
脾
臓
を
別
々
の
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容
器
に
入
れ
て
、
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
が
望
め
ば
、
も
っ
と
調
べ
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
お
い
た
。
私
は
公
式
に
は
、
広
範
囲
の
潰
瘍
形
成
を
伴
う
小
腸

炎
と
い
う
診
断
を
下
し
、
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
に
、
週
齢
第
三
週
の
腸
チ

フ
ス
に
よ
る
潰
瘍
形
成
と
腸
炎
に
よ
る
潰
瘍
の
違
い
に
つ
い
て
模
擬
講
義
を

し
た
。
さ
ら
に
、
脾
腫
は
小
腸
炎
に
頻
発
す
る
症
状
で
あ
る
と
も
言
っ
た
。

こ
の
病
名
は
チ
フ
ス
で
は
な
く
て
、
重
症
の
潰
瘍
形
成
を
伴
う
小
腸
炎
で
あ

り
、
最
も
可
能
性
が
高
い
の
は
食
中
毒
に
よ
る
。

ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
、
人
種
生
物
学
(二
二
)
の
専
門
家
で
は
あ
る
が
、

法
医
学
者
で
は
な
い
。
私
の
診
断
の
正
し
さ
を
信
じ
さ
せ
る
に
は
何
も
難
し

い
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
当
初
の
診
断
が
間
違
っ
て
い
た
こ
と
に
た
い
し

て
、
彼
は
明
ら
か
に
腹
を
立
て
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
重
大
な
誤
り
を
犯
し

た
女
性
の
囚
人
医
師
た
ち
は
収
容
所
の
病
院
で
働
く
の
で
は
な
く
、
石
を
運

ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
っ
て
、
こ
の
怒
り
を
露あ

ら

わ
に
し
た
。
救
わ
れ
た

か
も
し
れ
な
い
患
者
の
生
命
は
誤
診
の
犠
牲
に
な
っ
た
。

彼
は
検
案
書
を
受
け
と
り
、
何
や
ら
そ
の
余
白
に
書
き
込
ん
で
か
ら
、
書

類
カ
バ
ン
に
収
め
た
。
彼
の
後
ろ
に
立
っ
て
、
肩
越
し
に
の
ぞ
き
見
る
と

「
女
医
と
協
議
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
お
お
ざ
っ
ぱ
に
翻
訳
す
る
と
、
こ
の

医
師
二
名
に
責
任
を
取
ら
せ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

完
璧
な
診
断
を
下
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
仲
間
の
医
師
た
ち
を
恐
ろ
し
い
罰

に
晒さ

ら

し
て
し
ま
っ
た
。
私
は
深
く
後
悔
し
た
。
今
頃
は
医
師
と
し
て
の
仕
事

を
失
い
、
重
労
働
を
強
い
ら
れ
る
道
路
建
設
作
業
員
に
な
っ
て
い
る
こ
と
だ

ろ
う
。
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
が
書
き
付
け
た
決
断
を
実
行
に
移
す
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
私
の
せ
い
だ
。

私
は
、
医
療
行
動
規
範
を
破
り
、
有
刺
鉄
線
の
囲
い
の
中
で
は
そ
れ
と
は

別
の
医
療
倫
理
に
従
っ
た
こ
と
を
認
め
る
。
私
が
作
成
し
た
［
チ
フ
ス
で
は

な
く
て
食
中
毒
死
と
し
た
］
虚
偽
の
検
案
書
は
二
人
か
三
人
を
困
ら
せ
る
こ

と
に
な
っ
た
が
、
他
の
や
り
方
を
し
て
死
因
を
チ
フ
ス
と
し
て
い
た
ら
、
ド

ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
の
言
う
「
流
行
病
の
発
生
に
た
い
す
る
予
防
措
置
」
は

ど
れ
だ
け
「
広
範
」
な
も
の
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
翌
日
、
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
あ
の
二
人
の
女
医
を
殴
り
つ
け
た

だ
け
で
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
、
安
堵
し
た
。

二
人
は
病
院
で
仕
事
を
続
け
た
の
で
あ
る
。

こ
の
後
も
、
さ
ら
に
多
く
の
囚
人
の
死
体
と
そ
の
病
歴
カ
ー
ド
を
受
け

取
っ
た
が
、
診
断
欄
に
は
何
も
記
入
せ
ず
、
記
載
欄
を
追
加
す
る
こ
と
も
な

か
っ
た
。
空
欄
の
ま
ま
が
一
番
よ
い
。
皮
肉
に
も
、
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ

は
二
人
の
患
者
の
生
命
を
犠
牲
に
し
た
誤
診
に
、
い
た
く
憤
慨
し
た
。
こ
の

よ
う
な
皮
肉
な
考
え
方
は
、
数
日
間
私
を
苦
し
め
た
。
そ
れ
は
、
犯
罪
者
の

茶
番
の
よ
う
な
言
い
分
で
あ
る
。

（
二
二
）
ア
ー
リ
ア
人
の
繁
殖
促
進
な
ら
び
に
劣
等
と
さ
れ
る
人
種
の
繁
殖
抑
制
が

目
的
。
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一
六

あ
る
日
の
午
後
、
Ｂ
Ⅱ
ｆ
収
容
区
の
事
務
室
に
い
る
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ

レ
の
所
に
直
ち
に
出
頭
す
る
よ
う
に
と
の
命
令
が
あ
っ
た
。
こ
の
命
令
は
嬉

し
か
っ
た
。
陰
鬱
な
雰
囲
気
の
死
体
焼
却
場
か
ら
少
な
く
と
も
数
時
間
は
逃

れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
上
、
散
歩
が
害
を
な
す
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
。
解
剖
室
と
死
体
焼
却
場
の
臭
い
を
嗅
い
だ
後
に
、
新
鮮
な
空
気

を
吸
い
込
む
こ
と
は
体
に
も
よ
い
。
収
容
所
に
着
い
た
最
初
の
日
か
ら
親
切

で
友
好
的
だ
っ
た
Ｂ
Ⅱ
ｆ
収
容
区
の
医
師
た
ち
と
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る

の
も
嬉
し
い
。

貴
重
な
医
薬
品
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
タ
バ
コ
も
数
箱
も
っ
て
、
出
か
け
る

準
備
を
し
た
。
初
め
て
収
容
所
に
来
た
と
き
に
何
も
持
た
ず
に
入
っ
た
バ

ラ
ッ
ク
に
は
、
こ
れ
ま
で
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
手
ぶ
ら
で
訪

れ
る
の
は
、
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
作
業
員
ら
し
く
な
い
。

歩
哨
に
囚
人
番
号
を
申
告
し
て
死
体
焼
却
場
の
鉄
製
ゲ
ー
ト
を
出
て
、
Ｂ

Ⅱ
ｆ
収
容
区
に
向
か
っ
た
。
私
は
急
が
ず
、
短
い
距
離
を
最
大
限
に
利
用
し

よ
う
と
し
て
、
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
た
。
女
性
収
容
所
を
囲
む
有
刺
鉄
線
を
通

り
抜
け
る
と
、
何
千
人
も
の
女
性
の
囚
人
た
ち
が
バ
ラ
ッ
ク
の
周
り
に
屯た

む
ろし

て
い
た
。
頭
は
刈
ら
れ
、
衣
服
、
で
は
な
く
て
ぼ
ろ
き
れ
を
纏ま

と

っ
て
い
た
の

で
、
ど
の
人
も
同
じ
よ
う
に
見
え
た
。
私
は
、
妻
と
ふ
さ
ふ
さ
と
し
た
長
い

髪
の
一
五
歳
に
な
る
娘
の
こ
と
を
思
っ
た
。
す
る
と
突
然
、
娘
の
着
て
い
た

洋
服
の
こ
と
、
そ
し
て
家
族
揃
っ
て
過
ご
し
た
夜
の
時
間
に
み
ん
な
で
考
え

を
出
し
あ
っ
た
娘
の
服
装
の
こ
と
が
、
脳
裏
に
浮
か
ん
で
き
た
。

ラ
ン
プ
で
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
か
ら
三
ヶ
月
が
経
っ
た
。
み
ん
な
は
ど
う

し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
だ
一
緒
に
い
る
だ
ろ
う
か
。
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の

女
性
収
容
所
の
ど
こ
か
に
ま
だ
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ひ
ょ
っ
と
し
て
第
三
帝

国
の
別
の
収
容
所
に
移
送
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
三
ヶ
月
は
あ
ま
り
に
も
長

い
。
強
制
収
容
所
で
は
永
遠
に
等
し
い
。
と
も
か
く
も
、
ま
だ
こ
の
中
の
ど

こ
か
に
い
る
よ
う
な
予
感
が
す
る
。
無
数
に
あ
る
有
刺
鉄
線
の
ど
の
壁
が
、

私
た
ち
を
引
き
裂
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
見
渡
す
限
り
地
平
線
の
か
な
た
ま

で
至
る
所
に
、
列
を
な
す
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
支
柱
、
有
刺
鉄
線
、
そ
し
て

警
告
標
識
が
見
え
る
。
強
制
収
容
所
全
体
に
は
、
入
り
組
ん
だ
蜘
蛛
の
巣
の

よ
う
に
有
刺
鉄
線
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
。

Ｂ
Ⅱ
ｆ
収
容
区
に
着
い
た
。
ゲ
ー
ト
に
は
指
揮
官
事
務
所
が
あ
っ
た
。
飲

み
込
み
の
悪
そ
う
な
親
衛
隊
の
下
士
官
一
人
と
兵
一
人
が
勤
務
に
就
い
て
い

た
。
収
容
所
の
規
則
に
従
っ
て
、
私
は
指
揮
官
事
務
所
の
小
窓
に
近
づ
き
上

着
の
腕
を
ま
く
り
上
げ
て
、
囚
人
番
号
Ａ
八
四
五
〇
を
名
の
っ
た
。
そ
の
と

き
、
腕
時
計
が
見
つ
か
っ
た
。
腕
時
計
の
所
持
と
着
用
は
強
制
収
容
所
で
は

重
罪
で
あ
る
が
、
私
は
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
の
許
可
を
得
て
仕
事
中
は
腕

時
計
を
し
て
い
た
。
下
士
官
が
指
揮
官
事
務
所
か
ら
猛
然
と
出
て
き
た
。
ダ

ミ
声
で
Ｂ
Ⅱ
ｆ
収
容
区
で
の
用
務
と
、
腕
時
計
を
着
用
し
て
い
る
理
由
を
言

え
と
言
っ
た
。
死
体
焼
却
場
に
来
て
三
ヶ
月
も
経
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
よ

う
な
状
況
に
も
う
ま
く
対
処
で
き
た
。
た
じ
ろ
ぐ
こ
と
な
く
正
面
を
見
据
え

て
、
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
の
命
令
で
来
ま
し
た
と
返
答
し
た
。
ド
ク

タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
が
直じ

か

に
私
と
話
し
た
が
っ
て
い
る
の
だ
が
、
収
容
所
へ
の

立
ち
入
り
が
叶
わ
な
け
れ
ば
、
死
体
焼
却
場
に
戻
っ
て
電
話
で
そ
の
旨
申
告

す
る
と
付
け
加
え
た
。

メ
ン
ゲ
レ
と
い
う
名
前
に
は
魔
法
の
よ
う
な
力
が
あ
っ
た
。
誰
も
が
彼
を

恐
れ
て
い
る
。
あ
の
親
衛
隊
員
は
口
調
を
変
え
、
今
度
は
と
て
も
丁
寧
に
名

簿
に
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
明
し
て
か
ら
、
こ
の
収
容
区
に
は
何

時
間
く
ら
い
滞
在
す
る
つ
も
り
か
と
尋
ね
た
。
も
は
や
罪
を
問
わ
れ
る
こ
と

が
な
く
な
っ
た
腕
時
計
を
見
る
と
、
一
〇
時
だ
っ
た
。
午
後
二
時
ま
で
い
る

こ
と
に
し
た
。
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
の
用
務
が
何
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
だ

け
あ
れ
ば
十
分
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
私
は
二
〇
本
入
り
の
タ

バ
コ
の
箱
か
ら
数
本
取
り
出
し
、
私
が
戻
る
ま
で
に
吸
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
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い
と
言
っ
て
、
親
衛
隊
員
に
手
渡
し
た
。
彼
は
喜
ん
で
タ
バ
コ
を
受
け
取
っ

た
。
こ
の
ド
イ
ツ
人
は
、
こ
の
後
も
会
え
れ
ば
嬉
し
い
と
い
う
気
持
ち
を
臭

わ
せ
、
別
れ
る
と
き
に
は
、
私
た
ち
は
気
心
の
通
じ
合
っ
た
仲
に
な
っ
て
い

た
。
私
の
上
司
の
名
前
と
タ
バ
コ
の
価
値
が
証
明
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
同
僚

と
の
二
、
三
時
間
の
面
談
が
待
ち
遠
し
い
。
だ
が
、
ま
ず
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン

ゲ
レ
に
出
頭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

バ
ラ
ッ
ク
に
入
り
、
当
番
の
書
記
が
私
の
用
務
を
尋
ね
に
来
る
ま
で
の
間
、

ロ
ビ
ー
で
待
機
し
た
。
彼
は
ド
ア
の
一
つ
を
指
さ
し
た
。
そ
の
部
屋
に
入
っ

て
み
る
と
、
そ
こ
は
設
備
が
よ
く
整
え
ら
れ
た
診
察
室
だ
っ
た
。
壁
に
は
、

時
期
別
に
収
容
所
の
収
容
人
数
を
示
す
何
枚
も
の
図
版
や
グ
ラ
フ
が
貼
ら
れ

て
い
た
。
別
の
壁
に
は
、
凝
っ
た
額
装
を
施
し
た
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ヒ
ム
ラ
ー

の
肖
像
が
掛
か
っ
て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
部
屋
に
は
、
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ

レ
、
外
科
主
任
医
官
ド
ク
タ
ー
・
ハ
イ
ン
ツ
・
テ
ィ
ロ
（
親
衛
隊
大
尉
)(37
)、

収
容
所
内
科
医
局
主
任
医
官
ド
ク
タ
ー
・
ヴ
ォ
ル
フ
（
親
衛
隊
中
尉
）
の
三

人
の
肖
像
画
も
あ
っ
た
。
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
、
私
を
ド
ク
タ
ー
・

ヴ
ォ
ル
フ
に
死
体
焼
却
場
で
働
い
て
い
る
剖
検
の
専
門
家
と
し
て
紹
介
し
た
。

ド
ク
タ
ー
・
ヴ
ォ
ル
フ
は
私
の
ほ
う
を
向
い
て
、
検
視
に
興
味
が
あ
る
と
言

い
、
忙
し
く
な
け
れ
ば
、
も
っ
と
早
く
に
死
体
焼
却
場
を
訪
問
し
て
と
く
に

関
心
の
あ
る
解
剖
に
立
ち
会
え
た
の
だ
が
、
と
も
言
っ
た
。
彼
は
今
、
大
き

な
仕
事
に
取
り
か
か
っ
て
い
て
、
私
と
議
論
が
し
た
く
て
呼
び
寄
せ
た
の
だ
。

収
容
所
で
は
下
痢
に
罹
る
囚
人
が
増
加
し
、
そ
の
う
ち
九
〇
％
は
重
症
で
あ

る
。
臨
床
学
的
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
発
症
か
ら
死
亡
ま
で
の
病
気
の
経
過
に

つ
い
て
、
こ
の
医
師
に
は
疑
わ
し
い
こ
と
は
何
も
な
か
っ
た
。
彼
は
何
千
と

い
う
症
例
を
研
究
し
、
詳
し
い
記
録
と
覚
書
を
収
集
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
の
研
究
は
不
完
全
で
あ
っ
た
。
広
範
囲
に
亘
る

臨
床
研
究
に
は
、
検
視
に
よ
る
裏
付
け
が
必
要
で
あ
っ
た
。

こ
う
い
う
訳
で
、
ド
ク
タ
ー
・
ヴ
ォ
ル
フ
に
は
「
医
学
研
究
者
」
と
い
う

別
の
顔
が
あ
っ
た
。
彼
も
ま
た
、
科
学
的
発
見
の
た
め
に
、
血
な
ま
ぐ
さ
い

強
制
収
容
所
や
死
体
焼
却
場
を
活
用
し
て
、
下
痢
で
体
重
が
三
〇
㌕
に
も
満

た
な
い
何
百
と
い
う
生
け
る
骨
格
標
本
の
よ
う
な
人
た
ち
を
研
究
し
た
が
っ

て
い
た
。
疾
病
が
も
た
ら
す
内
蔵
の
症
状
を
見
て
み
た
い
こ
と
、
そ
し
て
そ

の
諸
症
状
が
医
学
界
で
は
公
式
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
た
っ
た
そ
れ

だ
け
の
理
由
で
、
彼
は
何
百
体
も
の
死
体
の
解
剖
を
私
に
命
じ
た
。
ド
ク

タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
と
言
え
ば
、
数
多
く
の
双
子
を
解
剖
し
て
、
生
殖
の
秘

密
を
暴あ

ば

こ
う
と
し
て
い
た
し
、
ド
ク
タ
ー
・
ヴ
ォ
ル
フ
は
、
原
因
が
明
確
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
く
も
多
数
が
赤
痢
に
罹
患
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
の
理
由
を
知
り
た
が
っ
て
い
た
。

強
制
収
容
所
で
発
生
す
る
赤
痢
の
作
り
方

レ

シ

ピ

は
、
こ
う
で
あ
る
。
ま
ず
財
産

を
略
奪
し
、
自
宅
か
ら
男
も
女
も
子
ど
も
も
人
間
と
い
う
人
間
を
み
な
拉
致

し
、
人
で
溢あ

ふ

れ
た
ゲ
ッ
ト
ー
の
中
で
六
週
間
か
け
て
衰
弱
さ
せ
る
。
そ
の
後
、

汚
水
を
入
れ
た
バ
ケ
ツ
一
個
だ
け
を
支
給
し
て
、
何
百
人
も
の
人
た
ち
を
家

畜
輸
送
用
の
貨
車
に
積
み
込
ん
で
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
移
送
す
る
。
そ

れ
か
ら
、
数
千
人
も
の
囚
人
と
一
緒
に
、
馬
小
屋
に
も
使
え
な
い
よ
う
な
不

潔
な
バ
ラ
ッ
ク
に
ぶ
ち
込
む
。
そ
の
中
の
人
々
が
み
な
食
べ
る
の
は
、
小
麦

粉
と
お
が
屑
を
混
ぜ
て
焼
い
た
カ
ビ
臭
い
パ
ン
、
合
成
マ
ー
ガ
リ
ン
、
皮
膚

病
で
死
ん
だ
馬
の
肉
で
作
っ
た
ソ
ー
セ
ー
ジ
三
〇
㌘
だ
け
で
、
一
日
当
た
り

(59) 北海学園大学経済論集 第 70 巻第 3号(2022 年 12 月)

(37
)
ハ
イ
ン
ツ
・
テ
ィ
ロ
（
一
九
二
二
年
一
〇
月
八
日
、
エ
バ
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
生

ま
れ
）。
医
学
博
士
。
最
終
階
級
は
親
衛
隊
中
尉
。
一
九
四
二
年
七
月
か
ら
一
九

四
四
年
一
〇
月
ま
で
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
で
親
衛
隊
分
遣
隊
付
き
医
官
、
な
ら
び

に
Ｂ
Ⅱ
ａ
収
容
区
、
Ｂ
Ⅱ
ｃ
収
容
区
、
Ｂ
Ⅱ
ｆ
収
容
区
の
収
容
所
医
官
。
ラ
ン
プ

お
よ
び
収
容
所
で
選
別
を
担
当
。
一
九
四
五
年
五
月
一
三
日
死
亡
。

(38
)
強
制
収
容
所
の
囚
人
に
は
、
一
日
当
た
り
公
式
上
一
三
〇
〇
㌔
㌍
（
重
労
働

に
従
事
す
る
と
き
は
一
七
〇
〇
㌔
㌍
）
が
支
給
さ
れ
た
。
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
に
従

事
す
る
成
人
男
子
の
健
康
基
準
は
二
六
〇
〇
㌔
㌍
で
あ
り
、
重
労
働
に
あ
た
る
労

働
者
は
四
〇
〇
〇
㌔
㌍
で
あ
る
。（W

ielka
Encyklopedia

Pow
zsechna

,（『
パ

ウ
ゼ
ッ
ク
ナ
大
百
科
事
典
』）W

arsaw
1969

,Vol

.Ⅻ

,p

.88

;Tadeusz
Iw
aszko

,



の
総
カ
ロ
リ
ー
は
七
〇
〇
㌔
㌍
で
あ
る
(38
)。
脂
肪
、
塩
、
小
麦
粉
、
で
は

な
く
て
イ
ラ
ク
サ
か
ル
タ
バ
カ
を
入
れ
た
ス
ー
プ
を
喉の

ど

に
流
し
込
む
(二
三
)。

四
、
五
日
経
て
ば
病
気
が
進
み
、
最
高
に
手
篤
い
看
護
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

私
た
ち
の
人
間
モ
ル
モ
ッ
ト
は
必
ず
死
ん
で
し
ま
う
。

ド
ク
タ
ー
・
ヴ
ォ
ル
フ
の
意
見
で
は
、
一
五
〇
人
を
検
視
す
れ
ば
、
そ
の

発
見
事
実
が
彼
の
科
学
的
研
究
を
立
証
す
る
は
ず
だ
っ
た
。
ド
ク
タ
ー
・
メ

ン
ゲ
レ
は
私
に
一
日
に
七
体
は
解
剖
で
き
る
だ
ろ
う
と
言
っ
た
。
ほ
ぼ
三
週

間
で
や
っ
て
し
ま
え
と
い
う
意
味
だ
。
私
の
意
見
は
そ
れ
と
は
違
い
、
目
的

に
か
な
う
科
学
的
な
仕
事
を
さ
せ
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
一
日
に
せ
い
ぜ
い
三

体
し
か
剖
検
で
き
な
い
と
は
っ
き
り
言
っ
た
。
彼
ら
は
頷う

な
ずい
て
私
の
意
見
を

採
用
し
て
、
戻
っ
て
よ
い
と
言
っ
た
。

私
は
一
二
号
棟
の
病
院
で
仲
間
の
医
師
を
見
つ
け
た
。
医
薬
品
や
タ
バ
コ

を
渡
し
た
ら
、
と
て
も
喜
ん
で
い
た
が
、
一
服
し
て
い
る
彼
ら
の
顔
に
は
疲

れ
が
見
え
、
口
か
ら
出
る
の
は
落
胆
の
声
だ
っ
た
。
彼
ら
は
、
チ
ェ
コ
人
収

容
所
が
清
算
さ
れ
た
と
き
の
恐
ろ
し
い
悲
劇
的
な
出
来
事
を
、
ま
だ
乗
り
越

え
て
は
い
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
そ
れ
以
上
に
、
日
増
し
に
お
か
れ
た
状
況
の

虚む
な

し
さ
が
分
か
っ
て
き
た
の
だ
。
私
と
は
違
っ
て
、
彼
ら
は
生
き
残
る
希
望

を
捨
て
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
そ
の
た
め
に
一
日
一
日
、
徐
々
に
徐
々
に
精

神
が
摩
耗
し
て
い
っ
た
。
だ
が
、
私
に
は
、
こ
の
よ
う
に
長
い
時
間
を
か
け

て
心
が
壊
れ
て
ゆ
く
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
死
体
焼
却
場
の
ゲ
ー
ト
を

く
ぐ
っ
た
瞬
間
に
、
私
は
将
来
へ
の
幻
想
を
す
べ
て
失
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
と
に
も
か
く
に
も
、
私
は
彼
ら
を
慰
め
辛
抱
す
る
よ
う
に
と
励
ま

し
、
前
線
の
状
況
を
伝
え
た
。
毎
日
、
私
は
新
聞
を
読
み
、
詳
し
い
情
報
に

通
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

固
い
握
手
を
交
わ
し
て
、
仲
間
と
別
れ
た
。
強
制
収
容
所
で
の
挨
拶
ほ
ど
、

嘘
偽
り
の
な
い
、
心
の
こ
も
っ
た
挨
拶
は
な
い
。
ま
た
会
う
こ
と
が
で
き
る

か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
ま
ま
に
、
い
つ
も
別
れ
の
挨
拶
を
し
た
。
別
れ
は
、

事
実
上
の
永
久

と

わ

の
別
れ
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
絶
望
的
な
状
況
に
あ
っ
て
も

な
お
、
他
人
に
道
徳
心
を
奮
い
立
た
せ
る
ほ
ど
強
い
人
間
で
あ
る
自
分
に
密

か
に
満
足
し
て
そ
こ
を
立
ち
去
っ
た
。

（
二
三
）
イ
ラ
ク
サ
は
、
茎
が
三
〇
～
五
〇
㌢
㍍
で
四
角
く
、
葉
と
茎
に
刺
毛
と

げ

が
あ

る
多
年
生
植
物
、
ル
タ
バ
カ
は
、
カ
ブ
に
似
た
ア
ブ
ラ
ナ
の
一
種
。

(60)アウシュヴィッツの囚人医師(ニスリ著 木村訳)

“The
H
ousing

,C
lothing

and
Feeding

of
Prisoners

,in

:A
uschw

itz
1940

-1945
,”in

:CentralIssues
in
the

H
istory

ofthe
C
am
p

,Ośw
ięcim

2000

,

V
ol

.Ⅱ

,p
.59
-60

.



一
七

別
の
あ
る
日
。
ド
ク
タ
ー
・
ヴ
ォ
ル
フ
の
、
赤
痢
で
死
ん
だ
元
患
者
に
メ

ス
を
入
れ
て
、
ち
ょ
う
ど
三
〇
体
目
の
剖
検
が
終
わ
り
、
発
見
事
実
を
要
約

し
た
と
こ
ろ
だ
。

ま
ず
、
ど
の
剖
検
で
も
、
胃
液
を
分
泌
す
る
腺
の
欠
損
も
し
く
は
消
滅
に

よ
る
胃
粘
膜
の
炎
症
が
見
つ
か
っ
た
。
胃
液
が
出
な
い
と
、
食
べ
た
も
の
は

消
化
さ
れ
ず
胃
の
中
で
発
酵
が
昂
進
す
る
。

二
番
目
に
観
察
し
た
こ
と
は
、
小
腸
粘
膜
の
炎
症
と
腸
壁
が
著
し
く
薄
く

な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

第
三
の
観
察
は
、
脂
肪
の
消
化
に
不
可
欠
で
あ
り
、
十
二
指
腸
の
中
に
あ

る
最
も
重
要
な
消
化
液
、
す
な
わ
ち
胆
汁
に
か
ん
し
て
で
あ
る
。
胆
嚢
を
切

開
し
て
み
る
と
、
中
に
は
緑
が
か
っ
た
黄
色
の
胆
汁
で
な
く
て
、
無
色
の
ド

ロ
ッ
と
し
た
澱お

り

の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
分
泌
液
は
腸
内
の

内
容
物
を
着
色
す
る
こ
と
が
な
い
か
ら
、
消
化
機
能
を
果
た
す
こ
と
は
で
き

な
い
。

第
四
は
、
大
腸
粘
膜
の
炎
症
で
あ
る
。
と
く
に
大
腸
粘
膜
は
と
て
も
乾
燥

し
て
い
て
、
タ
バ
コ
の
巻
紙
く
ら
い
の
薄
さ
で
破
れ
そ
う
だ
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
大
腸
で
は
食
べ
物
が
消
化
さ
れ
ず
、
た
だ
単
に
排
泄
物
が
流
れ
る
パ
イ

プ
に
す
ぎ
な
い
。

私
が
関
与
し
た
限
り
で
は
あ
る
が
、
発
見
事
実
は
そ
れ
が
全
部
で
あ
る
。

細
菌
学
的
検
査
は
、
二
㌖
～
三
㌖
離
れ
た
ラ
イ
ス
ガ
ウ
に
親
衛
隊
が
設
置
し

た
衛
生
学
・
細
菌
学
研
究
所
で
行
わ
れ
た
(39
)。
そ
れ
を
管
理
監
督
し
た
の

は
、
ペ
ー
チ
大
学
細
菌
学
研
究
所
の
教
授
で
、
囚
人
仲
間
の
ド
ク
タ
ー
・
ゲ

ザ
・
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
(40
)
で
あ
っ
た
。

一
八

ム
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
軍
曹
が
、
縞
模
様
の
囚
人
服
を
着
た
見
知
ら
ぬ
三
人
を

追
い
立
て
て
連
れ
て
き
た
の
で
、
午
睡

ひ
る
ね

が
妨
げ
ら
れ
た
。
こ
の
不
幸
な
人
た

ち
を
指
さ
し
て
、
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
の
指
示
で
、
こ
こ
に
連
行
し
て
来

た
と
言
っ
た
。

こ
の
気
の
毒
な
人
た
ち
は
み
す
ぼ
ら
し
い
風ふ

う

体て
い

を
し
て
い
た
。
ぼ
ろ
き
れ

を
ま
と
い
、
口
が
き
け
な
い
ほ
ど
に
怯お

び

え
、
新
し
い
状
況
に
戸
惑
っ
て
い
た
。

死
体
焼
却
場
の
ゲ
ー
ト
を
く
ぐ
っ
た
瞬
間
に
絶
望
の
ど
ん
底
に
落
ち
た
の
だ
。

私
た
ち
は
親
し
げ
に
握
手
し
て
自
己
紹
介
を
交
わ
し
た
。
私
と
最
初
に
話

し
た
の
は
、
ソ
ン
バ
ト
ヘ
イ
［
ハ
ン
ガ
リ
ー
西
部
の
都
市
］
の
病
院
で
病
理

解
剖
医
を
し
て
い
た
ド
ク
タ
ー
・
デ
ネ
ス
・
ゲ
レ
グ
で
、
四
〇
代
半
ば
で
背

が
小
さ
く
や
せ
形
で
、
分
厚
い
メ
ガ
ネ
を
掛
け
て
い
た
。
印
象
は
前
向
き
で
、

こ
れ
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
困
難
な
環
境
で
も
仲
良
く
や
っ
て
い
け
る
と
本
能

的
に
思
っ
た
。
そ
の
次
の
男
性
は
、
五
〇
歳
く
ら
い
の
猫
背
で
ず
ん
ぐ
り
し

て
い
て
、
不
機
嫌
そ
う
な
顔
を
し
て
い
た
。
そ
の
名
は
ア
ド
ル
フ
・
フ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
。
二
〇
年
間
プ
ラ
ハ
の
解
剖
学
研
究
所
で
解
剖
室
勤
務
の
助
手
だ
っ

た
。
す
で
に
強
制
収
容
所
に
四
年
間
い
る
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
ユ
ダ
ヤ
人

で
あ
る
。
三
番
目
の
囚
人
は
、
ニ
ー
ス
［
フ
ラ
ン
ス
南
西
部
の
観
光
地
］
出
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(39
)
正
し
く
は
、
ラ
イ
ス
コ
［
オ
シ
フ
ィ
エ
ン
チ
ム
（
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
）
の

南
西
約
七
㌖
］。

(40
)
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
の
囚
人
ゲ
ザ
・
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
は
、
親

衛
隊
の
命
令
で
、
チ
フ
ス
、
マ
ラ
リ
ア
、
梅
毒
を
研
究
し
た
。
一
九
四
五
年
一
月

二
七
日
に
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
で
解
放
さ
れ
た
後
、
仲
間
の
元
囚
人
の
た
め
に
尽

力
し
た
。
そ
の
後
、
彼
の
拘
禁
と
収
容
所
で
の
剖
検
に
つ
い
て
証
言
し
た
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身
の
ヨ
ゼ
フ
（
・
イ
ェ
チ
ェ
ス
キ
エ
ル
）・
ケ
ル
ナ
ー
で
、
収
容
所
に
は
三

年
間
い
る
。
教
育
水
準
が
高
く
、
口
数
の
少
な
い
三
二
歳
に
な
っ
た
ば
か
り

の
青
年
医
師
で
あ
る
。

ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
、
こ
の
三
人
の
囚
人
医
師
を
Ｂ
Ⅱ
ｄ
収
容
区
の

不
潔
な
バ
ラ
ッ
ク
か
ら
引
き
抜
い
て
、
も
っ
と
迅
速
な
剖
検
の
た
め
に
彼
ら

を
手
伝
わ
せ
よ
う
と
し
た
。
私
た
ち
は
仕
事
を
分
担
し
あ
っ
た
。「
科
学
的

研
究
」
の
た
め
に
私
は
検
視
を
続
け
、
検
案
書
と
そ
れ
に
付
帯
す
る
公
用
書

簡
を
認し

た
ため
た
。
二
人
の
医
師
は
実
際
に
剖
検
を
行
っ
た
が
、
助
手
は
、
そ
の

学
歴
に
ふ
さ
わ
し
く
解
剖
を
準
備
し
、
頭
蓋
骨
を
切
開
し
診
断
に
必
要
な
器

官
を
取
り
出
し
て
、
汚
れ
を
落
と
し
、
あ
る
い
は
ま
た
、
解
剖
が
終
わ
っ
た

死
体
を
片
付
け
て
解
剖
室
と
手
術
室
を
ち
り
一
つ
な
い
ほ
ど
き
れ
い
に
清
掃

し
た
。

こ
う
し
て
私
に
は
資
格
を
も
っ
た
完
璧
な
助
っ
人
が
で
き
て
、
仕
事
の
負

荷
は
か
な
り
減
殺
さ
れ
た
。
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
の
命
令
に
よ
っ
て
、
私

は
こ
の
人
た
ち
と
同
室
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
の
最
大
の
強
み
は
、

仲
間
が
で
き
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
九

朝
の
往
診
が
終
わ
り
に
近
づ
い
た
。
四
棟
の
死
体
焼
却
場
が
全
部
、
目

い
っ
ぱ
い
に
稼
働
し
て
い
た
。

昨
晩
、
地
中
海
に
浮
か
ぶ
コ
ル
フ
島
［
イ
オ
ニ
ア
海
の
ギ
リ
シ
ア
半
島
北

東
部
の
島
、
ア
ル
バ
ニ
ア
の
近
く
］
か
ら
到
着
し
た
ギ
リ
シ
ア
の
ユ
ダ
ヤ
人

が
焼
か
れ
た
(41
)。
コ
ル
フ
島
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
古
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
っ
た
。

彼
ら
の
旅
は
二
七
日
間
続
い
た
。
最
初
は
、
艀は

し
けで
海
を
渡
り
、
次
に
水
も

食
べ
物
も
あ
た
え
ら
れ
ず
に
貨
物
列
車
に
乗
っ
た
。
移
送
列
車
の
終
着
駅
は

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
ラ
ン
プ
で
、
貨
車
の
扉
が
開
い
て
も
選
別
の
列
に
並

ぶ
者
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。
半
分
は
す
で
に
死
ん
で
い
て
、
残
り
の
半
分
は

死
に
か
け
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
す
べ
て
の
移
送
列
車
は
第
二
(三
)死
体
焼

却
場
に
直
行
し
た
。
密
度
の
濃
い
作
業
が
夜
通
し
続
い
た
。
朝
に
な
っ
て
残

さ
れ
た
の
は
、
汚
れ
て
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
衣
服
の
高
い
山
だ
け
で
あ
っ
た
。

ひ
ど
く
破
れ
た
衣
服
が
し
と
し
と
降
る
雨
に
打
た
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
心

(62)アウシュヴィッツの囚人医師(ニスリ著 木村訳)

(41
)
一
九
四
四
年
六
月
三
〇
日
、
二
〇
四
四
人
が
ア
テ
ネ
と
コ
ル
フ
島
か
ら
ア
ウ

シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
到
着
し
た
。
そ
の
う
ち
男
性
四
六
六
人
（
囚
人
番
号
は
Ａ
一
五

二
二
九
か
ら
Ａ
一
五
六
七
四
ま
で
）
と
女
性
一
七
五
人
（
囚
人
番
号
は
Ａ
八
二
八

二
か
ら
Ａ
八
四
五
六
ま
で
）
が
労
働
に
適
す
る
者
と
選
別
さ
れ
た
が
、
残
り
一
四

二
三
人
は
ガ
ス
室
で
殺
さ
れ
た
。
全
部
で
五
万
六
〇
〇
〇
人
～
六
万
五
〇
〇
〇
人

の
ギ
リ
シ
ア
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
か
ら
来
た
か
は
不
明
だ
が
、
一
九

四
三
年
三
月
か
ら
一
九
四
四
年
八
月
ま
で
に
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
へ

移
送
さ
れ
た
。D
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が
痛い

た

ん
だ
。

そ
の
日
、
私
は
第
四
(五
)死
体
焼
却
場
で
困
難
な
状
況
に
直
面
し
た
。
ゾ

ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
火
夫

か
ま
た
き

が
ル
ミ
ナ
ー
ル
を
多
量
に
服
用
し
、
自
殺
を
図
っ

た
の
だ
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
が
最
も
手
っ
取
り
早
い
自
殺
の
や
り
方
で
あ
る
。

ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
が
ル
ミ
ノ
ー
ル
を
手
に
入
れ
る
こ
と
は
簡
単
で
あ
る
。

私
は
、
病
人
と
言
え
ば
そ
う
言
え
な
く
も
な
い
男
性
が
横
た
わ
っ
て
い
る

ベ
ッ
ド
に
近
づ
い
て
み
て
、
残
念
な
が
ら
、
彼
が
「
大
尉
」
で
あ
る
こ
と
に

気
づ
い
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
名
で
通
っ
て
い
た
。
ア
テ
ネ
に
戻
れ
ば
、
そ
れ

が
陸
軍
で
の
彼
の
階
級
で
あ
る
。
彼
は
ギ
リ
シ
ア
国
王
［
ゲ
オ
ル
ギ
オ
ス
二

世
］
の
子
ど
も
た
ち
の
家
庭
教
師
を
し
て
い
た
。
並
外
れ
て
礼
儀
正
し
く
教

養
の
あ
る
男
だ
っ
た
。
彼
の
妻
と
二
人
の
子
ど
も
は
到
着
後
、
ガ
ス
室
に
直

行
し
た
。

意
識
は
な
く
、
彼
は
ベ
ッ
ド
で
う
と
う
と
し
て
い
た
。
数
時
間
前
に
飲
ん

だ
毒
物
は
、
す
で
に
体
内
に
吸
収
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

容
態
は
絶
望
的
で
は
な
か
っ
た
。
ベ
ッ
ド
を
取
り
囲
ん
で
い
た
ゾ
ン
ダ
ー
コ

マ
ン
ド
の
面
々
は
、
大
尉
を
願
い
の
と
お
り
に
逝
か
せ
て
や
れ
と
私
を
説
得

し
た
。
彼
の
望
み
は
、
た
だ
、
こ
れ
ま
で
に
我
慢
を
強
い
ら
れ
た
精
神
的
苦

痛
か
ら
逃
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
第
一
二
期
の
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
は
ど
の
み

ち
消
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
精
神
的
苦
痛
か
ら
逃
れ
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
私
が
注
射
針
を
黙
っ
て
消
毒
し
て
い
る
の
を
見
て
、
説
得
し
て
も

無
駄
だ
と
よ
う
や
く
気
づ
い
た
。
何
人
か
の
年
配
の
作
業
員
は
度
を
失
い
、

心し
ん

か
ら
不
快
そ
う
に
憎
々
し
く
納
得
で
き
な
い
と
言
い
立
て
た
。

私
は
彼
ら
に
、
今
後
肺
炎
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
大
尉
は
四
、
五
週
間
で
回

復
す
る
と
知
ら
せ
た
。
そ
の
後
、
数
週
間
経
て
ば
、
大
尉
は
、
あ
の
残
虐
き

わ
ま
り
な
い
炉
に
コ
ー
ク
ス
を
放
り
込
む
こ
と
に
な
る
。
狩
り
集
め
ら
れ
拷

問
の
挙
げ
句
に
、
ガ
ス
で
殺
さ
れ
た
幾
千
人
も
の
仲
間
の
死
体
が
む
さ
ぼ
り

食
い
つ
く
さ
れ
る
ま
で
、
炎
を
か
き
混
ぜ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
彼

に
も
ま
た
仲
間
の
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
と
一
緒
に
炉
前
に
並
ぶ
日
が
来
る
は

ず
だ
。
一
斉
射
撃
の
後
、
生
気
を
失
っ
た
目
に
は
凍
り
付
い
た
恐
怖
の
表
情

を
浮
か
べ
て
、
仲
間
と
一
緒
に
血
の
海
に
倒
れ
込
む
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
の
と
き
に
は
私
は
彼
の
側
に
は
い
な
い
し
、
彼
の
苦
痛
に
満
ち
た
顔
は
、

二
〇
年
間
の
医
療
経
験
を
も
つ
私
の
助
け
を
求
め
て
も
い
な
い
。
今
で
は
、

大
尉
の
仲
間
が
本
当
に
正
し
か
っ
た
こ
と
を
私
は
認
め
て
い
る
。
数
週
間
後

に
は
殺
さ
れ
て
し
ま
う
生
命
を
蘇
生
し
な
い
で
、
眠
り
に
誘
う
ル
ミ
ナ
ー
ル

で
死
な
せ
て
や
る
べ
き
だ
っ
た
。

往
診
が
終
わ
り
、
第
一
(二
)死
体
焼
却
場
に
戻
っ
た
。
一
年
生
の
よ
う
に

熱
心
な
私
の
助
手
た
ち
は
、
ド
ク
タ
ー
・
ヴ
ォ
ル
フ
の
患
者
だ
っ
た
人
の
死

体
に
メ
ス
を
入
れ
て
い
た
。
き
れ
い
に
頭
を
刈
ら
れ
、
新
し
い
洋
服
を
着
て

清
潔
な
ワ
イ
シ
ャ
ツ
、
素
晴
ら
し
い
靴
を
履
い
た
彼
ら
は
、
白
衣
を
着
て
黄

色
い
ゴ
ム
の
エ
プ
ロ
ン
と
黄
色
い
ゴ
ム
手
袋
を
し
て
解
剖
台
に
つ
い
て
い
た
。

実
際
に
何
が
起
こ
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
外
部
の
者
な
ら
、
正
真
正
銘
の

研
究
所
の
手
術
室
と
見
間
違
う
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
こ
こ
で
三
ヶ
月
の
間
、
私
は
専
門
家
と
し
て
働
い
て
き
た
が
、

そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
科
学
と
は
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
こ
と
が
や
ら
れ
て

き
た
こ
と
も
よ
く
知
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
似
而
非

え

せ

研
究
所
以
外
の
何
も
の
で

も
な
い
。
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
が
双
子
の
研
究
で
依
っ
て
立
つ
大
前
提
は

似
而
非

え

せ

科
学
で
あ
る
。「
優
秀
な
る
人
種
」
と
い
う
考
え
方
も
似
而
非

え

せ

科
学

的
で
あ
る
。
低
身
長
症
の
人
や
身
体
障
が
い
者
を
殺
し
、
そ
の
死
体
を
使
っ

て
人
種
の
退
化
と
劣
等
性
と
い
う
間
違
っ
た
理
論
を
証
明
し
よ
う
と
し
た
の

も
、
同
じ
く
邪
悪
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
に
よ
る
発
見
事
実
は
今
の
世

代
に
向
け
て
示
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
け
っ
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
か

ら
で
あ
る
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
戦
争
に
勝
利
し
た
後
に
登
場
す
る
次
の
世

代
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
一
派
の
夢
は
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
で
殺
さ
れ
た

低
身
長
症
の
人
た
ち
や
身
体
に
障
が
い
を
も
つ
人
た
ち
の
骨
格
標
本
が
、
い

つ
の
日
か
博
物
館
の
広
々
と
し
た
展
示
室
で
、
名
前
と
年
齢
な
ど
の
正
確
な
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情
報
を
記
載
し
た
カ
ー
ド
を
貼
り
付
け
た
台
座
の
上
に
載
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
ド
イ
ツ
民
族
と
千
年
王
国
た
る
第
三
帝
国
の
生
活
様
式
を
防
衛
し
た

戦
勝
記
念
日
に
、
修
学
旅
行
生
が
そ
の
博
物
館
を
訪
れ
る
こ
と
を
、
彼
ら
は

夢
見
て
い
る
。
そ
し
て
、
教
師
は
生
徒
と
一
緒
に
こ
の
記
念
日
を
祝
い
、
そ

の
意
義
を
説
明
す
る
で
あ
ろ
う
。
戦
争
に
勝
つ
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
、
ベ

ル
ギ
ー
人
、
ロ
シ
ア
人
、
そ
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
を
貶お

と
しめ
て
、
人
種
的
優
秀

性
を
確
信
さ
せ
る
だ
け
で
は
な
い
。
六
〇
〇
〇
年
の
歴
史
を
も
っ
て
い
る
の

に
退
化
し
醜
悪
に
な
っ
た
ユ
ダ
ヤ
民
族
と
い
う
一
つ
の
民
族
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

か
ら
根
絶
や
し
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
を
も
説
明
す
る
。
そ
れ
だ

け
で
は
な
い
。
こ
の
民
族
は
、
唯
一
純
粋
な
ア
ー
リ
ア
民
族
を
汚
染
し
て
や

る
と
脅
迫
し
て
い
る
の
だ
。
彼
ら
は
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
征
服
を
も
く
ろ
ん
で

い
る
か
ら
、
民
族
の
純
血
に
害
を
な
し
、
真
に
危
険
な
存
在
で
あ
る
。
こ
の

た
め
に
彼
ら
を
抹
殺
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
三
帝
国
初
代
総
統
が
永
遠

不
滅
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
文
明
国
か
ら
称
賛
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
た
め

で
あ
る
。
…
…
彼
ら
は
こ
の
よ
う
に
夢
想
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
理
論
を
拠
り
所
と
し
て
全
世
界
に
戦
争
を
仕
掛
け
、
幼
子
を

殺
す
準
備
さ
え
も
し
た
。
か
の
理
論
は
、
国
家
社
会
主
義
の
国
の
や
る
事
な

す
事
す
べ
て
を
間
違
え
さ
せ
た
根
拠
で
も
あ
っ
た
。
血
の
海
を
呼
び
寄
せ
た

戦
い
は
、
聖
戦
と
言
わ
れ
た
。
彼
ら
の
目
に
は
、
ロ
シ
ア
全
土
は
蛮
人
が
住

む
モ
ン
ゴ
ル
平
原
に
映
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
死
滅
し
つ
つ
あ
る
国
民
が
住
む

性
病
の
国
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
人
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
は
、
上
は
首
相
か

ら
下
々
に
至
る
ま
で
ウ
ィ
ス
キ
ー
で
頭
が
や
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。
他

方
で
、
日
本
人
は
、
当
分
の
間
は
そ
う
し
て
お
い
た
ほ
う
が
得
策
だ
か
ら
と

い
う
理
由
で
、
純
粋
な
ア
ー
リ
ア
人
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
道
徳
と
か
人
生

観
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
、
ま
や
か
し
と
さ
れ
た
。
ア
ー
リ
ア
民
族
の
た
め

に
、
少
女
、
成
人
女
性
、
戦
争
未
亡
人
は
ど
ん
な
ド
イ
ツ
男
性
に
も
身
を
任

せ
て
、
そ
の
男
や
他
人
の
婚
約
者
の
姓
を
付
け
ら
れ
た
子
ど
も
を
産
む
こ
と

が
許
さ
れ
た
。
世
界
に
向
け
て
は
、
金き

ん

で
は
な
く
て
労
働
力
こ
そ
が
第
三
帝

国
の
宝
で
あ
る
と
発
信
さ
れ
た
。
そ
れ
な
の
に
、
彼
ら
は
、
殺
す
た
め
に
収

容
所
に
連
れ
て
き
た
囚
人
か
ら
、
ひ
と
か
け
ら
の
人
間
性
も
な
い
や
り
方
で

金き
ん

を
取
り
出
し
、
何
十
㌕
も
の
金
塊
を
生
産
す
る
た
め
だ
け
の
特
殊
な
施
設

設
備
を
建
造
し
た
。
実
際
は
ガ
ス
室
な
の
に
、
死
体
焼
却
場
の
地
下
室
は
、

ご
丁
寧
に
も
い
ろ
い
ろ
の
国
の
言
葉
で
浴
場
と
標
示
さ
れ
て
い
た
。
本
当
は

数
秒
で
人
間
を
殺
傷
す
る
た
め
な
の
に
、
チ
ク
ロ
ン
Ｂ
の
缶
詰
に
は
、
ゴ
キ

ブ
リ
そ
の
他
の
殺
虫
剤
と
い
う
ラ
ベ
ル
が
貼
っ
て
あ
っ
た
。

来
る
日
も
来
る
日
も
囚
人
た
ち
は
、
強
制
収
容
所
の
「
働
け
ば

ア
ル
バ
イ
ト
・

自
由
に
な
る

マ
ハ
ト
・
フ
ラ
イ

」
と
い
う
標
識
の
下
を
通
っ
た
。
次
は
、
そ
の
実
相
を
例
示
し

て
い
る
。

あ
る
日
、
三
両
連
結
の
列
車
が
ラ
ン
プ
に
牽
引
さ
れ
て
き
た
。
貨
物
列
車

か
ら
現
れ
た
人
々
は
や
つ
れ
は
て
、
ほ
と
ん
ど
立
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
ず
、

レ
モ
ン
の
よ
う
に
黄
色
い
顔
を
し
て
い
た
。
お
よ
そ
三
〇
〇
人
が
い
た
が
、

死
体
焼
却
場
の
ゲ
ー
ト
で
私
は
数
人
と
話
し
て
み
た
。
三
ヶ
月
前
に
、
硫
酸

工
場
で
の
作
業
の
た
め
に
、
三
〇
〇
〇
人
も
の
大
編
成
の
移
送
列
車
に
乗
っ

て
Ｂ
Ⅱ
ｄ
収
容
区
か
ら
移
送
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
仲
間
は
い
ろ
い
ろ
な

病
気
で
死
ん
だ
が
、
彼
ら
は
硫
酸
中
毒
に
罹
っ
て
い
た
。
顔
色
が
黄
色
い
わ

け
だ
。
こ
の
た
め
に
、
ド
イ
ツ
人
は
静
養
収
容
所
に
連
れ
て
行
く
と
い
っ
て

列
車
に
乗
せ
た
。
三
〇
分
後
に
、
私
は
、
死
体
焼
却
場
の
炉
前
に
横
た
わ
る

血
ま
み
れ
の
死
体
を
見
た
。「
働
け
ば
自
由
に
な
る
」「
静
養
収
容
所
」
の
実

態
が
こ
れ
だ
。

六
月
か
七
月
の
こ
と
だ
が
、
ギ
ュ
ウ
ギ
ュ
ウ
詰
め
の
バ
ラ
ッ
ク
に
い
る
囚

人
に
一
〇
万
枚
も
の
ハ
ガ
キ
が
配
ら
れ
、
友
人
に
宛
て
て
書
け
と
い
う
命
令

が
あ
っ
た
。
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
と
か
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
で
は
な
く
、
ス
イ
ス
と

の
国
境
近
く
の
町
、
ア
ム
・
ヴ
ァ
ル
ト
ゼ
ー
［
と
い
う
架
空
の
町
］
か
ら
時

候
の
挨
拶
を
送
る
よ
う
指
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ハ
ガ
キ
が
投
函
さ
れ
、
返

信
も
届
い
た
。
私
は
こ
の
目
で
返
事
の
書
状
や
ハ
ガ
キ
を
見
た
が
、
そ
の
う

ち
の
約
五
万
通
は
死
体
焼
却
場
の
庭
に
積
み
上
げ
ら
れ
、
燃
や
さ
れ
た
の
も
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見
た
。
そ
れ
を
受
け
取
っ
た
者
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。
受
取
人
そ
の
人
が
、

も
う
焼
か
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
ん
な
こ
と
が
一
体
全
体
何
の
役
に
立

つ
の
か
と
言
え
ば
、
そ
の
目
的
は
世
界
中
の
世
論
を
和
ら
げ
、
欺
く
こ
と
で

あ
っ
た
。

二
〇

第
一
(二
)死
体
焼
却
場
の
ガ
ス
室
に
は
死
体
が
山
を
な
し
て
い
た
。
そ
の

山
か
ら
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
が
死
体
を
引
き
ず
り
下
ろ
し
始
め
た
。
エ
レ

ベ
ー
タ
の
う
な
り
声
と
扉
の
閉
じ
る
音
が
私
の
部
屋
に
も
届
い
た
。
作
業
は

目
い
っ
ぱ
い
に
進
ん
で
い
た
。
次
の
移
送
列
車
が
到
着
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
速
や
か
に
ガ
ス
室
を
空
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

突
然
、
ガ
ス
室
の
職
長
が
部
屋
に
飛
び
込
ん
で
き
て
、
ま
だ
生
き
て
い
る

女
性
が
死
体
の
中
か
ら
見
つ
か
っ
た
と
興
奮
し
て
言
っ
た
。

い
つ
も
身
近
に
置
い
て
あ
る
往
診
カ
バ
ン
を
手
に
、
階
下
の
ガ
ス
室
に

走
っ
た
。
広
い
ガ
ス
室
の
、
死
体
で
半
ば
塞ふ

さ

が
れ
た
入
り
口
の
奥
の
壁
の
下

の
ほ
う
に
、
痙
攣

け
い
れ
ん

し
て
い
る
若
い
女
性
が
い
た
。
喘
鳴

ぜ
ん
め
い

［
喘
息
な
ど
で
息
を

切
ら
し
て
ゼ
ー
ゼ
ー
と
出
る
音
］
が
酷ひ

ど

い
。
ガ
ス
室
の
作
業
員
が
と
て
も
心

配
し
て
集
ま
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
か
つ
て
一
度
も
な
か
っ
た
。

皆
で
死
体
の
山
か
ら
そ
の
身
体
を
引
き
出
し
た
。
私
は
ガ
ス
室
の
作
業
員

が
着
替
え
に
使
う
ガ
ス
室
横
の
部
屋
に
、
体
重
の
軽
い
こ
の
少
女
を
運
び
ベ

ン
チ
に
横
た
え
た
。
年
齢
は
一
五
歳
く
ら
い
に
ち
が
い
な
い
。
私
は
注
射
器

を
取
り
出
し
て
、
一
本
打
っ
て
は
も
う
一
本
打
ち
、
手
早
く
三
本
注
射
し
た
。

男
た
ち
は
冷
た
く
な
っ
た
少
女
に
分
厚
い
コ
ー
ト
を
掛
け
て
や
っ
た
。
厨
房

に
走
っ
て
、
紅
茶
や
ス
ー
プ
を
も
っ
て
き
た
者
も
い
た
。
み
ん
な
は
、
ま
る

で
自
分
の
子
ど
も
を
生
か
そ
う
と
懸
命
に
な
っ
て
い
る
親
の
よ
う
に
、
何
と

か
助
け
た
い
と
願
っ
て
い
た
。

つ
い
に
私
た
ち
の
努
力
が
効
果
を
挙
げ
始
め
た
。
そ
の
少
女
は
咳
を
し
て

肺
か
ら
ひ
と
塊

か
た
ま
りの
痰た

ん

を
吐
き
出
し
た
。
そ
の
子
は
目
を
開
け
て
、
ぼ
ん
や
り

と
天
井
を
見
つ
め
た
。
私
は
心
配
し
な
が
ら
も
蘇
生
の
兆
候
を
待
っ
て
い
た
。

息
づ
か
い
が
次
第
に
深
く
な
っ
て
き
た
。
ガ
ス
で
弱
っ
た
肺
は
空
気
が
欲
し

く
て
た
ま
ら
な
い
の
だ
。
注
射
が
効
い
て
次
第
に
脈
が
強
く
な
っ
て
き
た
。
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辛
抱
強
く
待
っ
た
。
ま
だ
注
射
は
最
大
限
の
効
果
を
発
揮
し
て
は
い
な
か
っ

た
が
、
数
分
で
完
全
に
意
識
が
戻
る
と
見
た
。
実
際
に
そ
う
な
っ
た
。

華き
ゃ

奢し
ゃ

な
顔
は
赤
み
を
帯
び
、
警
戒
し
た
目
つ
き
に
な
っ
た
。
と
て
も
戸

惑
っ
た
目
で
私
た
ち
を
見
つ
め
、
そ
れ
か
ら
目
を
閉
じ
た
。
何
が
起
こ
ろ
う

と
し
て
い
る
の
か
が
、
ま
だ
分
か
っ
て
い
な
い
。
何
が
あ
っ
た
の
か
も
理
解

で
き
て
い
な
い
。
こ
れ
が
現
実
か
ど
う
か
さ
え
も
分
か
ら
な
い
の
だ
。
意
識

は
ぼ
ん
や
り
し
て
い
た
。
曖
昧
な
が
ら
も
、
今
い
る
所
へ
運
ん
で
き
た
列
車

の
記
憶
は
あ
っ
た
。
列
に
並
び
、
何
が
な
ん
だ
か
分
か
ら
な
い
ま
ま
に
、
群

衆
と
一
緒
に
動
い
た
こ
と
も
記
憶
し
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
、
大
き
く
て
、
と

て
も
明
る
い
照
明
の
地
下
室
が
あ
っ
た
。
あ
っ
と
い
う
間
の
出
来
事
だ
っ
た
。

服
を
脱
げ
と
い
う
命
令
が
あ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
と
て
も
い
や
だ
っ
た

が
、
み
ん
な
が
従
う
か
ら
裸
に
な
っ
た
。
彼
女
は
他
の
人
と
一
緒
に
別
の
部

屋
に
押
し
込
め
ら
れ
た
。
誰
も
が
緊
張
し
た
。
こ
の
部
屋
も
明
る
く
照
明
さ

れ
て
い
た
。
群
衆
の
中
に
家
族
を
探
し
た
が
、
果
た
せ
な
か
っ
た
。
彼
女
は

壁
に
ぴ
っ
た
り
と
く
っ
つ
い
て
、
次
に
何
が
起
こ
る
か
を
待
っ
た
。
突
然
、

目
の
前
が
暗
く
な
り
何
か
が
目
と
喉
を
刺
し
、
息
苦
し
く
な
っ
て
意
識
を
失

い
、
奈
落
の
底
へ
…
…
。

少
女
は
ま
す
ま
す
興
奮
し
て
、
頭
を
も
た
げ
、
起
き
上
が
ろ
う
と
し
て
、

周
り
を
右
、
左
と
見
回
し
た
。
顔
が
歪
み
、
私
の
襟
を
つ
か
ん
で
か
ら
、
首

に
し
が
み
つ
い
て
、
ゆ
っ
く
り
と
起
き
上
が
ろ
う
と
し
た
。
私
は
、
ま
だ
横

に
な
っ
て
い
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
が
、
こ
の
少
女
は
意
を
決
し
て
起
き
上
が

ろ
う
と
し
た
。
こ
れ
は
強
い
精
神
的
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
徐
々
に
抗あ

ら
がう
こ
と
を
や
め
、
疲
れ
て
横
に
な
っ
た
。
大
粒
の
キ
ラ
キ

ラ
し
た
涙
が
こ
ぼ
れ
落
ち
た
が
、
泣
い
て
は
い
な
か
っ
た
。

私
の
質
問
に
初
め
て
返
事
が
あ
っ
た
。
疲
れ
さ
せ
た
く
な
か
っ
た
の
で
、

多
く
を
質
問
す
る
こ
と
は
控
え
た
。
彼
女
が
一
六
歳
で
、
両
親
と
一
緒
に
ハ

ン
ガ
リ
ー
か
ら
の
移
送
列
車
に
乗
っ
て
来
た
こ
と
を
知
る
だ
け
で
十
分
で

あ
っ
た
。

私
は
暖
か
い
ク
リ
ア
・
ス
ー
プ

ブ

イ

ヨ

ン

を
手
渡
し
た
。
そ
の
子
は
そ
れ
を
飲
ん
だ
。

ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
幾
人
か
が
、
あ
れ
や
こ
れ
や
と
お
い
し
い
食
べ
物
を

も
っ
て
き
た
が
、
私
は
何
も
や
ら
な
い
で
く
れ
と
言
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
に
、

首
ま
で
コ
ー
ト
を
掛
け
て
眠
る
よ
う
に
と
彼
女
に
言
っ
た
。

考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
私
は
、
仲
間
と
一
緒
に
解
決

策
を
探
そ
う
と
し
た
。
問
題
の
要
点
は
、
こ
の
子
に
た
い
し
て
何
を
な
す
べ

き
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
死
体
焼
却
場
に
は
そ
う
長
く
留
ま
っ
て
は
い
ら

れ
な
い
こ
と
は
知
っ
て
い
る
。

ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
だ
け
が
作
業
し
て
い
る
よ
う
な
場
所
で
、
こ
の
小
さ

な
少
女
が
生
き
残
れ
る
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
厳
格
な
規
則

を
知
っ
て
い
る
。
移
送
さ
れ
た
囚
人
も
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
も
、
誰
で
あ
ろ

う
と
、
死
体
焼
却
場
か
ら
は
生
き
て
出
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

相
談
す
る
時
間
も
な
か
っ
た
。
ム
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
軍
曹
が
、
巡
廻
と
作
業

監
視
の
た
め
に
、
い
つ
も
の
よ
う
に
や
っ
て
来
た
の
だ
。
開
い
た
ド
ア
越
し

に
、
彼
は
皆
が
集
ま
っ
て
い
る
の
に
気
づ
き
、
部
屋
に
入
っ
て
何
が
起
こ
っ

て
い
る
か
を
知
っ
た
。
遅
す
ぎ
た
。
彼
は
そ
こ
に
横
た
わ
る
少
女
を
見
て
し

ま
っ
た
。
私
は
、
仲
間
に
は
出
て
く
れ
と
言
っ
て
、
不
可
能
な
こ
と
を
一
人

で
や
ろ
う
と
し
た
。

同
じ
屋
根
の
下
で
過
ご
し
た
三
ヶ
月
間
で
、
二
人
の
間
に
は
と
て
も
特
殊

な
人
間
関
係
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
。
ド
イ
ツ
人
に
は
、
た
と
え
強
制
収
容

所
の
囚
人
で
あ
ろ
う
と
も
、
あ
る
種
の
必
要
な
専
門
知
識
を
も
っ
て
い
る
者

に
は
敬
意
を
も
っ
て
処
遇
す
る
と
い
う
習
慣
が
あ
る
。
靴
職
人
で
も
仕
立
屋

で
も
大
工
で
も
錠
前
職
人
で
も
、
こ
れ
は
当
て
は
ま
る
。
こ
れ
ま
で
何
回
と

な
く
ム
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
に
会
っ
て
い
る
私
は
、
彼
が
私
の
専
門
性
に
一
目
置

い
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
た
。
剖
検
を
任
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も

あ
る
。
ム
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
は
、
私
の
上
司
が
収
容
所
主
任
医
官
で
あ
り
、
ま

た
最
も
怖
が
ら
れ
て
い
る
人
の
一
人
、
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
で
あ
る
こ
と

も
知
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
人
に
あ
り
が
ち
な
、
う
ぬ
ぼ
れ
屋
の
ム
ー
ス
フ
ェ
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ル
ト
は
、
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
こ
そ
ド
イ
ツ
医
学
界
で
最
も
偉
大
な
る
キ

ラ
星
の
一
人
で
あ
る
と
見
て
い
た
。
ム
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
に
言
わ
せ
れ
ば
、
何

十
万
も
の
ガ
ス
殺
は
、
愛
国
的
な
義
務
の
履
行
で
あ
っ
た
。
彼
に
よ
る
と
、

剖
検
は
ド
イ
ツ
医
学
の
知
識
を
増
進
さ
せ
る
の
に
役
立
っ
て
い
る
。
あ
る
意

味
で
、
こ
の
よ
う
な
彼
の
態
度
は
私
に
と
っ
て
有
利
に
働
く
。
し
ば
し
ば
解

剖
室
を
訪
れ
る
ム
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
と
は
、
そ
の
度
に
政
治
の
こ
と
、
戦
局
の

こ
と
な
ど
様
々
な
事
柄
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
死
体
の
解
剖
が
血
な
ま
ぐ

さ
い
自
分
の
仕
事
と
同
じ
だ
と
見
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
彼
も
私
に
は
一
目
置

い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

三
人
の
親
衛
隊
員
を
従
え
た
ム
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
は
第
一
(二
)死
体
焼
却
場

の
指
揮
官
で
あ
り
、
ま
た
筆
頭
死
刑
執
行
人
で
も
あ
っ
た
。
彼
ら
は
一
緒
に

な
っ
て
、
選
別
さ
れ
た
収
容
所
の
囚
人
だ
け
で
な
く
、
外
部
か
ら
移
送
さ
れ

て
き
た
「
静
養
収
容
所
」
の
囚
人
を
も
殺
害
し
た
。
犠
牲
者
は
み
な
後
頭
部

を
撃
た
れ
た
。
犠
牲
者
が
五
〇
〇
人
未
満
の
と
き
は
、
こ
の
や
り
方
で
処
刑

し
た
。
五
〇
〇
人
殺
そ
う
と
三
〇
〇
〇
人
殺
そ
う
と
関
係
な
く
、
必
要
な
チ

ク
ロ
ン
Ｂ
の
量
は
同
じ
な
の
で
、
大
量
虐
殺
の
と
き
に
限
っ
て
ガ
ス
室
が
使

用
さ
れ
た
。
衣
服
を
収
集
す
る
ト
ラ
ッ
ク
と
か
チ
ク
ロ
ン
Ｂ
と
二
人
の
死
刑

執
行
人
を
運
ぶ
救
急
車
の
手
配
は
、
事
を
処
す
る
上
で
現
実
的
で
な
い
こ
と

も
あ
っ
た
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
次
第
で
、
後
頭
部
か
ら
の
一
発
が
殺
人
方
法

と
し
て
好
ま
れ
た
。

私
は
冷
静
に
用
心
深
く
少
女
の
恐
怖
体
験
を
話
し
、
ガ
ス
室
で
の
死
か
ら

よ
う
や
く
生
還
し
た
こ
の
子
の
恐
ろ
し
い
光
景
を
ム
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
に
話
し

た
。
少
女
の
周
り
が
突
然
暗
転
し
た
と
き
の
有
様
、
致
死
性
の
チ
ク
ロ
ン
Ｂ

を
吸
入
し
た
が
ご
く
少
量
だ
っ
た
に
違
い
な
い
こ
と
、
身
体
が
華き

ゃ

奢し
ゃ

に
で
き

て
い
た
せ
い
で
、
死
に
抗あ

ら
がっ
て
い
た
群
衆
の
中
で
押
し
倒
さ
れ
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
床
の
湿
っ
た
部
分
に
う
つ
ぶ
せ
に
な
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
こ
と

な
ど
を
話
し
た
。
チ
ク
ロ
ン
Ｂ
は
湿
り
気
を
帯
び
た
空
中
で
は
う
ま
く
効
き

か
な
い
の
で
、
ガ
ス
窒
息
か
ら
救
っ
た
の
は
湿
気
に
違
い
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
ム
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
に
説
明
し
、
こ
の
子
の
た
め
に
何

か
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
と
お
願
い
し
た
。
私
の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
た
彼
は
、

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
ど
う
し
た
い
の
だ
と
私
に
尋
ね
た
。
狡こ

う

猾か
つ

な
問
い

だ
と
強
く
感
じ
た
。
そ
の
口
ぶ
り
か
ら
、
私
が
彼
を
面
倒
な
立
場
に
追
い
や

ろ
う
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
死
体
焼
却
場
に
こ
の

少
女
が
留
ま
っ
て
い
ら
れ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
一
つ
だ
け
あ
る
。
こ
の
少
女
を
ゲ
ー
ト
の

外
に
連
れ
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
毎
日
、
死
体
焼
却
場
の
近
く
で

は
、
多
く
の
女
性
道
路
建
設
作
業
員
が
働
い
て
い
た
。
夕
方
に
な
れ
ば
、
こ

の
少
女
は
女
性
作
業
員
と
一
緒
に
収
容
所
に
戻
り
、
バ
ラ
ッ
ク
の
一
つ
に
入

れ
ら
れ
、
起
こ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
口
を
閉
ざ
せ
ば
よ
い
だ
ろ
う
。
何
千
も

の
女
性
囚
人
の
中
で
彼
女
が
目
立
つ
こ
と
は
ま
っ
た
く
な
い
。
結
局
、
こ
こ

で
は
互
い
の
こ
と
を
知
ら
な
い
人
が
多
い
の
だ
か
ら
。

ム
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
の
弁
は
こ
う
だ
っ
た
。「
こ
の
少
女
が
二
歳
か
三
歳
で

あ
れ
ば
、
で
き
る
こ
と
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
二
〇
歳
な
ら
、
生
き
残

ら
せ
た
環
境
が
い
か
に
奇
跡
的
で
あ
っ
た
か
を
思
い
知
り
、
そ
の
体
験
を
口

外
し
な
い
だ
け
の
分
別
は
あ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
一
六
歳
の
子
ど
も
は
あ
ま

り
に
も
世
間
知
ら
ず
で
、
ど
こ
で
何
が
起
こ
り
何
を
見
た
か
、
そ
の
経
験
の

一
切
合
切
を
話
し
て
し
ま
う
も
の
だ
。
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
あ
っ
と
い
う
間
に

収
容
所
全
体
に
広
が
っ
て
し
ま
う
。
他
に
し
よ
う
が
な
い
。
こ
の
子
は
死
な

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

一
五
分
く
ら
い
し
て
、
少
女
は
あ
の
部
屋
か
ら
連
れ
出
さ
れ
た
、
の
で
は

な
く
抱
き
か
か
え
ら
れ
て
外
に
出
て
、
後
頭
部
に
一
発
の
銃
弾
を
撃
た
れ
て

殺
さ
れ
た
。
処
刑
人
は
ム
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
で
は
な
か
っ
た
。
誰
か
に
や
ら
せ

た
の
だ
。
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二
一

第
一
(二
)死
体
焼
却
場
の
一
階
に
は
、
親
衛
隊
宿
舎
の
隣
に
大
工
の
工
房

が
あ
り
、
指
物
師
が
三
人
、
配
属
さ
れ
て
い
た
。
役
得
を
利
用
し
て
命
令
し

た
ム
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
軍
曹
の
個
人
的
な
注
文
を
受
け
た
彼
ら
が
、
作
業
を
し

て
い
る
。
大
型
の
ソ
フ
ァ
に
も
な
る
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
を
至
急
製
作
し
ろ
と
、

命
令
さ
れ
た
の
だ
。
す
ぐ
に
取
り
か
か
っ
た
が
、
手
狭
の
た
め
に
簡
単
で
は

な
か
っ
た
。
移
送
列
車
に
乗
っ
て
き
た
高
齢
者
や
衰
弱
し
た
人
を
運
ぶ
と
き

に
使
う
肘
掛
け
椅
子
か
ら
、
バ
ネ
を
取
り
外
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
椅
子
は
、
死
体
焼
却
場
の
庭
に
は
何
十
脚
も
あ
っ

て
、
夕
方
に
は
、
私
た
ち
は
そ
れ
に
腰
を
掛
け
た
。

と
う
と
う
仕
様
書
通
り
に
ベ
ッ
ド
が
完
成
し
た
。
私
の
目
か
ら
見
れ
ば
、

そ
れ
は
、
へ
ん
て
こ
な
木
材
を
使
い
、
肘
掛
け
椅
子
か
ら
取
り
出
し
た
バ
ネ

と
内
装
材
に
使
う
最
高
級
の
ペ
ル
シ
ャ
絨じ

ゅ
う

毯た
ん

を
再
利
用
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
二
人
の
フ
ラ
ン
ス
人
電
気
技
師
が
そ
れ
に
読
書
灯
と
ラ
ジ
オ
の
専
用
棚

を
組
み
こ
ん
だ
。
ベ
ッ
ド
の
木
部
は
真
っ
赤
に
塗
装
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、

死
体
焼
却
場
の
屋
根
裏
部
屋
［
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
一
般
作
業
員
の
寝

室
］
に
置
け
ば
見
た
目
に
も
豪
奢
で
は
あ
る
が
、
週
末
に
届
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
マ
ン
ハ
イ
ム
の
プ
チ
・
ブ
ル
、
ム
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
軍
曹
の
実

家
で
は
、
そ
れ
以
上
に
見
栄
え
の
す
る
代
物
で
あ
っ
て
、
愛
党
心
に
溢
れ
る

軍
曹
が
激
戦
を
終
え
て
帰
郷
す
る
ま
で
、
き
っ
と
待
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
の
週
に
、
私
は
ム
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
の
部
屋
で
見
た
の
だ
が
、
六
着
は
あ

ろ
う
か
、
絹
製
の
パ
ジ
ャ
マ
が
梱
包
を
待
つ
ば
か
り
だ
っ
た
。
実
家
に
宛
て

た
ベ
ッ
ド
の
お
ま
け
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
な
い
。
そ
れ
は
意
匠
を
凝
ら

し
た
外
国
製
だ
っ
た
。
ド
イ
ツ
で
は
す
べ
て
が
配
給
品
で
あ
る
が
、
死
体
焼

却
場
で
は
ム
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
は
、
犠
牲
者
が
脱
衣
場
に
残
し
た
た
く
さ
ん
の

物
品
か
ら
、
自
由
に
選
び
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
ど
ん
な
物
品
で
も
価
格
は

一
つ
し
か
な
い
。
六
㍉
口
径
の
ピ
ス
ト
ル
か
ら
後
頭
部
へ
の
一
発
が
そ
の
値

段
だ
。
銃
弾
は
死
体
焼
却
場
で
の
配
給
票
の
代
わ
り
で
あ
っ
た
。
殺
害
さ
れ

た
被
害
者
一
人
ひ
と
り
か
ら
、
親
衛
隊
員
は
、
装
身
具
、
皮
や
毛
皮
の
コ
ー

ト
、
絹
製
品
、
上
等
な
靴
を
失
敬
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
紅
茶
、
コ
ー
ヒ
ー
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
缶
詰
食
品
な
ど
数
㌕
を
詰
め
込
ん
だ
小
包
が
、
一
週
間
と

空
け
ず
に
隊
員
の
実
家
に
届
か
な
い
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
無
制
限
に
見
え
る
機
会
に
刺
激
さ
れ
て
、
あ
の
軍
曹
は
特
製

ベ
ッ
ド
を
作
ら
せ
て
実
家
に
送
り
届
け
る
と
い
う
の
だ
。

数
日
間
、
こ
の
ベ
ッ
ド
の
構
造
を
観
察
し
て
い
て
、
あ
る
ア
イ
デ
ィ
ア
が

浮
か
ん
だ
。
そ
し
て
、
こ
の
ア
イ
デ
ィ
は
次
第
に
膨
ら
み
、
ひ
と
か
ど
の
計

画
に
育
っ
て
い
っ
た
。

私
た
ち
は
み
ん
な
、
す
ぐ
に
死
ぬ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
疑
い
の

余
地
が
な
い
。
私
た
ち
は
そ
の
こ
と
に
慣
れ
て
い
て
、
逃
げ
道
が
な
い
こ
と

を
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
あ
る
一
つ
の
こ
と
で
私
は
落
ち
着
き
を
失
っ
て

い
る
。
す
で
に
第
一
一
期
ま
で
の
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
が
抹
殺
さ
れ
た
。
彼

ら
は
み
な
屋
内
と
屋
外
の
死
体
焼
却
場
で
の
恐
ろ
し
い
秘
密
を
掴つ

か

ん
で
い
た

か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
は
許
せ
な
い
。「
優
秀
民
族
」

が
言
葉
で
は
表
せ
な
い
ほ
ど
残
忍
で
堕
落
し
き
っ
た
体
制
を
ど
う
や
っ
て
構

築
し
た
か
に
つ
い
て
、
私
た
ち
の
死
後
に
世
界
中
の
人
々
が
そ
の
真
実
を
学

ぶ
方
法
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

世
界
は
そ
の
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
出

所
は
こ
こ
だ
。
何
年
か
か
る
か
分
か
ら
な
い
が
、
告
発
の
証
拠
が
日
の
目
を

見
れ
ば
、
世
界
が
知
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
第
一
(二
)死
体
焼
却
場
に

い
る
二
〇
〇
人
の
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
は
、
証
拠
文
書
に
署
名
し
て
く
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
を
あ
の
ベ
ッ
ド
に
仕
込
ん
で
密
か
に
収
容
所
か
ら
持

ち
出
し
、
ご
く
短
い
間
で
も
マ
ン
ハ
イ
ム
の
ム
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
軍
曹
宅
に
隠

し
て
お
こ
う
。

こ
う
し
て
証
拠
文
書
が
作
成
さ
れ
た
。
そ
れ
に
は
数
年
間
に
亘
る
収
容
所
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で
の
虐
殺
が
事
細
か
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
犯
罪
人
の
名
前
を
記
載

し
た
。
犠
牲
者
の
囚
人
番
号
、
そ
し
て
大
量
虐
殺
の
方
法
と
手
段
も
書
い
た
。

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
だ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
文
書
係
が
、
イ
ン

ド
・
イ
ン
ク
(二
四
)
を
使
っ
て
カ
リ
グ
ラ
フ
体
の
文
字
で
書
い
て
、
こ
の
上

な
く
優
雅
な
古
文
書
様
式
に
仕
立
て
上
げ
、
大
判
の
羊
皮
紙
三
枚
に
全
部
書

き
上
げ
た
。
四
枚
目
に
は
、
二
〇
〇
人
の
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
署
名
を
記

載
し
た
。
四
枚
の
羊
皮
紙
は
き
れ
い
な
絹
糸
で
綴と

じ
て
巻
物
に
し
た
後
に
、

金
属
工
が
腕
を
振
る
っ
た
シ
リ
ン
ダ
ー
の
鞘
管

ス
リ
ー
ブ

の
中
に
入
れ
た
。
空
気
と
水

の
悪
影
響
か
ら
証
拠
文
書
を
保
護
す
る
た
め
に
、
こ
の
管
は
ハ
ン
ダ
で
密
閉

し
、
そ
れ
を
家
具
職
人
が
ベ
ッ
ド
の
バ
ネ
の
間
に
取
り
付
け
た
。

さ
ら
に
同
じ
囚
人
が
署
名
し
た
同
一
の
証
拠
文
書
を
金
属
製
の
箱
に
入
れ

て
、
第
二
(三
)死
体
焼
却
場
の
庭
に
埋
め
た
(42
)。

（
二
四
）
墨
汁
の
一
種
、
中
国
発
祥
と
言
わ
れ
る
。
交
易
に
イ
ン
ド
を
経
由
し
た
か

ら
と
も
。

二
二

毎
日
、
夜
七
時
頃
に
な
る
と
、
ト
ラ
ッ
ク
が
一
台
、
死
体
焼
却
場
の
ゲ
ー

ト
を
通
っ
た
。
い
つ
も
男
性
ま
た
は
女
性
が
七
〇
人
～
八
〇
人
運
ば
れ
て
殺

さ
れ
た
。
彼
ら
は
、
強
制
収
容
所
の
バ
ラ
ッ
ク
か
病
院
に
い
た
囚
人
の
中
か

ら
か
ら
選
別
さ
れ
た
、
そ
の
日
の
割
り
当
て
分
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
数
年
で

は
な
い
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
二
、
三
ヶ
月
は
そ
こ
に
い
た
の
で
、
自
分

た
ち
の
運
命
に
は
幻
想
を
抱
い
て
い
な
か
っ
た
。
ト
ラ
ッ
ク
が
到
着
す
る
と
、

ま
さ
に
死
の
う
と
す
る
人
た
ち
の
、
恐
怖
に
怯お

び

え
た
叫
び
声
が
も
の
す
ご
い

音
に
な
っ
て
、
庭
全
体
に
響
き
渡
っ
た
。
選
別
さ
れ
た
人
た
ち
は
、
ひ
と
た

び
煙
突
の
あ
る
死
体
焼
却
場
に
足
を
踏
み
入
れ
れ
ば
、
逃
げ
る
術す

べ

が
な
い
こ

と
を
知
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
光
景
は
見
た
く
も
な
い
。
い
つ
も
私
は
庭

の
一
番
奥
ま
で
行
き
、
銃
声
が
聞
こ
え
ず
、
悲
鳴
が
か
き
消
さ
れ
る
松
の
茂

み
に
身
を
隠
し
た
。

し
か
し
、
あ
の
晩
は
運
が
な
か
っ
た
。
午
後
五
時
か
ら
解
剖
室
で
仕
事
を
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(42
)
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
こ
の
文
書
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ

以
外
の
六
編
の
文
書
が
、
調
査
の
結
果
と
し
て
、
あ
る
い
は
ま
っ
た
く
偶
然
に
見

つ
か
っ
た
。
一
九
四
五
年
に
三
編
、
そ
し
て
一
九
五
二
年
、
一
九
六
二
年
、
一
九

八
〇
年
に
一
編
ず
つ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
四
編
は
、
ニ
ス
リ
が
言
う
よ
う
に
、
第

二
(三
)死
体
焼
却
場
の
周
辺
に
埋
め
ら
れ
て
い
た
。
六
編
の
手
書
き
文
書
の
う
ち

五
編
は
、Am

idst
a
N
ightm
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し
て
い
た
。
あ
る
軍
曹
が
自
殺
し
た
と
き
の
様
子
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
遺
体
は
グ
リ
ヴ
ィ
ツ
ェ
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
。

剖
検
の
立
会
人
は
、
軍
法
会
議
裁
判
官
、
親
衛
隊
大
尉
、
親
衛
隊
書
記
官
が

そ
れ
ぞ
れ
一
名
ず
つ
だ
っ
た
。
七
時
頃
に
な
っ
た
。
私
は
、
剖
検
に
基
づ
く

発
見
事
実
を
親
衛
隊
書
記
官
に
口
述
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
と
き
、

男
性
の
囚
人
を
満
載
し
た
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
庭
に
入
っ
て
き
た
。
解
剖
室
に

は
、
緑
色
を
し
た
金
属
製
の
網
戸
を
付
け
た
大
き
な
窓
が
二
つ
あ
り
、
庭
に

面
し
て
い
た
。
ト
ラ
ッ
ク
が
止
ま
っ
た
の
は
こ
の
窓
の
側
だ
っ
た
。
不
幸
な

乗
客
は
と
て
も
静
か
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
推
察
す
る
に
、
こ
の
人
た
ち
は
バ

ラ
ッ
ク
か
ら
で
は
な
く
病
院
で
選
別
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
皆
、
重

篤
で
あ
り
、
衰
弱
の
あ
ま
り
叫
ぶ
こ
と
も
で
き
な
け
れ
ば
、
高
い
荷
台
に
よ

じ
登
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
親
衛
隊
の
監
視
兵
が
大
声
で

急
が
せ
る
が
、
動
く
者
は
い
な
い
。
ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
し
て
き
た
親
衛
隊
の

下
士
官
は
と
う
と
う
我
慢
が
で
き
な
く
な
っ
て
、
運
転
席
に
戻
り
エ
ン
ジ
ン

を
か
け
、
荷
台
の
前
方
を
上
に
あ
げ
た
。
囚
人
は
、
文
字
通
り
投
棄
さ
れ
た
。

病
人
も
死
に
そ
う
な
人
も
、
次
々
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
地
面
の
上
に
逆
さ
ま

に
な
っ
て
こ
ろ
げ
落
ち
た
。
彼
ら
は
地
面
で
の
た
う
ち
回
り
泣
き
、
叫
び
声

を
あ
げ
た
。
そ
れ
は
地
獄
の
光
景
だ
っ
た
。

罵
詈
雑
言
や
怒
声
が
、
立
会
人
と
し
て
来
た
親
衛
隊
将
校
の
注
意
を
引
き
、

外
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
と
私
に
尋
ね
た
。
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
彼

は
窓
に
近
づ
い
た
。
そ
の
光
景
は
、
明
ら
か
に
彼
に
と
っ
て
は
衝
撃
だ
っ
た
。

非
難
を
込
め
て
、「
静
か
に
し
ろ
、
み
ん
な
だ
。
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
な
。

…
…
」
と
言
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
は
犠
牲
者
の
衣
服
を
脱
が
せ
、
そ
れ
を
庭
の
中
央
に

で
き
た
山
に
勢
い
よ
く
放
り
上
げ
た
。
裸
に
な
っ
た
不
幸
な
人
た
ち
は
死
体

焼
却
場
の
建
屋
の
中
に
連
れ
て
行
か
れ
た
。
炉
前
に
は
す
で
に
ム
ー
ス
フ
ェ

ル
ト
軍
曹
が
彼
ら
を
待
っ
て
い
た
。
今
日
は
彼
の
番
だ
。
ゴ
ム
手
袋
を
着
用

し
、
銃
を
持
っ
て
い
た
。
一
人
、
ま
た
一
人
と
彼
の
前
に
連
れ
出
さ
れ
、

次
々
と
床
の
上
で
死
体
に
な
っ
た
。
そ
の
死
体
は
、
次
の
犠
牲
者
の
場
所
を

作
る
た
め
に
す
ぐ
に
片
付
け
ら
れ
た
。
わ
ず
か
数
分
間
で
、
ム
ー
ス
フ
ェ
ル

ト
は
八
〇
人
を
「
ひ
っ
く
り
返
し
た
」。
こ
う
い
う
と
き
に
は
、
そ
う
い
う

言
い
方
を
し
た
の
だ
。
三
〇
分
後
に
犠
牲
者
が
残
し
た
も
の
は
、
一
握
り
の

灰
だ
け
だ
っ
た
。

そ
の
晩
遅
く
に
な
っ
て
か
ら
、
軍
曹
が
私
の
部
屋
に
来
て
、
診み

て
く
れ
と

言
っ
た
。
動
悸
が
し
て
頭
も
痛
い
と
訴
え
て
い
る
。
血
圧
を
測
り
、
脈
を

と
っ
て
、
心
音
を
聴
い
た
。
こ
れ
と
言
っ
た
こ
と
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

正
常
か
ら
外
れ
て
い
る
も
の
は
な
い
。
た
だ
、
心
拍
だ
け
は
正
常
よ
り
も
わ

ず
か
に
早
か
っ
た
。
そ
の
原
因
は
、
ち
ょ
う
ど
三
〇
分
前
に
死
体
焼
却
場
で

し
た
作
業
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。
そ
う
言
っ
て
、
彼
を
落
ち
着
か
せ
よ
う
と

し
た
が
、
実
際
に
は
こ
れ
が
真
逆
の
効
果
を
も
た
ら
し
た
。

彼
は
憤
慨
し
て
起
き
上
が
り
、
目
の
前
に
立
っ
て
宣
言
し
た
。「
お
ま
え

の
診
断
は
間
違
っ
て
い
る
。
八
〇
人
射
殺
し
よ
う
が
、
一
〇
〇
〇
人
射
殺
し

よ
う
が
、
俺
に
は
ど
う
で
も
い
い
。
そ
ん
な
こ
と
で
ビ
ビ
る
よ
う
な
俺
で
は

な
い
。
イ
ラ
イ
ラ
の
原
因
が
分
か
る
か
。
飲
み
過
ぎ
だ
か
ら
だ
。」

明
ら
か
に
気
落
ち
し
て
、
軍
曹
は
こ
う
言
っ
て
か
ら
部
屋
を
出
た
。
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二
三

眠
り
に
入
る
前
に
読
書
す
る
の
が
常
だ
っ
た
。
あ
の
特
別
な
夜
も
そ
う

だ
っ
た
。
だ
が
、
長
く
は
で
き
な
か
っ
た
。
突
然
の
停
電
の
せ
い
で
あ
る
が
、

そ
の
後
で
空
襲
警
報
を
聞
い
た
か
ら
で
も
あ
る
。
空
襲
警
報
が
発
令
さ
れ
る

と
、
完
全
武
装
の
親
衛
隊
員
が
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
た
め
の
防
空
壕
、
つ

ま
り
は
ガ
ス
室
に
私
た
ち
を
誘
導
し
た
。
こ
の
と
き
も
違
っ
た
と
こ
ろ
は
な

か
っ
た
。
私
た
ち
は
服
を
着
て
、
階
段
を
降
り
た
。

沈
ん
だ
心
で
暗
い
ガ
ス
室
に
入
っ
た
。
そ
こ
に
は
私
た
ち
の
よ
う
な
者
が

二
〇
〇
人
い
た
。
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
全
員
だ
。
何
十
万
も
の
人
た
ち
が

ま
さ
に
こ
の
部
屋
で
殺
さ
れ
た
と
い
う
事
実
を
は
っ
き
り
と
自
覚
し
た
と
き

は
、
と
て
も
恐
ろ
し
か
っ
た
。
も
う
す
ぐ
私
た
ち
の
番
に
な
り
、
同
じ
状
況

の
下
で
親
衛
隊
員
が
扉
を
バ
タ
ン
と
閉
じ
て
、
四
缶
の
チ
ク
ロ
ン
Ｂ
で
殺
さ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
た
と
き
、
恐
ろ
し
さ
は
い
や
増
し
た
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
前
に
も
あ
っ
た
。
第
九
期
の
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の

一
部
が
Ｂ
Ⅱ
ｄ
収
容
区
の
一
三
号
棟
に
移
送
さ
れ
た
。
こ
の
棟
は
特
殊
な
隔

離
バ
ラ
ッ
ク
で
あ
る
。
上
か
ら
の
命
令
で
死
体
焼
却
場
で
は
な
く
て
、
一
三

号
棟
を
あ
て
が
わ
れ
た
、
そ
こ
か
ら
昼
夜
二
交
代
制
で
死
体
焼
却
場
に
出
向

い
て
作
業
に
当
た
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
作
業
員
は

聞
か
さ
れ
た
。
一
三
号
棟
に
入
っ
た
そ
の
晩
、
身
体
を
洗
い
着
替
え
る
た
め

と
称
し
て
、
Ｂ
Ⅱ
ｄ
収
容
区
の
浴
場
の
一
つ
に
連
れ
て
行
か
れ
た
。
シ
ャ

ワ
ー
の
後
、
裸
の
ま
ま
で
隣
の
部
屋
に
入
れ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
消
毒
済
み
の

衣
服
を
着
る
部
屋
の
よ
う
に
見
え
た
。
本
当
に
そ
こ
は
消
毒
室
で
あ
っ
て
、

外
側
か
ら
密
閉
さ
れ
て
お
り
、
ふ
だ
ん
は
シ
ラ
ミ
だ
ら
け
の
囚
人
服
を
燻く

ん

蒸じ
ょ
う

消
毒
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
と
き
は
四
〇
〇

人
の
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
を
ガ
ス
殺
す
る
た
め
に
使
わ
れ
た
。
彼
ら
の
死
体

は
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
ま
れ
、
燃
え
上
が
る
溝
に
運
ば
れ
た
。

す
べ
て
が
は
っ
き
り
す
る
ま
で
は
、
と
て
も
緊
張
す
る
が
、
そ
れ
に
は
十

分
す
ぎ
る
理
由
が
あ
る
の
だ
。
空
襲
は
三
時
間
続
い
た
。
私
た
ち
は
暗
闇
か

ら
出
た
。
数
㌖
も
の
有
刺
鉄
線
の
囲
い
を
、
再
び
ア
ー
ク
灯
が
照
ら
し
た
。

ベ
ッ
ド
に
戻
り
寝
よ
う
と
し
た
が
、
簡
単
で
は
な
か
っ
た
。

次
の
日
の
往
診
で
第
二
(三
)死
体
焼
却
場
に
行
っ
た
。
昨
晩
の
空
襲
の
と

き
、
パ
ル
チ
ザ
ン
が
数
名
、
収
容
所
の
境
界
線
に
接
近
し
、
有
刺
鉄
線
の
囲

い
を
切
断
し
て
、
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
に
出
入
り
口
を
作
り
、
軽
機
関
銃
三

丁
、
弾
薬
、
手
り
ゅ
う
弾
二
〇
発
を
滑
り
込
ま
せ
た
。
こ
の
こ
と
を
、
ゾ
ン

ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
カ
ポ
長
が
こ
っ
そ
り
知
ら
せ
て
く
れ
た
。
今
朝
早
く
ゾ
ン

ダ
ー
コ
マ
ン
ド
が
武
器
を
見
つ
け
て
、
安
全
な
場
所
に
隠
し
た
そ
う
だ
。

見
通
し
は
暗
い
が
、
一
筋
の
光
明
が
見
え
た
。
武
器
を
密
か
に
持
ち
込
ん

で
く
れ
た
人
た
ち
が
、
そ
う
遠
く
な
い
と
こ
ろ
に
い
る
。
数
多
く
の
目
撃
証

言
に
よ
れ
ば
、
パ
ル
チ
ザ
ン
は
こ
こ
か
ら
二
五
㌖
～
三
〇
㌖
ほ
ど
の
所
に
野

営
し
て
い
る
そ
う
だ
。
次
の
空
襲
の
と
き
に
も
火
器
を
運
び
込
ん
で
欲
し
い
。

こ
の
頃
は
空
襲
が
毎
日
あ
る
。
一
日
に
数
回
の
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。

し
か
し
、
私
た
ち
に
は
、
名
も
知
ら
ぬ
友
人
た
ち
が
夜
陰
に
紛
れ
て
侵
入
す

る
の
を
待
つ
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
パ
ル
チ
ザ
ン
が
組
織
的
な
包
囲
突
破
に

足
り
る
武
器
を
提
供
す
る
に
は
、
三
晩
か
四
晩
の
空
襲
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

地
下
活
動
が
第
三
(四
)死
体
焼
却
場
で
始
ま
り
、
他
の
死
体
焼
却
場
に
も

そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
、
最
大
の
注
意
を

払
っ
て
慎
重
に
組
織
さ
れ
た
。
死
は
軽
機
関
銃
の
銃
口
か
ら
や
す
や
す
と
飛

ん
で
く
る
が
、
私
た
ち
は
生
き
て
い
た
い
。
望
み
は
、
包
囲
を
か
い
く
ぐ
り

自
由
に
な
る
こ
と
だ
。
私
た
ち
の
中
で
一
人
で
も
二
人
で
も
い
い
か
ら
成
功

す
る
な
ら
ば
、
私
た
ち
は
勝
利
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
と
き
こ
そ
、
死
の

工
場
の
恐
る
べ
き
秘
密
を
世
界
が
知
る
か
ら
で
あ
る
。
我
が
処
刑
人
の
軍
靴

で
虫
け
ら
の
よ
う
に
踏
み
つ
ぶ
さ
れ
て
た
ま
る
か
。
迫
害
す
る
者
と
闘
い
、

迫
害
す
る
者
に
死
を
課
し
た
者
と
し
て
、
私
た
ち
は
死
の
ド
イ
ツ
収
容
所
が

刻
む
歴
史
の
中
に
残
っ
て
い
た
い
の
だ
。
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二
四

あ
る
日
、
私
は
カ
ー
ル
・
フ
リ
ー
ト
リ
ヒ
・
シ
ュ
タ
イ
ン
ベ
ル
ク
伍
長
と

話
を
し
た
。
彼
は
し
ば
し
ば
私
を
訪
ね
て
解
剖
室
に
来
た
。
ワ
イ
マ
ー
ル
共

和
国
の
時
代
、
彼
は
ベ
ル
リ
ン
で
交
通
係
の
警
察
官
を
し
て
い
た
が
、
第
三

帝
国
に
な
る
と
親
衛
隊
に
入
隊
し
た
。
思
う
に
、
こ
の
男
は
、
生
来
の
ワ
ル

と
い
う
点
は
お
く
と
し
て
も
、
知
能
水
準
が
高
く
、
そ
れ
と
同
時
に
残
忍
で

も
あ
っ
た
の
で
、
と
く
に
危
険
で
あ
っ
た
。
彼
の
話
で
は
、
四
人
の
親
衛
隊

員
で
シ
レ
ジ
ア
に
あ
る
親
衛
隊
専
用
の
保
養
所
行
き
を
計
画
し
て
い
る
と
の

こ
と
だ
。
一
行
は
、
彼
の
他
に
、
ザ
イ
ツ
伍
長
、
ホ
ラ
ン
ダ
ー
上
等
兵
、
ア

イ
デ
ン
ミ
ュ
ラ
ー
上
等
兵
で
あ
っ
た
(43
)。
私
は
、
こ
の
四
人
を
よ
く
知
っ

て
い
る
。
彼
ら
は
死
体
焼
却
場
の
中
で
最
も
残
忍
な
人
殺
し
で
あ
っ
た
。

シ
ュ
タ
イ
ン
ベ
ル
ク
は
、
四
人
が
五
日
間
の
休
暇
を
取
得
し
た
と
言
っ
た
。

ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
に
来
て
三
ヶ
月
が
経
過
し
た
の
で
、
私
の
目
に
は
黒
く

見
え
る
も
の
を
、
た
と
え
親
衛
隊
員
が
黒
い
と
言
っ
て
も
、
に
わ
か
に
は
信

じ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
シ
ュ
タ
イ
ン
ベ
ル
ク
伍
長
が
休
暇

を
取
っ
た
と
言
う
が
、
本
当
は
彼
に
は
特
別
に
果
た
す
べ
き
血
な
ま
ぐ
さ
い

任
務
が
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
死
体
焼
却
場
勤
務
の
親
衛
隊
員

が
宿
舎
を
離
れ
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
私

は
知
っ
て
い
る
。
飲
み
仲
間
と
重
ね
た
グ
ラ
ス
か
ら
あ
ふ
れ
出
た
悪わ

る

巧だ
く
み

を

一
切
露
見
さ
せ
ま
い
と
彼
が
考
え
て
い
る
こ
と
は
、
疑
い
の
余
地
が
な
い
。

彼
ら
は
、
将
校
が
指
揮
す
る
中
隊
の
中
で
の
み
、
自
分
の
持
ち
場
を
離
れ
る

こ
と
が
で
き
る
。
戻
る
と
き
も
同
様
で
あ
る
。
違
い
は
あ
り
つ
つ
も
、
彼
ら

も
ま
た
、
あ
る
種
の
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
噂う

わ
さ

で
は
、
二
年
間

の
任
務
が
終
わ
れ
ば
彼
ら
は
親
衛
隊
員
専
用
の
特
別
収
容
所
に
移
送
さ
れ
、

規
律
を
破
る
か
、
あ
る
い
は
知
り
す
ぎ
た
親
衛
隊
員
は
、
第
三
帝
国
に
よ
っ

て
そ
こ
で
抹
殺
さ
れ
る
そ
う
だ
。

五
日
後
、
シ
ュ
タ
イ
ン
ベ
ル
ク
伍
長
他
三
名
が
休
暇
か
ら
戻
っ
て
き
た
。

私
は
何
も
尋
ね
な
か
っ
た
。
伍
長
も
ま
た
一
言
も
発
し
な
か
っ
た
。
彼
ら
が

戻
っ
た
日
に
、
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
厨
房
に
行
っ
た
。
そ
こ
に
行
け
ば
、

ミ
ッ
シ
ェ
ル
と
い
う
名
の
フ
ラ
ン
ス
人
コ
ッ
ク
が
美
味

う

ま

い
も
の
を
出
し
て
く

れ
る
か
ら
だ
。
ミ
ッ
シ
ェ
ル
は
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
中
で
も
愉
快
な
男

だ
っ
た
。
民
間
人
の
と
き
に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
を
行
き
来
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
豪

華
客
船
で
シ
ェ
フ
を
し
て
い
た
。
ご
ち
そ
う
を
振
る
舞
っ
て
く
れ
る
は
ず
の

ミ
ッ
シ
ェ
ル
は
予
想
通
り
、
厨
房
に
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
と
き
ば
か
り
は
、

い
つ
も
の
よ
う
に
愛
想
よ
く
、
と
は
行
か
な
か
っ
た
。
と
ん
で
も
な
い
こ
と

が
起
こ
っ
た
と
す
ぐ
気
づ
い
た
。
パ
イ
プ
を
し
っ
か
り
と
く
わ
え
て
は
い
る

が
、
い
つ
も
は
ス
パ
ス
パ
吹
か
し
て
い
る
パ
イ
プ
に
は
火
が
点つ

い
て
お
ら
ず
、

表
情
も
険
し
い
。
パ
イ
プ
の
火
が
消
え
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
か
っ

た
。
と
す
れ
ば
、
彼
に
は
大
い
に
狼
狽
す
る
よ
う
な
何
か
が
あ
っ
た
に
違
い

な
い
。
予
想
は
的
中
し
た
。
私
に
近
づ
い
て
き
て
、
よ
う
や
く
ド
ア
を
閉
め
、

何
も
言
わ
ず
に
私
を
部
屋
の
隅
に
引
っ
張
っ
て
行
っ
た
。
椅
子
の
上
に
金
属

製
の
洗
濯
盥た

ら
い

が
あ
っ
た
。
ミ
ッ
シ
ェ
ル
は
、
親
衛
隊
員
が
着
る
緑
色
の
ワ

イ
シ
ャ
ツ
を
盥
か
ら
、
二
本
の
指
で
つ
ま
ん
で
一
枚
ず
つ
取
り
出
し
た
。
ど

れ
に
も
、
血
が
深
く
し
み
込
ん
で
い
た
。
こ
の
よ
う
な
血
ま
み
れ
の
ワ
イ

シ
ャ
ツ
は
屠と

殺さ
つ

場
に
し
か
あ
り
え
な
い
。
シ
ュ
タ
イ
ン
ベ
ル
ク
伍
長
他
三
名

は
、
屠
殺
場
、
し
か
も
人
間
を
屠ほ

ふ

る
屠
殺
場
で
五
日
間
の
休
暇
を
過
ご
し
た
。

ミ
ッ
シ
ェ
ル
の
話
で
は
、
彼
ら
は
こ
こ
に
戻
っ
て
す
ぐ
に
、
洗
濯
す
る
ワ
イ
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(43
)
こ
れ
ら
の
親
衛
隊
員
も
ま
た
、
他
の
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
隊
員
に
よ
る
宣

誓
供
述
書
や
顛て
ん

末ま
つ

書し
ょ

の
な
か
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。
公
文
書
に
よ
れ
ば
、
ザ
イ
ツ

は
ロ
ベ
ル
ト
・
ザ
イ
ツ
親
衛
隊
伍
長
の
名
で
、
ま
た
シ
ュ
タ
イ
ン
ベ
ル
ク
は
カ
ー

ル
・
フ
リ
ッ
ツ
・
シ
ュ
タ
イ
ン
ベ
ル
ク
親
衛
隊
伍
長
の
名
で
登
場
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
二
名
に
つ
い
て
は
写
真
も
あ
る
（A

leksander
Lasik

,Załoga
SS

w
K
L

Auschw
itzw

latacha
1940

-1945

（
一
九
四
〇
年
～
一
九
四
五
年
に
お
け
る
ア
ウ

シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
の
親
衛
隊
）,Bydgoszcz

1994

）。



シ
ャ
ツ
を
預
け
て
行
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
い
う
訳
で
、
た
と
え
黒
く
見
え
る
も
の
を
親
衛
隊
員
が
黒
い
と
言
っ

て
も
信
じ
て
は
い
け
な
い
。
こ
れ
は
断
じ
て
誇
張
で
は
な
い
。

二
五

ジ
プ
シ
ー
収
容
所
の
四
五
〇
〇
人
に
そ
の
時
が
来
た
。
抹
殺
の
仕
方
は
、

チ
ェ
コ
人
収
容
所
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
す
べ
て
の
囚
人
を
数
棟
の
バ

ラ
ッ
ク
に
閉
じ
込
め
る
の
に
、
軍
用
犬
の
調
教
師
を
含
め
て
多
数
の
親
衛
隊

員
が
投
入
さ
れ
た
。
次
に
、
ジ
プ
シ
ー
が
そ
こ
か
ら
追
い
出
さ
れ
整
列
し
た
。

別
の
収
容
所
に
移
動
す
る
と
言
わ
れ
た
。
表
向
き
は
三
日
間
の
旅
を
す
る
こ

と
に
し
て
、
一
人
に
三
日
分
ず
つ
の
パ
ン
が
配
給
さ
れ
た
。
二
年
間
も
収
容

さ
れ
て
い
る
の
に
、
そ
れ
を
真
に
受
け
て
旅
行
で
き
る
と
信
じ
て
い
る
。
誠

に
シ
ン
プ
ル
か
つ
効
果
的
な
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
。
罠
に
は
め
ら
れ
た
ジ
プ

シ
ー
は
死
体
焼
却
場
に
連
れ
て
行
か
れ
る
と
は
鼻
か
ら
疑
っ
て
も
い
な
い
。

死
出
の
旅
に
出
る
人
が
パ
ン
を
も
ら
え
る
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
訳
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
親
衛
隊
司
令
部
は
、
人
道
的
配
慮
か
ら
囚
人
に
パ
ン
を
支
給

す
る
と
命
令
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
最
も
少
な
い
監
視
兵
が
最
も
短
い
時
間

内
に
最
高
の
状
態
で
、
大
量
の
人
間
を
ガ
ス
室
に
連
行
す
る
と
い
う
分
か
り

や
す
い
計
略
で
あ
る
。

本
当
に
こ
の
よ
う
に
な
っ
た
。
第
一
(二
)死
体
焼
却
場
と
第
二
(三
)死
体

焼
却
場
の
煙
突
か
ら
出
る
炎
は
、
夜
通
し
収
容
所
全
体
を
照
ら
し
た
。
生
命

に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
ジ
プ
シ
ー
収
容
所
は
空
に
な
り
深
閑
と
し
て
い
る
。

風
は
、
よ
ろ
い
戸
や
扉
を
あ
お
り
、
有
刺
鉄
線
を
う
な
ら
せ
て
、
主ぬ

し

の
い
な

い
バ
ラ
ッ
ク
の
間
を
吹
き
抜
け
た
。
ま
た
し
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
放
火
マ

ニ
ア
が
大
が
か
り
な
花
火
大
会
を
計
画
し
た
。
今
回
も
、
そ
の
会
場
は
ア
ウ

シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
と
き
ば
か
り
は
、
炎

の
中
に
投
げ
込
ま
れ
た
の
は
ユ
ダ
ヤ
人
で
は
な
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
と
オ
ー
ス

ト
リ
ア
か
ら
来
た
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の
ジ
プ
シ
ー
で
あ
っ
た
。
火
は
明
け
方

に
な
っ
て
消
え
た
。
そ
し
て
、
死
体
焼
却
場
の
庭
に
は
、
銀
色
に
か
す
か
な

光
を
放
つ
山
が
現
れ
た
。
犠
牲
者
の
遺
灰
の
山
で
あ
る
。
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し
か
し
、
二
四
組
の
双
子
の
死
体
は
炉
室
に
は
行
か
な
か
っ
た
。
ガ
ス
室

で
殺
さ
れ
る
前
に
、
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
が
特
殊
な
イ
ン
ク
で
胸
に
Ｚ
Ｓ

の
二
文
字
を
書
い
た
。
そ
れ
は
「
解
剖
用

ツ
ア
・
ゼ
ク
テ
ィ
オ
ン

」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

新
生
児
か
ら
一
六
歳
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
年
齢
の
双
子
の
死
体
が
こ
こ
に
あ

る
。
黒
い
髪
で
浅
黒
い
肌
の
子
ど
も
た
ち
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
床
の
上
に
横

た
わ
っ
て
い
る
。
私
は
、
兄
弟
ご
と
、
姉
妹
ご
と
に
、
二
人
ず
つ
の
組
を
作

る
と
い
う
難
し
い
仕
事
を
し
た
。
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
、
か
く
も
貴
重

な
研
究
材
料
を
無
駄
に
す
る
よ
う
な
過
ち
に
は
、
死
を
も
っ
て
処
す
る
と
思

わ
れ
た
の
で
、
し
く
じ
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
前
日
、
私
の
机
で
並
ん
で
解
剖
済
み
の
双
子
の
フ
ァ
イ
ル
を
点
検
し
て

い
た
と
き
の
出
来
事
か
ら
、
そ
れ
は
確
実
と
思
わ
れ
た
。
そ
の
フ
ァ
イ
ル
の

中
に
脂
の
小
さ
な
シ
ミ
が
あ
っ
た
。
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
偶
然
に
も
そ

れ
に
気
が
つ
い
た
。
私
は
、
こ
の
フ
ァ
イ
ル
を
剖
検
中
に
し
ば
し
ば
参
照
し

た
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
シ
ミ
が
付
く
の
は
至
極
当
然
で
あ
っ
た
。
ド
ク

タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
と
が
め
る
よ
う
な
目
つ
き
で
私
を
に
ら
み
つ
け
、
大
ま

じ
め
に
こ
う
言
っ
た
。「
愛
情
を
も
っ
て
私
が
収
集
し
た
フ
ァ
イ
ル
を
、
よ

く
も
こ
ん
な
風
に
取
り
扱
え
る
も
の
だ
。」

彼
の
口
か
ら
「
愛
情
」
と
い
う
言
葉
が
出
た
。
噓
で
は
な
い
、
本
当
の
こ

と
だ
。
シ
ョ
ッ
ク
で
開
い
た
口
が
ふ
さ
が
ら
な
か
っ
た
。

二
六

あ
る
日
、
老
人
の
死
体
を
解
剖
し
て
、
胆
嚢
に
興
味
深
い
数
個
の
結
石
を

見
つ
け
た
。
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
が
こ
の
よ
う
な
も
の
を
貪
欲
に
収
集
し

て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
洗
浄
し
乾
燥
し
て
瓶
に
密
封
し

た
。
そ
し
て
、
医
療
記
録
を
含
め
た
詳
細
情
報
を
貼
付
し
た
。
そ
の
翌
日
の

朝
に
そ
れ
を
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
に
渡
し
た
。
彼
は
と
て
も
喜
ん
で
、
あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
そ
の
胆
石
を
眺な

が

め
た
。
そ
し
て
、
私
の
ほ
う
に
向
き
直
っ

て
、
唐
突
に
、
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
王
子
の
バ
ラ
ー
ド
を
知
っ
て
い
る
か

と
尋
ね
た
。
こ
の
問
い
は
こ
の
場
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、

ヴ
ァ
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
名
は
知
っ
て
い
ま
す
が
、
バ
ラ
ー
ド
は
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
と
答
え
た
。
そ
う
す
る
と
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
ほ
ほ

え
ん
で
、
次
の
一
節
を
朗
誦
し
た
。

ヴ
ァ
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
家
の
お
蔵
に
は

宝
石
よ
り
も
た
く
さ
ん
の
胆
石
が
あ
る
…
…

彼
は
こ
の
ふ
ざ
け
た
一
節
を
大
層
な
機
嫌
で
朗
誦
し
た
の
で
、
大
冒
険
の

好
機
が
到
来
し
た
と
心
に
決
め
た
。

可
能
な
ら
妻
と
娘
に
会
わ
せ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
と
頼
ん
だ
の
だ
。
危
険

を
冒
し
て
し
ま
っ
た
と
す
ぐ
に
気
づ
い
た
が
、
時
す
で
に
遅
し
。
言
っ
て
し

ま
っ
た
。
彼
は
び
っ
く
り
し
て
私
を
見
つ
め
、
妻
子
が
い
る
の
か
と
尋
ね
た
。

幾
分
慌
て
て
、「
は
い
、
大
尉
殿
、
妻
と
一
五
に
な
る
娘
が
お
り
ま
す
。」

と
返
答
し
た
。

「
そ
れ
で
、
こ
こ
に
ま
だ
い
る
と
思
う
の
か
。」

「
そ
う
思
い
ま
す
。
こ
こ
に
到
着
し
た
三
ヶ
月
前
に
、
大
尉
殿
は
右
に
並

べ
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
の
で
。」

ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
当
て
ず
っ
ぽ
う
に
、「
だ
が
、
そ
の
後
で
別
の

収
容
所
に
移
送
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。」
と
言
っ
た
。
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私
は
窓
の
外
に
あ
る
死
体
焼
却
場
の
煙
突
を
見
や
っ
た
。
…
…
…
ド
ク

タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
頬
杖
を
つ
い
て
い
た
。
私
は
彼
の
か
た
わ
ら
に
立
っ
て
、

思
案
中
の
彼
を
見
て
い
た
。

「
通
行
証
を
出
そ
う
。
探
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
し
か
し
、
…
…
。」

と
言
っ
て
、
彼
は
人
差
し
指
を
口
に
当
て
て
、
私
を
見
つ
め
た
。
顔
つ
き
と

仕
草
で
威
嚇
さ
れ
た
。

「
了
解
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
大
尉
殿
。」

ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
が
去
り
、
私
は
通
行
証
を
握
り
し
め
て
自
室
に
退

い
た
。
通
行
証
に
は
、「
囚
人
Ａ
八
四
五
〇
番
は
、
監
視
兵
を
伴
わ
ず
に
ア

ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
の
敷
地
内
を
自
由
に
移
動
す
る
こ
と
を
許
可

す
る
。
本
命
令
は
、
取
り
消
さ
れ
る
ま
で
有
効
と
す
る
。」
と
書
か
れ
て
あ

り
、
親
衛
隊
大
尉
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
、
と
署
名
が
あ
っ
た
。

私
は
と
て
も
興
奮
し
た
。
お
そ
ら
く
、
あ
の
時
点
ま
で
の
収
容
所
の
す
べ

て
の
歴
史
の
中
で
、
監
視
兵
が
付
か
ず
に
家
族
探
し
の
た
め
に
女
性
囚
人
の

居
住
区
に
入
る
許
可
を
も
ら
っ
た
囚
人
は
、
誰
一
人
と
し
て
い
な
い
で
あ
ろ

う
。私

は
ど
こ
か
ら
始
め
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
女
性
の
囚
人
は
、

Ｂ
Ⅱ
ｃ
収
容
区
か
、
第
三
建
屋
区
か
、
あ
る
い
は
女
性
収
容
所
(44
)
に
い
た

が
、
私
が
理
解
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
の
女
性
の
大
半
は
、

Ｂ
Ⅱ
ｃ
収
容
区
に
送
ら
れ
て
い
る
は
ず
だ
。
五
万
人
く
ら
い
が
そ
こ
に
い
る

可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
始
め
よ
う
。

翌
日
、
起
床
し
た
と
き
に
は
と
て
も
疲
れ
て
い
た
。
一
睡
も
で
き
な
か
っ

た
。
身
の
毛
も
よ
だ
つ
よ
う
な
疑
惑
が
頭
か
ら
離
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

強
制
収
容
所
の
三
ヶ
月
は
長
い
。
た
っ
た
一
時
間
が
何
年
に
も
当
た
る
。
ア

ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
到
着
し
て
以
来
、
多
く
の
こ
と
が
あ
っ
た
。
私
は
他
の

誰
よ
り
も
、
毎
日
一
時
間
ご
と
に
ど
れ
だ
け
の
こ
と
が
起
こ
る
か
を
よ
く

知
っ
て
い
る
。

親
衛
隊
の
執
務
室
に
入
り
、
出
か
け
る
こ
と
を
申
告
し
た
。
仲
間
に
も

断
っ
た
。
み
ん
な
が
幸
運
を
祈
っ
て
く
れ
た
。

太
陽
が
い
っ
ぱ
い
の
八
月
の
暑
い
朝
、
三
㌖
の
旅
に
出
発
し
た
。
カ
ラ
ス

が
飛
ん
で
い
る
の
で
、
実
際
に
は
Ｂ
Ⅱ
ｃ
収
容
区
は
も
っ
と
近
く
に
あ
る
の

だ
ろ
う
が
、
そ
こ
に
行
く
に
は
、
非
常
線
を
迂
回
し
、
途
中
の
様
々
な
収
容

区
を
通
り
抜
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
恐
怖
と
好
奇
心
が
な
い
交
ぜ
に
な
っ

て
、
私
は
高
圧
電
流
が
流
れ
る
有
刺
鉄
線
で
で
き
た
フ
ェ
ン
ス
の
間
の
道
を

進
ん
だ
。
そ
の
道
を
通
る
者
を
監
視
塔
の
監
視
兵
が
警
告
な
し
に
射
撃
す
る

こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
モ
ー
タ
ー
バ
イ
ク
に
乗
っ
た
親
衛
隊
員
だ
け
が

辺
り
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
た
。

実
際
に
私
は
途
中
で
何
回
も
パ
ト
ロ
ー
ル
に
出
く
わ
し
た
が
、
誰
何

す
い
か

さ
れ

た
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
Ｂ
Ⅱ
ｃ
収
容
区
に
着
い
た
。
有

刺
鉄
線
で
で
き
た
目
の
細
か
い
網
を
陶
製
の
碍が

い

子し

で
と
め
た
大
き
な
鉄
の

ゲ
ー
ト
が
目
の
前
に
あ
っ
た
。
他
の
収
容
区
の
入
り
口
と
同
じ
よ
う
に
、

ゲ
ー
ト
の
前
に
は
指
揮
官
事
務
所
が
あ
っ
た
。
親
衛
隊
員
が
数
人
、
外
の
ベ

ン
チ
に
座
っ
て
日
向

ひ
な
た

ぼ
っ
こ
を
し
て
い
た
。
彼
ら
は
私
の
頭
か
ら
つ
ま
先
ま

で
を
じ
ろ
じ
ろ
と
見
た
。
私
は
、
と
て
も
奇
異
に
見
え
た
に
違
い
な
い
が
、

何
も
言
わ
れ
な
か
っ
た
。
指
揮
官
事
務
所
の
窓
辺
の
席
に
い
る
同
僚
の
権
限

を
侵お

か

す
気
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
私
は
窓
に
近
づ
き
、
入
れ
墨
の
囚
人
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ビ
ル
ケ
ナ
ウ
強
制
収
容
所
の
Ｂ
Ⅰ
ａ
収
容
区
と
Ｂ
Ⅰ
ｂ
収
容
区
に
収
容
さ
れ

女
性
は
す
べ
て
登
録
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
四
四
年
五
月
か
ら
六
月
ま
で

の
ユ
ダ
ヤ
人
移
送
列
車
で
到
着
し
た
女
性
は
登
録
さ
れ
な
か
っ
た
。
未
登
録
の
女

性
で
労
働
に
適
す
と
選
別
さ
れ
た
者
は
Ｂ
Ⅱ
ｃ
収
容
区
に
収
容
さ
れ
、
選
別
を
受

け
て
い
な
い
者
は
、
囚
人
た
ち
が
「
メ
キ
シ
コ
」
と
言
っ
て
い
た
第
三
建
屋
区
に

収
容
さ
れ
た
。
第
三
建
屋
区
で
は
選
別
が
行
わ
れ
ず
、
女
性
の
囚
人
は
野
宿
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
適
当
な
衣
服
も
支
給
さ
れ
な
か
っ
た
。

や
が
て
行
わ
れ
た
選
別
の
後
、
労
働
に
適
す
と
さ
れ
た
女
性
は
、
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
の

ど
こ
か
の
収
容
区
か
付
属
収
容
所
、
も
し
く
は
外
部
の
収
容
所
に
移
送
さ
れ
、
そ

の
他
は
ガ
ス
室
に
送
ら
れ
た
。



番
号
を
読
み
上
げ
た
。
彼
は
私
を
不
審
そ
う
に
見
つ
め
た
。
私
は
、
ポ
ケ
ッ

ト
か
ら
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
の
署
名
入
り
の
通
行
証
を
取
り
出
し
、
提
示

し
た
。
親
衛
隊
の
監
視
兵
は
、
そ
れ
を
読
み
部
下
に
命
令
す
る
と
ゲ
ー
ト
が

開
い
た
。
そ
の
と
き
、
親
衛
隊
の
監
視
兵
は
、
Ｂ
Ⅱ
ｃ
収
容
区
に
ど
れ
だ
け

滞
在
す
る
予
定
か
と
尋
ね
た
。
事
前
に
決
め
た
時
間
に
戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
ら
で
あ
る
。
私
は
腕
時
計
を
ち
ら
り
と
見
た
。
一
〇
時
だ
っ
た
。
親

衛
隊
の
監
視
兵
に
は
正
午
に
は
戻
り
た
い
と
言
っ
た
。
彼
は
そ
れ
を
登
録
簿

に
記
載
し
た
。
こ
う
な
る
ま
で
に
は
随
分
と
長
い
時
間
が
か
か
っ
た
が
、
こ

の
よ
う
な
状
況
で
は
、
収
容
所
の
ど
こ
で
も
通
用
す
る
通
行
証
だ
け
で
な
く
、

ヨ
ス
マ
・
ブ
ラ
ン
ド
の
一
〇
本
入
り
タ
バ
コ
一
箱
も
役
に
立
つ
。
タ
バ
コ
を

渡
し
て
、
Ｂ
Ⅱ
ｃ
収
容
区
に
入
っ
た
。

Ｂ
Ⅱ
ｃ
収
容
区
の
緑
色
の
バ
ラ
ッ
ク
の
間
を
走
る
大
通
り
で
は
、
多
く
を

見
た
。
一
〇
時
に
な
る
と
決
ま
っ
て
厨
房
か
ら
囚
人
の
食
事
が
出
る
。
女
性

の
グ
ル
ー
プ
が
大
き
な
金
属
製
の
樽
に
熱
い
ス
ー
プ
を
び
っ
し
り
入
れ
て
運

ん
で
い
た
。
ま
た
あ
る
グ
ル
ー
プ
の
女
性
作
業
員
は
玉
石
を
運
ん
で
い
た
。

道
路
の
両
側
に
は
、
頭
の
毛
を
刈
り
と
ら
れ
ボ
ロ
を
ま
と
い
、
日
向

ひ
な
た

に
し
ゃ

が
ん
だ
り
横
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
女
性
が
多
数
い
た
。
哀
れ
な
光
景
だ
。

彼
ら
の
服
装
は
異
様
で
、
襟
ぐ
り
が
深
く

ロ

ー

・

カ

ッ

ト

、
長
い
夜
会
服

イ
ブ
ニ
ン
グ
・
ド
レ
ス

の
よ
う
な
も

の
を
着
て
、
シ
ラ
ミ
を
潰
し
て
い
た
。
仲
間
の
シ
ラ
ミ
を
取
っ
て
い
る
者
も

い
た
。
身
体
は
不
潔
で
、
膿の

う

瘍よ
う

が
で
き
て
い
た
。

こ
れ
が
検
疫
収
容
所
な
の
だ
。
こ
こ
の
女
性
に
は
作
業
は
な
い
。
そ
の
代

わ
り
に
、
他
の
収
容
所
で
作
業
す
る
た
め
に
一
部
が
選
別
さ
れ
て
ア
ウ
シ
ュ

ヴ
ィ
ッ
ツ
か
ら
出
て
行
く
。
こ
こ
に
い
る
人
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
に
何
回
か

の
選
別
を
経
験
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
彼
ら
に
は
重
労
働
は
明
ら
か
に
不
適

切
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
移
送
さ
れ
た
人
た
ち
は
、
何
と
幸
せ
な
こ
と
か
。
わ

ず
か
な
が
ら
も
生
き
残
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。
そ
れ
に
較
べ
て
、
ま
だ
ア
ウ

シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
残
っ
た
、
こ
の
気
の
毒
な
人
た
ち
の
運
命
は
、
ジ
プ
シ
ー

や
チ
ェ
コ
人
の
収
容
所
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
定
ま
っ
て
い
る
。

最
初
の
バ
ラ
ッ
ク
に
近
づ
い
て
行
く
と
、
金
切
り
声
の
大
歓
声
で
歓
迎
さ

れ
た
。
床
に
横
た
わ
っ
て
い
た
、
ボ
ロ
に
身
を
纏ま

と

っ
た
幽
霊
の
よ
う
な
人
た

ち
が
突
然
、
動
き
出
し
た
。
恐
ろ
し
い
姿
を
し
た
人
た
ち
が
起
き
あ
が
り
、

私
め
が
け
て
突
進
し
て
き
た
。
三
〇
人
く
ら
い
い
た
に
違
い
な
い
。
私
が
誰

だ
か
分
か
る
と
、
一
斉
に
夫
や
子
ど
も
の
情
報
を
尋
ね
始
め
た
。

彼
ら
は
見
る
影
も
な
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
私
が
小
綺
麗
で
人
の
心

が
分
か
り
そ
う
な
人
物
に
見
え
た
た
め
か
、
私
の
正
体
に
気
づ
い
た
。
次
々

と
女
性
た
ち
が
私
を
取
り
囲
み
、
一
人
ひ
と
り
が
死
に
も
の
ぐ
る
い
に
な
っ

て
、
夫
や
子
ど
も
の
こ
と
を
知
り
た
が
っ
た
。
彼
ら
は
、
こ
こ
に
来
て
三
ヶ

月
に
な
る
が
、
そ
の
間
、
酷ひ

ど

い
条
件
の
も
と
で
、
い
つ
も
恐
怖
に
さ
ら
さ
れ

て
い
た
。
毎
週
、
選
別
が
あ
っ
た
。
強
制
収
容
所
に
い
る
間
、
彼
ら
は
過
去

を
嘆
き
将
来
を
恐
れ
て
い
た
。
こ
の
不
幸
な
女
性
た
ち
も
ま
た
、
死
体
焼
却

場
の
噂
に
つ
い
て
尋
ね
た
。
日
中
に
立
ち
上
が
る
黒
い
煙
と
夜
間
に
見
え
る

火
柱
の
意
味
を
知
り
た
が
っ
た
。
本
当
に
人
間
を
燃
や
し
て
い
る
の
か
ど
う

か
は
っ
き
り
さ
せ
て
欲
し
い
と
言
っ
た
。
私
は
、
で
き
る
限
り
彼
ら
を
安
心

さ
せ
よ
う
と
し
て
、
す
べ
て
を
否
定
し
た
。
噂
は
嘘
だ
と
言
っ
た
。
戦
争
が

終
わ
り
か
け
て
い
て
、
す
ぐ
に
自
宅
に
戻
れ
る
と
も
言
っ
た
。
自
分
の
言
っ

た
こ
と
を
自
分
で
は
信
じ
て
は
い
な
い
が
、
私
は
み
ん
な
を
落
ち
着
か
せ
た

か
っ
た
。
私
の
家
族
、
私
の
妻
と
娘
の
こ
と
が
何
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
に
、

そ
こ
を
離
れ
た
。

次
の
バ
ラ
ッ
ク
に
入
っ
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
長
は
、
た
ま
た
ま
ス
ロ
バ
キ
ア
人

の
女
性
だ
っ
た
が
、
妻
を
呼
び
出
し
て
欲
し
い
と
頼
ん
だ
。
収
容
区
の
バ

ラ
ッ
ク
一
棟
に
は
八
〇
〇
人
～
一
〇
〇
〇
人
の
女
性
が
い
て
、
通
路
の
両
側

に
作
っ
た
蚕か

い
こ

棚だ
な

の
よ
う
な
ベ
ッ
ド
に
ギ
ュ
ウ
ギ
ュ
ウ
に
詰
め
込
ま
れ
て
い

た
。
こ
の
よ
う
な
バ
ラ
ッ
ク
で
は
自
分
の
声
す
ら
聞
こ
え
に
く
い
。
ブ
ロ
ッ

ク
長
の
声
は
喧
噪
で
か
き
消
さ
れ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
長
が
戻
っ

て
き
た
が
、
努
力
は
無
に
帰
し
た
。
私
は
礼
を
言
っ
て
、
次
の
バ
ラ
ッ
ク
に

行
っ
た
。
状
況
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
、
同
じ
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
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こ
こ
で
も
探
索
の
成
果
は
な
か
っ
た
。
そ
の
次
の
バ
ラ
ッ
ク
で
は
通
路
の
中

央
に
立
っ
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
を
呼
び
出
し
て
き
て
欲
し
い
と
言
っ
た
。
ブ

ロ
ッ
ク
長
が
来
た
。
妻
と
娘
を
探
し
て
い
る
と
言
う
と
、
探
し
て
く
る
よ
う

に
と
二
人
の
利
発
そ
う
な
少
女
を
急
が
せ
た
。
二
人
は
ベ
ッ
ド
の
両
側
を
歩

き
、
ベ
ッ
ド
ご
と
に
家
族
の
名
を
叫
ん
だ
。
そ
し
て
、
…
…
戻
っ
て
き
た
。

妻
と
娘
を
連
れ
て
。

妻
と
娘
は
手
を
つ
な
ぎ
、
恐
怖
の
あ
ま
り
目
を
カ
ッ
と
開
い
て
、
私
に
近

づ
い
て
き
た
。
ふ
つ
う
は
、
強
制
収
容
所
で
の
呼
び
出
し
は
不
吉
の
兆
し
だ

か
ら
で
あ
る
。
と
そ
の
と
き
、
妻
と
娘
は
私
に
気
づ
い
た
。
根
が
生
え
た
よ

う
に
、
そ
こ
に
立
ち
尽
く
し
て
い
た
。
私
は
駆
け
よ
り
二
人
を
し
っ
か
り
と

抱
き
し
め
、
キ
ス
を
し
た
。
妻
と
娘
は
何
も
言
わ
ず
、
悲
痛
の
涙
を
流
し
て

静
か
に
泣
い
た
の
で
、
気
を
落
ち
着
か
せ
て
や
っ
た
。
詮
索
好
き
な
囚
人
が

群
れ
を
な
し
て
私
た
ち
の
周
り
に
集
ま
っ
て
き
た
が
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
を
見

や
っ
て
、
部
屋
を
貸
し
て
も
ら
え
な
い
か
と
尋
ね
た
。
つ
い
に
私
た
ち
だ
け

に
な
っ
た
。

妻
と
娘
は
、
こ
れ
ま
で
の
三
ケ
月
間
に
収
容
所
で
経
験
し
た
ト
ラ
ウ
マ
、

恐
怖
の
選
別
、
死
体
焼
却
場
の
煙
突
近
く
で
生
活
す
る
恐
怖
の
日
々
を
話
し

始
め
た
。
二
人
は
栄
養
失
調
で
、
ボ
ロ
ボ
ロ
の
服
を
着
て
雨
風
に
身
を
さ
ら

し
て
い
た
。
雨
の
日
に
は
、
バ
ラ
ッ
ク
は
雨
漏
り
が
し
て
衣
服
を
乾
か
す
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
食
事
と
言
っ
て
も
、
ま
っ
た
く
食
べ
ら
れ
た
も
の
で

は
な
い
。
も
っ
と
悪
い
の
は
、
夜
ゆ
っ
く
り
と
眠
れ
な
い
こ
と
だ
。
一
段
が

七
人
用
に
作
ら
れ
て
い
た
寝
棚
を
、
今
は
一
二
人
で
使
っ
て
い
る
。
娘
が
言

う
に
は
、
こ
こ
数
週
間
は
寝
棚
に
余
裕
が
な
い
た
め
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

床
で
寝
て
い
る
そ
う
だ
。

妻
は
、
ど
こ
で
作
業
し
て
い
る
か
と
尋
ね
た
。
死
体
焼
却
場
で
ド
ク

タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
の
助
手
を
し
て
、
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
作
業
員
を
し
て

い
る
と
言
っ
た
。
収
容
所
に
来
て
す
で
に
三
ヶ
月
に
な
る
の
で
、
二
人
は
ゾ

ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
が
死
を
宣
告
さ
れ
た
囚
人
部
隊
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い

た
。
そ
れ
で
私
の
話
に
二
人
は
驚
い
た
。
私
は
彼
ら
を
心
配
さ
せ
な
い
よ
う

に
最
善
を
尽
く
し
た
。
別
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
が
来
た
。
私
は
ま
た
明

日
も
来
る
と
約
束
し
た
。

妻
と
娘
が
見
つ
か
っ
た
と
い
う
知
ら
せ
で
、
死
体
焼
却
場
は
沸
き
立
っ
た
。

衣
服
係
か
ら
暖
か
い
下
着
、
靴
下
そ
の
他
の
衣
料
品
を
、
ま
た
別
の
係
か
ら

は
歯
ブ
ラ
シ
、
石
け
ん
、
爪
切
り
、
ポ
ケ
ッ
ト
ナ
イ
フ
、
き
れ
い
な
櫛
を
も

ら
い
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
詰
め
た
。
そ
し
て
、
一
番
上
に
は
、
医
薬
品
、

ビ
タ
ミ
ン
剤
、
外
傷
用
軟な

ん

膏こ
う

、
包
帯
、
そ
し
て
必
要
な
物
と
必
要
か
も
し
れ

な
い
物
を
入
れ
た
。
さ
ら
に
他
の
囚
人
に
も
分
け
与
え
る
の
に
十
分
な
、
砂

糖
、
バ
タ
ー
、
ア
プ
リ
コ
ッ
ト
ジ
ャ
ム
、
そ
し
て
パ
ン
も
持
っ
た
。
こ
れ
ら

を
全
部
詰
め
込
ん
で
、
次
の
日
、
Ｂ
Ⅱ
ｃ
収
容
区
に
も
う
一
度
行
っ
た
。
そ

れ
か
ら
毎
日
、
満
杯
の
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
そ
こ
に
行
っ
た
。

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
善
き
こ
と
に
は
終
わ
り
が
あ
る
。
二
週
間
、

毎
日
、
Ｂ
Ⅱ
ｃ
収
容
区
に
行
っ
た
。
恐
れ
て
い
た
時
が
き
っ
と
来
る
。
チ
ェ

コ
人
収
容
所
と
ジ
プ
シ
ー
の
収
容
所
が
清
算
さ
れ
た
後
と
な
っ
て
は
、

Ｂ
Ⅱ
ｃ
収
容
区
が
同
じ
運
命
に
な
る
の
も
時
間
の
問
題
だ
。
結
局
の
と
こ
ろ
、

遅
か
れ
早
か
れ
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
に
た
ど
り
着
い
た
不
幸

な
人
た
ち
は
清
算
の
犠
牲
者
に
な
る
。

あ
る
日
の
午
後
、
私
は
、
実
験
室
の
椅
子
に
ド
ク
タ
ー
・
テ
ィ
ロ
、
ド
ク

タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
と
一
緒
に
腰
掛
け
て
い
た
。
こ
の
二
人
の
親
衛
隊
医
官
が

話
し
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
話
題
は
強
制
収
容
所
の
運
営
問
題
で
あ
っ
た
。

突
然
、
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
が
立
ち
あ
が
り
、
決
然
と
し
た
面お

も

持
ち
で
ド

ク
タ
ー
・
テ
ィ
ロ
に
こ
う
言
っ
た
。

「
Ｃ
収
容
所
［
ニ
ス
リ
の
妻
子
が
い
る
Ｂ
Ⅱ
ｃ
収
容
区
］
の
衰
弱
し
た
穀こ

く

潰つ
ぶ
し

ど
も
を
飼
う
余
裕
は
、
も
う
な
い
。
二
週
間
以
内
に
か
た
づ
け
て
や

る
。」こ

れ
ま
で
に
も
こ
の
よ
う
な
会
話
は
、
私
の
前
で
し
ば
し
ば
な
さ
れ
て
い

た
。
ま
る
で
私
が
そ
の
場
に
い
な
い
か
の
よ
う
に
、
彼
ら
は
最
高
機
密
の
問
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題
を
議
論
し
て
い
た
。
結
局
、
私
は
事
実
上
死
刑
判
決
を
受
け
、
も
は
や
数

に
入
ら
ず
、
こ
の
世
に
は
存
在
し
な
い
も
同
然
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
の
恐
る
べ
き
決
断
は
、
私
に
は
と
て
も
手
痛
い
。

身
内
の
生
命
だ
け
で
な
く
、
何
千
も
の
同
胞
の
生
命
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。

す
ぐ
に
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
と
ド
ク
タ
ー
・
テ
ィ
ロ
が
死
体
焼
却
場
の
建
屋
に

戻
る
や
い
な
や
、
私
も
ゲ
ー
ト
を
出
た
。
Ｂ
Ⅱ
ｄ
収
容
区
に
通
ず
る
道
を
歩

い
た
。
そ
こ
に
は
、
囚
人
労
働
を
手
配
す
る
労
働
配
備
部
隊
の
事
務
所
が

あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
囚
人
を
選
別
し
、
第
三
帝
国
に
く
ま
な
く
配
置
さ
れ
た

労
働
収
容
所
や
軍
需
工
場
に
移
送
す
る
部
局
で
あ
る
。

そ
こ
の
責
任
者
は
親
衛
隊
軍
曹
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
人
で
事
務
所
に
い
た
。

私
は
自
己
紹
介
し
て
か
ら
、
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
が
発
給
し
た
無
期
限
有

効
の
通
行
証
を
提
示
し
、
妻
と
娘
が
Ｂ
Ⅱ
ｃ
収
容
区
に
い
る
と
告
げ
た
。
私

は
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
の
助
け
を
借
り
て
妻
と
娘
を
な
ん
と
か
探
し
あ
て
、

当
面
は
意
の
ま
ま
に
な
る
あ
れ
こ
れ
の
生
活
手
段
を
渡
し
て
二
人
を
助
け
て

は
い
る
が
、
で
き
る
だ
け
早
く
、
す
ぐ
に
で
も
二
人
を
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ

か
ら
離
れ
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
死
体
焼
却
場
で
仕
事
を
さ
せ
ら
れ
て

い
る
私
は
、
収
容
所
の
長
期
滞
留
者
に
は
何
が
待
っ
て
い
る
か
を
よ
く
知
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
労
働
配
備
部
隊
の
責
任
者
の
予
想
は
私
と
ま
っ
た
く

同
じ
で
、
助
け
や
る
と
約
束
し
た
。
そ
の
週
に
は
、
Ｂ
Ⅱ
ｃ
収
容
区
で
選
別

が
あ
り
、
移
送
列
車
が
二
本
出
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
列
車
で
三
〇
〇
〇
人
ず
つ

を
ド
イ
ツ
西
部
の
軍
需
工
場
に
運
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
(二
五
)。
こ
の
よ
う
な
工

場
は
、
絶
滅
政
策
の
一
環
と
し
て
作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
ら
、
仕
事
場
と

し
て
は
比
較
的
良
い
。
そ
こ
で
働
い
て
い
る
人
た
ち
に
は
、
し
か
る
べ
き
生

活
条
件
の
も
と
で
食
事
が
与
え
ら
れ
、
概
し
て
肉
体
労
働
力
の
価
値
を
維
持

す
る
よ
う
に
処
遇
さ
れ
て
い
た
。
何
も
の
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
べ
き
は
、
生

産
量
の
最
大
化
だ
か
ら
で
あ
る
。
私
は
タ
バ
コ
が
一
〇
〇
本
入
っ
た
箱
を
ポ

ケ
ッ
ト
か
ら
出
し
て
、
机
の
上
に
置
い
た
。
親
衛
隊
員
は
そ
れ
を
受
け
取
り
、

も
ち
ろ
ん
妻
と
娘
が
選
別
の
と
き
に
志
願
す
れ
ば
の
話
だ
が
と
言
っ
て
、
移

送
列
車
の
一
本
に
妻
と
娘
を
乗
せ
て
や
る
と
約
束
し
た
。
欲
し
い
も
の
が
手

に
入
っ
た
。

私
は
、
や
り
遂
げ
る
の
が
難
し
い
仕
事
を
持
っ
て
Ｂ
Ⅱ
ｃ
収
容
区
に
行
っ

た
。
収
容
所
か
ら
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
最
愛
の
家
族
に
本
当
の

理
由
を
言
わ
な
い
で
、
な
ん
と
か
し
て
説
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
人

と
も
、
お
そ
ら
く
は
逃
れ
が
た
い
結
論
に
狼
狽
す
る
で
あ
ろ
う
。
本
当
の
こ

と
は
言
え
な
い
。

私
は
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
部
屋
に
妻
と
娘
を
連
れ
て
行
き
、
別
れ
る
こ
と
は
と

て
も
つ
ら
い
が
、
二
人
は
何
が
何
で
も
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
か
ら
離
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
言
っ
た
。
お
互
い
に
会
う
の
は
、
も
う
止
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
私
は
探
す
こ
と
を
諦
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
状
況
が
そ
れ
を
求

め
て
い
る
。
私
は
、
今
週
中
に
は
親
衛
隊
が
二
本
の
大
編
成
の
移
送
列
車
に

乗
せ
る
囚
人
を
選
別
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
二
人
に
言
っ
た
。
二
人
は
、

そ
の
二
本
の
う
ち
の
ど
れ
か
、
で
き
れ
ば
最
初
の
移
送
列
車
へ
の
乗
車
を
志

願
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

私
は
妻
に
、
こ
の
よ
う
に
助
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
は
、
十
分
な

理
由
が
あ
る
と
説
明
し
た
。
そ
し
て
、
私
た
ち
の
友
人
全
員
に
も
こ
の
移
送

に
志
願
す
る
よ
う
に
伝
え
て
欲
し
い
と
言
い
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
言
っ
て

く
れ
る
な
と
頼
ん
だ
。

移
送
列
車
が
編
成
さ
れ
て
、
最
初
に
親
衛
隊
の
選
抜
係
は
志
願
し
た
囚
人

か
ら
選
抜
し
た
が
、
そ
の
次
は
必
要
な
員
数
に
達
す
る
ま
で
強
制
的
に
選
抜

し
た
。
今
の
惨み

じ

め
な
状
態
よ
り
も
も
っ
と
悪
く
な
る
で
は
な
い
か
と
恐
れ
て
、

通
常
は
志
願
す
る
囚
人
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
そ
の
上
、
働
く
必
要
が
な
い

検
疫
収
容
所
で
不
十
分
な
貧
し
い
配
給
し
か
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
人
が
、

志
願
し
て
作
業
し
よ
う
と
考
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
な
ん
と
気
の
毒
で
哀
れ
な

人
た
ち
よ
。
第
三
帝
国
の
強
制
収
容
所
の
道
徳
律
が
分
か
っ
て
い
な
い
。
働

か
ざ
る
者
は
生
き
る
を
許
さ
れ
ず
、
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
の
だ
。
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妻
と
娘
は
、
私
の
助
言
は
十
分
な
理
由
が
あ
っ
て
の
こ
と
に
違
い
な
い
と

理
解
し
た
。
二
人
は
、
次
に
選
別
が
あ
れ
ば
、
志
願
す
る
と
約
束
し
た
。

二
日
後
に
は
、
旅
の
た
め
の
暖
か
い
衣
服
と
食
料
を
も
っ
て
ま
た
来
る
と

約
束
し
て
別
れ
た
。

二
日
が
過
ぎ
、
最
後
の
別
れ
を
す
る
た
め
に
、
う
ち
沈
ん
で
Ｂ
Ⅱ
ｃ
収
容

区
に
向
か
っ
た
。
た
く
さ
ん
の
衣
服
と
食
料
を
も
っ
て
行
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
と
き
は
一
人
で
は
行
か
な
か
っ
た
。
あ
え
て
、
大
量
の
物
資
を
も
っ
て

Ｂ
Ⅱ
ｃ
収
容
区
の
ゲ
ー
ト
を
通
ろ
う
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
辺
り
に
は
、

い
つ
も
数
人
の
親
衛
隊
将
校
が
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、

私
の
肺
炎
患
者
で
あ
る
死
体
焼
却
場
勤
務
の
親
衛
隊
員
に
頼
ん
で
、
一
緒
に

行
っ
て
柵
越
し
に
荷
物
を
投
げ
入
れ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

バ
ラ
ッ
ク
の
中
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
妻
と
娘
を
呼
び
出

し
て
、
外
に
出
て
有
刺
鉄
線
の
近
く
ま
で
来
さ
せ
た
。
同
行
し
た
監
視
兵
と

私
は
柵
越
し
に
荷
物
を
投
げ
入
れ
た
。
幸
い
に
も
、
私
た
ち
に
気
づ
い
た
者

は
近
く
に
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。

私
た
ち
は
有
刺
鉄
線
で
隔
て
ら
れ
、
抱
き
合
う
こ
と
す
ら
で
き
な
い
。
数

分
間
話
し
た
だ
け
だ
っ
た
。
妻
は
、
志
願
の
こ
と
は
問
題
な
い
と
言
っ
た
。

妻
と
娘
は
、
選
抜
責
任
者
の
軍
曹
に
姓
名
を
申
告
す
る
必
要
も
な
か
っ
た
。

名
前
は
あ
の
と
き
す
ぐ
に
移
送
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
多
く
の

女
性
は
忠
告
を
聞
い
て
志
願
を
決
め
た
と
妻
が
言
っ
た
と
き
に
は
、
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
。

（
二
五
）
ド
イ
ツ
国
内
で
労
働
力
需
要
が
逼ひ
っ

迫ぱ
く

し
た
一
九
四
四
年
春
以
降
に
は
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
。Franciszek
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二
七

三
日
後
、
妻
と
娘
が
本
当
に
収
容
所
を
出
た
こ
と
を
確
か
め
た
く
て
、
も

う
一
度
Ｂ
Ⅱ
ｃ
収
容
区
に
行
っ
て
み
た
。

す
べ
て
が
希
望
通
り
だ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
〇
〇
人
ず
つ
の
女
性
で
編

成
さ
れ
た
二
本
の
移
送
列
車
が
、
最
も
大
切
な
人
た
ち
を
乗
せ
て
、
ア
ウ

シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
を
出
発
し
た
。
彼
ら
に
は
何
が
待
ち
受
け
て
い

る
か
は
知
る
由
も
な
い
が
、
と
も
か
く
ホ
ッ
と
し
た
。
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ

で
は
確
実
に
死
あ
る
の
み
だ
が
、
少
し
で
も
運
が
あ
れ
ば
、
新
し
い
到
着
地

で
解
放
さ
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
戦
争
が
終
わ
り
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を

示
す
多
く
の
兆
候
が
あ
る
。
第
三
帝
国
の
墓
穴
は
す
で
に
掘
ら
れ
て
い
た
。

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
か
ら
う
ま
く
出
ら
れ
た
人
は
、
再
び
希
望
を
も
つ
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
反
し
て
、
私
は
自
分
の
状
況
が
絶
望
的
で
あ

る
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
た
。

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
死
体
焼
却
場
か
ら
最
も
大
切
な
人
を
首
尾
良
く
救

い
出
し
た
こ
と
に
、
私
は
深
く
満
足
し
て
い
た
。
と
は
い
え
、
こ
こ
で
の
死

は
避
け
が
た
く
切
迫
し
て
い
る
こ
と
も
感
じ
て
い
た
。
恐
れ
た
り
絶
望
し
た

り
し
た
か
ら
、
こ
う
い
う
結
論
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
一
期
ま
で
の

ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
に
降
り
か
か
っ
た
血
の
悲
劇
に
か
ん
す
る
知
識
と
冷
静

冷
徹
な
論
理
的
推
理
か
ら
到
達
し
た
結
論
で
あ
る
。
Ｂ
Ⅱ
ｃ
収
容
区
か
ら
歩

き
な
が
ら
、
改
め
て
陰い

ん

鬱う
つ

な
バ
ラ
ッ
ク
を
見
や
っ
た
。
頭
を
刈
ら
れ
ボ
ロ
を

ま
と
い
、
人
間
の
尊
厳
性
を
剥
奪
さ
れ
た
哀
れ
で
や
つ
れ
た
人
た
ち
が
ふ
ら

ふ
ら
と
歩
い
て
い
た
あ
の
場
所
、
か
つ
て
は
美
し
か
っ
た
私
た
ち
の
妻
た
ち
、

私
た
ち
の
娘
た
ち
が
、
異
様
な
姿
に
な
り
果
て
た
あ
の
場
所
に
別
れ
を
告
げ

た
と
き
、
つ
ら
い
悲
し
さ
が
こ
み
上
げ
て
き
た
。

背
中
が
ぞ
く
っ
と
し
て
、
全
身
が
震
え
た
。
コ
ー
ト
を
着
て
み
て
、
も
う

秋
に
な
っ
た
と
よ
う
や
く
気
づ
い
た
。
九
月
、
強
い
北
風
が
、
す
で
に
冠
雪
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し
た
ベ
ス
キ
ッ
ズ
山
脈
［
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
南
側
］
に
向
か
っ
て
吹
き

有
刺
鉄
線
を
鳴
ら
し
て
、
死
体
焼
却
場
の
煙
突
か
ら
昇
る
炎
を
煽あ

お

っ
て
い
た
。

そ
こ
こ
こ
に
数
羽
の
カ
ラ
ス
が
飛
ん
で
い
た
。
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
で
見
ら

れ
る
唯
一
の
鳥
で
あ
る
。
私
の
ほ
う
に
吹
い
て
く
る
風
は
、
何
世
紀
で
も
保も

つ
よ
う
に
作
ら
れ
た
死
体
焼
却
場
の
煙
突
か
ら
出
た
幾
筋
も
の
煙
を
運
ん
で

き
た
。
肉
と
髪
が
焼
け
る
い
つ
も
の
悪
臭
と
と
も
に
。

昼
も
夜
も
、
何
も
手
に
つ
か
ず
落
ち
着
き
な
く
、
あ
れ
こ
れ
と
思
い
煩
い
、

無
口
に
な
っ
た
。
あ
れ
以
上
に
望
む
も
の
は
な
い
。
最
も
大
切
な
二
人
が
こ

こ
を
去
っ
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
寂
し
さ
の
あ
ま
り
息
が
詰
ま
り
そ
う
に

な
っ
た
。

静
寂
と
果
て
し
な
い
単
調
さ
が
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
を
覆
っ

て
い
た
。
こ
れ
は
悪
い
兆
し
だ
。
こ
れ
ま
で
直
感
が
外
れ
た
こ
と
は
な
い
。

こ
の
途と

轍て
つ

も
な
い
静
け
さ
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
大
虐
殺
の
前
触
れ
で
あ
っ

た
。
第
一
二
期
の
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
は
四
ヶ
月
の
寿
命
の
う
ち
三
ケ
月
半

を
使
っ
て
し
ま
っ
た
。
砂
時
計
の
砂
の
落
ち
方
は
早
い
。
わ
ず
か
に
二
週
間

が
残
っ
て
い
る
だ
け
だ
。
…
…

ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
自
分
の
言
葉
に
忠
実
な
男
で
あ
る
。
Ｂ
Ⅱ
ｃ
収

容
区
は
清
算
さ
れ
た
。
毎
晩
、
五
〇
台
の
ト
ラ
ッ
ク
に
四
〇
〇
〇
人
の
犠
牲

者
を
載
せ
て
死
体
焼
却
場
に
来
る
。
そ
れ
は
ぞ
っ
と
す
る
よ
う
な
光
景
だ
。

狂
っ
た
よ
う
に
叫
ぶ
人
た
ち
、
あ
る
い
は
恐
怖
の
あ
ま
り
に
茫
然
自
失
に

な
っ
た
人
た
ち
を
貨
物
の
よ
う
に
載
せ
て
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
点つ

け
た
ト

ラ
ッ
ク
が
長
蛇
の
列
を
な
し
て
死
体
焼
却
場
の
庭
に
入
っ
て
く
る
。

ガ
ス
室
に
降
り
て
ゆ
く
入
り
口
の
真
ん
前
で
降
ろ
さ
れ
る
と
き
に
は
、
哀

れ
な
犠
牲
者
た
ち
は
も
う
裸
に
な
っ
て
い
る
。
女
性
た
ち
は
み
ん
な
、
こ
れ

か
ら
ガ
ス
で
殺
さ
れ
る
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
四
ヶ
月
以

上
に
も
亘
っ
て
刑
務
所
の
規
則
を
叩
き
込
ま
れ
、
身
も
心
も
参
っ
て
神
経
衰

弱
に
な
り
、
抵
抗
す
る
意
思
さ
え
も
奪
わ
れ
て
い
た
。
彼
ら
は
群
れ
を
な
し
、

残
忍
な
死
が
待
っ
て
い
る
ガ
ス
室
に
甘
ん
じ
て
向
か
っ
た
。
と
は
言
え
、
一

人
ひ
と
り
の
女
性
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
の
無
益
で
耐
え
が
た
い

人
生
に
終
止
符
を
打
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
う
な
る
ま
で
の
道
の
り
の
、
何
と
長
い
こ
と
よ
。
こ
こ
に
至
る
旅
の
節

目
節
目
で
受
け
た
苦
し
み
が
、
い
か
に
人
道
に
も
と
る
も
の
で
あ
り
、
理
不

尽
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
。
彼
ら
の
平
和
な
家
庭
は
略
奪
さ
れ
、
跡
形
も

な
く
破
壊
さ
れ
た
。
夫
、
子
、
年
老
い
た
両
親
と
一
緒
に
、
郊
外
の
古
び
た

レ
ン
ガ
造
り
の
ゲ
ッ
ト
ー
に
押
し
込
め
ら
れ
、
春
の
雨
が
残
し
た
水
た
ま
り

の
上
で
数
週
間
も
寝
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
数
人
ず
つ
呼
び

出
さ
れ
て
、
特
別
に
設し

つ
ら

え
た
拷
問
部
屋
で
尋
問
さ
れ
、
貴
重
品
を
誰
と
一

緒
に
ど
こ
に
隠
し
た
か
を
白
状
す
る
ま
で
、
指
を
叩た

た

き
潰つ

ぶ

さ
れ
ゴ
ム
製
の
棍

棒
で
殴
ら
れ
た
。
拷
問
の
途
中
で
死
ん
だ
人
も
多
い
。
そ
の
後
、
残
り
は
一

両
に
八
〇
人
～
九
〇
人
ず
つ
が
貨
車
に
押
し
込
ま
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
態

で
、
途
中
で
死
ん
だ
人
と
一
緒
に
、
最
終
的
に
列
車
が
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ

の
ラ
ン
プ
に
降
り
立
つ
ま
で
、
四
日
か
五
日
、
旅
を
し
た
。

私
た
ち
に
は
次
に
何
が
起
こ
る
か
分
か
っ
て
い
る
。
最
も
親
密
な
家
族
か

ら
引
き
離
さ
れ
、
心
が
傷
つ
い
た
ま
ま
、
女
性
た
ち
は
Ｂ
Ⅱ
ｃ
収
容
区
の
バ

ラ
ッ
ク
に
た
ど
り
着
い
た
。
シ
ラ
ミ
と
病
気
の
不
潔
な
温
床
に
入
る
前
に
、

人
間
の
尊
厳
性
の
最
後
の
痕
跡
を
奪
い
取
る
手
続
き
、
す
な
わ
ち
浴
場
で
の

儀
式
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
乱
暴
な
手
つ
き
で
衣
服
が
は
ぎ
取

ら
れ
、
毛
髪
が
刈
り
取
ら
れ
る
。
シ
ャ
ワ
ー
の
後
に
渡
さ
れ
る
新
し
い
衣
服

は
、
最
も
気
の
毒
な
乞
食
で
も
嫌
に
な
っ
て
捨
て
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
み
ん

な
が
揃
っ
て
ボ
ロ
を
身
に
纏ま

と

う
と
、
第
三
帝
国
か
ら
最
初
の
本
当
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
あ
る
。
そ
れ
は
シ
ラ
ミ
。

こ
う
し
て
我
が
妻
が
、
我
が
母
が
、
我
が
姉
妹
が
、
我
が
娘
が
、
強
制
収

容
所
の
有
刺
鉄
線
の
内
側
で
生
気
を
失
っ
て
ゆ
く
。
食
事
は
豚
の
食
べ
残
し

よ
り
も
悪
い
。
餓
死
を
防
ぎ
は
す
る
が
、
か
ろ
う
じ
て
生
命
を
維
持
す
る
程

度
の
食
事
で
あ
る
。
タ
ン
パ
ク
質
が
足
り
な
い
。
生
命
の
維
持
に
必
要
な
こ

の
栄
養
分
が
不
足
し
て
い
る
た
め
に
、
足
は
鉛
の
よ
う
に
重
く
な
る
。
脂
肪
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の
欠
乏
は
む
く
み
を
生
じ
さ
せ
、
月
経
周
期
の
乱
れ
は
イ
ラ
イ
ラ
、
頭
痛
、

鼻
血
を
頻
発
さ
せ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
の
欠
乏
は
恒
常
的
な
眠
気
と
記
憶
喪
失
を

引
き
起
こ
す
。
か
つ
て
住
ん
で
い
た
通
り
の
名
前
や
番
地
を
忘
れ
て
し
ま
う

こ
と
さ
え
あ
る
。
そ
の
目
を
み
れ
ば
生
き
て
い
る
こ
と
は
よ
う
や
く
分
か
る

が
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
飢
餓
を
訴
え
る
目
だ
。

点
呼
で
は
延
々
と
全
員
が
繰
り
返
し
数
え
ら
れ
、
何
時
間
も
整
列
さ
せ
ら

れ
た
。
気
絶
し
て
倒
れ
る
と
、
凍
っ
た
バ
ケ
ツ
の
水
が
か
け
ら
れ
起
こ
さ
れ

た
。
気
づ
い
て
最
初
に
見
え
る
の
は
、
死
体
焼
却
場
の
煙
突
か
ら
立
ち
昇
る

黒
い
煙
と
炎
の
雲
で
あ
る
。
煙
と
炎
は
、
絶
滅
が
目
の
前
に
あ
る
こ
と
を
い

つ
も
思
い
出
さ
せ
る
二
つ
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。

こ
の
四
ヶ
月
間
、
Ｂ
Ⅱ
ｃ
収
容
区
の
収
容
者
は
死
体
焼
却
場
の
側
で
ひ
っ

そ
り
と
生
き
て
い
た
の
だ
が
、
全
員
が
死
体
焼
却
場
に
入
る
の
に
は
一
〇
日

で
済
ん
だ
。

数
多
く
の
悲
劇
の
舞
台
と
な
っ
た
Ｂ
Ⅱ
ｃ
収
容
区
は
ふ
た
た
び
静
寂
の
中

に
あ
っ
た
。
…
…

二
八

月
日
が
流
れ
た
。
そ
し
て
、
毎
日
、
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
は
最
期
の
日
が

来
る
の
を
待
っ
た
。
最
も
恐
ろ
し
い
、
処
刑
の
日
が
今
ま
で
以
上
に
近
づ
い

て
い
た
。
そ
れ
が
終
わ
れ
ば
、
す
べ
て
は
暗
闇
の
中
に
灰
と
な
る
。
…
…

親
衛
隊
の
処
刑
人
が
、
い
つ
来
て
も
お
か
し
く
な
い
と
私
た
ち
は
予
想
し
て

い
た
。

一
九
四
五
年
一
〇
月
六
日
(45
)、
局
所
非
常
線
と
広
域
非
常
線
の
間
の
中

間
地
帯
に
建
っ
て
い
る
監
視
塔
の
一
つ
か
ら
、
一
発
の
銃
声
が
鳴
り
響
い
た
。

致
命
傷
を
負
っ
た
囚
人
が
地
面
に
倒
れ
込
ん
だ
。
こ
の
男
は
、
捕
虜
収
容
所

か
ら
逃
亡
を
謀は

か

っ
た
た
め
に
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
に
移
送
さ
れ

た
ロ
シ
ア
軍
の
将
校
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
来
て
も
逃
亡
を
図
り
、
監
視
兵
の

標
的
に
な
っ
た
。

ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
が
率
い
る
政
治
部
［
強
制
収
容
所
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
］

か
ら
派
遣
さ
れ
た
親
衛
隊
員
が
現
着
し
、
日
常
茶
飯
事
と
な
っ
て
い
る
事
件

を
捜
査
し
た
。
ふ
つ
う
は
、
死
体
は
死
体
置
き
場
に
運
ば
れ
、
手
続
き
な
し

に
死
体
焼
却
場
に
送
ら
れ
る
の
だ
が
、
死
体
が
ロ
シ
ア
軍
の
将
校
で
あ
っ
た

た
め
、
こ
の
と
き
ば
か
り
は
例
外
的
に
、
そ
の
フ
ル
・
ネ
ー
ム
が
登
録
簿
に

記
載
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
こ
の
囚
人
に
は
非
業
の
死
を
説
明
す
る
証
拠
と

し
て
剖
検
報
告
書
が
必
要
に
な
っ
た
。
…
…
現
場
検
証
が
終
わ
り
、
ド
ク

タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
死
体
を
死
体
焼
却
場
に
運
ば
せ
て
剖
検
を
指
示
し
、
報

告
書
を
二
時
三
〇
分
ま
で
に
作
成
し
て
、
直
接
手
渡
す
よ
う
に
と
命
じ
た
。

報
告
書
を
入
念
に
点
検
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

九
時
頃
に
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
部
屋
を
退
出
し
た
。
死
体
を
解
剖
台

(81) 北海学園大学経済論集 第 70 巻第 3号(2022 年 12 月)

(45
)
正
し
く
は
七
日
。



に
載
せ
て
も
ら
い
、
私
は
剖
検
に
取
り
か
か
ろ
う
と
し
た
。
三
〇
分
か
四
〇

分
で
や
り
終
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
に
思
わ
れ
た
が
、
そ
の
日
は
一
〇
月
六

日
［
正
し
く
は
七
日
］
で
あ
り
、
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
最
後
の
日
に
な
る

か
、
そ
れ
と
も
そ
の
一
日
前
に
な
る
か
と
い
う
日
で
あ
っ
た
。
確
か
な
こ
と

は
何
も
知
ら
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
死
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
こ
と
は
、

誰
も
が
直
感
し
て
い
た
。
仕
事
が
手
に
付
か
な
か
っ
た
。
解
剖
室
を
出
て
、

宿
舎
に
行
っ
た
。
次
々
と
タ
バ
コ
に
火
を
点つ

け
、
ふ
つ
う
で
は
考
え
ら
れ
な

い
ほ
ど
大
量
に
ル
ミ
ナ
ー
ル
錠
を
服
用
し
た
が
、
ど
う
や
っ
た
ら
よ
い
か
、

私
に
は
ま
っ
た
く
分
か
ら
な
い
ま
ま
に
、
炉
室
に
行
っ
た
。

炉
前
に
は
何
百
も
の
死
体
が
集
め
ら
れ
て
い
た
が
、
日
勤
の
作
業
員
は
ノ

ロ
ノ
ロ
と
し
て
い
た
。
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
で
集
ま
っ
て
、
何
や
ら
小
声
で

相
談
し
て
い
た
。
作
業
員
の
寝
床
が
あ
る
上
の
フ
ロ
ア
［
屋
根
裏
部
屋
］
に

行
っ
た
。
夜
勤
は
、
い
つ
も
は
朝
食
を
摂
っ
て
眠
っ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
こ

の
と
き
は
違
っ
て
い
た
。
信
じ
ら
れ
な
い
。
午
前
一
〇
時
に
な
っ
て
も
、
ま

だ
誰
も
寝
て
い
な
い
。
そ
れ
に
一
番
奇
妙
だ
っ
た
の
は
、
穏
や
か
な
一
〇
月

の
日
が
差
し
て
い
る
の
に
、
防
寒
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
て
、
膝
ま
で
の
ブ
ー
ツ

を
履
く
な
ど
し
て
、
動
き
や
す
い
服
装
を
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

誰
も
が
あ
ち
こ
ち
を
動
き
回
っ
た
り
、
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
の
中
身
を
分
別
し

た
り
し
て
い
た
。
あ
た
り
中
が
ざ
わ
め
い
て
い
て
、
私
の
緊
張
は
い
や
増
し

た
。
何
か
が
起
こ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
私
は
カ
ポ
長
の
狭
い
個
室
に
入
っ
た
。

テ
ー
ブ
ル
に
着
い
て
い
た
の
は
、
夜
勤
の
カ
ポ
、
保
守
点
検
技
師
、
火
夫

か
ま
た
き

の

主
任
、
そ
し
て
、
ガ
ス
室
の
カ
ポ
だ
っ
た
。
ク
ミ
ン
［
香
辛
料
、
セ
リ
科
の

一
年
草
］
で
香
り
付
け
を
し
た
最
高
級
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
産
ウ
ォ
ッ
カ
は
半
ば

空
に
な
っ
て
い
た
が
、
グ
ラ
ス
に
半
分
ほ
ど
注
い
で
も
ら
っ
て
、
席
に
着
い

た
。
私
は
ウ
ォ
ッ
カ
を
一
気
に
あ
お
っ
た
。
飲
ん
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
最
後

の
時
間
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
魂
の
救
済
に
は
な

ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
死
の
恐
怖
を
乗
り
越
え
る
の
に
は
確
か
に
役

立
っ
た
。
…
…

仲
間
た
ち
は
状
況
を
詳
し
く
説
明
し
て
く
れ
た
。
彼
ら
が
集
め
た
情
報
に

よ
れ
ば
、
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
が
明
日
も
し
く
は
三
日
後
に
は
抹
殺
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
八
六
〇
人
(46
)
の
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
に
は
、
今
晩
、

死
体
焼
却
場
で
反
乱
を
起
こ
す
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
準
備
が
で
き
て
い
た
。
私

た
ち
の
逃
走
経
路
の
行
き
先
は
、
収
容
所
か
ら
二
㌖
ほ
ど
離
れ
て
い
る
ヴ
ィ

ス
ワ
川
の
大
曲

ベ
ン
ト

で
あ
る
。
暑
い
夏
の
終
わ
り
で
、
そ
の
辺
り
は
水
深
が
浅
く
、

十
分
に
歩
い
て
渡
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
川
向
こ
う
に
は
奥
行
き
八
㌖
の
森
が

あ
り
、
数
週
間
、
あ
る
い
は
数
ヶ
月
は
落
ち
着
け
そ
う
な
隠
れ
家
を
簡
単
に

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
パ
ル
チ
ザ
ン
と
も
連
絡
が
つ
け
ら
れ
る
と
思
わ
れ

た
。
オ
シ
フ
ィ
エ
ン
チ
ム
の
弾
薬
工
場
で
働
い
て
い
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ユ
ダ

ヤ
人
女
性
数
名
(47
)
が
運
び
込
ん
だ
武
器
に
よ
っ
て
戦
闘
の
チ
ャ
ン
ス
を
得

て
、
私
た
ち
は
見
事
に
成
し
遂
げ
る
だ
ろ
う
。
私
た
ち
の
武
器
に
は
、
ド
イ

ツ
軍
が
と
く
に
鉄
道
線
路
の
爆
破
に
使
用
す
る
爆
発
力
の
大
き
な
エ
ク
ラ
サ
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(46
)
公
文
書
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
四
年
一
〇
月
七
日
現
在
、
じ
っ
さ
い
に
ゾ
ン

ダ
ー
コ
マ
ン
ド
に
い
た
の
は
六
六
三
人
で
あ
る
。［
内
訳
は
以
下
の
通
り

（C
zech

,Kalendarium

,S

.898

.）。
第
一
(二
)死
体
焼
却
場
（
57
Ｂ
班
）：
一
六

九
人
（
日
勤
八
四
人
、
夜
勤
八
五
人
）：
第
二
(三
)死
体
焼
却
場
（
58
Ｂ
班
）：
一

六
九
人
（
日
勤
八
四
人
、
夜
勤
八
五
人
）：
第
三
(四
)死
体
焼
却
場
（
59
Ｂ
班
）：

一
六
九
人
（
日
勤
八
四
人
、
夜
勤
八
五
人
）：
第
四
(五
)死
体
焼
却
場
（
60
Ｂ

班
）：
一
五
六
人
（
日
勤
七
二
人
、
夜
勤
八
四
人
）。
な
お
、
一
九
四
四
年
一
〇
月

三
日
付
の
人
員
配
置
表
（
グ
ラ
ビ
ア
27
（
次
頁
））
で
は
第
四
(五
)死
体
焼
却
場

（
60
Ｂ
班
）
の
日
勤
が
七
〇
人
と
な
っ
て
い
る
だ
け
で
、
他
は
同
一
で
あ
る
。］

(47
)
ア
ー
ラ
・
ゲ
ル
ト
ナ
ー
、
レ
ギ
ー
ナ
・
ザ
フ
ァ
ー
シ
ュ
タ
イ
ン
、
エ
ス
テ

ラ
・
ワ
イ
ブ
ル
ム
。
爆
薬
は
第
三
(四
)死
体
焼
却
場
の
近
く
に
あ
っ
た
身
の
回
り

品
保
管
収
容
所
［
い
わ
ゆ
る
「
カ
ナ
ダ
」］
で
作
業
し
て
い
た
ロ
ザ
・
ロ
ボ
タ
が

密
か
に
持
ち
込
ん
だ
。
こ
の
四
人
は
す
べ
て
、
そ
の
後
取
り
調
べ
を
受
け
て
、
一

九
四
五
年
一
月
六
日
に
拡
大
保
護
拘
禁
収
容
所
と
言
わ
れ
る
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ

基
幹
収
容
所
（
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
第
一
強
制
収
容
所
）
の
新
し
い
施
設
で
絞
首

刑
が
執
行
さ
れ
た
。［
こ
れ
が
最
後
の
公
開
処
刑
と
な
っ
た
。］
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グ
ラ
ビ
ア
27

死
体
焼
却
場
別
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
日
勤
・
夜
勤
人
員
配
置
（
1944

年
10
月
⚓
日
現
在
）

蜂
起
⚔
日
前
の
配
置
（
専
門
作
業
員
⚓
人
，
一
般
作
業
員
661
人
）



イ
ト
弾
［
水
、
衝
撃
、
火
に
影
響
さ
れ
な
い
爆
薬
］
が
一
〇
〇
発
あ
っ
た
。

そ
の
上
、
軽
機
関
銃
(48
)
が
五
丁
と
手
り
ゅ
う
弾
が
二
〇
発
も
あ
っ
た
。
以

上
が
私
た
ち
の
備
え
の
す
べ
て
で
あ
っ
た
。
作
戦
は
、
夜
間
当
番
の
親
衛
隊

員
へ
の
ナ
イ
フ
に
よ
る
急
襲
か
ら
始
め
る
。
計
画
に
よ
れ
ば
、
そ
の
次
は
親

衛
隊
の
看
守
宿
舎
に
忍
び
こ
み
、
小
火
器
を
捕
獲
し
た
後
、
で
き
る
だ
け
長

く
警
備
兵
を
人
質
に
取
っ
て
お
く
。
…
…
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
を
使
っ
て
、
第

一
(二
)死
体
焼
却
場
か
ら
第
二
(三
)死
体
焼
却
場
へ
、
そ
し
て
第
二
(三
)死

体
焼
却
場
か
ら
第
三
(四
)死
体
焼
却
場
へ
、
さ
ら
に
第
三
(四
)死
体
焼
却
場

か
ら
第
四
(五
)死
体
焼
却
場
へ
と
、
次
々
に
脱
走
の
合
図
を
送
る
予
定
で
あ

る
。
私
に
は
、
計
画
全
体
が
と
て
も
う
ま
く
行
き
そ
う
に
見
え
た
。
そ
の
日

は
、
第
一
(二
)死
体
焼
却
場
以
外
に
は
、
ど
の
死
体
焼
却
場
で
も
死
体
を
焼

却
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
六
時
に
死
体

焼
却
場
で
作
業
が
終
わ
る
と
き
に
は
、
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
に
は
誰
一
人
と

し
て
夜
勤
に
就
く
作
業
員
は
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
夜
に
は
親
衛
隊
は
少
数

の
警
備
し
か
配
置
せ
ず
、
ど
の
死
体
焼
却
場
に
も
わ
ず
か
三
人
し
か
い
な
い
。

い
つ
も
通
り
に
作
業
を
続
け
る
こ
と
と
し
、
合
図
が
あ
る
ま
で
は
い
さ
さ
か

も
疑
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
相
談
し
て
、
私
た
ち
は
別
れ
た
。

部
屋
に
戻
る
途
中
に
、
ま
た
炉
室
を
通
っ
た
。
囚
人
た
ち
は
や
る
気
な
さ

そ
う
に
作
業
し
て
い
た
。
私
は
仲
間
の
医
師
た
ち
に
状
況
を
説
明
し
た
。
し

か
し
、
助
手
に
は
何
も
言
わ
な
か
っ
た
。
彼
は
強
制
収
容
所
の
囚
人
に
な
っ

て
数
年
に
な
る
が
、
信
用
な
ら
な
い
男
だ
っ
た
。
ど
の
み
ち
事
が
起
こ
れ
ば
、

彼
だ
っ
て
状
況
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

昼
食
の
時
間
に
な
っ
た
の
で
、
私
は
仲
間
と
と
も
に
静
か
に
食
事
を
摂
り
、

一
緒
に
死
体
焼
却
場
の
庭
に
出
て
、
さ
わ
や
か
な
秋
の
日
差
し
で
身
体
を
暖

め
た
。
親
衛
隊
員
が
い
な
い
の
が
は
っ
き
り
し
た
。
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う

に
、
お
そ
ら
く
は
自
分
た
ち
の
部
屋
に
い
る
の
だ
ろ
う
。
ゲ
ー
ト
が
閉
ま
り
、

警
備
兵
が
配
置
に
着
い
た
。
い
つ
も
の
通
り
だ
。
気
が
か
り
で
困
っ
た
こ
と

は
、
本
当
に
何
一
つ
な
い
。
私
は
静
か
に
タ
バ
コ
を
吸
っ
た
。
夜
に
有
刺
鉄

線
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
自
由
に
な
る
。
こ
う
考
え
る
と
、
こ
れ
ま
で

の
四
ヶ
月
間
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
た
恐
怖
心
が
取
り
除
か
れ
た
。
失
敗
し

て
も
、
失
う
も
の
は
何
も
な
い
。

腕
時
計
を
見
た
。
一
時
半
だ
っ
た
。
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
が
戻
っ
て
く

る
は
ず
の
二
時
半
ま
で
に
は
、
剖
検
を
終
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何

も
言
わ
ず
に
、
仲
間
の
医
師
た
ち
が
私
の
後
に
つ
い
て
解
剖
室
に
来
た
。
直

ち
に
私
た
ち
は
仕
事
に
取
り
か
か
っ
た
。
こ
う
し
て
あ
の
特
別
な
日
に
は
、

同
僚
の
一
人
が
剖
検
を
担
当
し
、
私
は
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
報
告
書
を
作
成

し
た
。

お
よ
そ
二
〇
分
間
、
私
た
ち
は
一
言
も
発
せ
ず
に
仕
事
を
し
た
。
そ
の
と

き
、
突
然
、
大
爆
発
の
衝
撃
で
部
屋
全
体
が
揺
れ
た
。
そ
の
後
、
双
方
の
軽

機
関
銃
の
撃
ち
合
い
が
始
ま
っ
た
。

緑
色
の
大
き
な
防
虫
網
戸
か
ら
透
か
し
て
見
る
と
、
第
三
(四
)死
体
焼
却

場
の
赤
い
屋
根
が
崩
れ
落
ち
る
の
が
見
え
た
(49
)。
梁は

り

や
ブ
ロ
ッ
ク
が
空
中

に
吹
き
飛
ん
だ
と
思
う
と
、
す
ぐ
に
巨
大
な
黒
い
煙
と
火
柱
が
立
っ
た
。
も

の
の
一
分
も
経
た
な
い
う
ち
に
、
解
剖
室
の
ド
ア
の
外
で
軽
機
関
銃
が
火
を

噴ふ

い
た
。

何
が
起
こ
っ
た
の
か
思
い
も
つ
か
な
か
っ
た
。
夜
に
始
ま
る
と
予
想
し
て

い
た
か
ら
だ
。
密
告
さ
れ
て
、
親
衛
隊
が
先
制
攻
撃
を
仕
掛
け
た
の
か
。
あ
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(48
)
そ
の
他
の
資
料
に
は
、
数
個
の
粗
雑
な
自
家
製
手
り
ゅ
う
弾
以
外
に
は
、
ゾ

ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
が
保
有
し
た
と
さ
れ
る
小
火
器
に
つ
い
て
の
記
述
が
な
い
。

(49
)
蜂
起
は
、
親
衛
隊
が
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
作
業
員
の
中
か
ら
三
〇
〇
人
を

連
行
し
よ
う
と
し
た
と
き
で
あ
る
。
囚
人
た
ち
は
、
そ
の
最
中
に
第
三
(四
)死
体

焼
却
場
の
脱
衣
場
に
あ
っ
た
ベ
ッ
ド
に
放
火
し
た
。
こ
の
脱
衣
場
は
、
第
四
(五
)

死
体
焼
却
場
と
「
ガ
ス
小
屋
」［
第
二
ブ
ン
カ
ー
、
注
30
、
51
頁
参
照
］
で
使
役

さ
れ
て
い
た
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
ほ
と
ん
ど
の
作
業
員
の
た
め
の
宿
舎
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
た
。



る
い
は
パ
ル
チ
ザ
ン
が
死
体
焼
却
場
を
急
襲
し
た
の
だ
ろ
う
か
(50
)。
ア
ウ

シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
第
一
強
制
収
容
所
［
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
基
幹
収
容
所
］
と

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
第
二
強
制
収
容
所
［
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
強
制
収
容
所
］
の
サ

イ
レ
ン
が
鳴
っ
た
。
爆
発
音
と
銃
声
が
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
き
た
。
重
機

関
銃
か
ら
の
砲
火
の
音
も
は
っ
き
り
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

私
の
決
断
は
早
か
っ
た
。
裏
切
り
が
あ
ろ
う
と
パ
ル
チ
ザ
ン
の
攻
撃
が
あ

ろ
う
と
、
こ
こ
を
動
い
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
最
も
賢
明
な
こ
と
だ
っ
た
。

こ
の
場
に
い
て
、
状
況
が
収
ま
る
の
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
窓
越
し

に
ト
ラ
ッ
ク
が
八
台
か
一
〇
台
接
近
す
る
の
が
見
え
た
。
死
体
焼
却
場
に

沿
っ
て
停
車
し
た
。
一
個
大
隊
の
半
数
が
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
飛
び
降
り
て
、
有

刺
鉄
線
の
柵
の
前
で
配
置
に
つ
き
始
め
た
の
が
見
え
た
。

も
は
や
状
況
は
明
ら
か
だ
。
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
囚
人
は
第
一
(二
)死

体
焼
却
場
を
占
領
し
火
を
放
ち
、
ま
だ
定
位
置
に
着
い
て
い
な
い
親
衛
隊
め

が
け
て
窓
か
ら
手
り
ゅ
う
弾
を
投
げ
て
い
た
。
親
衛
隊
員
が
死
ぬ
か
負
傷
す

る
か
し
て
倒
れ
て
い
る
の
で
、
囚
人
の
抵
抗
は
効
果
を
あ
げ
て
い
る
の
が
分

か
る
。
そ
こ
で
、
攻
撃
側
の
親
衛
隊
は
も
っ
と
実
効
性
の
あ
る
手
立
て
を
講

じ
た
。
四
〇
頭
～
五
〇
頭
の
良
く
訓
練
さ
れ
た
軍
用
犬
を
連
れ
て
き
て
、
囚

人
た
ち
を
死
体
焼
却
場
の
中
に
押
し
込
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
驚
い
た
こ
と
に
、
忠
実
で
獰ど

う

猛も
う

な
獣

け
だ
も
の

が
主
人
で
あ
る
親
衛
隊
員
の
後
ろ

に
縮
こ
ま
り
、
ク
ン
ク
ン
と
泣
い
た
の
だ
。
軍
用
犬
は
縞
模
様
の
囚
人
服
を

着
た
人
を
攻
撃
す
る
よ
う
に
訓
練
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
死
体

焼
却
場
の
建
屋
の
中
に
は
一
匹
も
入
っ
て
行
か
な
か
っ
た
。
焦
げ
た
肉
、
血
、

骨
が
発
す
る
悪
臭
が
辺
り
一
面
に
た
ち
込
め
て
い
て
、
犬
の
鋭
い
嗅
覚
に
は

酷ひ
ど

す
ぎ
た
に
違
い
な
い
。

軍
用
犬
を
使
っ
て
囚
人
を
追
い
出
そ
う
と
し
た
が
、
失
敗
に
終
わ
っ
た
の

で
、
親
衛
隊
は
近
く
の
陣
地
か
ら
二
基
の
高
射
砲
を
運
び
込
ん
で
、
死
体
焼

却
場
の
建
屋
に
狙
い
を
定
め
た
。
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
は
こ
の
よ
う
な
圧
倒

的
な
火
力
に
耐
え
ら
れ
る
は
ず
が
な
い
。
鬨と

き

の
声
が
建
屋
を
揺
す
り
、
ゾ
ン

ダ
ー
コ
マ
ン
ド
が
裏
口
か
ら
駆
け
出
し
た
。
囚
人
た
ち
は
、
親
衛
隊
が
張
っ

た
非
常
線
の
ほ
う
を
射
撃
し
、
か
ね
て
よ
り
切
断
し
て
開
け
て
お
い
た
穴
を

か
い
く
ぐ
っ
て
、
通
電
し
た
有
刺
鉄
線
の
柵
を
抜
け
、
ヴ
ィ
ス
ワ
川
を
目
指

し
て
走
っ
た
。
そ
の
後
、
親
衛
隊
と
逃
亡
者
と
の
間
で
激
し
い
撃
ち
合
い
が

あ
っ
た
。
小
銃
の
発
射
音
、
そ
し
て
手
り
ゅ
う
弾
と
エ
ク
ラ
サ
イ
ト
弾
の
爆

発
音
の
他
に
、
監
視
塔
か
ら
の
重
機
関
銃
の
音
も
一
緒
に
な
っ
て
は
っ
き
り

と
聞
こ
え
て
き
た
。

一
〇
分
も
経
た
な
い
う
ち
に
、
静
か
に
な
っ
た
。

高
射
砲
は
も
う
必
要
が
な
く
な
り
、
死
体
焼
却
場
周
辺
に
配
備
さ
れ
た
親

衛
隊
が
建
屋
を
急
襲
し
た
。
着
剣
し
た
親
衛
隊
員
が
あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
突

入
し
、
全
室
を
占
領
し
た
。

親
衛
隊
員
が
解
剖
室
に
踏
み
込
ん
で
き
た
。
銃
口
を
向
け
て
私
た
ち
を
取

り
囲
み
、
両
手
を
挙
げ
さ
せ
た
。
小
銃
の
台
尻
で
殴
ら
れ
な
が
ら
、
庭
に
押

し
出
さ
れ
た
。
私
た
ち
四
人
は
地
面
に
う
つ
ぶ
せ
に
な
る
よ
う
に
命
令
さ
れ

た
。「
少
し
で
も
動
い
た
り
、
頭
を
上
げ
た
り
す
れ
ば
、
一
発
食
ら
わ
す

ぞ
。」
と
も
言
わ
れ
た
。

数
分
後
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
に
向
か
っ
て
く
る
足
音
を
聞
い
た
。
逮
捕
さ
れ

た
大
勢
の
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
人
た
ち
だ
と
思
っ
た
。
彼
ら
も
私
た
ち
の

周
り
で
地
面
に
伏
せ
る
よ
う
に
命
令
さ
れ
た
。
ど
れ
だ
け
の
人
が
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
み
ん
な
が
一
列
に
伏
せ
っ
て
い
た
の
で
、
分
か
ら
な
か
っ
た
。
三
、

四
分
後
に
、
ま
た
新
し
い
グ
ル
ー
プ
が
庭
に
連
れ
て
こ
ら
れ
、
地
面
に
伏
せ
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(50
)
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
は
、
収
容
所
全
体
を
巻
き
込
む
計
画
的
蜂
起
に
加
担
す

る
と
と
も
に
、
パ
ル
チ
ザ
ン
の
分
遣
隊
と
連
携
し
て
攻
撃
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い

た
。
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
虐
殺
を
企
ん
だ
親
衛
隊
は
、
先
手
を
打
っ
て
囚
人
を

反
逆
者
に
仕
立
て
よ
う
と
し
た
。
第
三
(四
)死
体
焼
却
場
［
59
Ｂ
班
一
六
九
人
］

の
蜂
起
に
加
わ
っ
た
の
は
、
第
一
(二
)死
体
焼
却
場
の
囚
人
［
57
Ｂ
班
一
六
九

人
］
だ
け
で
あ
る
。



ろ
と
命
令
さ
れ
た
。

全
員
が
じ
っ
と
動
か
ず
に
庭
に
伏
せ
て
い
た
が
、
そ
の
間
中
、
の
の
し
り

悪
態
を
つ
く
親
衛
隊
員
が
銃
の
台
尻
で
殴
り
、
頭
の
大
き
な
鋲び

ょ
う

釘く
ぎ

を
打
ち

付
け
た
ブ
ー
ツ
で
頭
、
背
中
、
尻
を
蹴
っ
た
。
後
頭
部
か
ら
の
血
が
顔
に
流

れ
て
き
て
、
塩
の
味
が
し
た
。
だ
が
痛
い
と
感
じ
た
の
は
最
初
の
一ひ

と

蹴け
り

だ
け

だ
っ
た
。
目
眩

め
ま
い

が
し
て
頭
が
く
ら
く
ら
し
た
。
心
の
中
は
空
っ
ぽ
に
な
っ
た
。

次
第
に
意
識
を
失
い
、
人
事
不
省
に
陥
っ
た
。

被か
ぶ

さ
る
よ
う
に
立
つ
親
衛
隊
員
が
軽
機
関
銃
を
発
砲
す
る
の
を
待
ち
な
が

ら
、
二
〇
分
か
三
〇
分
、
う
つ
ぶ
せ
に
な
っ
て
い
た
。
後
頭
部
が
撃
た
れ
る

だ
ろ
う
と
確
信
し
た
。
そ
れ
が
最
も
早
く
最
も
簡
単
に
死
ぬ
方
法
だ
。
そ
の

こ
と
は
、
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
よ
く
分
か
る
。
脳
が
飛
び
散
り
、
頭
蓋
骨
が
砕

け
散
る
。
至
近
距
離
か
ら
の
銃
撃
の
結
末
を
思
い
描
い
た
。

そ
の
と
き
、
自
動
車
の
エ
ン
ジ
ン
音
が
し
た
。
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
の

車
に
違
い
な
い
。
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
と
政
治
部
［
強
制
収
容
所
ゲ
シ
ュ

タ
ポ
］
の
面
々
を
待
っ
て
い
た
の
だ
。
頭
を
も
た
げ
て
見
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
が
、
声
で
分
か
っ
た
。
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
、
私
た
ち
の
真
正

面
に
立
っ
て
い
た
指
揮
官
に
話
し
か
け
た
。
す
る
と
突
然
、
響
き
渡
る
声
が

し
た
。
親
衛
隊
員
が
「
医
師
は
立
て
。」
と
叫
ん
だ
。

命
令
に
従
っ
て
、
私
た
ち
四
人
は
、
気
を
つ
け
の
姿
勢
を
と
り
、
次
に
何

が
起
こ
る
の
か
を
待
っ
た
。
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
が
私
を
呼
び
つ
け
た
。

顔
と
ワ
イ
シ
ャ
ツ
は
血
だ
ら
け
で
、
衣
服
は
泥
ま
み
れ
に
な
っ
て
い
た
。
こ

の
よ
う
な
姿
で
、
私
は
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
の
前
に
立
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。

「
何
を
し
た
の
だ
。」
と
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
尋
ね
た
。

「
何
も
し
て
い
ま
せ
ん
。」
と
答
え
、「
大
尉
殿
の
命
令
を
し
て
い
た
だ
け

で
す
。
ロ
シ
ア
軍
の
将
校
を
剖
検
し
て
い
た
最
中
に
、
事
が
起
き
ま
し
た
。

そ
れ
で
仕
事
を
中
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
検
案
書
は
ま
だ
タ
イ
プ
ラ
イ

タ
ー
に
書
き
か
け
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。
誰
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

ず
ー
っ
と
仕
事
場
に
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
い
た
の
を
見
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。」

親
衛
隊
の
指
揮
官
は
そ
の
通
り
だ
と
言
っ
た
。
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は

私
を
見
て
、「
行
っ
て
身
体
を
洗
い
、
仕
事
を
続
け
ろ
。」
と
言
い
、
他
の
三

人
の
医
師
に
は
私
の
後
に
続
く
よ
う
に
と
合
図
し
た
。

私
は
回
れ
右
を
し
て
、
死
体
焼
却
場
の
扉
の
ほ
う
に
歩
い
た
。
三
人
の
同

僚
が
続
い
た
。
数
歩
も
歩
か
な
い
う
ち
に
、
後
ろ
の
ほ
う
で
突
然
、
軽
機
関

銃
が
火
を
噴
い
た
。
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
男
た
ち
が
全
員
射
殺
さ
れ
た
。

私
は
振
り
向
か
な
か
っ
た
。
自
室
へ
と
ひ
た
す
ら
早
足
に
歩
い
た
。
震
え

る
手
で
手
巻
き
タ
バ
コ
を
巻
こ
う
と
し
た
。
上
手
に
巻
け
る
ま
で
に
三
枚
も

無
駄
に
し
た
。
タ
バ
コ
に
火
を
点
け
、
深
く
吸
い
込
み
、
よ
ろ
め
き
な
が
ら

ベ
ッ
ド
に
行
っ
た
。
横
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、
殴
ら
れ
た
り
蹴
ら
れ
た
り
し

た
所
が
痛
い
の
に
気
づ
い
た
。

何
と
多
く
の
こ
と
が
あ
っ
た
日
で
あ
ろ
う
か
。
よ
う
や
く
三
時
に
な
っ
た

ば
か
り
だ
。
生
き
残
っ
た
こ
と
に
歓
び
も
感
じ
な
い
し
、
助
か
っ
た
と
い
う

気
も
し
な
い
。
寿
命
が
少
し
だ
け
伸
び
た
に
す
ぎ
な
い
。
私
に
は
、
ド
ク

タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
や
親
衛
隊
員
の
よ
う
な
人
た
ち
の
精
神
構
造

メ
ン
タ
リ
テ
ィ

が
分
か
る
。

私
が
し
よ
う
と
し
て
い
る
仕
事
が
彼
ら
に
は
必
要
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
私

が
余
人
を
も
っ
て
は
替
え
難
い
人
物
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
に
彼
ら
は
気

づ
い
た
だ
け
で
あ
る
。
私
の
他
に
は
、
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
の
厳
格
な
要

求
に
適か

な

う
専
門
家
は
、
こ
の
収
容
所
に
は
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
人
が
い
た

な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
に
鷲
づ
か
み
に
さ
れ
る
恐
怖
、

さ
ら
に
ま
た
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
一
作
業
員
と
し
て
最
期
を
迎
え
る
恐
怖

を
心
の
中
に
し
ま
っ
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
人
で
あ
ろ
う
。

ト
ラ
ウ
マ
か
ら
少
し
回
復
し
た
の
で
、
ベ
ッ
ド
か
ら
辺
り
を
見
回
し
た
。

午
後
の
出
来
事
の
真
相
を
知
り
た
い
と
思
っ
た
。
内
部
に
裏
切
り
者
が
い
て
、

親
衛
隊
が
意
識
的
に
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
計
画
的
蜂
起
と
脱
走
に
た
い
す

る
先
制
攻
撃
を
し
か
け
た
の
だ
ろ
う
か
。
蜂
起
と
脱
走
よ
り
も
良
い
皆
殺
し

の
口
実
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
で
あ
ろ
う
。
私
が
立
て
た
も
う
一
つ
の
仮
説
は
、
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ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
生
命
の
期
限
が
ま
さ
に
あ
の
日
に
切
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
て
、
政
治
部
所
属
の
親
衛
隊
に
虐
殺
命
令
が
下
っ
た
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
囚
人
全
員
を
確
認
す
る
と
称
し
、
そ
の
実
、
処
刑
す
る
た
め
に
点

呼
に
呼
び
出
し
た
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
に
ど
の
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
に
た

い
し
て
も
採
っ
て
き
た
方
法
で
あ
る
。
だ
が
、
第
一
二
期
の
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ

ン
ド
は
、
そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
。
わ
が
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
は
武
装
し
て

抵
抗
し
た
の
で
あ
る
。

死
ん
だ
仲
間
の
死
体
が
衣
服
を
は
ぎ
取
ら
れ
裸
に
な
っ
て
、
炉
前
に
長
い

列
を
な
し
て
い
る
。
第
一
(二
)死
体
焼
却
場
か
ら
脱
出
し
よ
う
と
し
た
人
た

ち
を
、
一
人
ず
つ
確
認
し
た
。
彼
ら
は
次
々
と
火
線
を
く
ぐ
り
抜
け
よ
う
と

し
て
撃
た
れ
た
。
そ
の
死
体
は
手
押
し
車
で
運
ば
れ
て
き
た
。
私
た
ち
が
庭

か
ら
離
れ
た
直
後
に
、
そ
こ
で
射
殺
さ
れ
た
仲
間
も
い
た
。
蜂
起
が
鎮
圧
さ

れ
て
、
彼
ら
は
第
二
(三
)死
体
焼
却
場
、
第
三
(四
)死
体
焼
却
場
、
第
四

(五
)死
体
焼
却
場
に
集
め
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
第
一
(二
)死
体
焼
却
場
に
連
れ

て
こ
ら
れ
て
殺
さ
れ
、
一
緒
に
焼
か
れ
た
。
こ
う
し
て
、
そ
の
日
に
稼
働
し

た
の
は
第
一
(二
)死
体
焼
却
場
の
焼
却
炉
だ
け
に
な
り
、
親
衛
隊
が
使
役
で

き
た
の
は
、
急
い
で
補
充
し
た
新
し
い
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
三
〇
人
だ
け

だ
っ
た
。

新
た
に
補
充
し
た
囚
人
が
死
体
を
仰
向
け
に
す
る
た
び
に
、
親
衛
隊
の
下

士
官
が
そ
の
囚
人
番
号
を
書
き
取
っ
て
い
た
。
私
は
そ
の
側
に
立
っ
て
い
た
。

何
も
尋
ね
な
か
っ
た
が
、
ま
だ
一
二
人
の
行
方
が
分
か
ら
な
い
と
の
こ
と

だ
っ
た
。
七
人
を
除
い
て
、
全
員
が
死
亡
し
た
。
私
た
ち
三
人
の
医
師
と
解

剖
室
の
助
手
は
、
そ
の
七
人
の
う
ち
の
四
人
で
あ
る
。
私
た
ち
以
外
に
生
命

が
助
か
っ
た
三
人
は
、
エ
ン
ジ
ン
と
送
風
機
の
保
守
点
検
に
当
た
っ
て
い
た

技
師
、
火
夫

か
ま
た
き

の
主
任
、
そ
し
て
親
衛
隊
が
衣
服
の
洗
濯
、
靴
磨
き
、
皿
洗
い
、

電
話
番
に
使
っ
て
い
た
使
い
走
り
の
ピ
ー
ペ
ル
(二
六
)
で
あ
っ
た
。

一
二
人
が
逃
亡
中
で
あ
っ
た
。

ピ
ー
ペ
ル
が
、
あ
の
日
に
実
際
に
起
こ
っ
た
こ
と
を
詳
し
く
私
に
話
し
て

く
れ
た
。

裏
切
り
は
あ
る
は
ず
が
な
か
っ
た
。
午
後
一
時
半
に
七
〇
人
の
親
衛
隊
員

を
乗
せ
た
ト
ラ
ッ
ク
が
第
三
(四
)死
体
焼
却
場
に
到
着
し
た
。
彼
ら
は
特
別

分
遣
隊
か
ら
派
遣
さ
れ
た
。
分
遣
隊
の
指
揮
官
は
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
に
出

て
く
る
よ
う
に
言
っ
た
が
、
誰
も
動
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
親
衛
隊
の
将
校

は
策
を
弄ろ

う

す
る
こ
と
に
決
め
た
。
親
衛
隊
員
は
み
な
、
こ
れ
ま
で
に
も
嘘
つ

き
名
人
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
庭
の
中
央
で
、
親
衛
隊
口
調
の
下
手
で

短
い
演
説
を
し
た
。

「
み
ん
な
に
命
令
が
出
て
い
る
。
諸
君
は
重
労
働
を
し
た
の
だ
か
ら
、
労

働
収
容
所
に
移
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
上
等
の
衣
服
が
支
給
さ

れ
、
飯
は
た
っ
ぷ
り
あ
り
、
作
業
は
軽
い
。
こ
れ
か
ら
番
号
を
呼
ば
れ
た
者

は
出
て
、
整
列
し
ろ
。」

将
校
が
囚
人
番
号
を
読
み
上
げ
た
。
第
三
(四
)死
体
焼
却
場
に
は
一
〇
〇

人
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
が
い
て
、
ま
ず
そ
の
番
号
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。
彼
ら

は
収
容
所
で
は
最
も
新
し
い
囚
人
だ
っ
た
の
で
、
お
と
な
し
く
命
令
に
従
っ

た
。
勇
気
よ
り
も
恐
怖
心
が
優ま

さ

っ
た
の
だ
。
親
衛
隊
の
一
団
が
直
ち
に
ハ
ン

ガ
リ
ー
人
を
護
送
し
て
庭
か
ら
連
れ
出
し
、
Ｂ
Ⅱ
ｄ
収
容
区
の
一
三
号
棟
に

幽
閉
し
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
人
が
連
行
さ
れ
た
後
も
、
第
三
(四
)死
体
焼
却
場
で
は
囚
人

番
号
が
続
け
て
読
み
上
げ
ら
れ
た
。
ギ
リ
シ
ア
人
の
番
に
な
っ
た
。
前
の
グ

ル
ー
プ
と
は
違
っ
て
、
彼
ら
に
は
親
衛
隊
員
の
命
令
ど
お
り
に
は
整
列
し
た

く
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
あ
り
と
見
え
た
。
次
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
番
。

囚
人
番
号
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
と
、
腹
立
た
し
げ
に
文
句
を
言
う
者
が
出
始

め
、
つ
い
に
は
大
声
を
上
げ
る
者
す
ら
い
た
。
親
衛
隊
員
は
囚
人
番
号
を
読

み
上
げ
た
が
、
誰
も
動
か
な
か
っ
た
。

く
だ
ん
の
将
校
が
、
何
事
が
起
こ
っ
た
か
と
辺
り
を
見
回
し
た
。
す
る
と

そ
の
と
き
、
突
然
そ
の
足
下
に
ミ
ネ
ラ
ル
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
瓶
が
飛
ん
で
き

て
、
大
爆
発
し
た
。
こ
の
指
揮
官
を
入
れ
て
、
七
人
の
親
衛
隊
員
が
倒
れ
た
。
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死
ん
だ
者
も
怪
我
を
負
っ
た
者
も
い
た
。
瓶
に
は
エ
ク
ラ
サ
イ
ト
弾
が
仕
込

ま
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
投
げ
た
の
だ
。
親
衛
隊
は
、
死
体

焼
却
場
の
建
屋
に
逃
げ
込
ん
だ
反
乱
者
を
殺
そ
う
と
し
て
発
砲
し
た
。
反
乱

者
は
死
体
焼
却
場
の
窓
か
ら
エ
ク
ラ
サ
イ
ト
弾
を
仕
込
ん
だ
瓶
を
庭
め
が
け

て
投
げ
た
。
親
衛
隊
は
、
整
列
し
て
い
た
ギ
リ
シ
ア
人
を
躊
躇

た
め
ら

わ
ず
銃
撃
し

た
。
逃
亡
し
よ
う
と
し
た
者
も
い
た
が
、
銃
弾
は
ゲ
ー
ト
ま
で
届
い
た
。

親
衛
隊
員
は
銃
を
撃
ち
な
が
ら
、
第
三
(四
)死
体
焼
却
場
の
入
り
口
を
急

襲
し
よ
う
と
し
た
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
す
さ
ま
じ
く
抵
抗
し
た
た
め
に
、

進
入
で
き
な
か
っ
た
。
エ
ク
ラ
サ
イ
ト
弾
を
仕
込
ん
だ
瓶
が
次
々
と
窓
か
ら

投
じ
ら
れ
、
す
さ
ま
じ
い
爆
発
力
で
建
屋
へ
の
進
入
が
阻は

ば

ま
れ
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
は
る
か
に
強
く
、
は
る
か
に
大
き
な
爆
発
音

が
し
て
、
建
屋
の
最
も
近
く
に
い
た
親
衛
隊
員
が
地
面
に
叩
き
つ
け
ら
れ
た
。

死
体
焼
却
場
の
屋
根
が
吹
き
飛
び
、
炎
と
煙
の
中
で
何
百
本
も
の
垂
木

た
る
き

が
天

を
突
き
刺
し
た
。
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
た
四
本
の
大
き
な
ド
ラ
ム
缶
に
火
が
点

い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
爆
発
に
よ
っ
て
建
屋
は
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
、
ゾ

ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
が
瓦
礫

が
れ
き

の
下
敷
き
に
な
っ
た
。
爆
発
を
か
い
く
ぐ
っ
て
生

き
残
っ
た
少
人
数
で
戦
闘
を
続
け
た
が
、
親
衛
隊
の
撃
つ
軽
機
関
銃
の
弾た

ま

嵐あ
ら
し

の
中
で
す
ぐ
に
射
殺
さ
れ
た
。
怪
我
や
火
傷
を
負
っ
た
残
り
の
人
た
ち

は
、
両
手
を
挙
げ
て
扉
に
向
か
っ
て
来
た
が
、
一
斉
射
撃
で
な
ぎ
倒
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。
彼
ら
に
は
何
が
待
ち
受
け
て
い
る
か
を
分
か
っ
て
い
た
が
、
建

屋
が
激
し
く
燃
え
て
い
た
の
で
、
手
っ
取
り
早
く
死
ぬ
方
法
を
選
ん
だ
の
だ
。

一
〇
〇
名
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
は
Ｂ
Ⅱ
ｄ
収
容
区
か
ら
駆
り
立
て
ら
れ
て
、

す
ぐ
に
射
殺
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
、
蜂
起
は
第
三
(四
)死
体
焼
却
場
か
ら
始
ま
っ
た
。
第
三
(四
)

死
体
焼
却
場
の
屋
根
が
吹
き
飛
ぶ
ま
で
は
、
第
一
(二
)死
体
焼
却
場
で
は
作

業
が
続
い
て
い
た
。
第
三
(四
)死
体
焼
却
場
で
の
爆
発
音
と
と
も
に
、
緊
張

し
た
雰
囲
気
の
中
で
期
待
感
は
と
う
と
う
最
高
潮
に
達
し
た
。
始
め
の
う
ち

は
、
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
誰
も
知
ら
な
か
っ
た
。
火
夫

か
ま
た
き

た
ち
が
持
ち
場
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を
離
れ
て
隅
に
集
ま
り
、
相
談
し
て
い
た
。
親
衛
隊
の
監
視
兵
が
す
ぐ
に

や
っ
て
来
て
、
仕
事
の
中
断
を
許
し
た
と
し
て
日
勤
班
の
職
長
を
怒
鳴
り
つ

け
た
か
ら
、
火
夫

か
ま
た
き

た
ち
に
は
少
し
だ
け
考
え
る
時
間
が
あ
っ
た
。
囚
人
を
殴

る
と
き
に
親
衛
隊
が
使
う
太
い
棍
棒
で
火
夫

か
ま
た
き

の
頭
を
、
そ
の
監
視
兵
が
思
い

切
り
殴
打
し
た
こ
と
か
ら
見
て
、
職
長
は
監
視
兵
を
説
得
で
き
な
か
っ
た
の

だ
。
あ
の
よ
う
な
一
撃
を
受
け
れ
ば
普
通
の
人
な
ら
ば
頭
蓋
骨
が
割
れ
て
死

ん
で
し
ま
う
の
だ
が
、
こ
の
火
夫

か
ま
た
き

は
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
中
で
最
も
タ
フ

だ
っ
た
。
血
が
顔
ま
で
流
れ
て
き
た
が
、
少
し
身
体
を
傾
け
、
次
の
瞬
間
に

ブ
ー
ツ
か
ら
長
め
の
小
刀
を
抜
い
て
、
監
視
兵
の
胸
を
突
き
刺
し
た
。
二
人

の
火
夫

か
ま
た
き

が
す
ぐ
に
支
え
た
の
で
、
監
視
兵
は
倒
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
二
人
が

炉
の
扉
を
開
け
て
、
そ
の
親
衛
隊
員
を
火
の
中
に
投
じ
た
。

す
べ
て
が
一
瞬
の
出
来
事
だ
っ
た
が
、
人
の
群
れ
の
中
に
飛
び
込
ん
で
き

た
別
の
監
視
兵
は
、
親
衛
隊
員
の
ブ
ー
ツ
が
焼
却
炉
か
ら
突
き
出
て
い
る
こ

と
に
気
づ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ブ
ー
ツ
を
履
い
て
い
る
の
は
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ

ン
ド
か
親
衛
隊
し
か
い
な
い
の
で
、
こ
の
監
視
兵
は
そ
れ
が
誰
で
あ
る
か
を

知
ろ
う
と
し
た
が
、
果
た
せ
な
か
っ
た
。
囚
人
の
一
人
が
彼
を
遮さ

え
ぎ

り
刺
殺

し
て
、
先
ほ
ど
の
親
衛
隊
員
が
す
で
に
焼
か
れ
て
い
る
焼
却
炉
に
、
二
人
が

か
り
で
別
の
囚
人
が
こ
れ
を
押
し
込
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。

す
ぐ
に
囚
人
た
ち
は
、
軽
機
関
銃
、
手
り
ゅ
う
弾
、
爆
発
物
を
手
に
し
た
。

炉
室
の
両
側
で
親
衛
隊
と
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
と
の
猛
烈
な
銃
撃
戦
が
続
い

た
。突

然
、
一
団
の
親
衛
隊
員
の
中
で
手
り
ゅ
う
弾
が
爆
発
し
、
七
人
が
死
ぬ

か
怪
我
を
負
っ
て
戦
闘
不
能
に
な
っ
て
倒
れ
た
。
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
側

に
も
負
傷
者
が
出
た
。
戦
闘
は
激
し
さ
を
増
し
、
親
衛
隊
員
が
さ
ら
に
倒
れ

た
。
お
そ
ら
く
二
〇
人
く
ら
い
が
残
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
建
屋
か
ら

の
撤
退
を
決
断
し
た
。
彼
ら
は
、
外
部
か
ら
到
着
し
た
多
人
数
の
親
衛
隊
の

分
遣
隊
が
合
流
し
て
い
る
ゲ
ー
ト
に
向
か
っ
て
走
っ
た
。

そ
れ
か
ら
の
出
来
事
は
知
っ
て
い
る
。
死
体
焼
却
場
の
全
作
業
員
の
う
ち
、

残
っ
た
の
は
私
た
ち
七
人
だ
け
だ
っ
た
。

そ
の
晩
、
行
方
不
明
だ
っ
た
一
二
人
の
囚
人
が
連
れ
戻
さ
れ
た
。
彼
ら
は

よ
う
や
く
ヴ
ィ
ス
ワ
川
の
対
岸
ま
で
た
ど
り
着
い
た
が
、
そ
こ
で
親
衛
隊
の

手
に
落
ち
た
。
彼
ら
は
疲
労
困
憊
し
、
安
全
そ
う
に
見
え
る
一
軒
の
家
屋
に

立
ち
寄
る
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
へ
親
衛
隊
が
急
襲
し
て
、
逃
亡
者
一
二
人
全

員
を
生
き
て
捕
縛
し
た
。

炸
裂
す
る
機
関
銃
で
突
然
奮
い
立
っ
た
一
日
。
恐
怖
に
お
の
の
い
た
一
日
。

そ
ん
な
一
日
が
終
わ
り
、
私
は
眠
ろ
う
と
し
て
ベ
ッ
ド
に
横
に
な
っ
た
。

銃
声
が
静
ま
る
と
、
廊
下
か
ら
お
ぼ
つ
か
な
げ
に
歩
い
て
く
る
足
音
が
聞

こ
え
た
。
ド
ア
が
開
い
て
、
二
人
の
親
衛
隊
員
が
顔
中
血
だ
ら
け
の
姿
で
よ

ろ
め
き
な
が
ら
入
っ
て
き
た
。
死
体
焼
却
場
に
連
れ
戻
さ
れ
た
一
二
人
の
囚

人
が
庭
に
着
く
と
す
ぐ
に
、
銃
を
奪
お
う
と
し
て
素
手
で
迫
害
者
に
立
ち
向

か
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
囚
人
た
ち
は
即
座
に
射
殺
さ
れ
た
。

親
衛
隊
員
は
傷
の
手
当
て
を
し
て
欲
し
い
と
言
っ
た
の
で
、
私
は
そ
う
し

た
。最

後
と
な
っ
た
同
志
一
二
人
の
死
は
、
私
の
心
を
完
膚
な
き
ま
で
に
打
ち

砕
い
た
。
か
く
も
高
い
代
価
を
支
払
い
、
多
く
の
人
命
を
か
け
た
に
も
か
か
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わ
ら
ず
、
こ
こ
で
の
出
来
事
を
外
界
に
伝
え
よ
う
と
し
て
、
堕
落
し
た
こ
の

地
か
ら
逃
亡
で
き
た
の
は
、
一
人
も
い
な
い
の
だ
か
ら
。

し
か
し
、
後
に
な
っ
て
分
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
色
々
な
こ
と
が
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
蜂
起
の
ニ
ュ
ー
ス
は
外
部
に
漏
れ
た
。

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
囚
人
の
口
か
ら
収
容
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
民
間
人
に

届
い
た
。
あ
の
出
来
事
を
ペ
ラ
ペ
ラ
し
ゃ
べ
る
親
衛
隊
員
も
何
人
か
は
い
た

の
だ
。

こ
れ
は
前
例
の
な
い
事
件
だ
っ
た
。
収
容
所
全
史
に
お
け
る
比
類
な
い
出

来
事
で
あ
る
。
囚
人
一
八
〇
人
が
死
ん
だ
。
他
方
で
、
中
尉
一
人
、
軍
曹
一

七
人
、
一
等
兵
（
も
し
く
は
二
等
兵
）
五
二
人
、
併
せ
て
七
〇
人
の
親
衛
隊

員
が
殺
さ
れ
た
。
第
三
(四
)死
体
焼
却
場
は
瓦
礫

が
れ
き

と
化
し
、
第
四
(五
)死
体

焼
却
場
は
機
械
装
置
の
損
傷
に
よ
り
作
業
不
能
に
な
っ
た
(51
)。

（
二
六
）
一
五
歳
～
一
八
歳
の
小
間
使
い
を
す
る
囚
人
。
性
的
関
係
を
強
要
さ
れ
た

者
も
い
た
。

二
九

心
が
休
ま
ら
な
い
夜
だ
っ
た
の
で
、
目
が
覚
め
て
も
疲
労
感
が
残
っ
て
い

た
。
神
経
が
す
り
減
り
、
仲
間
の
小
さ
な
声
、
小
さ
な
足
音
に
も
イ
ラ
イ
ラ

し
た
。

私
た
ち
は
皆
、
不
機
嫌
な
顔
を
し
て
解
剖
室
に
向
っ
た
。
途
中
で
炉
室
を

通
っ
た
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
床
の
上
に
は
も
う
何
も
な
か
っ
た
。
わ
が
同
志
は

夜
の
う
ち
に
焼
か
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
炉
は
冷
え
て
生
暖
か
く
な
っ
て
い
た
。
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(51
)
親
衛
隊
の
損
害
に
か
ん
し
て
は
ニ
ス
リ
の
数
字
を
確
証
す
る
資
料
は
な
い
。

一
九
四
四
年
一
〇
月
七
日
付
親
衛
隊
守
備
隊
命
令
一
九
四
四
年
第
二
六
号
に
よ
れ

ば
、
三
人
の
親
衛
隊
員
が
「
総
統
閣
下
に
た
い
す
る
誓
い
を
忠
実
に
守
り
、
敵
と

の
交
戦
に
よ
り
死
亡
し
た
」。
そ
の
三
人
は
、
ル
ド
ル
フ
・
エ
ア
ラ
ー
、
ヴ
ィ

リ
ィ
・
フ
レ
ー
ゼ
、
ヨ
ー
ゼ
フ
・
プ
ル
ケ
で
あ
る
［
ペ
リ
ー
・
ブ
ロ
ー
ド
の
証
言

に
よ
れ
ば
、
姓
名
不
詳
で
は
あ
る
が
、「
大
規
模
な
蜂
起
の
鎮
圧
に
お
け
る
名
誉

あ
る
行
動
」
に
よ
り
五
人
に
鉄
十
字
章
が
贈
ら
れ
た
（C

zech

,Kalendarium

,S

.

905

.）］。
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
元
囚
人
に
よ
れ
ば
、
親
衛
隊
の
負
傷
者
は
一
二

人
で
あ
り
、
囚
人
側
の
死
亡
者
は
四
五
一
人
で
あ
る
［
戦
闘
中
の
死
亡
者
二
五
〇

人
、
他
は
加
担
し
た
と
し
て
一
〇
月
七
日
に
殺
害
（C

zech

,Kalendarium

,S

.

899f

.）］。
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
囚
人
は
二
一
二
人
が
生
き
残
っ
た
。
そ
れ
は

主
に
第
四
(五
)死
体
焼
却
場
と
第
二
(三
)死
体
焼
却
場
に
い
て
、
蜂
起
に
加
わ
ら

な
か
っ
た
囚
人
で
あ
る
。［
一
〇
月
九
日
に
、
生
き
残
っ
た
二
一
二
人
は
四
等
分

さ
れ
、
四
つ
の
死
体
焼
却
場
（
第
一
(二
)死
体
焼
却
場
～
第
四
(五
)死
体
焼
却

場
）
の
各
班
（
57
Ｂ
班
、
58
Ｂ
班
、
59
Ｂ
班
、
60
Ｂ
班
）
に
日
勤
と
夜
勤
を
合
わ

せ
て
五
三
人
ず
つ
が
配
置
さ
れ
た
。
翌
一
〇
日
に
は
、
こ
の
う
ち
一
四
人
が
蜂
起

に
か
ん
す
る
取
調
の
た
め
に
逮
捕
さ
れ
た
。
残
り
の
一
九
八
人
は
三
等
分
さ
れ
、

六
六
人
ず
つ
が
第
一
(二
)死
体
焼
却
場
、
第
二
(三
)死
体
焼
却
場
、
第
四
(五
)死

体
焼
却
場
に
配
置
さ
れ
た
。
こ
の
三
ケ
所
の
死
体
焼
却
場
（
三
つ
の
班
）
は
、
日

勤
と
夜
勤
が
三
三
人
ず
つ
の
体
制
で
稼
働
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（C

zech

,

K
alendarium

,S

.902f

.）。
な
お
、
爆
破
さ
れ
た
第
三
(四
)死
体
焼
却
場
の
壁
の

撤
去
は
一
〇
月
一
四
日
か
ら
始
ま
っ
た
（a.a.O

.,S

.907

.）。］



昨
日
の
血
な
ま
ぐ
さ
い
出
来
事
に
心
底
恐
れ
を
な
し
た
三
〇
人
の
新
人
は
、

前
任
者
の
ベ
ッ
ド
に
寝
転
が
っ
た
り
座
っ
た
り
し
て
い
る
。
し
か
し
、
落
ち

着
か
な
い
状
態
は
数
日
し
か
続
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
ぐ
に
彼
ら
も
ま
た
生

き
る
た
め
に
食
欲
が
出
て
、
さ
ら
な
る
美
味
を
求
め
る
こ
と
だ
ろ
う
。
タ
バ

コ
を
吸
い
、
最
も
効
く
薬
と
な
る
最
高
級
の
ウ
ォ
ッ
カ
を
見
つ
け
る
だ
ろ
う
。

数
時
間
飲
め
ば
、
死
体
焼
却
症
候
群
に
罹か

か

っ
た
人
も
癒い

や
さ
れ
る
。
ア
ル

コ
ー
ル
は
、
昨
日
の
こ
と
を
忘
れ
さ
せ
、
今
日
の
こ
と
も
、
そ
し
て
今
日
よ

り
も
恐
ろ
し
い
明
日
の
こ
と
も
考
え
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
。
収
容
所
の
バ

ラ
ッ
ク
で
は
ま
っ
た
く
手
に
入
ら
な
か
っ
た
も
の
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
上

等
な
衣
服
を
ま
と
い
、
洗
濯
を
堪
能
し
、
水
も
、
石
け
ん
も
、
タ
オ
ル
も
、

何
一
つ
欠
け
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
海
千
山
千
の
古
狸
が
新
兵
を
扱
う

よ
う
に
、
私
は
彼
ら
と
向
き
合
っ
た
。

解
剖
室
で
の
仕
事
が
な
か
っ
た
の
で
、
同
僚
の
医
師
た
ち
に
は
何
か
暇ひ

ま

つ

ぶ
し
に
な
る
よ
う
な
こ
と
を
す
る
よ
う
に
と
指
示
し
た
。
彼
ら
は
、
展
示
し

て
あ
る
瓶
や
窓
ガ
ラ
ス
の
ほ
こ
り
を
拭
き
取
っ
た
り
器
具
を
整
理
し
た
り
し

た
。
昨
日
の
銃
撃
戦
の
と
き
に
銃
弾
が
貫
通
し
て
で
き
た
窓
の
金
網
の
穴
も

ふ
さ
い
だ
。
私
は
と
言
え
ば
、
頭
に
絆
創
膏
を
貼
っ
て
机
に
向
か
い
、
ド
ク

タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
に
申
告
し
た
い
苦
情
と
要
望
の
一
覧
表
を
作
成
し
た
。

死
体
焼
却
場
の
建
屋
に
あ
る
部
屋
は
ど
れ
一
つ
と
し
て
、
解
剖
室
の
目
的

に
適か

な

っ
て
い
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
い
。
ガ
ス
殺
か
後
頭
部
へ
の
一
発
か
は

と
も
か
く
も
、
ま
さ
に
死
の
う
と
し
て
い
る
人
の
断
末
魔
の
叫
び
声
が
四
方

八
方
ど
こ
か
ら
で
も
聞
こ
え
、
し
か
も
そ
の
恐
ろ
し
い
声
が
耳
か
ら
離
れ
な

い
か
ら
で
あ
る
。
重
要
な
研
究
を
し
よ
う
と
い
う
気
に
な
ら
な
い
の
は
、
死

体
焼
却
場
に
着
い
た
瞬
間
に
、
私
は
、
か
つ
て
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
に
い
た

あ
の
作
業
員
一
二
人
の
運
命
を
思
い
出
し
て
し
ま
う
だ
け
で
な
く
、
四
ヶ
月

の
間
、
毎
日
、
毎
時
間
、
第
一
二
期
の
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
と
同
じ
運
命
を

待
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
に
は
、

厳
密
さ
が
求
め
ら
れ
る
仕
事
は
さ
せ
な
い
で
欲
し
い
と
頼
む
こ
と
に
し
よ
う
。

と
い
う
の
は
、
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
、
あ
の
日
、
一
九
四
四
年
一
〇
月

六
日
(52
)
に
ロ
シ
ア
軍
の
将
校
の
剖
検
を
実
施
し
、
文
書
を
作
成
す
る
よ
う

に
命
じ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
た
ち
医
師
団
は
親
衛
隊
の
分
遣
隊
か
ら
乱

暴
に
扱
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
砲
兵
隊
と
軍
用
犬
が
侵
入
し
、
手
り
ゅ
う
弾

が
投
げ
込
ま
れ
た
。
科
学
的
研
究
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
解
剖
室
に
着
剣
し

た
親
衛
隊
員
が
乱
入
し
、
私
た
ち
を
殴
打
し
庭
に
連
行
し
て
、
う
つ
伏
せ
に

な
れ
と
命
令
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に
私
は
剖
検
の
専
門
家
で
は
な
く
な
り
、

抹
殺
を
申
し
渡
さ
れ
た
者
の
一
人
に
な
っ
た
。
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
が
、

抹
殺
さ
れ
よ
う
と
し
た
囚
人
グ
ル
ー
プ
の
中
か
ら
私
を
引
き
抜
い
た
こ
と
は
、

そ
の
通
り
だ
が
、
そ
れ
で
も
な
お
死
の
館
に
あ
っ
て
寿
命
が
さ
ら
に
四
ヶ
月

伸
び
た
に
す
ぎ
な
い
。
今
の
よ
う
な
状
況
が
続
く
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
こ

の
こ
と
を
認
識
し
て
欲
し
い
と
彼
に
頼
む
つ
も
り
で
い
た
。
あ
の
日
、
私
は

数
時
間
前
に
私
を
殴
る
蹴
る
し
た
二
人
の
親
衛
隊
下
士
官
の
傷
の
手
当
を
し

た
。
そ
の
二
人
は
私
に
銃
口
を
向
け
て
、「
撃
て
」
の
合
図
を
待
っ
て
い
た

の
に
、
で
あ
る
。

私
の
上
司
に
言
お
う
と
思
っ
た
不
満
は
こ
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
私
の

要
望
は
、
私
た
ち
四
人
編
成
の
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
が
仕
事
を
す
る
の
に

も
っ
と
ふ
さ
わ
し
い
、
収
容
所
内
の
別
の
場
所
へ
の
移
動
で
あ
っ
た
。
ド
ア

が
開
き
、
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
が
部
屋
に
入
っ
た
と
き
、
言
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
決
め
た
こ
と
の
全
部
が
頭
の
中
で
、
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
規
則
に
従
っ
て
私
は
気
を
つ
け
の
姿
勢
を
と
り
、
部
隊
の
先
任

と
し
て
上
官
に
申
告
し
た
。

「
大
尉
殿
、
医
師
三
名
、
実
験
助
手
一
名
が
勤
務
中
で
あ
る
こ
と
を
申
告

し
ま
す
。」

ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
私
を
じ
ろ
じ
ろ
見
て
か
ら
、
絆
創
膏
を
貼
っ
た

頭
を
見
つ
め
た
。
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(52
)
正
し
く
は
、
一
九
四
四
年
一
〇
月
七
日
。



「
何
か
あ
っ
た
の
か
。」
心
配
そ
う
に
そ
う
尋
ね
た
。
昨
日
の
出
来
事
に
は

触
れ
て
欲
し
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
ド
ク
タ
ー
・

メ
ン
ゲ
レ
の
問
い
に
は
答
え
な
か
っ
た
。
実
の
と
こ
ろ
ほ
と
ん
ど
何
も
話
さ

な
か
っ
た
。
私
の
苦
情
カ
タ
ロ
グ
は
退
化
し
た
器
官
も
同
然
で
何
の
役
に
も

た
た
な
く
な
り
、
す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
、「
大
尉
殿
、
こ

こ
の
環
境
は
重
要
な
科
学
的
研
究
に
は
向
い
て
お
り
ま
せ
ん
。
解
剖
室
を
ど

こ
か
に
移
設
で
き
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。」
と
言
っ
た
。
彼
の
顔
つ
き
が

急
に
険
し
く
な
っ
た
。「
感
傷
的
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。」
冷
や
や

か
で
素
っ
気
な
い
返
答
だ
っ
た
。

そ
れ
を
聞
い
た
私
は
こ
の
堕
落
し
た
研
究
マ
ニ
ア
に
、
不
満
の
申
し
立
て

は
言
う
ま
で
も
な
く
、
環
境
の
変
化
を
提
案
す
る
こ
と
さ
え
も
忘
れ
て
し

ま
っ
た
。
そ
れ
は
ど
う
し
て
だ
ろ
う
か
。
そ
う
だ
。
こ
こ
は
彼
に
と
っ
て
最

も
心
地
よ
い
場
所
な
の
だ
。
こ
こ
か
ら
は
、
野
外
死
体
焼
却
場
で
火
が
燃
え

て
い
る
の
が
見
え
る
。
死
体
焼
却
場
の
建
屋
の
煙
突
か
ら
は
煙
が
昇
っ
て
い

る
。
建
物
の
壁
は
、
殺
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
人
た
ち
の
叫
び
声
と
殺
人
者

の
銃
声
を
は
ね
返
し
て
、
音
が
響
き
渡
っ
て
い
る
。
選
別
と
血
な
ま
ぐ
さ
い

処
刑
を
し
た
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
が
、
戻
っ
て
く
る
の
も
こ
こ
だ
。
錯
乱

し
た
「
科
学
」
マ
ニ
ア
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
は
、
私
に
命
じ
て
こ
の
恐
る
べ
き

環
境
の
中
で
何
百
も
の
無む

辜こ

の
犠
牲
者
の
死
体
に
メ
ス
を
入
れ
さ
せ
、
自
由

時
間
の
す
べ
て
を
こ
こ
で
費
消
し
て
い
る
。
冷
蔵
庫
の
中
に
は
新
鮮
な
人
間

の
肉
を
餌え

さ

に
す
る
多
種
多
様
な
バ
ク
テ
リ
ア
が
い
る
。
こ
れ
ま
で
説
明
不
能

と
さ
れ
た
多
胎
出
生
と
い
う
現
象
の
原
因
を
求
め
て
顕
微
鏡
を
の
ぞ
き
込
ん

で
、
彼
は
時
間
を
費
や
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
日
、
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
疲
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え

た
。
雨
の
降
る
中
を
数
時
間
、
リ
ガ
［
現
在
の
ラ
ト
ビ
ア
共
和
国
の
首
都
］

の
ゲ
ッ
ト
ー
か
ら
大
規
模
な
移
送
列
車
で
着
い
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
選
別
を
監
督

し
て
、
ラ
ン
プ
か
ら
戻
っ
て
き
た
。
実
際
に
は
選
別
は
な
か
っ
た
。
全
員
が

左
の
列
に
並
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
稼
働
中
の
死
体
焼
却
場
と
大
き
な
炎
を
上

げ
て
燃
え
さ
か
る
溝
の
両
方
で
、
目
い
っ
ぱ
い
に
作
業
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。

大
挙
し
て
押
し
寄
せ
て
き
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
た
め
に
、
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
は

四
六
〇
人
編
成
に
拡
大
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

私
の
上
司
は
、
ず
ぶ
濡
れ
に
な
っ
た
マ
ン
ト
の
ま
ま
実
験
室
の
ベ
ン
チ
に
腰

掛
け
て
い
た
。
雨
水
が
し
た
た
り
落
ち
て
い
た
が
、
鍔つ

ば

付
き
帽
を
脱
ご
う
と

も
し
な
か
っ
た
。
し
た
た
り
落
ち
る
雨
水
に
も
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。

マ
ン
ト
と
帽
子
を
ス
ト
ー
ブ
に
当
て
て
乾
か
し
ま
し
ょ
う
か
と
申
し
出
た

が
、「
そ
の
必
要
は
な
い
、
肌
ま
で
染し

み
込
ん
で
は
い
な
い
。」
と
言
っ
た
。

射
殺
し
た
ロ
シ
ア
軍
の
将
校
の
検
案
書
を
も
っ
て
こ
い
と
言
っ
た
。
そ
れ

を
手
に
す
る
と
、
数
行
読
ん
で
戻
し
た
。

「
疲
れ
て
い
る
か
ら
、
読
め
。」
と
言
っ
た
。
び
っ
く
り
し
て
検
案
書
を
受

け
取
り
、
四
行
か
五
行
読
ん
だ
と
き
に
遮さ

え
ぎ

っ
て
、「
も
う
い
い
。
続
け
な
く

て
も
よ
い
。」
と
言
っ
て
、
気
抜
け
し
た
よ
う
に
窓
を
見
つ
め
て
い
た
。

都
合
が
悪
い
こ
と
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
犯
し
た
す
べ
て
の
犯
罪
の

こ
と
を
思
い
出
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
悪
い
ニ
ュ
ー
ス
を
聞

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
意
味
の
な
い
こ
と
を
し
て
き
た
こ
と
に
、
よ

う
や
く
気
づ
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

死
体
焼
却
場
で
共
に
時
間
を
過
ご
し
た
が
、
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
私

に
個
人
的
な
こ
と
を
話
す
機
会
を
与
え
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
落

ち
込
ん
で
い
る
こ
の
と
き
を
捕
ら
え
て
、
私
は
勇
気
を
出
し
て
尋
ね
て
み
た
。

「
大
尉
殿
、
清
算
は
ど
れ
く
ら
い
続
く
の
で
し
ょ
う
か
。」

答
え
は
こ
う
だ
。「
あ
の
な
ぁ
、
ず
ー
っ
と
続
く
ん
だ
。
も
っ
と
、
も
っ
と
、

ず
ー
っ
と
だ
。」
そ
の
言
葉
に
は
、
静
か
な
諦
め
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
ド
ク

タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
実
験
室
を
出
よ
う
と
し
て
、
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
っ
た
。

「
数
日
後
に
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
興
味
深
い
仕
事
が
あ
る
だ
ろ
う
。」
と

言
い
残
し
て
、
出
て
行
っ
た
。

こ
れ
を
聞
い
て
、
背
筋
が
ぞ
く
っ
と
し
た
。
ど
う
見
て
も
「
興
味
深
い
仕

事
」
は
さ
ら
に
大
勢
の
新
た
な
双
子
の
死
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
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三
〇

死
体
焼
却
場
の
準
備
が
で
き
た
。
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
は
炉
の
レ
ン
ガ
を

交
換
し
、
重
い
鉄
の
扉
を
塗
装
し
て
蝶
番
に
オ
イ
ル
を
さ
し
た
。
技
師
た
ち

が
確
実
に
作
業
す
る
た
め
に
、
終
日
、
送
風
機
の
エ
ン
ジ
ン
が
稼
働
し
た
。

ウ
ッ
チ
［
ポ
ー
ラ
ン
ド
中
央
部
の
都
市
］
の
ゲ
ッ
ト
ー
か
ら
到
着
し
た
よ
う

だ
。ウ

ッ
チ
・
ゲ
ッ
ト
ー
(53
)
は
一
九
三
九
年
に
作
ら
れ
た
。
当
初
の
住
民
は

五
〇
万
人
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
巨
大
軍
需
工
場
で
の
労
働
を
強
制
さ
れ
、
そ

の
見
返
り
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
ゲ
ッ
ト
ー
・
マ
ル
ク
(二
七
)
を
得
た
が
、
配

給
票
を
必
要
と
す
る
、
ご
く
わ
ず
か
な
食
料
を
買
う
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ

た
。
栄
養
失
調
の
身
で
重
労
働
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
肉
体
を
消
耗
さ
せ

る
。
頻
発
す
る
流
行
病
に
よ
っ
て
人
口
が
減
少
し
、
一
九
四
四
年
の
夏
に
は

五
〇
万
人
の
う
ち
、
わ
ず
か
に
五
万
人
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
人

た
ち
に
も
終
わ
り
の
時
間
が
来
た
。
彼
ら
を
乗
せ
た
貨
物
列
車
が
ア
ウ
シ
ュ

ヴ
ィ
ッ
ツ
の
ラ
ン
プ
に
到
着
し
始
め
た
の
だ
。
選
別
の
結
果
、
そ
の
九
五
％

が
右
の
列
で
、
左
の
列
は
わ
ず
か
に
五
％
で
あ
っ
た
。
家
族
は
離
れ
ば
な
れ

に
な
り
、
五
年
に
及
ぶ
ゲ
ッ
ト
ー
生
活
で
精
も
根
も
尽
き
果
て
て
、
悲
劇
に

打
ち
ひ
し
が
れ
た
彼
ら
は
、
現
実
感
覚
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
が
人
生

最
後
の
旅
路
の
果
て
で
あ
る
こ
と
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
秘
密
で
も
何
で
も

な
い
。
静
か
に
死
体
焼
却
場
の
ゲ
ー
ト
を
通
っ
た
。

私
は
脱
衣
場
の
あ
る
地
下
に
降
り
て
い
っ
た
。
衣
服
や
靴
が
床
の
上
に
散

乱
し
て
い
た
。
番
号
を
付
け
た
洋
服
掛
け
は
ど
う
で
も
よ
か
っ
た
。
脱
い
だ

場
所
に
衣
服
が
あ
っ
た
。
衣
服
を
整
理
し
て
い
た
作
業
員
が
包
を
二
、
三
個

解
い
て
、
中
身
を
見
せ
て
く
れ
た
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
粉
で
作
っ
た
パ
ン

ケ
ー
キ
、
水
、
食
用
油
、
一
㌕
か
二
㌕
の
オ
ー
ト
ミ
ー
ル
。
こ
こ
ま
で
の
旅

で
ユ
ダ
ヤ
人
が
も
っ
て
き
た
も
の
の
す
べ
て
が
こ
れ
だ
っ
た
。

移
送
列
車
が
着
い
て
選
別
を
し
て
い
た
と
き
、
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は

群
衆
の
中
に
五
〇
歳
く
ら
い
に
な
る
脊
柱
側
弯
症
の
人
を
見
つ
け
た
。
こ
の

身
体
障
が
い
者
は
一
人
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
か
た
わ
ら
に
は
、
背
が
高
く

整
っ
て
優
美
な
顔
立
ち
を
し
た
一
五
歳
の
少
年
が
立
っ
て
い
た
。
そ
の
息
子

で
あ
る
。
こ
の
少
年
の
右
足
は
変
形
し
て
い
て
、
金
属
製
の
特
殊
な
器
具
を

装
着
し
、
整
形
外
科
で
作
っ
た
分ぶ

厚あ
つ

い
底
の
靴
を
履
い
て
い
た
。
ド
ク

タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
、
こ
の
身
体
障
が
い
者
の
ペ
ア
で
あ
る
父
親
と
息
子
が

ユ
ダ
ヤ
人
の
退
化
を
示
す
古
典
的
な
事
例
で
あ
る
と
考
え
た
。
彼
は
こ
の
二

人
を
直
ち
に
列
か
ら
出
し
て
、
親
衛
隊
下
士
官
を
呼
び
つ
け
た
。
ノ
ー
ト
か

ら
二
枚
を
裂
き
数
語
書
き
、
そ
れ
を
渡
し
て
二
人
を
第
一
(二
)死
体
焼
却
場

に
連
行
す
る
よ
う
に
と
命
令
し
た
。

正
午
頃
だ
っ
た
。
そ
の
日
、
第
一
(二
)死
体
焼
却
場
は
稼
働
し
て
い
な

か
っ
た
。
私
に
も
仕
事
が
な
か
っ
た
の
で
、
自
室
に
い
た
が
、
当
番
の
親
衛

隊
員
が
探
し
に
来
て
ゲ
ー
ト
ま
で
呼
び
出
さ
れ
た
。
す
で
に
そ
こ
に
は
親
衛

隊
の
監
視
兵
と
一
緒
に
、
あ
の
父
親
と
息
子
が
立
っ
て
い
た
。
紙
片
に
は
、

「
第
一
(二
)死
体
焼
却
場
解
剖
室
。
二
人
を
臨
床
的
観
点
か
ら
診
断
す
る
こ

と
。
父
親
と
息
子
の
厳
密
な
測
定
。
観
察
さ
れ
た
異
常
を
も
た
ら
し
た
可
能

性
の
あ
る
原
因
に
と
く
に
注
意
し
て
、
完
全
か
つ
詳
細
な
診
療
カ
ー
ド
を
作
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(53
)
ウ
ッ
チ
・
ゲ
ッ
ト
ー
が
作
ら
れ
た
の
は
一
九
四
〇
年
二
月
八
日
で
あ
る
。

ウ
ッ
チ
［
ド
イ
ツ
占
領
時
の
地
名
は
リ
ッ
ツ
マ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
、
地
図
⚑
、
122

頁
］
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
他
に
、
い
わ
ゆ
る
ヴ
ァ
ル
テ
ラ
ン
ト
［
ポ
ー
ラ
ン
ド
占
領
後
、

ド
イ
ツ
に
編
入
。
正
式
に
は
ラ
イ
ヒ
ス
ガ
ウ
・
ヴ
ァ
ル
テ
ラ
ン
ト
。
地
名
は
南
東

か
ら
北
西
に
流
れ
る
ヴ
ァ
ル
テ
川
に
よ
る
］
や
ド
イ
ツ
な
ど
か
ら
の
ユ
ダ
ヤ
人
が

い
た
。
一
時
は
こ
の
ゲ
ッ
ト
ー
に
は
お
よ
そ
二
六
万
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
い
た
。
健

康
な
者
は
地
場
の
工
場
へ
強
制
労
働
に
駆
り
出
さ
れ
、
労
働
に
適
さ
な
い
者
は
絶

滅
収
容
所
に
送
ら
れ
た
。
ゲ
ッ
ト
ー
が
閉
鎖
さ
れ
た
の
は
一
九
四
四
年
八
月
で
あ

る
。
生
存
し
て
い
た
六
万
人
～
七
万
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
は
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制

収
容
所
に
移
送
さ
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
到
着
後
た
だ
ち
に
ガ
ス
室
行
き
に
な
っ

た
。



成
す
る
こ
と
。」
と
書
か
れ
て
い
た
。

も
う
一
枚
の
紙
は
、
ム
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
軍
曹
に
宛
て
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ

に
ど
ん
な
命
令
が
書
か
れ
て
い
る
か
を
知
ろ
う
と
し
て
読
ん
で
は
な
ら
な
い
。

私
は
そ
れ
を
ム
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
に
渡
す
よ
う
に
と
親
衛
隊
員
に
言
っ
た
。

ウ
ッ
チ
・
ゲ
ッ
ト
ー
か
ら
来
た
悲
劇
の
父
子
は
、
び
っ
く
り
し
た
様
子
で

何
も
言
わ
ず
に
私
を
見
つ
め
た
。
強
い
日
差
し
を
受
け
て
庭
を
通
る
と
き
、

二
人
に
は
も
っ
と
気
を
楽
に
す
る
よ
う
に
と
言
っ
た
。
解
剖
室
に
入
っ
た
。

有
り
難
い
こ
と
に
、
解
剖
室
に
は
死
体
が
一
体
も
な
か
っ
た
。
死
体
が
あ
れ

ば
、
と
て
も
見
る
に
耐
え
が
た
い
光
景
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
不
快
な
目
に
遭

わ
せ
な
い
た
め
に
、
化
学
薬
品
が
悪
臭
を
放
つ
薄
暗
い
解
剖
室
で
は
な
く
て
、

暖
か
く
日
が
差
し
込
ん
で
い
る
診
察
室
で
診
察
す
る
こ
と
に
し
た
。
話
を
し

て
み
て
、
父
親
は
ウ
ッ
チ
に
大
き
な
店
を
構
え
る
繊
維
問
屋
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
名
の
通
っ
た
教
授
な
ら
息
子
を
治
療
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ

て
、
何
回
も
ウ
ィ
ー
ン
に
旅
行
し
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

最
初
に
父
親
を
徹
底
的
に
診
察
し
た
。
脊
柱
の
横
方
向
へ
の
湾
曲
と
そ
の

結
果
と
し
て
の
隆
肉

こ

ぶ

は
、
割
に
年
を
取
っ
て
か
ら
発
症
し
た
く
る
病
に
起
因

す
る
。
細
部
に
亘
っ
て
診
察
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
病
気
は
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
。
安
心
さ
せ
よ
う
と
し
て
、
彼
に
は
労
働
収
容
所
送
り
に
な
る
の
が

最
も
可
能
性
が
高
い
と
言
っ
て
お
い
た
。

父
親
を
診
断
し
な
が
ら
、
少
年
と
も
話
を
し
た
。
彼
は
利
発
そ
う
な
顔
を

し
て
い
た
が
、
か
な
り
取
り
乱
し
て
い
た
。
怯お

び

え
て
声
を
震
わ
せ
、
ウ
ッ

チ
・
ゲ
ッ
ト
ー
で
の
五
年
間
に
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
恐
怖
と
個
人
的

に
体
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
恐
怖
な
ど
、
数
え
切
れ
な
い
恐
怖
を
私

に
話
し
た
。
家
族
が
ゲ
ッ
ト
ー
に
入
っ
た
と
き
、
少
年
は
一
〇
歳
に
な
っ
た

ば
か
り
だ
っ
た
。
身
体
は
弱
い
が
、
上
品
な
女
性
だ
っ
た
そ
の
母
親
は
、
降

り
か
か
っ
た
不
幸
に
長
く
は
苦
し
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。
う
つ
病
を
発
症
し

て
、
ふ
さ
ぎ
込
み
、
数
週
間
、
何
も
口
に
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
夫

と
少
年
は
そ
の
分
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
と
て
も
献
身
的
な
妻
に
し

て
、
息
子
思
い
の
母
は
、
ゲ
ッ
ト
ー
に
幽
閉
さ
れ
た
最
初
の
一
年
が
終
わ
っ

た
頃
に
死
亡
し
た
。
こ
の
人
な
し
に
、
夫
と
息
子
は
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

そ
し
て
今
、
彼
ら
は
死
体
焼
却
場
の
中
に
い
る
。
運
命
の
、
何
と
恐
ろ
し

く
皮
肉
な
こ
と
か
。
ユ
ダ
ヤ
人
医
師
で
あ
る
こ
の
私
が
、
死
ぬ
前
に
彼
ら
を

注
意
深
く
診
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
次
は
、
ま

だ
生
暖
か
い
死
体
を
解
剖
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
計
り
知
れ
な
い
こ

の
悲
劇
的
状
況
と
絶
望
の
あ
ま
り
、
気
が
狂
い
そ
う
に
な
り
、
ま
た
し
て
も

か
な
り
落
ち
込
ん
だ
。

こ
の
気
の
毒
な
人
た
ち
を
次
々
と
恐
怖
に
陥
れ
る
よ
う
に
仕
向
け
て
い
る

の
は
、
い
っ
た
い
誰
な
の
か
。
そ
れ
が
神
の
御
心
で
あ
る
な
ら
ば
、
神
が
こ

の
よ
う
な
恐
怖
を
望
む
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
か
ら
、
恥
ず
べ

き
は
神
だ
と
さ
え
思
っ
た
。

力
を
振
り
絞
っ
て
少
年
を
診
察
し
た
。
右
足
の
何
ヶ
所
か
の
関
節
に
は
、

発
育
不
全
に
よ
る
先
天
的
な
障
が
い
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
学
名
は
短
肢
症

ヒ
ポ
メ
リ
ア

で

あ
る
。
腕
の
い
い
外
科
医
が
そ
の
足
を
数
回
手
術
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、

足
は
短
く
な
っ
た
が
、
包
帯
を
巻
き
整
形
外
科
で
作
っ
た
靴
を
履
け
ば
、
歩

く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
以
外
に
は
欠
陥
は
な
か
っ
た
。

何
か
食
べ
た
い
も
の
が
あ
る
か
と
尋
ね
た
。
二
人
と
も
空
腹
だ
っ
た
の
で
、

食
べ
物
を
持
っ
て
来
て
も
ら
っ
た
。
し
ば
ら
く
の
間
、
二
人
は
大
皿
に
盛
っ

た
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
と
マ
カ
ロ
ニ
を
貪む

さ
ぼ

る
よ
う
に
食
べ
て
い
た
。
こ
の
よ

う
な
食
べ
物
は
、
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
に
い
る
者
し
か
口
に
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
最
後
に
こ
れ
を
食
べ
た
の
は
い
つ
の
こ
と
か
、
彼
ら
は
忘
れ
て
し

ま
っ
た
に
違
い
な
い
。
彼
ら
は
、
ま
だ
あ
の
こ
と
を
知
ら
な
い
。
そ
れ
に
た

い
し
て
、
私
は
、
こ
れ
が
最
後
の
食
事
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。

三
〇
分
も
経
た
な
い
う
ち
に
、
ム
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
軍
曹
が
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ

ン
ド
の
作
業
員
四
人
と
一
緒
に
来
た
。
二
人
を
炉
室
に
連
れ
出
し
、
服
を
脱

げ
と
命
令
し
た
。
ム
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
が
二
発
、
撃
っ
た
。
父
親
と
息
子
は
血
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ま
み
れ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
床
に
倒
れ
た
。
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
の
命
令

を
ム
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
軍
曹
が
実
行
し
た
の
だ
っ
た
。

今
度
は
私
の
番
だ
。
二
人
の
死
体
が
解
剖
室
に
は
運
び
込
ま
れ
た
。
気
持

ち
が
悪
く
な
っ
た
の
で
、
剖
検
は
仲
間
の
医
師
に
頼
み
、
私
は
タ
イ
プ
で
検

案
書
を
作
成
し
た
。
生
前
に
行
っ
た
父
子
の
診
察
で
明
ら
か
に
な
っ
た
以
上

の
こ
と
は
、
剖
検
で
も
明
ら
か
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
と
は
言
え
、
こ
の
月

並
み
の
事
例
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
退
化
を
裏
付
け
る
科
学
的
証
拠
と
し
て
活
用

さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

夕
方
に
な
っ
て
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
が
来
た
。
そ
の
日
、
彼
は
と
う
と

う
一
万
人
を
死
に
追
い
や
っ
た
。
彼
は
、
不
幸
な
犠
牲
者
の
生
体
診
察
と
検

視
の
両
方
を
興
味
深
く
聴
い
た
。

ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
、「
こ
の
二
体
を
焼
却
し
て
は
な
ら
な
い
。
骸

骨
に
保
存
処
置
を
施
し
て
、
ベ
ル
リ
ン
の
人
類
学
博
物
館
に
送
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。」
と
言
っ
た
。

そ
し
て
、
骸
骨
を
き
れ
い
に
す
る
仕
方
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
を
述

べ
て
み
ろ
と
言
っ
た
。
方
法
は
二
つ
あ
り
ま
す
と
答
え
た
。
第
一
の
方
法
は
、

死
体
を
二
週
間
、
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
溶
液
に
漬ひ

た

し
て
骨
に
付
着
し
た
柔
ら
か

い
組
織
を
焼
い
て
か
ら
、
ガ
ソ
リ
ン
に
漬
し
て
脂
肪
を
取
り
除
き
、
骨
を
漂

白
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
の
方
法
は
、
そ
れ
よ
り
も
手
間
が
か
か
ら
な
い
。

肉
が
骨
か
ら
簡
単
に
剥は

が
れ
る
ま
で
、
死
体
を
お
湯
で
煮
て
、
そ
の
後
は
第

一
の
方
法
と
同
じ
よ
う
に
骸
骨
を
ガ
ソ
リ
ン
に
漬
す
や
り
方
で
あ
る
。

ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
、
時
間
が
短
い
煮
沸
法
で
や
れ
と
命
令
し
た
。

強
制
収
容
所
の
命
令
は
い
つ
も
簡
潔
で
あ
っ
た
。
囚
人
に
は
、
こ
の
命
令
の

実
行
方
法
が
教
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
し
、
ま
た
実
行
す
る
の
に
必
要
な
機

材
の
入
手
方
法
も
教
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
だ
が
、
命
令
は
命
令
だ
。
な

さ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
以
上
、
と
い
う
次
第
だ
。
お
鉢
は
私
に
回
っ
て
き
て
、
二

体
の
死
体
を
煮
沸
す
る
よ
う
に
と
命
令
さ
れ
た
。
だ
が
、
ど
こ
で
何
を
使
っ

て
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

私
は
ム
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
軍
曹
に
助
け
を
求
め
た
。
彼
の
よ
う
な
男
で
も
、

私
に
与
え
ら
れ
た
仕
事
の
こ
と
を
聞
い
て
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
彼
は
少
し

考
え
て
、
物
置
に
鉄
製
の
空
樽

あ
き
だ
る

が
二
つ
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
そ
れ
を

使
え
と
言
い
、
死
体
を
入
れ
た
樽
を
載
せ
る
た
め
に
、
第
一
(二
)死
体
焼
却

場
の
庭
に
レ
ン
ガ
で
竈か

ま
どを
作
っ
て
は
ど
う
か
と
提
案
し
た
。
こ
の
助
言
に
従

う
こ
と
に
し
た
。
手
直
し
を
く
り
か
え
し
て
竈
が
で
き
た
。
恐
ろ
し
い
も
の

を
入
れ
た
二
つ
の
樽
を
そ
の
上
に
載
せ
て
、
煮
沸
し
始
め
た
。
薪
を
く
べ
る

た
め
に
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
作
業
員
が
二
人
来
た
。
五
時
間
の
間
、
何
回

も
点
検
し
て
、
肉
が
骨
か
ら
離
れ
始
め
た
頃
合
い
を
見
計
ら
っ
て
火
を
消
し

た
が
、
樽
が
冷
え
る
ま
で
は
そ
の
ま
ま
外
に
置
か
れ
た
。

私
は
日
陰
に
座
り
、
読
書
を
始
め
た
。
静
か
だ
っ
た
。
そ
の
日
、
死
体
焼

却
場
は
稼
働
し
て
い
な
か
っ
た
。
第
一
(二
)死
体
焼
却
場
で
は
、
ア
ウ
シ
ュ

ヴ
ィ
ッ
ツ
第
一
強
制
収
容
所
［
基
幹
収
容
所
］
か
ら
来
た
四
人
の
レ
ン
ガ
工

が
煙
突
を
修
理
し
て
い
た
。

夕
暮
れ
に
な
っ
た
こ
ろ
、
樽
が
冷
え
た
と
思
い
、
腰
を
上
げ
よ
う
と
し
た
、

ま
さ
に
そ
の
と
き
に
、
樽
の
番
を
し
て
い
た
囚
人
の
一
人
が
私
の
ほ
う
に

走
っ
て
き
て
、
と
て
も
取
り
乱
し
た
様
子
で
叫
ん
だ
。

「
先
生
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
樽
の
中
の
肉
を
食
べ
て
い
る
。」

私
は
す
ぐ
に
竈
へ
と
急
い
だ
。
縞
模
様
の
囚
人
服
を
着
て
い
た
四
人
は
、

恐
怖
の
あ
ま
り
口
が
き
け
ず
、
樽
の
横
に
立
っ
て
い
た
。
四
人
は
レ
ン
ガ
工

だ
っ
た
。
彼
ら
は
作
業
を
終
え
て
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
バ
ラ
ッ
ク
に
護

送
す
る
監
視
兵
を
待
っ
て
い
た
。
空
腹
の
囚
人
た
ち
は
、
こ
の
時
間
を
利
用

し
て
食
べ
物
を
探
そ
う
と
し
て
、
二
つ
の
大
釜
に
出
く
わ
し
た
。
折
し
も
そ

こ
は
無
人
だ
っ
た
。
彼
ら
は
臭
い
を
嗅
い
で
、
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
た
め

に
茹ゆ

で
た
肉
だ
と
思
っ
た
。
そ
こ
で
大
き
な
塊
を
数
個
取
り
出
し
て
切
り
分

け
、
ガ
ツ
ガ
ツ
と
む
さ
ぼ
り
食
い
始
め
た
。
し
か
し
、
程
な
く
ゾ
ン
ダ
ー
コ

マ
ン
ド
の
作
業
員
二
人
が
戻
っ
て
き
て
、
事
態
に
気
づ
い
た
と
い
う
次
第
だ
。

レ
ン
ガ
工
は
何
を
食
べ
た
の
か
を
知
っ
て
、
恐
怖
の
あ
ま
り
茫
然
自
失
と
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な
っ
て
、
そ
の
場
に
立
ち
つ
く
し
た
。

ガ
ソ
リ
ン
で
洗
浄
し
た
骨
を
実
験
助
手
が
と
て
も
上
手
に
組
み
立
て
た
。

犠
牲
者
は
、
一
日
前
は
、
ま
だ
生
き
て
い
た
。
そ
の
二
人
の
骨
は
、
私
が
き

の
う
診
察
し
た
あ
の
部
屋
の
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
置
か
れ
て
い
た
。

ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
た
い
そ
う
喜
び
、
医
官
の
高
級
将
校
を
何
人
か

招
待
し
て
、
そ
の
骸
骨
を
見
せ
た
。
彼
ら
は
、
優
越
感
に
浸
っ
て
様
々
な
部

分
に
触
り
、
競
っ
て
専
門
用
語
を
ひ
け
ら
か
し
、
骨
に
あ
っ
た
障
が
い
が
あ

た
か
も
科
学
的
大
発
見
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
嬉
々
と
し
て
い
た
。
似
而
非

え

せ

科
学
だ
。
科
学
の
衣
を
装
っ
た
戯
言

ざ
れ
ご
と

に
す
ぎ
な
い
。
二
人
に
は
特
異
な
異
常

は
な
か
っ
た
。
似
た
よ
う
な
障
が
い
は
、
世
界
中
の
何
十
万
も
の
人
間
に
見

ら
れ
る
。
た
と
え
患
者
の
数
が
少
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
医
者
で
あ
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
事
例
を
見
か
け
る
機
会
は
あ
る
。
だ
が
、
ナ
チ
の
扇
動
的
宣
伝

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

は
、
そ
れ
が
嘘
で
あ
ろ
う
と
、
狡
猾
な
や
り
方
で
示
し
た
見
か
け
上
の
科
学

的
客
観
性
で
あ
ろ
う
と
、
目
的
の
た
め
に
は
ど
ん
な
に
些
細
な
こ
と
で
も
徹

底
的
に
利
用
し
尽
く
そ
う
と
し
て
い
る
。
博
物
館
で
こ
の
よ
う
な

扇
動
的
宣
伝

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

目
的
の
展
示
物
を
見
る
人
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
批
判
的
な
知

識
を
欠
い
て
い
る
か
ら
、
言
い
な
り
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

骨
と
そ
れ
に
添
え
た
文
書
は
丈
夫
な
紙
の
袋
に
入
れ
、「
軍
用
速
達
」
の

特
殊
切
手
を
貼
っ
て
ベ
ル
リ
ン
に
郵
送
し
た
。

骨
を
送
っ
て
し
ま
う
と
、
ど
っ
と
疲
れ
が
出
た
。
あ
の
父
と
子
が
死
ぬ
前

と
死
ん
で
か
ら
の
わ
ず
か
数
時
間
に
起
き
た
悲
劇
的
な
出
来
事
は
、
と
て
も

耐
え
が
た
い
も
の
だ
っ
た
。
…
…

一
週
間
が
経
ち
、
ウ
ッ
チ
・
ゲ
ッ
ト
ー
の
清
算
が
終
わ
っ
た
。
冷
た
い
秋

の
雨
を
伴
う
雲
に
隠
さ
れ
、
一
〇
月
の
太
陽
も
な
く
な
っ
た
。
霧
雨
と
暗
闇

が
強
制
収
容
所
の
バ
ラ
ッ
ク
を
覆お

お

っ
た
。
深
い
霧
が
私
の
過
去
に
襲
い
か
か

り
、
私
の
未
来
は
ま
す
ま
す
暗
く
な
っ
た
。
何
日
も
続
く
雨
に
よ
る
寒か

ん

気き

と

湿し
っ

気け

が
骨
の
髄
ま
で
染
み
込
ん
だ
。
あ
れ
や
こ
れ
や
で
、
す
っ
か
り
希
望
が

も
て
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
行
く
と
こ
ろ
、
見
る
と
こ
ろ
、
ど
こ
で
も
通

電
し
た
有
刺
鉄
線
が
あ
る
。
い
つ
も
思
う
の
は
、
絶
望
感
と
無
駄
に
過
ご
し

た
人
生
の
こ
と
で
あ
る
。

ウ
ッ
チ
・
ゲ
ッ
ト
ー
の
清
算
か
ら
三
日
目
に
、
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
カ

ポ
長
が
全
身
ず
ぶ
濡
れ
の
女
性
一
人
と
子
ど
も
二
人
を
連
れ
て
来
た
。
子
ど

も
た
ち
に
、
何
か
悪
い
こ
と
が
起
こ
り
そ
う
な
予
感
が
し
て
、
移
送
さ
れ
た

人
た
ち
の
最
後
尾
か
ら
逃
げ
て
、
死
体
焼
却
場
の
庭
に
積
ん
で
あ
っ
た
丸
太

の
近
く
に
潜ひ

そ

ん
で
い
た
。
こ
の
三
人
は
、
全
員
が
地
下
に
降
り
た
の
を
見
た
。

し
か
し
、
再
び
姿
を
現
し
た
人
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。
恐
怖
に
震
え
な
が
ら

救
出
の
奇
跡
を
待
っ
た
が
、
そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
。
巡
廻
を
終
え
た
カ
ポ

長
が
そ
こ
を
通
る
ま
で
の
三
日
間
、
三
人
は
、
寒
空
の
下
で
、
ず
ぶ
濡
れ
の

衣
服
を
着
て
雨
に
打
た
れ
、
飲
ま
ず
食
わ
ず
で
半
ば
意
識
を
失
い
な
が
ら
我

慢
し
た
。
ど
う
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
カ
ポ
長
は
彼
ら
を

ム
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
軍
曹
の
と
こ
ろ
に
連
行
し
た
。
五
〇
歳
以
上
に
も
見
え
た

三
〇
代
前
半
の
骨
と
皮
だ
け
の
女
性
は
、
親
衛
隊
員
の
前
に
跪

ひ
ざ
ま
ず

い
て
い
た
。

そ
の
女
性
は
残
っ
た
力
を
振
り
絞
り
親
衛
隊
員
の
ブ
ー
ツ
に
す
が
り
つ
き
、

死
に
も
の
ぐ
る
い
に
な
っ
て
自
分
と
二
人
の
子
ど
も
た
ち
の
命
乞
い
を
し
た
。

彼
女
は
、
五
年
間
、
ゲ
ッ
ト
ー
の
工
場
で
ド
イ
ツ
軍
の
た
め
に
軍
服
を
作
っ

て
き
た
と
言
っ
た
。
生
命
が
助
か
れ
ば
作
業
を
続
け
た
か
っ
た
の
だ
。
し
か

し
、
寛
大
な
措
置
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
殺
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ム
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
軍
曹
が
他
の
親
衛
隊

員
に
殺
人
を
実
行
さ
せ
た
こ
と
か
ら
見
て
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
で
の
こ
の

体
験
は
彼
の
神
経
に
影
響
を
与
え
た
は
ず
で
あ
る
。

（
二
七
）
ゲ
ッ
ト
ー
内
で
の
み
通
用
す
る
通
貨
。
様
々
な
金
種
の
紙
幣
と
硬
貨
が

あ
っ
た
。
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三
一

あ
の
血
な
ま
ぐ
さ
い
特
別
の
出
来
事

エ

ピ

ソ

ー

ド

は
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
忘
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
ら
、
そ
う
し
た
の
だ
。
そ
う
で
も
し
な
け
れ
ば
、
恐
ろ
し
い

こ
と
を
数
多
く
体
験
し
、
そ
の
上
絶
望
す
べ
き
状
況
に
あ
っ
て
気
が
狂
っ
て

し
ま
う
。
か
な
り
ル
ミ
ナ
ー
ル
錠
に
助
け
ら
れ
て
い
る
。

強
制
収
容
所
に
来
る
前
の
、
ま
る
で
夢
の
よ
う
な
過
去
を
し
ば
し
ば
振
り

返
る
。
だ
が
、
す
べ
て
を
忘
れ
て
、
何
も
考
え
な
い
、
こ
れ
が
唯
一
の
目
標

だ
。一

九
四
四
年
一
一
月
一
日
、
諸
聖
人
の
日
。
ぼ
た
ん
雪
が
降
っ
て
い
た
。

監
視
塔
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
。
す
べ
て
が
白
い
薄
片
に
遮さ

え
ぎ

ら
れ
て
い
る
。

風
で
有
刺
鉄
線
が
揺
れ
て
音
が
す
る
と
、
そ
の
度
に
カ
ラ
ス
の
群
れ
が
空
へ

と
飛
び
立
っ
た
。

天
気
が
ど
う
で
あ
っ
て
も
、
夕
暮
れ
時
に
は
少
し
だ
け
散
歩
す
る
。
冷
た

い
空
気
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
、
す
り
減
っ
た
神
経
が
和
ら
げ
ら
れ
る
か
ら

だ
。
庭
を
数
回
、
回
っ
て
か
ら
ガ
ス
室
に
近
づ
い
た
。
数
秒
、
そ
こ
に
立
ち

止
ま
る
と
突
然
、
今
日
が
諸
聖
人
の
日
で
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
…
…

周
り
は
静
か
だ
っ
た
。
脱
衣
場
に
向
か
う
冷
た
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
階
段
が

薄
暗
い
光
の
中
で
闇
に
溶
け
て
い
る
。
何
百
万
も
の
人
た
ち
が
死
の
う
と
す

る
前
に
、
こ
の
入
口
で
人
生
に
別
れ
を
告
げ
、
死
後
に
は
自
分
の
墓
に
入
る

こ
と
さ
え
も
否
定
さ
れ
た
。
…
…
私
は
一
人
で
、
か
く
も
多
く
の
人
た
ち

が
立
っ
た
最
後
の
舞
台
に
い
る
。
私
に
課
せ
ら
れ
た
悲
し
い
責
務
を
考
え
た
。

世
界
中
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
彼
ら
の
家
族
の
名
に
お
い
て
、
死
者
を
記
憶
に

留
め
る
と
い
う
重
い
責
務
の
こ
と
だ
。
…
…

悲
し
み
の
場
を
離
れ
て
部
屋
に
戻
っ
た
。
ド
ア
を
開
け
る
と
、
電
灯
で
は

な
く
て
ロ
ウ
ソ
ク
の
火
が
揺
ら
め
い
て
い
る
部
屋
が
あ
っ
た
の
で
、
驚
い
た
。

最
初
は
ヒ
ュ
ー
ズ
が
飛
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
が
、
同
僚
の
囚
人
医

師
ソ
ン
バ
ト
ヘ
イ
大
学
元
准
教
授
が
頬
杖
を
つ
い
て
、
ロ
ウ
ソ
ク
の
火
を
凝

視
し
て
い
る
の
に
気
づ
い
た
。
だ
が
、
彼
は
私
に
気
づ
い
て
い
な
い
。
ロ
ウ

ソ
ク
の
火
が
当
た
っ
て
い
る
彼
の
顔
は
、
実
際
よ
り
も
か
な
り
老ふ

け
て
見
え

る
。
彼
の
肩
に
手
を
置
い
て
、
静
か
に
「
デ
ネ
ス
、
ど
う
し
て
ロ
ウ
ソ
ク
に

火
を
つ
け
て
い
る
ん
だ
い
。」
と
尋
ね
た
。

彼
は
、
一
五
年
前
に
死
ん
だ
義
理
の
両
親
の
こ
と
を
ぼ
そ
ぼ
そ
と
話
し
た
。

ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
中
に
は
そ
の
目
で
見
た
者
も
い
る
が
、
彼
は
第
一

(二
)死
体
焼
却
場
で
非
業
の
死
を
遂
げ
た
妻
と
娘
の
こ
と
は
口
に
し
な
か
っ

た
。
何
ら
か
の
経
験
を
思
い
出
せ
な
い
逆
行
性
記
憶
喪
失
症
と
う
つ
病
の
症

状
だ
と
す
ぐ
に
分
か
っ
た
。

彼
に
手
を
添
え
て
ベ
ッ
ド
ま
で
連
れ
て
行
っ
た
。

か
わ
い
そ
う
な
友
よ
。
や
せ
形
の
君
は
、
計
り
知
れ
な
い
知
識
を
も
ち
、

静
か
な
声
で
話
し
、
感
じ
や
す
い
心
を
も
っ
た
医
師
だ
っ
た
。
治
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
君
は
、
地
獄
の
死
の
淵
に
立
ち
、
そ
こ
か
ら
人
智
を
超

え
る
悲
劇
と
恐
怖
を
何
ヶ
月
に
も
亘
っ
て
見
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
、
こ
の

浅
ま
し
い
場
所
の
向
こ
う
側
に
い
る
人
間
に
は
、
け
っ
し
て
信
ず
る
こ
と
が

で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

君
の
神
経
が
君
を
駄
目
に
し
て
心
を
曇
ら
せ
た
の
は
、
良
か
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
少
な
く
と
も
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
理
解
す
る
必
要
が
な
く
な
る

の
だ
か
ら
。
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三
二

静
か
な
日
が
数
日
続
き
、
そ
し
て
、
死
体
焼
却
場
に
は
い
つ
も
の
ざ
わ
め

き
が
戻
り
、
エ
ン
ジ
ン
が
運
転
を
始
め
て
、
巨
大
な
送
風
装
置
が
焼
却
炉
に

火
を
送
っ
た
。
テ
レ
ジ
ン
か
ら
到
着
す
る
移
送
列
車
に
備
え
る
よ
う
に
と
言

わ
れ
た
。

テ
レ
ジ
ン
(54
)
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
要
塞
都
市
で
あ
っ
た
が
、
守
備

隊
を
廃
し
市
民
を
追
い
出
し
て
、
こ
の
街
の
性
格
を
変
え
「
モ
デ
ル
・
ゲ
ッ

ト
ー
」
と
し
た
。
新
し
い
住
民
は
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

オ
ラ
ン
ダ
か
ら
連
れ
て
来
た
。
全
部
で
お
よ
そ
七
万
人
で
あ
っ
た
。
生
活
条

件
は
比
較
的
良
好
で
、
住
民
は
商
売
を
続
け
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
し
、
手
紙

や
赤
十
字
小
包
を
受
け
取
る
こ
と
も
許
可
さ
れ
た
。
中
立
国
か
ら
赤
十
字
代

表
団
が
数
回
ゲ
ッ
ト
ー
を
訪
問
し
、
そ
の
都
度
、
こ
こ
の
状
況
に
つ
い
て
肯

定
的
な
報
告
書
を
提
出
し
た
。
こ
の
「
モ
デ
ル
・
ゲ
ッ
ト
ー
」
は
、
強
制
収

容
所
と
死
体
焼
却
場
に
か
ん
す
る
恐
ろ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
に
対
抗
し
反
証
す
る

た
め
に
建
設
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
は
誹
謗
中
傷
と
し
て
片
付
け
ら

れ
た
。
ド
イ
ツ
人
は
ゲ
ッ
ト
ー
建
設
の
目
的
を
達
成
し
た
。

し
か
し
、
第
三
帝
国
の
崩
壊
前
夜
に
は
、
世
論
へ
の
配
慮
を
止
め
て
仮
面

を
脱
い
だ
。
残
っ
た
す
べ
て
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
た
い
す
る
情
け
容
赦
な
い
虐
殺

が
始
ま
っ
た
。

テ
レ
ジ
ン
・
ゲ
ッ
ト
ー
の
番
が
や
っ
て
来
た
。

上
に
揭
げ
る
公
文
書
を
手
に
し
て
、
ま
だ
健
康
で
丈
夫
だ
っ
た
成
人
男
子

が
テ
レ
ジ
ン
・
ゲ
ッ
ト
ー
か
ら
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
死
体
焼
却
場
に
到
着

し
た
。
強
制
労
働
へ
の
召
集
は
手
際
よ
く
絶
滅
さ
せ
る
た
め
卑
劣
な
罠わ

な

で
あ

る
と
と
も
に
、
工
具
や
防
寒
衣
服
を
巻
き
上
げ
る
た
め
の
罠
で
も
あ
っ
た
。

二
〇
〇
〇
人
の
元
気
な
若
者
が
ガ
ス
室
で
非
業
の
死
を
遂
げ
、
そ
の
死
体

は
焼
却
炉
の
中
で
灰
に
な
っ
た
。
虐
殺
が
二
日
間
続
き
、
そ
の
後
は
静
か
に

な
っ
た
。

一
四
日
後
、
た
く
さ
ん
の
貨
車
を
連
結
し
た
列
車
が
、
ふ
た
た
び
ラ
ン
プ

に
到
着
し
た
。
今
度
は
成
人
の
女
性
と
子
ど
も
た
ち
が
貨
物
列
車
か
ら
降
り
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テレジエンシュタット 日付
署 名

(54
)
テ
レ
ジ
ン
［
ド
イ
ツ
語
の
地
名
は
テ
レ
ジ
エ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
（
地
図
⚒
、
122

頁
）］
は
プ
ラ
ハ
の
北
方
数
十
㌖
に
あ
り
、
一
八
世
紀
に
建
て
ら
れ
た
要
塞
都
市

で
あ
る
。
一
九
四
一
年
一
一
月
に
、
ド
イ
ツ
は
こ
の
地
に
チ
ェ
コ
の
ユ
ダ
ヤ
人
の

た
め
に
中
核
と
な
る
ゲ
ッ
ト
ー
を
建
設
し
た
。
た
だ
し
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
な
ど
か
ら
の
ユ
ダ
ヤ
人
も
収
容
さ
れ
た
。
こ
の
ゲ
ッ
ト
ー
で
は
一
四
万
人
の
ユ

ダ
ヤ
人
の
う
ち
三
万
四
〇
〇
〇
人
が
死
亡
し
た
。
ま
た
、
こ
の
ゲ
ッ
ト
ー
か
ら
は
、

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
送
り
と
な
っ
た
四
万
六
〇
〇
〇
人
を
含
め
て
、
八
万
三
〇
〇

〇
人
以
上
が
様
々
な
絶
滅
収
容
所
に
移
送
さ
れ
た
。



た
。
選
別
な
し
に
全
員
が
左
に
行
っ
た
。

何
百
枚
も
の
紙
が
脱
衣
場
の
床
に
散
ら
ば
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
は
次
の
よ

う
に
書
か
れ
て
あ
っ
た
。

夫
の
負
担
を
軽
く
し
た
い
と
願
う
何
千
人
も
の
妻
た
ち
、
そ
し
て
父
親
を

失
っ
た
何
千
人
も
の
子
ど
も
た
ち
は
、
夫
で
あ
り
父
親
で
あ
っ
た
二
万
人
の

男
の
後
を
追
っ
て
死
ん
で
い
っ
た
。
こ
れ
が
悪
魔
の
召
集
状
の
効
能
で
あ
っ

た
。

三
三

一
九
四
四
年
一
一
月
一
七
日
の
早
朝
(55
)、
親
衛
隊
の
あ
る
下
士
官
が
私

の
部
屋
に
入
っ
て
き
て
、
強
制
収
容
所
の
敷
地
内
で
は
い
か
な
る
手
段
に

よ
っ
て
で
あ
ろ
う
と
も
、
総
統
は
こ
れ
以
上
の
殺
人
を
厳
禁
し
た
と
、
こ
っ

そ
り
知
ら
せ
て
く
れ
た
。
過
去
に
何
回
も
策
略
を
目
撃
し
て
き
た
た
め
に
、

額
面
通
り
に
は
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
受
け
取
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
嬉
し
い

ニ
ュ
ー
ス
の
配
達
人
を
疑
っ
て
い
る
こ
と
は
隠
さ
な
か
っ
た
が
、
彼
は
、
死

体
焼
却
場
と
政
治
部
［
強
制
収
容
所
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
］
に
無
線
で
伝
達
さ
れ
た

本
当
の
命
令
だ
と
断
言
し
た
。
時
が
経
て
ば
分
か
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
な

お
、
私
は
そ
れ
が
新
手
の
罠
だ
ろ
う
と
、
ほ
と
ん
ど
決
め
て
か
か
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
も
う
少
し
経
っ
た
そ
の
日
の
朝
の
う
ち
に
、
ニ
ュ
ー
ス
が
本

当
に
本
当
だ
と
分
か
っ
た
。
病
気
に
な
っ
た
り
衰
弱
し
た
り
し
た
者
五
〇
〇

人
を
「
静
養
収
容
所
」
に
運
ぶ
五
両
連
結
の
列
車
が
、
第
一
(二
)死
体
焼
却

場
と
第
二
(三
)死
体
焼
却
場
の
間
の
線
路
で
止
ま
っ
た
。
親
衛
隊
の
選
別
担

当
者
の
一
人
が
監
視
分
遣
隊
の
指
揮
官
に
近
づ
い
て
、
何
や
ら
話
し
て
い
る
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テレジエンシュタット 日付
署 名

(55
)
一
一
月
三
日
に
ス
ロ
バ
キ
ア
の
セ
レ
ッ
ジ
［
ブ
ラ
チ
ス
ラ
バ
の
東
方
約
五

五
㌖
］
か
ら
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
移
送
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
［
男
性
、
女
性
、
子

ど
も
合
わ
せ
て
九
九
〇
人
］
は
、
選
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
全
員
が
収
容
所
に
収

容
・
登
録
さ
れ
た
こ
と
か
ら
見
て
、
ガ
ス
室
で
の
大
量
虐
殺
を
す
べ
て
中
止
す
る

と
い
う
命
令
は
、
こ
れ
よ
り
も
早
く
に
発
出
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
第
一
(二
)死

体
焼
却
場
と
第
二
(三
)死
体
焼
却
場
の
解
体
は
、
一
一
月
二
五
日
か
ら
始
ま
っ
た
。

［
一
一
月
二
日
以
降
は
チ
ク
ロ
ン
Ｂ
に
よ
る
ガ
ス
殺
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
な
り
、

選
別
さ
れ
た
囚
人
は
第
四
(五
)死
体
焼
却
場
の
ガ
ス
室
か
地
下
室
で
射
殺
さ
れ
た

（C
zech

,Kalendarium

,S

.921

）。
メ
ン
ゲ
レ
に
よ
る
実
験
も
継
続
さ
れ
、
一
二

月
五
日
に
も
Ｂ
Ⅱ
ｅ
収
容
区
に
い
た
低
身
長
症
の
女
性
囚
人
一
六
人
に
た
い
す
る

人
体
実
験
が
行
わ
れ
た
（a.a.O

.,S

.941

.）。］



の
が
見
え
た
。
二
人
の
話
合
い
で
、
列
車
は
死
体
焼
却
場
の
ゲ
ー
ト
と
は
逆

の
方
向
に
移
動
し
、
そ
の
後
、
囚
人
は
Ｂ
Ⅱ
ｆ
収
容
区
の
病
舎
に
収
容
さ
れ

た
。「
静
養
」
の
た
め
に
、
こ
こ
に
移
送
さ
れ
て
き
た
人
が
、
一
時
間
も
経

た
な
い
う
ち
に
頭
蓋
骨
を
砕
か
れ
、
炉
前
の
、
血
で
汚
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
床
に
横
た
わ
る
、
そ
う
い
う
の
で
は
な
か
っ
た
。
本
当
に
病
院
の
ベ
ッ
ド

に
横
た
わ
っ
て
治
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
は
、
私
が
死
体
焼
却
場
に
配
置
さ
れ
て
以
来
、
初
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
。

一
時
間
も
経
た
な
い
う
ち
、
新
し
い
移
送
列
車
が
到
着
し
た
。
老
人
、
少

年
少
女
、
成
人
男
女
、
そ
し
て
子
ど
も
、
合
わ
せ
て
五
〇
〇
人
。
ス
ロ
バ
キ

ア
か
ら
の
ユ
ダ
ヤ
人
だ
。
私
は
は
ら
は
ら
し
な
が
ら
、
次
に
何
が
起
こ
る
か

を
見
よ
う
と
待
っ
た
。
ラ
ン
プ
で
の
い
つ
も
の
手
順
は
、
囚
人
の
集
合
と
選

別
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
と
き
に
見
た
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
異
様
で
あ
っ

た
。
疲
れ
き
っ
た
旅
人
が
貨
車
か
ら
降
り
た
が
、
普
段
な
ら
大
き
な
荷
物
は

そ
の
場
に
置
い
た
ま
ま
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
こ
の
と
き
は
荷
物

を
全
部
携
行
し
て
、
ラ
ン
プ
の
右
側
を
真
っ
直
ぐ
歩
い
て
行
っ
た
。
母
親
は

赤
ん
坊
を
乗
せ
た
乳
母
車
を
押
し
、
若
者
は
病
人
や
老
人
を
助
け
な
が
ら
、

Ｂ
Ⅱ
ｅ
収
容
区
に
入
っ
て
行
っ
た
。
気
持
ち
が
高
揚
し
た
私
は
、
あ
の
嬉
し

い
ニ
ュ
ー
ス
を
立
証
す
る
も
う
一
つ
の
出
来
事
を
し
っ
か
り
と
記
憶
に
留
め

た
。
抹
殺
を
申
し
渡
さ
れ
た
囚
人
の
移
送
列
車
を
受
け
入
れ
る
ゲ
ー
ト
は
開

い
て
い
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
今
や
疑
い
の
余
地
は
な
い
。
こ
れ
は
強
制
収

容
所
の
囚
人
に
と
っ
て
は
吉
報
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
同
時
に
ゾ
ン
ダ
ー
コ

マ
ン
ド
の
粛
清
を
予
兆
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

慣
例
の
四
ヶ
月
が
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
、
私
た
ち
が
排
除
さ
れ
る
の
は
確

実
で
あ
る
。
収
容
所
に
は
新
し
い
あ
り
よ
う
の
生
活
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
彼
ら
は
囚
人
の
大
量
殺
戮
を
止
め
た
が
、
血
塗
ら
れ
た
過
去
を
隠

蔽
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
死
体
焼
却
場
を
解
体
し
、
死
体
を
焼
い
た
溝
を

埋
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
凶
悪
犯
罪
の
目
撃
者
を
殺
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
私
た
ち
は
厳
粛
の
中
に
も
穏
や
か
に
、
そ
れ
と
同
時
に
、
こ

の
転
換
を
大
い
に
喜
ん
で
、
迫
り
来
る
死
と
向
き
合
っ
た
。
第
三
帝
国
の
放

火
マ
ニ
ア
に
し
て
、
気
の
触
れ
た
総
統
の
絶
滅
命
令
に
よ
っ
て
、
六
〇
〇
万

も
の
人
々
が
マ
イ
ダ
ネ
ッ
ク
、
ト
レ
ブ
リ
ン
カ
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
、
そ

し
て
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
へ
と
移
送
さ
れ
た
。
そ
の
と
き
か
ら
随
分
と
日
に
ち
が
過

ぎ
て
い
る
の
に
、
と
も
か
く
も
そ
の
う
ち
の
数
千
人
は
ま
だ
生
き
て
い
る
。

正
午
頃
、
心
配
し
な
が
ら
、
私
は
今
朝
、
あ
の
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
知
ら

せ
て
く
れ
た
親
衛
隊
の
無
線
通
信
士
を
探
し
た
。
そ
の
後
、
さ
ら
に
無
線
通

信
が
あ
り
は
し
な
い
か
、
そ
し
て
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
に

か
ん
す
る
特
別
命
令
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
知
り
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼

が
自
分
の
部
屋
に
一
人
で
い
た
の
で
、
ホ
ッ
と
し
た
。
質
問
に
た
い
し
て
彼

は
、「
二
、
三
日
経
て
ば
、
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
は
ブ
レ
ス
ラ
ウ
近
郊
の
地

下
工
場
で
の
重
労
働
の
た
め
に
移
送
さ
れ
る
。」
と
答
え
た
。
私
は
そ
れ
を

一
言
も
信
じ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
悪
意
を
も
っ
て
騙
そ
う
と
し
た
の
で
は

な
く
、
同
情
し
て
嘘
を
つ
い
た
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
た
ぶ
ん
、
以

前
に
重
症
の
彼
を
治
療
し
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
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三
四

私
の
腕
時
計
は
午
後
二
時
を
指
し
て
い
た
。
昼
食
を
摂
り
、
自
室
の
窓
か

ら
、
ぼ
ん
や
り
と
雪
雲
を
見
て
い
た
。
突
然
、
静
か
な
廊
下
に
声
が
響
き

渡
っ
た
。

「
み
ん
な
、
出
ろ
。」

朝
と
言
わ
ず
夜
と
言
わ
ず
、
点
呼
の
と
き
に
は
い
つ
も
、
そ
の
よ
う
な
叫

び
声
を
聞
い
て
い
る
が
、
昼
と
も
な
れ
ば
不
吉
な
意
味
を
帯
び
て
い
る
。

「
出
ろ
。
み
ん
な
、
出
ろ
。」
こ
れ
ま
で
に
な
い
耳
障
り
な
口
調
で
繰
り
返

え
さ
れ
る
声
が
聞
こ
え
た
。
す
ぐ
に
重
々
し
い
足
音
が
ド
ア
に
近
づ
い
て
き

た
。
ド
ア
が
乱
暴
に
開
け
ら
れ
て
、
親
衛
隊
員
が
「
出
ろ
。」
と
叫
ん
だ
。

い
よ
い
よ
そ
の
時
が
来
た
。
庭
に
入
る
と
、
完
全
装
備
の
親
衛
隊
員
の
部

隊
が
私
た
ち
を
待
っ
て
い
た
。
仲
間
は
も
う
そ
こ
に
来
て
い
た
。
驚
く
様
子

も
見
せ
ず
、
静
か
に
し
て
い
た
。
展
開
し
て
軽
機
関
銃
を
私
た
ち
に
向
け
て

い
る
親
衛
隊
員
も
ま
た
、
静
か
だ
っ
た
。
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
は
全
員
が
揃

う
の
を
辛
抱
強
く
待
っ
て
い
た
。
見
回
す
と
、
近
く
の
松
林
の
下
半
分
は
雪

に
埋
も
れ
て
い
た
。
辺
り
一
面
が
静
か
だ
っ
た
。

数
分
経
っ
て
か
ら
、
指
揮
官
が
「
右
へ
進
め
。」
と
言
っ
た
。
武
装
し
た

監
視
兵
が
び
っ
し
り
い
る
所
を
通
り
過
ぎ
た
。
庭
か
ら
出
た
が
、
道
路
に
は

行
か
ず
に
第
二
(三
)死
体
焼
却
場
の
ほ
う
に
向
か
っ
た
。
庭
を
横
切
る
と
き
、

こ
れ
が
最
後
の
旅
だ
と
い
う
こ
と
は
十
分
に
理
解
し
て
い
た
。
炉
室
に
入
れ

ら
れ
た
。
親
衛
隊
員
は
誰
も
中
に
は
留
ま
ら
ず
に
建
物
の
周
り
を
取
り
囲
み
、

い
つ
で
も
撃
て
る
よ
う
に
窓
と
扉
に
照
準
を
定
め
て
い
た
。
扉
は
施
錠
さ
れ

窓
も
開
か
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
そ
こ
か
ら
出
る
こ
と
は
不
可
能

だ
っ
た
。

第
二
(三
)死
体
焼
却
場
の
仲
間
は
す
で
に
そ
こ
に
い
た
。
す
ぐ
に
第
四

(五
)死
体
焼
却
場
の
仲
間
と
も
合
流
し
た
。
そ
こ
に
は
、
全
部
で
四
六
〇
人

い
た
(56
)。
私
た
ち
は
死
を
待
っ
て
い
た
が
、
気
が
か
り
な
の
は
ど
う
や
っ

て
殺
さ
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
私
た
ち
は
み
ん
な
、
専
門
家
で
あ

り
、
親
衛
隊
が
採
用
す
る
様
々
な
絶
滅
の
方
法
に
通
じ
て
い
る
。
ガ
ス
室
だ

ろ
う
か
。
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
に
か
ん
す
る
限
り
、
そ
れ
は
で
き
な
い
だ
ろ

う
。
射
殺
か
。
建
物
の
中
で
は
で
き
な
い
。
死
体
焼
却
場
も
ろ
と
も
私
た
ち

を
吹
き
飛
ば
す
と
い
う
選
択
肢

オ
プ
シ
ョ
ン

が
最
も
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
ま
さ
に
一
石
二

鳥
で
、
親
衛
隊
な
ら
で
は
の
妙
技
。
あ
る
い
は
、
手
り
ゅ
う
弾
が
数
発
、
投

げ
込
ま
れ
る
か
。
ミ
ラ
ノ
の
住
民
が
貨
物
列
車
に
押
し
込
め
ら
れ
た
後
に
や

ら
れ
た
方
法
が
、
ど
う
も
こ
れ
ら
し
い
。
移
送
列
車
が
動
き
出
す
前
に
は
、

全
員
が
死
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
死
体
焼
却
場
に
到

着
し
た
の
は
、
死
体
だ
け
だ
っ
た
。

ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
作
業
員
は
炉
室
に
い
て
、
何
も
言
わ
ず
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
床
に
座
っ
て
い
た
。
何
か
言
っ
た
と
し
て
も
、
ひ
そ
ひ
そ
と
話
す

だ
け
だ
っ
た
。
突
然
、
三
〇
代
前
半
の
や
せ
た
背
の
高
い
、
黒
髪
の
男
が
立

ち
上
が
り
、
み
ん
な
に
聞
こ
え
る
よ
う
な
大
き
な
声
で
話
し
始
め
た
。
ダ
ヤ

ン
だ
っ
た
。
彼
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
、
と
あ
る
小
さ
な
宗
教
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

ラ
ビ
［
ユ
ダ
ヤ
教
の
宗
教
的
指
導
者
］
の
助
手
を
し
て
い
た
。
偉
大
な
教
理

を
独
学
で
修
得
し
悟
り
き
っ
た
禁
欲
主
義
者
で
あ
っ
た
。
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン

ド
に
い
て
も
厳
格
な
教
義
を
守
っ
た
。
食
品
庫
に
は
一
杯
も
の
が
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
パ
ン
、
マ
ー
ガ
リ
ン
、
そ
し
て
タ
マ
ネ
ギ
し
か
食
べ
な

か
っ
た
。
彼
は
火
夫

か
ま
た
き

の
作
業
を
割
り
当
て
ら
れ
た
が
、
私
は
ム
ー
ス
フ
ェ
ル

ト
軍
曹
に
次
の
よ
う
な
言
い
方
を
し
て
頼
み
込
み
、
信
仰
心
の
篤
い
こ
の
信
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(56
)
当
時
の
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
は
二
〇
〇
人
で
あ
る
。［
こ
の
二
〇
〇
人
は
、
選

別
の
対
象
に
な
っ
た
囚
人
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
四
四
年
一
一
月
二
六
日

に
、
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
強
制
収
容
所
で
は
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
二
〇
〇
人
の
う
ち
、
三

〇
人
が
就
労
可
能
と
し
て
第
四
(五
)死
体
焼
却
場
に
配
属
さ
れ
、
残
り
の
一
七
〇

人
は
殺
害
さ
れ
た
（C

zech

,Kalendarium

,S

.934

.）］。



者
を
あ
の
よ
う
な
恐
ろ
し
い
作
業
か
ら
解
放
し
て
も
ら
っ
た
。「
あ
の
作
業

は
体
力
を
必
要
と
し
ま
す
。
ダ
ヤ
ン
は
禁
欲
的
な
規
律
を
守
り
、
ほ
と
ん
ど

何
も
食
べ
ず
、
そ
の
た
め
に
と
て
も
衰
弱
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な

体
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
の
作
業
が
ふ
さ
わ
し
く
な
い
理
由
は
他
に
も
あ
り

ま
す
。
死
体
が
火
に
投
じ
ら
れ
る
と
き
、
一
体
ご
と
に
完
全
な
お
祈
り
を
捧

げ
て
、
他
の
作
業
員
の
邪
魔
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
そ
れ
は
日
に
数
千

回
あ
り
ま
す
。」
私
に
は
こ
れ
以
外
の
理
由
は
考
え
つ
か
な
か
っ
た
が
、
軍

曹
は
同
意
し
て
、
ダ
ヤ
ン
に
は
改
め
て
第
二
(三
)死
体
焼
却
場
の
庭
に
あ
る

ゴ
ミ
捨
て
場
の
作
業
を
割
り
当
て
る
こ
と
に
し
た
。
断
っ
て
お
く
が
、
こ
の

ゴ
ミ
捨
て
場
は
、
用
済
み
の
も
の
と
移
送
列
車
に
残
さ
れ
た
腐
敗
し
た
食
べ

物
な
ど
の
集
積
場
で
あ
る
。
ゴ
ミ
の
中
に
は
、
ガ
ス
室
送
り
と
な
っ
た
人
た

ち
が
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
ま
で
携
行
し
た
公
文
書
、
卒
業
証
書
、
軍
発
行
の

証
明
書
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
写
真
、
祈
祷
書
、
帯

ガ
ル
テ
ル

、
肩
掛
け

タ
リ
ス⎜
タ
ッ
リ
ー
ト

、
ユ
ダ
ヤ

教
関
連
の
工
芸
品
が
あ
っ
た
。
親
衛
隊
は
こ
れ
ら
を
可
燃
ゴ
ミ
と
見
て
い
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
ゴ
ミ
捨
て
場
で
は
い
つ
も
何
か
が
燃
や
さ
れ
て
い
る
。

何
十
万
枚
も
の
家
族
写
真
、
両
親
の
写
真
、
美
し
い
少
女
の
写
真
、
最
愛
の

子
ど
も
た
ち
の
写
真
だ
け
で
な
く
、
何
千
も
の
祈
祷
書
が
燃
や
さ
れ
て
い
る
。

私
は
、
何
度
も
写
真
や
祈
祷
書
を
手
に
取
っ
て
見
た
。
必
ず
と
言
っ
て
い
い

ほ
ど
、
祈
祷
書
に
は
両
親
の
命
日
が
記
入
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
ど
こ
か
に
あ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
の
墓
か
ら
花
を
摘
ん
で
丁
寧
に

作
っ
た
押
し
花
が
挟
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
す
べ
て
が
、
高
価
な
、
あ
る
い

は
お
手
頃
の
肩
掛
け

タ
リ
ス⎜
タ
ッ
リ
ー
ト

や
ユ
ダ
ヤ
教
関
連
の
工
芸
品
と
一
緒
に
積
み
上
げ

ら
れ
、
燃
や
さ
れ
た
。

ダ
ヤ
ン
が
作
業
し
て
い
た
、
と
い
う
か
作
業
せ
ず
に
炎
を
見
て
い
た
場
所

が
こ
こ
で
あ
っ
た
。
思
い
を
尋
ね
た
と
き
、
切
な
い
と
彼
は
答
え
た
。
祈
祷

書
、
肩
掛
け

タ
リ
ス⎜
タ
ッ
リ
ー
ト

、
帯

ガ
ル
テ
ル

、
そ
の
他
の
聖
な
る
品
々
を
焼
却
す
る
こ
と
は
、

心
外
の
極
み
。
彼
に
は
申
し
訳
な
い
こ
と
を
し
た
と
心
か
ら
思
っ
た
が
、
他

の
作
業
を
見
つ
け
る
こ
と
は
私
に
は
で
き
な
か
っ
た
。
死
体
焼
却
場
で
の
作

業
に
当
た
る
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
と
は
、
結
局
こ
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

立
ち
上
が
っ
て
話
し
始
め
た
の
は
、
あ
の
ダ
ヤ
ン
だ
っ
た
。「
仲
間
の
ユ

ダ
ヤ
人
の
み
な
さ
ん
、
計
り
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
神
の
御
心
は
、
私
た
ち

を
死
に
追
い
や
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
自
滅
に
手
を
貸
し
、
変
わ
り
果
て
た
灰

と
な
っ
て
こ
の
世
か
ら
消
滅
し
て
し
ま
う
の
を
目
撃
す
る
と
い
う
、
こ
れ
以

上
に
な
い
残
酷
な
務
め
が
定
め
に
よ
っ
て
私
た
ち
に
課
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

天
が
開
い
て
雨
が
降
り
火
葬
壇
の
火
を
消
す
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
子
で
あ
れ
ば
、
な
る
べ
く
し
て
な
っ
た
の
だ

と
諦
め
て
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
神
が
そ
う
定
め
た
の
で
す
。

ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。
哀
れ
な
人
間
で
あ
る
私
た
ち
に
は
、
答
え
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
に
降
り
か
か
っ
た
運
命
な
の
で
す
。
死

を
恐
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
不
思
議
な
奇
跡
が
起
き
て
ど
う
に
か
生
き
延
び

た
と
し
て
も
、
価
値
あ
る
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
住
み

慣
れ
た
土
地
に
戻
り
、
我
が
家
を
探
す
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
こ
は
冷
え
切
り
、

略
奪
さ
れ
て
何
も
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ど
の
部
屋
に
も
、
ど
の
隅
に
も
、
目

に
涙
を
一
杯
た
め
た
、
も
う
こ
の
世
に
は
い
な
い
人
た
ち
の
思
い
出
が
潜
ん

で
い
ま
す
。
家
族
や
親
戚
を
奪
わ
れ
た
私
た
ち
は
、
昔
の
影
を
引
き
ず
り
な

が
ら
、
終
わ
っ
た
過
去
に
取
り
憑つ

か
れ
た
彷
徨

さ
ま
よ

え
る
者
と
な
っ
て
当
て
所

あ

て

ど

な

く
ふ
ら
つ
き
ま
す
が
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
平
安
と
憩
い
は
け
っ
し
て
見
つ
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。」

彼
の
目
は
輝
き
、
げ
っ
そ
り
痩や

せ
た
顔
は
霊
感
に
動
か
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
見
え
た
。
部
屋
中
が
静
ま
り
か
え
っ
た
。
タ
バ
コ
に
火
を
点
け
る
た
め
に

擦す

る
マ
ッ
チ
の
音
と
重
苦
し
い
咳
払
い
が
、
と
き
ど
き
聞
こ
え
る
だ
け
だ
。

生
者
は
死
者
に
別
れ
を
告
げ
た
。

そ
の
と
き
突
然
、
大
扉
が
開
き
、
シ
ュ
タ
イ
ン
ベ
ル
ク
軍
曹
が
軽
機
関
銃

で
武
装
し
た
二
人
の
監
視
兵
と
一
緒
に
入
っ
て
き
て
、
急せ

き
立
て
る
よ
う
に
、

「
医
者
は
こ
こ
か
ら
出
ろ
。」
と
叫
ん
だ
。

私
は
二
人
の
医
師
と
実
験
助
手
と
一
緒
に
部
屋
を
出
た
。
第
一
(二
)死
体
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焼
却
場
に
戻
る
途
中
の
道
を
半
分
く
ら
い
行
っ
た
と
こ
ろ
で
、
シ
ュ
タ
イ
ン

ベ
ル
ク
軍
曹
と
監
視
兵
が
立
ち
止
ま
り
、
軍
曹
は
私
に
囚
人
番
号
を
記
載
し

た
紙
を
渡
し
て
、
私
の
番
号
を
消
せ
と
言
っ
た
。
腕
の
入
れ
墨
の
番
号
Ａ
八

四
五
〇
番
が
す
ぐ
に
見
つ
か
り
、
私
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
消
し
た
。
シ
ュ
タ
イ

ン
ベ
ル
ク
は
同
僚
の
番
号
も
消
せ
と
命
じ
た
。
そ
し
て
、
死
体
焼
却
場
に
行

く
途
中
で
、
彼
は
、
自
室
に
戻
っ
た
ら
そ
こ
か
ら
出
る
な
と
言
っ
た
。

そ
の
翌
日
、
列
を
な
し
た
五
台
の
ト
ラ
ッ
ク
が
第
四
(五
)死
体
焼
却
場
に

停
車
し
、
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
囚
人
の
死
体
を
放
り
投
げ
て
い
っ
た
。
新

た
に
召
集
し
た
三
〇
人
の
囚
人
が
そ
の
死
体
を
炉
室
に
運
ん
だ
。
死
体
は
恐

ろ
し
い
ほ
ど
勢
い
よ
く
燃
え
た
。
衣
服
は
ボ
ロ
ボ
ロ
に
引
き
裂
か
れ
、
顔
に

は
原
形
を
と
ど
め
な
い
ほ
ど
の
火
傷
が
あ
っ
た
。
誰
が
誰
だ
か
識
別
で
き
な

か
っ
た
。
入
れ
墨
の
囚
人
番
号
も
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
分
か
ら
な
く
な
っ

て
い
た
。

ガ
ス
殺
、
野
外
死
体
焼
却
場
、
致
死
量
の
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
の
心
臓
注
射
、

後
頭
部
へ
の
銃
撃
、
手
り
ゅ
う
弾
の
他
に
、
第
六
番
目
の
殺
人
方
法
が
あ
る

こ
と
を
発
見
し
た
。
昨
晩
、
不
幸
な
仲
間
た
ち
は
森
に
連
れ
て
行
か
れ
て
、

火
炎
放
射
器
で
殺
さ
れ
た
の
だ
(57
)。

四
人
だ
け
が
残
っ
た
。
こ
の
と
き
も
、
私
た
ち
へ
の
配
慮
と
か
、
生
命
を

助
け
て
や
り
た
い
と
い
う
個
人
的
な
思
い
は
、
一
切
関
係
が
な
い
。
仕
事
を

進
め
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
。
喜
ぶ
べ
き
理
由
は
何
も
な
い
。

ホ
ッ
と
し
た
と
も
思
わ
な
い
。
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
は
、
執
行
猶
予
を
少

し
だ
け
与
え
に
す
ぎ
な
い
か
ら
だ
。

三
五

第
一
三
期
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
絶
滅
は
、
血
な
ま
ぐ
さ
い
死
体
焼
却
場

の
歴
史
の
中
に
記
録
さ
れ
る
も
う
一
つ
の
出
来
事

エ
ピ
ソ
ー
ド

で
あ
っ
た
。

私
た
ち
は
炉
室
の
冷
た
い
壁
と
壁
の
間
を
目
的
も
な
く
行
っ
た
り
来
た
り

す
る
が
、
居
場
所
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
完
全
な
静
寂
の
中
で
、

響
き
渡
る
足
音
が
文
字
通
り
耳
に
響
く
。
す
る
こ
と
は
何
も
な
い
。
無
為
に

日
が
暮
れ
、
用
心
深
く
警
戒
し
な
が
ら
夜
が
更
け
る
。
こ
こ
に
い
る
の
は
私

た
ち
四
人
だ
け
で
あ
る
。
新
た
に
補
充
さ
れ
た
三
〇
人
は
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン

ド
と
は
見
な
し
が
た
い
。
彼
ら
は
収
容
所
に
寝
泊
ま
り
し
て
、
病
舎
で
死
ん

だ
人
を
焼
く
た
め
に
一
日
お
き
に
来
る
だ
け
だ
か
ら
だ
。

私
た
ち
は
落
胆
し
、
来
た
る
べ
き
最
後
の
日
を
待
ち
続
け
て
心
が
折
れ
た
。

ム
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
軍
曹
が
変
わ
っ
て
き
た
。
私
た
ち
と
の
接
触
を
避
け
て
い

る
。
悪
い
兆
候
だ
。
そ
れ
は
、
自
分
が
も
う
役
に
立
た
な
い
と
彼
も
感
じ
て

い
る
と
い
う
意
味
だ
。
悲
劇
の
終
わ
り
は
駆
け
足
で
近
づ
き
、
暗
い
秘
密
を

知
っ
て
い
る
人
の
出
番
に
な
っ
た
。
ム
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
は
終
日
自
室
に
引
き

こ
も
り
、
過
去
の
犯
罪
を
忘
れ
る
た
め
に
、
そ
し
て
未
来
に
何
が
降
り
か
か

る
か
を
考
え
な
い
た
め
に
、
酒さ

け

浸び
た

し
に
な
っ
て
い
る
。

ま
っ
た
く
予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
あ
る
日
、
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ

レ
が
来
た
。
し
ば
ら
く
仕
事
を
与
え
て
い
な
か
っ
た
か
ら
無
理
も
な
い
。
彼

は
私
た
ち
に
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
が
整
理
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
と
伝
え
た
。
整
理
さ
れ
る
の
は
囚
人
で
は
な
く
て
、
収
容
所
そ
の
も
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(57
)
お
そ
ら
く
親
衛
隊
は
、
射
殺
し
た
他
の
一
〇
〇
人
の
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
を

野
外
死
体
焼
却
場
で
焼
却
し
よ
う
と
し
た
が
、
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
当
時
稼
働

し
て
い
た
唯
一
の
死
体
焼
却
場
で
あ
る
第
四
(五
)死
体
焼
却
場
に
運
び
入
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。



の
で
あ
る
。
現
存
す
る
死
体
焼
却
場
の
う
ち
二
棟
を
解
体
し
、
残
る
一
棟
は

引
き
続
き
、
収
容
所
で
死
亡
し
た
囚
人
の
死
体
を
焼
却
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

私
た
ち
四
人
は
全
員
で
、
解
剖
室
の
機
材
、
博
物
館
の
展
示
品
、
保
存
文
書

を
、
稼
働
し
て
い
る
第
四
(五
)死
体
焼
却
場
に
持
ち
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

す
ぐ
に
取
り
壊
さ
れ
る
の
は
、
第
一
(二
)死
体
焼
却
場
と
第
二
(三
)死
体
焼

却
場
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
第
三
(四
)死
体
焼
却
場
は
、
一
〇
月
六

日
(58
)
の
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
蜂
起
で
全
焼
し
た
。

そ
の
翌
日
、
何
千
人
も
の
囚
人
が
第
一
(二
)死
体
焼
却
場
の
庭
を
埋
め
、

小
さ
な
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
あ
の
恐
ろ
し
い
血
に
塗
ら
れ
た
過
去
を
も

つ
、
こ
の
建
屋
の
解
体
が
始
っ
た
が
、
こ
の
時
こ
そ
、
正
し
く
歴
史
的
な
瞬

間
で
あ
っ
た
。

ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
が
爆
発
し
、
レ
ン
ガ
の
壁
が
一
面
ま
た
一
面
と
音
を
た
て

て
土
く
れ
に
な
り
、
第
三
帝
国
崩
壊
の
先
触
れ
と
な
っ
た
と
き
に
は
、
心
の

中
で
快
哉
の
声
を
上
げ
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
が
作
り
上
げ
た
、
こ
の
壮
大
な
建
物

を
今
は
そ
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
そ
れ
を
引
き
倒
す
の
だ
。
ど
の
囚
人
も
以
前
の
よ

う
な
態
度
で
は
作
業
し
て
い
な
い
。
顔
つ
き
が
違
う
よ
う
に
見
え
る
。
も
っ

と
佳
い
日
が
も
う
じ
き
や
っ
て
来
る
…
…
と
期
待
し
て
。

私
た
ち
は
解
剖
室
と
実
験
室
か
ら
持
ち
出
せ
る
物
は
す
べ
て
梱
包
し
た
。

解
剖
台
か
ら
は
上
に
載
せ
た
大
理
石
だ
け
を
取
り
外
し
た
。
新
し
い
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
基
礎
は
第
四
(五
)死
体
焼
却
場
に
作
ら
れ
る
に
違
い
な
い
。
引
っ

越
し
に
は
何
時
間
も
か
か
っ
た
が
、
夜
に
は
新
居
に
入
っ
た
。

解
剖
台
と
様
々
な
棚
が
作
ら
れ
、
博
物
館
の
展
示
品
を
収
め
た
。
解
剖
室

と
実
験
室
の
準
備
が
完
了
し
た
。

そ
し
て
数
日
間
は
何
事
も
な
く
過
ぎ
た
。
怠
惰
な
毎
日
で
、
無
気
力
に

な
っ
た
。
私
た
ち
は
、
目
的
も
な
く
死
体
焼
却
場
の
周
り
を
散
歩
し
た
。
わ

が
監
視
兵
た
ち
は
、
す
っ
か
り
酒
に
お
ぼ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
唯
一
の
逃
避

手
段
で
あ
っ
た
。
素
面

し
ら
ふ

で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
。

あ
る
日
、
私
た
ち
が
夕
食
を
摂
っ
て
い
る
と
、
ム
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
軍
曹
が

千
鳥
足
で
入
っ
て
き
た
。
酔
っ
払
っ
た
軍
曹
は
テ
ー
ブ
ル
に
腰
を
掛
け
、
こ

う
言
っ
た
。

「
ガ
キ
ど
も
、
す
ぐ
に
貴
様
ら
は
死
ぬ
ん
だ
。
だ
が
、
そ
の
次
は
俺
た
ち

だ
。」酔

い
が
回
っ
た
ム
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
の
言
葉
で
私
の
仮
説
は
確
証
さ
れ
た
。

迫
害
さ
れ
る
者
も
処
刑
す
る
者
も
共
に
死
ぬ
こ
と
に
な
っ
た
。

私
は
、
こ
の
親
衛
隊
員
に
ラ
ム
を
入
れ
た
暖
か
い
紅
茶
を
出
し
た
。
彼
の

好
物
な
の
で
、
さ
ら
に
注
ぎ
足
し
た
。
彼
は
テ
ー
ブ
ル
に
着
き
、
失
わ
れ
た

時
を
か
き
集
め
る
か
の
よ
う
に
、
空
襲
で
死
ん
だ
妻
の
こ
と
、
そ
し
て
ロ
シ

ア
戦
線
で
倒
れ
た
息
子
の
こ
と
を
話
し
始
め
た
。

彼
は
断
言
し
た
。「
も
う
終
わ
り
だ
。
ロ
シ
ア
軍
は
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ

か
ら
四
〇
㌖
の
所
に
い
る
。
ド
イ
ツ
軍
は
総
崩
れ
だ
。
み
ん
な
、
国
境
地
帯

か
ら
逃
げ
た
が
っ
て
い
る
の
さ
。」

こ
の
親
衛
隊
員
の
言
葉
は
か
す
か
な
希
望
を
揺
り
起
こ
し
た
。「
ど
ん
な

こ
と
が
あ
ろ
う
と
も
、
ひ
ょ
っ
と
す
れ
ば
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
る
か
も

…
…
。」

(104)アウシュヴィッツの囚人医師(ニスリ著 木村訳)

(58
)
正
し
く
は
一
〇
月
七
日
。



三
六

一
九
四
五
年
一
月
一
日
、
私
た
ち
は
期
待
と
不
安
の
中
で
年
賀
を
交
わ
し
た
。

元
旦
。
見
渡
す
限
り
、
雪
だ
っ
た
。
す
べ
て
が
白
い
。
死
体
焼
却
場
の
庭

を
少
し
散
歩
し
よ
う
と
思
っ
て
表
に
出
た
。
エ
ン
ジ
ン
音
で
静
寂
が
破
ら
れ

た
。
と
て
も
大
き
な
茶
色
の
有ゆ

う

蓋が
い

ト
ラ
ッ
ク
が
死
体
焼
却
場
の
庭
に
入
っ
て

き
た
。
そ
れ
は
強
制
収
容
所
の
囚
人
を
移
送
す
る
た
め
の
ト
ラ
ッ
ク
で
、
囚

人
た
ち
は
「
茶
色
の
ト
ー
ニ
」
と
呼
ん
で
い
た
。

高
級
将
校
が
降
り
た
。
誰
だ
か
分
か
っ
た
の
で
、
規
則
通
り
に
挨
拶
を
し

た
。
親
衛
隊
医
官
の
ド
ク
タ
ー
・
フ
リ
ッ
ツ
・
ク
ラ
イ
ン
少
佐
(59
)
で
あ
る
。

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
血
に
飢
え
た
屠
殺
人
の
一
人
で
も
あ
っ
た
。
基
幹
収

容
所
（
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
第
一
強
制
収
容
所
）
の
一
一
号
棟
は
収
容
所
内

の
刑
務
所
で
、
新
し
い
一
〇
〇
人
の
犠
牲
者
は
そ
こ
か
ら
移
送
さ
れ
て
き
た
。

急
い
で
駆
け
つ
け
て
き
た
ム
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
軍
曹
に
、「
新
年
の
仕
事
を

持
っ
て
き
て
や
っ
た
。」
と
ド
ク
タ
ー
・
ク
ラ
イ
ン
は
言
っ
た
。
ム
ー
ス

フ
ェ
ル
ト
は
立
っ
て
い
ら
れ
な
い
く
ら
い
酩
酊
し
て
い
た
。
彼
は
大
晦
日
の

夜
、
本
当
に
屋
根
に
登
っ
た
が
、
き
っ
と
風
変
わ
り
な
や
り
方
で
酔
い
を
覚

ま
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
め
っ
面
か
ら
、
元
日
早
々
の
血
な
ま
ぐ
さ
い
仕

事
を
面
白
く
思
っ
て
い
な
い
こ
と
が
窺う

か
が

わ
れ
る
。

一
〇
〇
人
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
は
、
死
ぬ
た
め
に
こ
こ
に
来
た
。
親
衛
隊
の

監
視
兵
は
彼
ら
を
炉
室
の
横
の
部
屋
に
連
れ
て
行
き
、
大
声
で
「
す
ぐ
に
服

を
脱
げ
。」
と
叫
ん
だ
。
そ
の
間
、
ド
ク
タ
ー
・
ク
ラ
イ
ン
は
ム
ー
ス
フ
ェ

ル
ト
と
一
緒
に
庭
を
ぶ
ら
つ
い
て
い
た
。
有
罪
判
決
を
受
け
た
囚
人
と
話
す

た
め
に
、
私
は
建
屋
へ
と
急
い
だ
。

ク
ラ
ク
フ
か
ら
来
た
男
性
が
言
う
こ
と
に
は
、
親
戚
を
一
晩
泊
め
た
と
こ

ろ
、
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
が
パ
ル
チ
ザ
ン
を
匿か

く
ま

っ
た
と
し
て
彼
を
逮
捕
し
、
軍
法

会
議
に
か
け
た
。
彼
は
一
一
号
棟
で
判
決
を
待
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
に
連
れ

て
こ
ら
れ
た
の
は
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
た
め
で
あ
り
、
そ
の
後
、
全
員
が
重

労
働
へ
と
送
ら
れ
る
と
思
い
込
ん
で
い
た
。
こ
の
気
の
毒
な
人
は
、
特
別
の

建
物
に
い
る
と
い
う
簡
単
な
事
実
が
死
刑
宣
告
を
意
味
す
る
こ
と
に
気
づ
い

て
い
な
い
。
誰
も
そ
の
こ
と
を
言
わ
な
い
か
ら
無
理
も
な
い
。

有
罪
判
決
を
受
け
た
別
の
男
性
は
、
物
価
を
つ
り
上
げ
た
廉か

ど

で
投
獄
さ
れ

た
。
配
給
票
な
し
で
バ
タ
ー
を
五
〇
〇
㌘
購
入
し
た
と
い
う
の
が
唯
一
の
犯

罪
で
あ
る
。
三
番
目
の
男
性
は
、
不
注
意
に
も
警
戒
区
域
に
迷
い
込
ん
で
し

ま
っ
た
。
パ
ル
チ
ザ
ン
の
ス
パ
イ
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
。
他
に
話
し
た
人
か

ら
も
似
た
よ
う
な
話
を
聞
い
た
。
軽
微
な
違
反
と
実
体
の
な
い
嫌
疑
。

今
は
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
が
い
な
い
の
で
、
親
衛
隊
員
が
犠
牲
者
を
ム
ー

ス
フ
ェ
ル
ト
の
所
に
連
れ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
エ
ン
ジ
ン
音
が
し
た
。「
茶
色
の
ト
ー
ニ
」
が
新
し
い
犠
牲
者
を

乗
せ
て
戻
っ
て
き
た
。
今
度
は
、
立
派
な
身
な
り
の
女
性
が
一
〇
〇
人
ト

ラ
ッ
ク
か
ら
降
り
て
き
た
。
全
員
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
で
、
あ
の
部
屋
に
入
っ
て

衣
服
を
脱
ぐ
よ
う
命
令
さ
れ
た
。
一
人
ず
つ
連
れ
出
さ
れ
、
射
殺
さ
れ
た
。

ま
っ
た
く
取
る
に
足
ら
な
い
違
反
の
代
償
を
生
命
で
支
払
っ
た
の
だ
。

死
体
の
焼
却
を
始
め
た
親
衛
隊
員
が
、
作
業
に
必
要
な
ゴ
ム
手
袋
を
取
り

に
私
の
と
こ
ろ
に
来
た
。
二
〇
〇
人
の
犠
牲
者
全
員
の
死
亡
を
確
認
し
て
、

ド
ク
タ
ー
・
ク
ラ
イ
ン
は
立
ち
去
っ
た
。

親
衛
隊
員
に
よ
れ
ば
、
一
一
月
一
七
日
付
の
布
告
と
こ
の
日
の
処
刑
と
の

間
に
は
齟そ

齬ご

は
な
い
。
今
日
は
、
軍
法
会
議
の
判
決
を
執
行
し
た
だ
け
で
あ

る
(60
)。
ま
た
し
て
も
大
量
殺
人
。
合
法
的
執
行
だ
そ
う
だ
。

(105) 北海学園大学経済論集 第 70 巻第 3号(2022 年 12 月)

(59
)
フ
リ
ッ
ツ
・
ク
ラ
イ
ン
、
一
八
八
八
年
一
一
月
二
四
日
、
ツ
ァ
イ
デ
ン
生
ま
れ

［
ル
ー
マ
ニ
ア
中
央
部
の
ト
ラ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
地
方
の
一
都
市
］。
医
師
。
一
九
四
三
年

一
二
月
か
ら
一
九
四
五
年
一
月
ま
で
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
勤
務
。
最
終
階
級
は
中
尉
。

ベ
ル
ゲ
ン
=ベ
ル
ゼ
ン
裁
判
で
死
刑
判
決
、
一
九
四
五
年
一
二
月
一
三
日
、
死
刑
執
行
。

(60
)
こ
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
死
刑
を
宣
告
し
た
の
は
、
カ
ト
ヴ
ィ
ッ
ツ
ェ
か
ら

出
張
し
て
来
た
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
将
校
で
構
成
さ
れ
た
軍
法
会
議
で
あ
る
。



三
七

し
ば
ら
く
の
間
は
何
も
起
こ
ら
な
か
っ
た
。
毎
日
が
単
調
に
過
ぎ
て
い
っ

た
。
ド
ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
が
こ
こ
か
ら
い
な
く
な
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

が
あ
る
だ
け
だ
っ
た
(二
八
)。
強
制
収
容
所
、
と
言
っ
て
も
実
際
に
は
労
働
収

容
所
で
あ
る
が
、
新
し
い
主
任
医
官
が
赴
任
し
て
き
た
。
年
明
け
か
ら
強
制

収
容
所
は
正
式
に
労
働
収
容
所
に
な
っ
た
の
で
あ
る
(61
)。
す
べ
て
が
崩
壊

し
た
。

一
月
一
〇
日
、
新
聞
を
読
ん
で
ロ
シ
ア
軍
の
攻
撃
が
始
ま
っ
た
こ
と
を

知
っ
た
。
部
屋
の
窓
ガ
ラ
ス
が
爆
音
で
震
え
た
。
前
線
が
前
よ
り
も
近
づ
い

て
い
る
。

一
月
一
七
日
、
疲
れ
て
い
た
が
早
め
に
ベ
ッ
ド
に
入
り
、
心
地
よ
く
暖
か

い
コ
ー
ク
ス
・
ス
ト
ー
ブ
の
お
陰
で
す
ぐ
に
寝
入
っ
た
。
真
夜
中
ご
ろ
に
違

い
な
い
。
突
然
の
大
爆
発
、
機
関
銃
の
発
射
音
、
ま
ば
ゆ
い
閃
光
で
目
が
覚

め
た
。

ド
ア
が
バ
タ
ン
と
閉
ま
る
音
、
そ
し
て
廊
下
を
走
っ
て
行
く
重
い
足
音
が

聞
こ
え
た
。
私
は
ベ
ッ
ド
か
ら
飛
び
起
き
て
、
何
が
起
こ
っ
た
か
を
一
生
懸

命
に
見
極
め
よ
う
と
し
た
。
ド
ア
を
開
け
て
廊
下
に
出
る
と
、
炉
室
に
は
電

気
が
点
き
親
衛
隊
員
宿
舎
に
通
ず
る
ド
ア
が
大
き
く
開
い
て
い
る
の
が
見
え

た
。
監
視
兵
が
全
員
、
逃
亡
し
た
よ
う
だ
。

死
体
焼
却
場
の
、
オ
ー
ク
材
で
で
き
た
重
い
扉
も
開
い
て
い
た
が
、
監
視

兵
の
姿
は
見
え
な
い
。
す
ぐ
に
監
視
塔
を
見
や
っ
た
。
こ
こ
に
来
て
八
ヶ
月

に
な
る
が
、
無
人
の
監
視
塔
は
初
め
て
だ
。

急
い
で
部
屋
に
戻
り
仲
間
に
声
を
掛
け
、
服
を
着
て
出
発
の
準
備
を
し
た
。

親
衛
隊
は
逃
亡
し
た
。
毎
日
、
毎
時
間
、
八
ヶ
月
の
間
、
死
の
恐
怖
で
怯お

び

え

た
こ
の
場
所
に
、
こ
れ
以
上
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
親
衛
隊
の

後
衛
が
収
容
所
に
入
っ
て
こ
な
い
と
は
言
え
な
い
の
で
、
こ
こ
で
ロ
シ
ア
軍

を
待
っ
て
い
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
親
衛
隊
が
私
た
ち
を
発
見
し
た
ら
、

即
座
に
射
殺
す
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

身
支
度
を
し
た
。
上
等
の
防
寒
服
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
、
冬
用
の
コ
ー
ト
を
着
、

そ
し
て
氷
点
下
一
八
度
の
中
で
最
も
必
要
と
す
る
上
等
の
ブ
ー
ツ
を
履
い
た
。

私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
、
肉
の
缶
詰
一
㌕
を
も
ち
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
は
医
薬
品
と

タ
バ
コ
を
入
れ
た
。

再
び
自
由
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
幸
せ
を
感
じ
な
が
ら
、
こ

こ
を
出
る
準
備
を
し
た
。
目
指
す
は
、
こ
の
死
体
焼
却
場
か
ら
二
㌖
の
所
に

あ
る
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
強
制
収
容
所
で
あ
る
(62
)。
地
平
線
が
朱あ

け

に
染
ま
っ
た
。

お
そ
ら
く
炎
上
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

私
た
ち
は
炉
室
を
通
り
抜
け
、
開
い
て
い
る
倉
庫
の
扉
を
抜
け
て
外
に
出

た
。
倉
庫
に
は
、
逃
亡
す
る
親
衛
隊
が
こ
じ
開
け
た
箱
が
あ
り
、
そ
の
中
に

は
ま
だ
金き

ん

が
残
っ
て
い
た
。
略
奪
品
の
ご
く
一
部
し
か
持
ち
出
せ
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
か
ら
何
か
を
取
っ
て
行
こ
う
と
は
、
私
た
ち
は
夢
に
も

考
え
な
か
っ
た
。
私
た
ち
は
生
き
る
た
め
に
走
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ

の
よ
う
な
貴
重
品
に
は
相
対
的
な
価
値
し
か
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
重

要
な
こ
と
は
、
自
由
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。

ゲ
ー
ト
を
通
り
抜
け
た
が
、
止
め
る
者
は
い
な
い
。
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど

の
変
わ
り
よ
う
で
あ
る
。
ブ
ジ
ェ
ジ
ン
カ
村
の
、
雪
に
覆
わ
れ
た
林
を
抜
け

る
こ
と
に
し
た
。
何
百
万
も
の
人
々
が
死
に
向
か
っ
て
歩
い
た
、
あ
の
道
を
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(61
)
こ
れ
は
そ
う
で
は
な
い
。
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
収
容
所
は
、
公
式
に
は
最

後
ま
で
「
強
制
収
容
所
」
で
あ
っ
た
。「
労
働
収
容
所
」
と
い
う
名
称
は
、
ア
ウ

シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
の
付
属
収
容
所
に
た
い
し
て
使
わ
れ
た
。
た
だ
し
、

現
実
的
に
は
、
こ
れ
ら
の
収
容
所
は
、
複
合
施
設
と
し
て
の
強
制
収
容
所
を
構
成

す
る
必
要
不
可
欠
な
部
分
で
あ
っ
た
。

(62
)
実
際
に
は
、
第
四
(五
)死
体
焼
却
場
は
右
［
北
］
側
に
あ
る
。
最
も
あ
り
そ

う
な
こ
と
は
、
ニ
ス
リ
が
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
強
制
収
容
所
の
正
門
［「
死
の
門
」］
を
目

指
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。



歩
い
た
。
雪
の
下
に
な
っ
て
い
る
線
路
を
通
り
、
ラ
ン
プ
を
通
っ
た
。
こ
こ

で
、
何
百
万
も
の
犠
牲
者
が
貨
車
か
ら
降
り
た
。
選
別
さ
れ
て
左
の
列
に
入

る
者
と
右
の
列
に
入
る
者
が
別
れ
を
告
げ
た
の
が
、
こ
こ
だ
。
右
側
の
人
々

も
死
ぬ
の
は
時
間
の
問
題
で
し
か
な
か
っ
た
。
最
終
的
に
は
全
員
死
ぬ
運
命

だ
っ
た
。

ビ
ル
ケ
ナ
ウ
が
炎
上
し
て
い
る
(63
)。
収
容
所
の
す
べ
て
の
記
録
を
保
管

し
て
い
る
衛
兵
詰
所
も
司
令
部
も
燃
え
て
い
る
(64
)。
黒
っ
ぽ
い
塊
に
見
え

る
群
衆
が
正
門
［「
死
の
門
」］
の
前
に
立
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
行
進
の
命

令
を
待
っ
て
並
ん
で
い
る
囚
人
の
列
だ
っ
た
。
三
〇
〇
〇
人
く
ら
い
は
、
い

た
に
違
い
な
い
(65
)。
た
め
ら
う
こ
と
な
く
、
私
た
ち
は
そ
の
列
に
入
る
こ

と
に
し
た
。
私
は
こ
れ
が
最
善
の
策
だ
と
考
え
た
。
仲
間
も
こ
れ
に
賛
成
し

た
。
群
衆
に
紛
れ
込
め
ば
誰
も
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
私
た

ち
は
も
う
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
作
業
員
で
は
な
く
な
っ
た
。
第
三
帝
国
が

犯
し
た
犯
罪
の
秘
密
を
握
り
、
そ
の
面め

ん

が
割
れ
た
者
で
も
な
く
な
り
、
も
う

死
刑
判
決
が
下
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
私
た
ち
は
長
蛇
の
列
を
つ
く
っ
て
行

進
す
る
一
般
囚
人
に
な
っ
た
。

誰
も
が
逃
走
し
た
。
親
衛
隊
が
私
た
ち
を
長
い
時
間
、
追
跡
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
だ
ろ
う
。
二
日
か
三
日
経
て
ば
、
ロ
シ
ア
軍
が
追
い
つ
く
は
ず
だ
。

そ
う
な
れ
ば
途
中
で
私
た
ち
を
解
放
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
前
線

が
流
動
的
な
状
態
に
あ
る
中
で
は
、
他
の
囚
人
た
ち
と
一
緒
に
い
る
の
が
一

番
良
い
。

深
夜
一
時
く
ら
い
に
、
最
後
の
親
衛
隊
が
収
容
所
を
出
た
。
彼
ら
は
、
正

門
横
の
衛
兵
詰
所
の
中
か
ら
収
容
所
の
明
か
り
を
す
べ
て
消
し
た
。
門
が
最

後
に
閉
め
ら
れ
、
今
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
の
墓
地
と
な
っ
た
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
は

暗
闇
に
包
ま
れ
た
。
私
は
も
う
一
度
、
バ
ラ
ッ
ク
と
有
刺
鉄
線
か
ら
な
る
収

容
所
を
よ
く
見
て
、
何
百
万
も
の
墓
に
告
別
の
挨
拶
を
し
た
。

私
た
ち
は
親
衛
隊
の
分
遣
隊
に
囲
ま
れ
て
行
進
し
始
め
た
。
す
ぐ
に
新
し

い
仲
間
と
こ
の
日
の
出
来
事
に
つ
い
て
議
論
し
、
明
日
が
ど
う
な
る
か
を
予

想
し
た
。
親
衛
隊
は
目
的
地
ま
で
私
た
ち
を
連
れ
て
行
け
る
の
だ
ろ
う
か
、

そ
れ
と
も
途
中
の
ど
こ
か
で
私
た
ち
を
放
棄
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

五
㌖
も
行
か
な
い
う
ち
に
、
左
側
か
ら
機
関
銃
か
ら
の
攻
撃
を
受
け
た
。

追
い
つ
い
た
ロ
シ
ア
軍
の
前
衛
部
隊
が
、
私
た
ち
の
行
列
を
ド
イ
ツ
軍
と
見

間
違
え
て
、
機
関
銃
数
丁
と
軽
戦
車
一
両
で
攻
撃
し
て
き
た
。
親
衛
隊
は
地

面
に
伏
せ
ろ
と
命
令
し
、
反
撃
し
て
激
し
い
銃
撃
戦
が
続
い
た
(66
)。
そ
し

て
静
か
に
な
っ
た
。
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(63
)
収
容
所
か
ら
脱
兎
の
ご
と
く
逃
亡
す
る
と
き
、
親
衛
隊
は
犠
牲
者
か
ら
略
奪

し
た
私
物
を
整
理
保
管
し
て
い
る
三
〇
棟
の
バ
ラ
ッ
ク
に
放
火
し
た
。
こ
の
倉
庫

は
、
第
二
(三
)死
体
焼
却
場
と
第
三
(四
)死
体
焼
却
場
の
間
に
あ
る
Ｂ
Ⅱ
ｇ
収
容

区
（
い
わ
ゆ
る
「
カ
ナ
ダ
」）
に
あ
っ
た
。

(64
)
注
63
で
述
べ
た
三
〇
棟
の
バ
ラ
ッ
ク
の
他
に
、
親
衛
隊
は
死
体
焼
却
場
と
ガ

ス
室
を
爆
破
し
た
。
そ
れ
以
外
の
建
物
は
破
壊
さ
れ
て
い
な
い
が
、
収
容
所
の
至

る
所
で
公
文
書
が
焼
却
さ
れ
、
告
発
証
拠
が
廃
棄
さ
れ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
収
容
所
の
記
録
が
一
部
、
残
存
し
て
い
る
。

(65
)
一
九
四
五
年
一
月
一
七
日
［「
死
の
行
進
」
が
始
ま
っ
た
日
］
現
在
で
、
ア
ウ

シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
様
々
な
収
容
所
と
付
属
収
容
所
に
は
成
人
男
性
、
成
人
女
性
、

子
ど
も
、
合
わ
せ
て
六
万
五
〇
一
二
人
の
囚
人
が
い
た
。
そ
の
中
に
は
、
ビ
ル
ケ

ナ
ウ
の
男
性
収
容
所
に
い
た
四
四
七
三
人
［
女
性
収
容
所
に
は
一
万
三
八
一
人
］

が
含
ま
れ
て
い
る
［
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
基
幹
収
容
所
に
は
男
性
囚
人
一
万
三
〇

人
、
女
性
囚
人
六
一
九
六
人
］。
他
の
囚
人
と
同
じ
く
、
こ
れ
ら
の
囚
人
も
一
月

一
八
日
に
は
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
強
制
収
容
所
か
ら
［
南
西
］
六
三
㌖
の
と
こ
ろ
に
あ
る

ウ
ォ
ジ
ス
ワ
フ
・
シ
ロ
ン
ス
キ
を
目
指
し
た
。
一
九
四
五
年
一
月
二
七
日
、
ア
ウ

シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
ソ
連
軍
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
た
［
生
存
者
は
、
ア
ウ
シ
ュ

ヴ
ィ
ッ
ツ
一
二
〇
〇
人
、
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
五
八
〇
〇
人
（
う
ち
女
性
四
〇
〇
〇
人
）］。

(66
)
こ
の
事
実
は
他
の
囚
人
の
証
言
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
件
は
、
グ

ラ
［
ブ
ロ
ツ
ワ
フ
の
北
西
約
六
九
㌖
を
流
れ
る
ヴ
ィ
ス
ワ
川
に
架か

か
る
橋
］
の
手

前
で
起
こ
っ
た
。
し
か
し
、
銃
弾
が
囚
人
の
頭
の
上
を
掠か
す

め
た
だ
け
だ
と
い
う
証

言
も
あ
る
。
一
九
四
五
年
一
月
一
八
日
に
は
ロ
シ
ア
軍
は
ま
だ
ク
ラ
ク
フ
に
留

ま
っ
て
い
た
か
ら
、
最
も
あ
り
そ
う
な
こ
と
は
親
衛
隊
と
パ
ル
チ
ザ
ン
と
の
交
戦

で
あ
る
。



周
り
が
明
る
く
な
っ
て
き
た
。
夜
通
し
歩
い
て
一
五
㌖
進
ん
だ
。
路
上
の

雪
は
、
先
に
歩
い
た
人
た
ち
の
足
に
踏
ま
れ
て
踏
み
固
め
ら
れ
て
い
た
。
ボ

ウ
ル
、
毛
布
、
木
靴
が
あ
ち
こ
ち
に
散
ら
ば
っ
て
い
た
。
捨
て
ら
れ
た
物
か

ら
判
断
す
る
に
、
女
性
囚
人
の
列
が
こ
の
道
を
進
ん
だ
に
違
い
な
い
。

数
㌖
進
ん
で
、
先
行
の
隊
列
の
こ
と
が
少
し
分
か
っ
て
き
た
。
四
〇
㍍
か

五
〇
㍍
お
き
に
、
顔
を
血
ま
み
れ
に
し
て
側
溝
に
横
た
わ
っ
て
い
る
女
性
の

死
体
を
見
た
か
ら
だ
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
そ
の
後
の
道
中
で
も
続
い
た
。

死
体
、
死
体
、
死
体
。
五
〇
歩
ご
と
に
、
死
体
が
あ
っ
た
。
歩
き
続
け
る
体

力
が
な
く
な
っ
て
遅
れ
た
人
は
、
み
な
射
殺
さ
れ
た
。
親
衛
隊
は
、
一
人
も

生
き
た
ま
ま
解
き
放
つ
な
と
命
令
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
け
っ

し
て
穏お

だ

や
か
な
話
で
は
な
い
。
死
体
の
列
が
果
て
し
な
く
続
い
て
い
た
。
私

た
ち
は
歩
調
を
早
め
、
生
き
る
た
め
に
行
進
を
続
け
た
。

私
た
ち
の
隊
列
で
は
初
め
て
の
銃
声
を
聞
い
た
。
囚
人
仲
間
の
二
人
が
道

ば
た
に
留
ま
っ
た
。
彼
ら
は
歩
く
こ
と
が
で
き
ず
座
り
込
ん
だ
。
そ
し
て
撃

た
れ
た
。
そ
れ
か
ら
は
数
分
お
き
に
銃
声
が
聞
こ
え
た
。

正
午
に
プ
シ
ュ
チ
ナ
［
ポ
ー
ラ
ン
ド
南
部
の
町
］
に
着
い
て
、
初
め
て
休

憩
を
と
っ
た
。
サ
ッ
カ
ー
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
一
時
間
過
ご
し
た
。
食
料
を

も
っ
て
い
る
人
は
、
空
腹
を
満
た
そ
う
と
し
た
。
私
た
ち
は
タ
バ
コ
を
吸
っ

て
力
を
取
り
戻
し
、
ま
た
雪
道
を
歩
き
始
め
た
。

行
進
は
五
日
間
続
き
、
よ
う
や
く
ウ
ォ
ジ
ス
ワ
フ
・
シ
ロ
ン
ス
キ
の
駅
に

着
い
た
。
食
料
も
水
も
な
く
野
外
で
寝
て
、
六
〇
㌖
以
上
を
歩
い
た
。
駅
に

着
く
ま
で
に
は
、
囚
人
の
隊
列
は
二
〇
〇
〇
人
に
減
っ
て
い
た
。
お
よ
そ
六

〇
〇
人
が
途
中
で
射
殺
さ
れ
た
。
石
炭
運
搬
用
の
無
蓋
車
が
私
た
ち
を
待
っ

て
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
停
車
し
て
い
る
の
を
見
て
、
と
て
も
安
心
し
た
。

す
ぐ
に
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
た
が
、
移
送
列
車
が
出
発
す
る
ま
で
、
一
晩
、

待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
五
日
間
の
旅
で
、
不
幸
な
仲
間
が
ど

れ
だ
け
凍
死
し
た
か
は
数
え
て
い
な
い
が
、
最
終
的
に
マ
ウ
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
強

制
収
容
所
［
オ
ー
ス
ト
リ
ア
中
部
の
都
市
、
リ
ン
ツ
の
東
方
二
〇
㌖
］
に
た
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ど
り
着
い
た
と
き
に
は
、
わ
ず
か
一
五
〇
〇
人
だ
け
に
な
っ
て
い
た
。
旅
を

ま
っ
と
う
で
き
な
か
っ
た
五
〇
〇
人
の
中
に
は
、
き
っ
と
脱
走
の
機
会
を
捉

え
た
人
も
い
た
に
違
い
な
い
。

（
二
八
）
ス
タ
ニ
ス
ワ
ヴ
ァ
・
ラ
フ
ワ
ウ
ォ
ワ
（
元
囚
人
）
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
メ

ン
ゲ
レ
の
逃
亡
は
一
九
四
五
年
一
月
一
六
日
と
さ
れ
る
（C

zech

,Kalendarium

,

S

.968

に
は
、
こ
の
日
、「
強
制
収
容
所
医
官
メ
ン
ゲ
レ
は
、
Ｂ
Ⅱ
ｆ
収
容
区
の

実
験
室
を
破
壊
し
、
双
子
、
低
身
長
症
、
身
体
障
が
い
者
に
か
ん
す
る
人
体
実
験

「
資
料
」
を
安
全
に
持
ち
出
し
た
。」
と
あ
る
。）

三
八

暗
い
花
崗
岩
の
壁
で
取
り
囲
ま
れ
た
マ
ウ
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
強
制
収
容
所
は
、

古
代
の
城
郭
の
よ
う
に
マ
ウ
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
市
街
を
見
下
ろ
す
丘
の
上
に
立
っ

て
い
た
。
そ
こ
が
私
た
ち
の
終
着
駅
で
あ
っ
た
。
こ
の
絶
滅
収
容
所
は
何
十

万
個
も
の
花
崗
岩
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
で
き
て
い
た
。
高
い
小
塔
と
壁
の
開
口
部

か
ら
突
き
出
た
大
砲
は
、
は
る
か
彼
方
か
ら
で
も
見
え
て
、
こ
の
要
塞
の
特

徴
を
表
し
て
い
る
。
時
が
過
ぎ
て
花
崗
岩
が
緑ろ

く

青し
ょ
う

の
よ
う
な
青
み
を
帯
び

て
く
る
な
ら
ば
、
え
も
言
わ
れ
ぬ
想
像
を
か
き
立
て
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
白
く
輝
く
こ
の
要
塞
は
、
辺
り
の
黒
っ
ぽ
い
森
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
こ

の
城
は
最
近
建
て
ら
れ
た
ば
か
り
だ
か
ら
、
石
が
ま
だ
白
い
。
第
三
帝
国
が

こ
こ
に
強
制
収
容
所
を
建
て
る
こ
と
に
決
め
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
敗
北
し

た
後
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
建
設
し
た
の
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
自
由
の
た
め

に
闘
っ
た
元
兵
士
数
千
人
と
ド
イ
ツ
の
ユ
ダ
ヤ
人
数
万
人
で
あ
る
。
彼
ら
は

マ
ウ
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
の
石
切
場
で
働
か
さ
れ
、
花
崗
岩
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
切
り
出

し
、
そ
れ
を
担か

つ

い
で
収
容
所
ま
で
の
岩
山
を
登
っ
た
(二
九
)。
粗
末
な
バ
ラ
ッ

ク
の
周
り
に
花
崗
岩
の
壁
を
建
て
た
の
は
、
こ
の
人
た
ち
だ
っ
た
。
彼
ら
に

は
す
で
に
死
刑
判
決
が
下
っ
て
い
た
が
、
そ
の
前
に
、
自
分
た
ち
へ
の
拷
問

と
処
刑
の
場
を
作
る
と
い
う
、
想
像
を
絶
す
る
苦
痛
に
苦
し
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
み
ん
な
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
と
き
か
ら
こ
の
収
容
所
が
空
に
な
っ
た
こ
と
は
な
い
。

数
千
人
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
軍
の
兵
士
が
こ
こ
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
。
占
領

下
の
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
闘
士
し
か
り
、
死
刑
と
な
っ

た
数
万
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
し
か
り
で
あ
る
。
無
人
と
な
る
バ
ラ
ッ
ク
も
あ
る
が
、

三
日
と
続
い
た
こ
と
が
な
い
。
死
の
順
番
を
待
つ
、
さ
ら
に
多
く
の
囚
人
で
、

す
ぐ
に
一
杯
に
な
っ
た
。

行
進
で
疲
れ
果
て
骨
の
髄
ま
で
冷
え
切
っ
た
私
た
ち
は
、
雪
道
を
ノ
ロ
ノ

(109) 北海学園大学経済論集 第 70 巻第 3号(2022 年 12 月)



ロ
と
歩
い
て
行
っ
た
。
わ
ず
か
ば
か
り
の
力
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、

強
制
収
容
所
の
ゲ
ー
ト
を
通
り
抜
け
て
夕
方
の
薄
明
か
り
の
中
を
点
呼
広
場

に
集
合
し
た
。

仲
間
を
探
し
た
。
解
剖
室
の
助
手
だ
っ
た
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
が
行
方
不
明
だ
。

最
後
に
見
た
の
は
プ
シ
ュ
チ
ナ
［
ポ
ー
ラ
ン
ド
南
部
の
都
市
］
で
、
彼
は
雪

の
上
に
横
た
わ
っ
て
い
た
。
変
わ
り
果
て
た
顔
は
死
が
近
い
こ
と
を
示
し
て

い
た
。
五
〇
歳
の
彼
は
最
後
の
五
年
間
を
強
制
収
容
所
で
過
ご
し
た
が
、
長

距
離
の
行
進
と
凍
て
つ
く
寒
さ
で
は
身
体
が
も
つ
ま
い
。

ニ
ー
ス
の
若
い
医
師
ド
ク
タ
ー
・
ケ
ル
ナ
ー
は
す
っ
か
り
疲
れ
て
い
た
が
、

回
復
の
見
込
み
は
あ
る
。
そ
れ
に
た
い
し
て
、
准
教
授
の
デ
ネ
ス
・
ゲ
レ
グ

は
病
気
が
最
終
段
階
に
来
て
い
た
。
譫せ

ん

妄も
う

状
態
を
繰
り
返
し
、
死
体
焼
却
場

に
い
た
と
き
よ
り
も
か
な
り
頻
繁
に
そ
の
症
状
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

あ
の
頃
で
も
、
病
気
を
隠
し
て
お
く
こ
と
に
は
問
題
が
あ
っ
た
。
彼
と
ド
ク

タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
が
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
私
は
あ
ら
ゆ
る

手
を
尽
く
し
た
。
ム
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
は
働
き
者
の
監
視
人
だ
っ
た
の
で
、
こ

の
潜
在
的
な
処
刑
人
か
ら
弱
々
し
い
デ
ネ
ス
を
隔
離
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
あ
の
状
態
で
見
つ
か
れ
ば
、
デ
ネ
ス
は
一
分
と
は
生
き
て
い
れ

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
は
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
ま
だ
死
体
焼
却
場

に
い
た
と
き
、
私
に
遺
言
を
託
し
た
。

「
ミ
ク
ロ
ー
シ
ュ
、
君
は
意
志
が
強
い
か
ら
き
っ
と
帰
ら
れ
る
よ
。
で
も
、

ぼ
く
は
生
き
て
自
由
を
見
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
。
妻
と
娘
は
ガ
ス
室
で
死

ん
だ
。
こ
の
目
で
見
た
か
ら
確
か
だ
。
ケ
シ
ェ
グ
［
ハ
ン
ガ
リ
ー
西
部
。
勤

務
地
ソ
ン
バ
ト
ヘ
イ
の
北
方
］
の
修
道
院
に
息
子
を
匿か

く
ま

っ
て
も
ら
っ
て
い

る
。
名
前
は
サ
ン
ド
ル
、
一
二
歳
だ
。
生
き
て
帰
れ
た
ら
、
息
子
を
養
子
に

し
て
く
れ
。
も
う
じ
き
、
ぼ
く
は
死
ぬ
。
こ
れ
が
遺
言
だ
。」

私
は
そ
う
す
る
と
約
束
し
た
。

幸
い
な
こ
と
に
状
況
が
変
わ
り
、
今
、
私
た
ち
は
死
を
待
つ
だ
け
の
場
か

ら
遠
く
離
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
長
旅
の
末
に
、
希
望
を
も
っ
て
も
う
一

度
未
来
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
た
解
放
の
前
夜
に
、
い
く
ら
何
で
も
死

に
そ
う
に
な
る
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
、
本
当
の
悲
劇
だ
。

点
呼
の
後
で
私
た
ち
は
全
員
、
浴
場
へ
の
狭
い
道
を
降
り
、
様
々
な
収
容
所

か
ら
来
た
囚
人
と
合
流
し
た
。
彼
ら
も
ま
た
、
浴
場
に
入
る
の
を
待
っ
て
い

た
。
お
そ
ら
く
一
万
人
は
い
て
、
す
し
詰
め
状
態
だ
っ
た
。
肌
を
刺
す
冷
た

い
風
が
吹
い
て
い
た
。
ア
ル
プ
ス
の
麓ふ

も
と

に
あ
る
小
さ
な
山
の
頂
上
に
い
た

か
ら
、
吹
く
風
も
過
酷
だ
っ
た
。
一
度
に
四
〇
人
が
浴
場
に
入
っ
た
。
そ
れ

が
、
一
回
に
入
れ
る
人
数
だ
っ
た
。
暗
算
し
て
み
る
と
、
全
員
に
順
番
が
回

る
の
に
三
日
も
か
か
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
収
容
所
で
消
防
隊
員
と
し
て
雇

わ
れ
た
ド
イ
ツ
帝
国
国
民

ラ
イ
ヒ
ス
ド
イ
チ
ェ

の
刑
事
犯
は
、
親
衛
隊
の
最
も
忠
実
な
従
僕
で
も

あ
っ
た
。
そ
ん
な
奴
ら
が
囚
人
た
ち
に
秩
序
を
守
ら
せ
浴
場
に
誘
導
し
て
い

る
。
ア
ー
リ
ア
人
フ
ァ
ー
ス
ト
で
だ
。
残
り
は
三
日
、
待
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
あ
の
よ
う
な
長
旅
の
後
で
は
シ
ャ
ワ
ー
は
生
死
に
か
か
わ
る
。
シ
ャ

ワ
ー
が
済
ん
で
、
よ
う
や
く
囚
人
に
は
バ
ラ
ッ
ク
が
割
り
当
て
ら
れ
、
給
食

名
簿
に
名
前
が
載
る
か
ら
だ
。
一
〇
日
間
の
殺
人
的
な
旅
を
し
て
き
た
囚
人

は
、
浴
場
に
た
ど
り
着
く
ま
で
の
間
、
空
腹
で
疲
れ
た
上
に
寒
空
に
野の

晒ざ
ら

し

の
ま
ま
で
立
っ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
立
っ
て
い
ら
れ
る
限
り
、
そ
し

て
目
を
開
け
て
い
ら
れ
る
限
り
、
囚
人
は
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
力
が

尽
き
れ
ば
、
雪
の
上
に
倒
れ
て
起
き
上
が
る
こ
と
は
な
い
。
私
の
周
り
に
い

た
三
〇
〇
人
以
上
の
囚
人
は
、
雪
の
上
に
横
た
わ
り
永
遠
の
眠
り
に
つ
い
て

い
る
。
そ
れ
に
気
を
止
め
る
者
は
誰
も
い
な
い
。
こ
こ
で
は
、
誰
も
が
自
分

の
生
存
を
賭
け
て
闘
っ
て
い
る
が
、
そ
の
闘
い
が
こ
れ
以
上
は
で
き
な
い
と

こ
ろ
ま
で
来
た
。

か
わ
い
そ
う
な
デ
ネ
ス
は
メ
ガ
ネ
を
な
く
し
、
意
味
を
な
さ
な
い
、
お
か

し
な
こ
と
ブ
ツ
ブ
ツ
と
言
い
な
が
ら
、
帽
子
も
被か

ぶ

ら
ず
に
当
て
も
な
く
人
混

み
の
中
を
彷
徨

さ
ま
よ

っ
て
い
る
。
私
は
彼
の
腕
を
取
っ
て
、
浴
場
の
ほ
う
に
引
き

ず
っ
て
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
暖
か
い
シ
ャ
ワ
ー
は
生
気
を
与
え

る
か
ら
、
何
と
か
し
て
暖
か
い
お
湯
を
浴
び
さ
せ
よ
う
と
思
っ
た
の
だ
。
し
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か
し
、
そ
う
歩
か
な
い
う
ち
に
人
混
み
の
中
で
デ
ネ
ス
を
見
失
い
、
別
々
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
彼
の
名
を
呼
ん
だ
が
、
無
駄
だ
っ
た
。
吠
え
る
よ
う
な

風
の
音
で
、
自
分
の
声
さ
え
も
ほ
と
ん
ど
聞
こ
え
な
か
っ
た
。

危
険
は
ま
す
ま
す
は
っ
き
り
と
迫
っ
て
き
た
。
残
る
力
を
振
り
絞
り
、
浴

場
へ
と
向
か
う
群
衆
の
中
に
入
っ
て
い
っ
た
。
と
う
と
う
最
前
列
に
な
っ
た
。

親
衛
隊
員
数
名
と
太
い
ゴ
ム
の
棍
棒
を
も
っ
た
数
名
の
見
張
り
が
囚
人
の
グ

ル
ー
プ
の
前
に
立
っ
て
い
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
次
に
浴
場
に
入
る
人
た
ち

で
、
す
べ
て
ア
ー
リ
ア
人
で
あ
っ
た
。
自
己
保
存
本
能
が
働
い
て
、
私
は
群

衆
の
中
か
ら
飛
び
出
し
軍
曹
に
近
づ
き
、
毅
然
と
こ
う
言
っ
た
。

「
軍
曹
殿
、
私
は
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
か
ら
の
移
送
列
車
に
乗
務
し
て
い

た
医
師
で
す
。
浴
場
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
お
願
い
し
ま
す
。」

親
衛
隊
員
は
私
の
顔
を
見
た
。
お
そ
ら
く
身
な
り
と
か
き
っ
ぱ
り
と
し
た

態
度
が
印
象
づ
け
た
の
で
は
な
い
か
。
私
の
ド
イ
ツ
語
が
流り

ゅ
う

暢ち
ょ
う

だ
っ
た
か

ら
か
も
し
れ
な
い
。
私
に
は
分
か
ら
な
い
が
、
浴
場
の
入
口
階
段
に
立
っ
て

い
た
監
視
兵
を
振
り
向
い
て
、「
こ
の
医
者
を
入
れ
ろ
。」
と
言
っ
た
。

助
か
っ
た
。
数
分
も
経
た
な
い
う
ち
に
、
温
か
い
お
湯
の
お
陰
で
、
寒
さ

で
か
じ
か
ん
だ
手
足
に
感
覚
が
戻
っ
た
。
一
〇
日
間
の
震
え
る
よ
う
な
寒
さ

の
後
で
暖
か
い
場
所
に
あ
り
つ
い
た
の
は
、
こ
れ
が
初
め
て
だ
っ
た
。
お
湯

は
私
の
身
体
と
神
経
を
癒い

や
し
て
く
れ
た
。
私
は
私
を
取
り
戻
し
た
。

私
た
ち
の
衣
服
は
汚
染
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
、
脱
衣
場
に
置
い
て
行
く

こ
と
に
な
っ
た
。
遺
憾
な
が
ら
、
暖
か
い
コ
ー
ト
、
揃
い
の
上
下
、
ジ
ャ
ン

パ
ー
を
手
放
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
が
、
ブ
ー
ツ
だ
け
は
手
元
に

残
っ
た
。
強
制
収
容
所
で
良
い
ブ
ー
ツ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
生
命
を
長

ら
え
る
た
め
の
秘
訣
の
半
分
に
匹
敵
す
る
。
私
は
ブ
ー
ツ
を
履
い
て
、
身
体

を
洗
っ
た
ば
か
り
の
他
の
囚
人
と
一
緒
に
裸
の
ま
ま
浴
場
を
出
た
が
、
次
の

グ
ル
ー
プ
が
終
わ
る
ま
で
、
待
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
バ
ラ
ッ

ク
に
は
所
定
の
人
数
に
な
っ
て
か
ら
囚
人
を
収
容
す
る
か
ら
で
あ
る
。
暖
か

い
風
呂
の
後
で
、
寒
風
吹
き
す
さ
ぶ
氷
点
下
一
八
度
の
中
を
三
〇
分
も
裸
で

立
た
せ
て
お
く
の
は
、
殺
す
た
め
で
あ
ろ
う
。

つ
い
に
四
〇
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
所
定
の
人
数
に
達
し
一
緒
に
な
っ
て
、

移
動
し
始
め
た
。
親
衛
隊
の
監
視
兵
が
走
れ
と
号
令
し
た
。
五
〇
〇
㍍
先
に

あ
る
検
疫
収
容
所
の
二
三
号
棟
に
着
い
た
。
そ
の
入
り
口
に
は
、［
刑
事
犯

を
示
す
］
緑
色
の
三
角
の
ワ
ッ
ペ
ン
を
付
け
た
乱
暴
者
が
一
人
立
っ
て
い
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
長
で
あ
る
。
入
室
す
る
と
き
、
彼
は
一
塊

か
た
ま
り

の
パ
ン
の
四
分
の
一

ず
つ
を
囚
人
に
手
渡
し
た
。
彼
の
側
に
立
っ
て
い
た
役
付
囚
人
が
缶
か
ら
肉

の
よ
う
な
物
を
ス
プ
ー
ン
に
山
盛
り
に
盛
っ
て
、
そ
れ
を
パ
ン
に
ベ
タ
ベ
タ

と
塗
り
、
暖
か
い
黒
っ
ぽ
い
コ
ー
ヒ
ー
二
五
〇
㏄
を
カ
ッ
プ
に
注そ

そ

い
だ
。

一
〇
日
間
、
何
も
口
に
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
は
王
様
に
ふ
さ
わ

し
い
ご
ち
そ
う
だ
っ
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に
全
部
た
い
ら
げ
て
、
こ
の
上
な

い
幸
せ
を
感
じ
な
が
ら
休
む
場
所
を
探
し
、
バ
ラ
ッ
ク
の
隅
に
行
っ
た
。

隅
っ
こ
の
利
点
は
、
寝
よ
う
と
す
る
と
き
、
他
の
囚
人
が
前
後
を
歩
か
な
い

こ
と
で
あ
る
。
検
疫
収
容
所
に
は
ベ
ッ
ド
が
な
か
っ
た
の
で
、
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
だ
が
フ
ロ
ア
に
寝
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
起
床
の
合
図
が
あ

る
ま
で
、
ぐ
っ
す
り
眠
っ
た
。
散
歩
し
な
が
ら
、
友
人
た
ち
の
こ
と
を
考
え

た
。
彼
ら
が
ま
だ
生
き
て
い
る
な
ら
ば
、
今
も
シ
ャ
ワ
ー
を
待
っ
て
い
る
こ

と
だ
ろ
う
。

バ
ラ
ッ
ク
の
床
に
座
っ
た
り
、
そ
の
周
り
を
散
歩
し
た
り
し
て
、
三
日
間

過
ご
し
た
。
食
事
は
我
慢
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
困
難
な
旅
行
を
し
た
後
の

ひ
と
休
み
と
い
う
と
こ
ろ
だ
。

三
日
目
に
な
っ
て
、
親
衛
隊
の
将
校
が
収
容
所
事
務
室
の
誰
か
を
引
き
連

れ
バ
ラ
ッ
ク
に
入
っ
て
き
て
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
死
体
焼
却
場
で
作
業

し
て
い
た
者
は
前
に
出
ろ
と
言
っ
た
。
名
簿
を
も
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

と
て
も
効
率
的
に
組
織
化
さ
れ
て
い
る
彼
ら
の
こ
と
だ
か
ら
、
も
っ
と
も
ら

し
く
見
せ
か
け
て
い
る
だ
け
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
私
は
、
そ
れ
が
策
略
だ

と
気
づ
い
た
。
彼
ら
は
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
死
体
焼
却
場
の
秘
密
を
知
っ

て
い
る
者
を
見
つ
け
た
が
っ
て
い
る
。
名
簿
を
も
っ
て
い
る
な
ら
、
た
だ
囚
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人
番
号
を
読
み
上
げ
れ
ば
済
む
は
ず
だ
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
私
が
何
者
か
は
、

ま
だ
ば
れ
て
い
な
い
と
思
っ
た
。
長
い
緊
張
の
末
に
、
親
衛
隊
の
将
校
が
出

て
行
っ
た
。
勝
っ
た
。
生
命
を
勝
ち
取
っ
た
が
、
そ
れ
が
最
初
で
は
な
か
っ

た
。そ

の
夜
、
縞
模
様
の
囚
人
服
を
着
て
、
マ
ウ
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
の
街
に
あ
る
駅

ま
で
降
り
て
い
っ
た
。
七
〇
〇
人
の
囚
人
は
、
ド
ナ
ウ
川
沿
い
の
メ
ル
ク

［
ウ
ィ
ー
ン
の
西
約
九
〇
㌖
、
リ
ン
ツ
の
東
一
〇
〇
㌖
］
に
あ
る
強
制
収
容

所
行
き
の
列
車
に
乗
せ
ら
れ
た
が
、
こ
の
と
き
は
屋
根
の
あ
る
客
車
に
乗
り
、

椅
子
に
座
る
こ
と
が
で
き
た
。
わ
ず
か
三
時
間
の
旅
だ
っ
た
。

メ
ル
ク
の
収
容
所
も
丘
の
上
に
あ
り
、
か
つ
て
そ
の
建
物
は
工
兵
隊
の
宿

舎
だ
っ
た
。
四
方
を
壁
に
囲
ま
れ
た
巨
大
な
建
物
に
は
一
万
五
〇
〇
〇
人
の

囚
人
が
い
た
。
周
り
の
景
色
が
良
か
っ
た
か
ら
、
難
し
い
状
況
に
も
少
し
は

耐
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
見
上
げ
る
と
、
岩
だ
ら
け
の
丘
の
上
に
壮
麗
な
バ

ロ
ッ
ク
様
式
の
修
道
院
が
建
ち
、
眼
下
の
渓
谷
に
は
蛇
行
す
る
祖
国
の
川
、

ド
ナ
ウ
川
が
流
れ
て
い
た
。
家
に
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

（
二
九
）
石
切
場
か
ら
登
る
一
八
六
段
の
階
段
は
「
死
の
階
段
」
と
言
わ
れ
た
。

三
九

一
九
四
五
年
の
春
は
早
か
っ
た
。

四
月
の
始
め
、
メ
ル
ク
の
収
容
所
の
有
刺
鉄
線
の
囲
い
の
向
こ
う
で
は

木
々
が
緑
に
な
り
始
め
た
。
下
方
を
流
れ
る
ド
ナ
ウ
川
の
岸
に
は
ま
だ
雪
が

残
っ
て
い
た
が
、
雑
草
の
緑
が
次
第
に
広
が
っ
て
き
た
。
新
し
い
強
制
収
容

所
で
は
佳
い
日
も
悪
い
日
も
八
週
間
を
過
ご
し
た
。
私
は
疲
れ
て
衰
弱
し
て

い
る
。
今
に
解
放
さ
れ
る
と
い
う
希
望
だ
け
が
、
折
れ
そ
う
な
心
を
支
え
て

い
る
。

こ
こ
で
も
す
べ
て
が
崩
壊
し
た
。
私
に
は
、
第
三
帝
国
の
断
末
魔
の
苦
し

み
が
見
え
る
。
果
て
し
な
い
隊
列
を
な
す
敗
走
兵
が
火
の
燻く

す
ぶ

る
廃
墟
と
化

し
た
ド
イ
ツ
国
内
へ
と
退
却
し
て
い
る
。
何
百
艘そ

う

も
の
川
船
や
艀は

し
け

が
雪
解

け
で
増
水
し
た
ド
ナ
ウ
川
の
上
流
へ
と
避
難
民
を
運
ん
で
い
る
。

永
遠
に
続
く
も
の
は
何
も
な
い
。
…
…
千
年
王
国
と
言
わ
れ
た
第
三
帝

国
が
一
夜
に
し
て
消
え
た
。
世
界
の
支
配
を
も
く
ろ
ん
だ
ド
イ
ツ
民
族
の
優

秀
性
へ
の
信
仰
は
忘
れ
去
ら
れ
、
苦
い
幻
滅
に
代
わ
っ
た
。
解
放
を
待
ち
望

ん
で
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
は
、
も
は
や
死
の
危
険
に
脅
か
さ
れ
て
は
い

な
い
。
街
が
略
奪
さ
れ
る
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
首
都
が
地
図
か
ら
「
消
さ
れ

る
」
こ
と
も
な
い
。
腕
に
囚
人
番
号
を
彫
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
。
故
郷
か
ら

移
送
さ
れ
る
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
髑
髏

ど
く
ろ

の
徽
章
が
付
い
た
帽
子
を
被か

ぶ

っ
た
親

衛
隊
と
特
殊
訓
練
を
受
け
た
軍
用
犬
に
監
視
さ
れ
て
奴
隷
船
に
乗
る
こ
と
も

な
い
。
第
三
帝
国
は
世
界
の
舞
台
か
ら
退
場
し
つ
つ
あ
る
。
放
火
マ
ニ
ア
の

よ
う
に
第
三
帝
国
は
世
界
に
火
を
放
つ
こ
と
を
欲
し
、
最
後
は
自
分
自
身
が

そ
の
火
の
中
で
滅
び
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
あ
の
伍
長
［
ヒ
ト
ラ
ー
の
こ
と
、

第
一
次
世
界
大
戦
時
の
階
級
］
の
耳
障
り
な
声
で
、
全
世
界
に
向
け
て
ラ
ジ

オ
を
通
し
て
発
せ
ら
れ
た
「
世
界
に
冠
た
る
ド
イ
ツ
」
は
も
う
聞
か
れ
な
く

な
っ
た
。
自
由
を
愛
す
る
諸
国
民
が
傲ご

う

慢ま
ん

な
第
三
帝
国
を
打
ち
負
か
し
、
新
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し
い
生
活
へ
と
舵か

じ

が
切
ら
れ
た
。

一
九
四
五
年
四
月
七
日
、
メ
ル
ク
強
制
収
容
所
の
境
界
線
上
の
支
柱
に
付

け
ら
れ
た
ア
ー
ク
灯
が
消
え
た
。
今
い
る
場
所
も
暗
闇
と
静
寂
の
中
に
あ
っ

た
。
全
員
が
連
れ
出
さ
れ
、
門
が
閉
め
ら
れ
た
。
七
〇
〇
〇
人
の
囚
人
が
ド

イ
ツ
の
さ
ら
に
内
部
へ
と
連
行
さ
れ
た
。
最
初
は
川
船
に
乗
り
、
そ
の
次
は

難
民
で
混
ん
だ
道
を
歩
い
た
。
七
日
間
、
雪
に
覆
わ
れ
た
山
を
尾お

根ね

伝づ
た

い
に

進
み
、
新
し
い
目
的
地
に
到
着
し
た
。

エ
ー
ベ
ン
ゼ
ー
［
リ
ン
ツ
の
南
方
九
〇
㌖
］
の
強
制
収
容
所
は
、
四
番
目

の
収
容
所
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
最
初
の
課
業
は
点
呼
で
あ
る
が
、
終
わ
る
ま

で
に
一
時
間
か
か
っ
た
。
第
二
の
課
業
は
風
呂
、
第
三
は
ゴ
ム
の
棍
棒
を

も
っ
た
凶
悪
犯
に
せ
き
立
て
ら
れ
て
入
っ
た
、
悪
臭
が
鼻
を
突
く
バ
ラ
ッ
ク

で
の
検
疫
で
あ
る
。
私
は
、
こ
の
課
業
を
全
部
や
っ
た
が
、
果
て
し
な
く
続

く
点
呼
の
と
き
は
、
始
め
は
冷
た
い
風
で
身
体
が
か
じ
か
み
、
そ
の
次
は

薄
っ
ぺ
ら
な
囚
人
服
を
通
し
て
し
み
込
ん
で
く
る
冷
た
い
雨
で
身
体
が
硬
直

し
た
。

は
ら
わ
た
が
煮
え
く
り
か
え
る
。
解
放
さ
れ
る
の
は
時
間
の
問
題
に
過
ぎ

な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
た
ち
は
一
抹
の
不
安
を
抱
え
て
起
こ
り
う
る
事

態
を
待
っ
て
い
た
。
結
局
は
、
全
員
が
大
量
死
で
終
わ
る
と
い
う
こ
と
も
あ

り
得
る
か
ら
で
あ
る
。
解
放
者
が
来
る
前
に
、
全
員
絶
滅
と
い
う
可
能
性
も

あ
る
。
強
制
収
容
所
と
無
法
地
帯
を
一
二
ヶ
月
の
間
生
き
抜
い
て
き
た
の
に
、

い
か
に
も
第
三
帝
国
お
定
ま
り
の
ス
タ
イ
ル
で
波は

瀾ら
ん

万ば
ん

丈じ
ょ
う

の
人
生
が
終
わ

る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
。

一
九
四
五
年
五
月
五
日
、
エ
ー
ベ
ン
ゼ
ー
の
監
視
塔
に
白
旗
が
掲
揚
さ
れ

た
。
そ
れ
は
、
明
る
い
春
の
日
差
し
を
受
け
て
輝
い
て
い
た
。
終
わ
っ
た
の

だ
。
ド
イ
ツ
軍
は
武
器
を
捨
て
た
。
九
時
頃
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
小
型
戦
車
が

一
両
到
着
し
、
そ
こ
か
ら
三
人
の
兵
士
が
降
り
て
き
て
収
容
所
を
接
収
し

た
(三
〇
)。

私
た
ち
は
自
由
に
な
っ
た
。
…
…

（
三
〇
）
エ
ー
ベ
ン
ゼ
ー
現
代
史
博
物
館
／
エ
ー
ベ
ン
ゼ
ー
強
制
収
容
所
記
念
館

（Zeitgeschichte
M
useum

Ebensee/K
Z-G

edenkstätte
Ebensee

）
の
Ｈ
Ｐ
に
よ

れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
軍
が
解
放
し
た
の
は
一
九
四
五
年
五
月
六
日
で
あ
る
。
た
だ
し
、

前
日
の
五
月
五
日
に
は
、
親
衛
隊
の
ほ
と
ん
ど
が
逃
亡
し
収
容
所
に
は
年
配
の
警

備
兵
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
実
質
的
に
は
親
衛
隊
の
監
視
下
に
は
な
か
っ
た
と
み

て
よ
か
ろ
う
。（https

://m
em

orial-ebensee

.at/index

.php/en/history

,accessed
on

O
ct

.1

,2022

.）
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お
わ
り
に

超
法
規
的
に
拘
束
さ
れ
た
私
た
ち
は
、
新
た
に
見
つ
け
た
自
由
の
お
か
げ

で
自
分
の
足
で
歩
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
有
刺
鉄
線
の
囲
い
を

出
る
と
、
限
り
な
く
続
く
広
が
り
が
目
の
前
に
開
け
て
い
た
。
私
た
ち
は

残
っ
て
い
た
最
後
の
力
を
振
り
絞
っ
た
。
身
も
心
も
病
ん
で
、
私
は
自
宅
に

向
か
っ
た
。
通
り
過
ぎ
る
街
か
ら
も
分
か
っ
た
が
、
旅
は
そ
う
た
や
す
い
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
生
気
溢あ

ふ

れ
る
と
い
う
の
か
ら
は
ほ
ど
遠
く
、
あ
る
の
は
、

ど
こ
で
も
焼
け
た
だ
れ
た
廃
墟
と
集
団
墓
地
だ
け
だ
っ
た
。
こ
の
先
に
は
何

が
あ
る
か
を
考
え
る
と
怖
く
な
っ
た
。
家
は
廃
墟
と
な
り
、
両
親
、
最
愛
の

妻
、
子
、
妹
が
迎
え
て
く
れ
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。

屈
辱
と
悲
痛
、
死
体
焼
却
場
と
燃
え
上
が
る
死
体
焼
却
溝
の
恐
怖
、
生
け

る
屍
と
な
っ
た
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
と
と
も
に
過
ご
し
た
八
ヶ
月
、
こ
れ
ら

が
す
べ
て
善
悪
の
感
覚
を
鈍
く
し
て
し
ま
っ
た
。
静
養
す
る
必
要
が
あ
る
。

元
気
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
何
の
た
め
に
…
…
…
…
。

私
は
病
気
だ
。
血
に
染
ま
っ
た
過
去
が
、
病
ん
だ
私
の
心
臓
を
打
つ
。
我
が

眼ま
な
こ

は
、
何
十
万
人
も
の
人
た
ち
が
ガ
ス
室
に
入
る
の
を
見
た
。
野
外
の
死

体
焼
却
場
で
人
が
焼
か
れ
て
い
る
の
も
見
た
。
天
才
を
自
認
す
る
狂
信
的
な

あ
の
男
の
命
令
で
、
私
は
何
百
人
も
の
犠
牲
者
の
死
体
を
切
り
開
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
素
っ
頓
狂
な
似
而
非

え

せ

科
学
的
理
論
の
た
め
に
数
百
万
の

犠
牲
者
の
死
を
厭い

と

わ
ず
利
用
し
た
男
、
そ
い
つ
の
た
め
に
私
は
働
い
た
。
ド

ク
タ
ー
・
メ
ン
ゲ
レ
が
バ
ク
テ
リ
ア
を
培
養
す
る
た
め
に
、
私
は
若
い
成
人

女
性
か
ら
肉
片
を
切
り
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
身
体
障
が
い
者
や

双
子
の
骨
を
第
三
帝
国
の
博
物
館
に
展
示
し
、「
劣
等
民
族
」
を
絶
滅
さ
せ

る
こ
と
の
必
要
性
を
次
世
代
の
人
た
ち
に
説
得
す
る
た
め
に
、
私
は
死
体
を

塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
溶
液
に
入
れ
た
り
、
大
釜
で
煮し

ゃ

沸ふ
つ

し
た
り
し
た
。
親
衛
隊

の
処
刑
部
隊
の
前
で
、
二
回
、
死
に
直
面
し
た
。
一
三
〇
〇
人
の
仲
間
の
血

に
ま
み
れ
た
死
体
を
見
た
が
、
生
き
証
人
は
私
だ
け
だ
。
私
は
、
雪
の
中
を
、

そ
し
て
身
を
切
る
よ
う
な
寒
さ
の
中
を
何
百
㌖
も
旅
し
た
。

そ
の
旅
の
何
と
長
か
っ
た
こ
と
か
。
自
宅
に
い
て
も
居
場
所
が
な
い
。
目

的
も
な
く
、
静
か
な
部
屋
の
中
を
う
ろ
つ
い
て
い
る
。
過
去
の
虐
殺
と
深
い

絶
望
の
記
憶
を
抱
え
て
、
私
は
悲
嘆
に
暮
れ
て
い
る
。
通
り
す
が
り
の
人
の

中
に
知
り
合
い
の
顔
を
見
つ
け
た
と
き
、
そ
の
一
瞬
だ
け
は
元
気
に
な
る
が
、

過
去
の
自
分
の
影
が
当
て
所

あ

て

ど

も
な
く
街
を
彷
徨

さ
ま
よ

っ
て
い
る
。

過
ぎ
去
っ
た
月
日
を
悄し

ょ
う

然ぜ
ん

と
数
え
て
、
静
か
に
耐
え
て
い
る
。
も
う
一

〇
月
だ
。
解
放
さ
れ
て
半
年
が
過
ぎ
た
。
あ
る
寒
い
秋
の
午
後
、
傷
み
を
和

ら
げ
よ
う
と
思
い
ス
ト
ー
ブ
に
当
た
っ
て
い
る
と
、
突
然
ド
ア
の
ベ
ル
が

鳴
っ
た
。
玄
関
を
開
け
る
と
、
妻
と
娘
が
い
た
。
二
人
は
、
あ
の
恐
ろ
し
い

ベ
ル
ゲ
ン
=ベ
ル
ゼ
ン
強
制
収
容
所
か
ら
解
放
さ
れ
て
帰
っ
て
き
た
。
あ
そ

こ
か
ら
だ
。
二
人
と
も
元
気
だ
っ
た
。
多
く
を
話
さ
な
か
っ
た
が
、
少
し
の

言
葉
は
言
い
た
い
こ
と
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
語
っ
て
い
た
。
二
人
は
涙
を

流
し
、
何
時
間
も
泣
い
て
い
た
。
私
に
は
み
ん
な
分
か
る
。
私
よ
り
も
二
人

を
理
解
で
き
る
人
が
他
に
い
る
だ
ろ
う
か
。

と
う
と
う
人
生
の
目
的
を
見
つ
け
た
。
助
け
た
い
人
が
い
る
。
ま
た
働
き

た
い
。
も
う
一
度
、
人
の
役
に
立
ち
た
い
。
そ
れ
が
い
い
。

し
か
し
、
死
体
に
メ
ス
を
入
れ
る
こ
と
は
け
っ
し
て
し
な
い
。
二
度
と
し

な
い
。
…
…
…
…
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グラビア 31 ビルケナウBⅡf 収容区への異動（1944 年⚖月 27 日付）
ミクローシュ・ニスリを含む囚人医師⚓人にたいするモノヴィッツ収容所（アウ

シュヴィッツ第⚓収容所）からビルケナウ収容所（アウシュヴィッツ第⚒収容所）
BⅡf 収容区への異動を示す文書。ミクローシュ・ニスリは A8450 番ニコラウス・イス
ラエル・ニスリ（A8450 Niszly, Nikolaus Isr.）となっている。「姓名の変更にかんする
法律」（1938 年⚘月 17 日制定，1940 年⚑月⚑日施行）により，ユダヤ人が所定のリ
ストに記載された以外のファースト・ネーム（非ユダヤ的名前）を命名されている場
合，男性にはイスラエル（Istrael），女性にはサラ（Sara）を追記することになった。
ʠAugust 17,ʡby 1938 Projekt, https://www.lbi.org/1938projekt/detail/sara-for-women-
israel-for-men/, accessed on December 23, 2022;ʠLaw on Alteration of Family and
Personal Names,ʡTimeline of Events, https: //www. ushmm.org/learn/timeline-of-
events/1933-1938/law-on-alteration-of-family-and-personal-names, accessed on the
same day.
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グラビア 32 ニュルンベルク戦争犯罪裁判への出廷要請確認書
（1947 年 10 月⚙日付）

1947 年⚙月 25 日前後から 30 日間，証人として出廷するためのオラディア
（ルーマニア)～ニュルンベルク（ドイツ）間の旅費，滞在費などの支給証明。
ニュルンベルク滞在中にニスリは地元の新聞紙上に回想録を掲載した。
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グラビア 33 ミクローシュ・ニ
スリ(1)

グラビア 34 ミクローシュ・ニ
スリ(2)

グラビア 35 家族写真(1)
左から，妻マルガレータ，娘
ツツァーナ，ミクローシュ。

グラビア 36 家族写真(2)
左から，妻マルガレータ，ミクローシュ，娘ツツァーナ。



訳
者
あ
と
が
き

本
書
は
、M

iklós
N
yiszli

,I
w
as

D
octor

M
engeleʼs

Assistant:
The

M
em
oirs

of
an

Auschw
itz

Physician

,Frap-B
ooks

,Ośw
ięcim

(Poland)
2010

,xx
+193p

(ed

.by
Franciszek

Piper

,translated
from

Polish
by

W
itold

Zbirohow
ski-K

ościa)

の
全
訳
で
あ
る
。

著
者
ミ
ク
ロ
ー
シ
ュ
・
ニ
ス
リ
（
一
九
〇
一
年
六
月
一
七
日
～
一
九
五
六

年
五
月
五
日
）
は
、
一
九
四
四
年
五
月
に
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
移
送
さ
れ

た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ユ
ダ
ヤ
人
で
医
師
で
あ
る
。
ニ
ス
リ
の
略
歴
に
つ
い
て
は

本
訳
書
冒
頭
で
フ
ラ
ン
チ
シ
ェ
ク
・
ピ
ー
ペ
ル
が
述
べ
る
と
お
り
で
あ
っ
て
、

当
初
イ
ー
・
ゲ
ー
・
フ
ァ
ル
ベ
ン
社
の
合
成
ゴ
ム
工
場
が
あ
る
ア
ウ
シ
ュ

ヴ
ィ
ッ
ツ
第
三
収
容
所
（
モ
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
）
に
配
属
さ
れ
た
が
、

ニ
ス
リ
の
豊
か
な
法
医
学
的
知
識
と
解
剖
医
と
し
て
の
経
験
に
注
目
し
た

ヨ
ー
ゼ
フ
・
メ
ン
ゲ
レ
は
助
手
と
し
て
手
元
に
置
く
こ
と
に
し
た
。
爾
来
、

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
か
ら
の
「
死
の
行
進
」（
一
九
四
五
年
一
月
）
ま
で
の

お
よ
そ
八
ヶ
月
間
、
ニ
ス
リ
は
囚
人
医
師
と
し
て
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
第
二

収
容
所
（
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
強
制
収
容
所
）
の
敷
地
内
に
解
剖
室
を
設
置
し
た
第

一
(二
)死
体
焼
却
場
に
配
属
さ
れ
た
。
そ
こ
は
、「
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
の
最
終

解
決
」
の
最
終
段
階
の
、
最
大
級
の
舞
台
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
ニ
ス
リ
は
、
大
量
虐
殺
と
人
体
実
験
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

本
書
は
、
ニ
ス
リ
の
目
撃
証
言
で
あ
り
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
が
ど
の
よ
う
な

考
え
の
も
と
で
、
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
た
か
が
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
ア
ー
リ
ア
民
族
の
繁
殖
促
進
と
「
劣
等
」
と
さ
れ
た

民
族
（
主
と
し
て
ユ
ダ
ヤ
人
）
の
根
絶
や
し
を
目
的
と
し
た
ヒ
ト
ラ
ー
「
第

三
帝
国
」
に
お
け
る
人
種
政
策
の
理
念
と
そ
の
背
景
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
。
ニ
ス
リ
は
、
み
ず
か
ら
の
体
験
を
歴
史
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、「
生
き
る
権
利
を
も
っ
て
生
ま
れ
た
者
」
と
「
生
き
る
権
利
を
も

た
ず
に
生
ま
れ
た
者
」
に
、
人
間
を
二
分
す
る
考
え
方
の
根
源
を
析
出
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
直
截
的
に
、
あ
る
い
は
形
を
変
え
て
ス

マ
ー
ト
に
グ
ロ
テ
ス
ク
に
、
い
つ
も
わ
れ
わ
れ
の
身
近
に
あ
る
。
こ
の
意
味

で
、
ニ
ス
リ
の
証
言
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
に
で
も
あ
り
う
る
思
考
様
式
の
危

う
さ
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

ニ
ス
リ
の
回
想
録
は
一
九
四
六
年
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
で
出
版
さ
れ
、
そ
の

タ
イ
ト
ル
はO

rvos
voltam

Auschw
iztban

（
私
は
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の

医
者
だ
っ
た
）
で
あ
る
。
そ
の
後
、
様
々
な
国
で
翻
訳
書
が
刊
行
さ
れ
た
。

戦
争
の
記
憶
が
鮮
明
だ
っ
た
頃
に
刊
行
さ
れ
た
生
還
者
の
回
想
録
と
し
て
は
、

一
九
四
七
年
に
刊
行
さ
れ
たV

iktor
E

.Frankl

,Ein
Psycholog

erlebtdas
K
onzentrationslager

が
あ
る
(⚑
)。
同
じ
年
の
一
九
四
七
年
に
は
、O

lga
Lengyel

,Five
C
him

neys:Story
ofAuschw

itz

(⚒
)、
お
よ
び
、Prim

o
Levy

,

Se
questo

è
un
uom

o

(⚓
)
が
刊
行
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、G

isella
Perl

,Iw
as
a

D
octor

in
Auschw

itz,1948

も
あ
る
(⚔
)。
こ
れ
ら
が
強
制
収
容
所
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
貴
重
な
証
言
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
に

た
い
し
て
、「
死
の
天
使
」
メ
ン
ゲ
レ
が
指
揮
し
た
剖
検
に
お
い
て
枢
要
な
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(1
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Ｅ.

フ
ラ
ン
ク
ル
『
夜
と
霧

ド
イ
ツ
強
制
収
容
所
の
体
験
記
録
』
霜
山

徳
爾
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
一
年
。

(2
)
オ
ル
ガ
・
レ
ン
ゲ
ル
『
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
⚕
本
の
煙
突
』
金
森
誠
也
訳
、

筑
摩
書
房
［
世
界
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
全
集
28
］、
一
九
六
二
年
。

(3
)
プ
リ
モ
・
レ
ヴ
ィ
『
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
終
わ
ら
な
い

あ
る
イ
タ
リ
ア

人
生
存
者
の
考
察
』
竹
山
博
英
訳
、
朝
日
選
書
一
五
一
、
一
九
八
〇
年
、
同
『
こ

れ
が
人
間
か
（
改
訂
完
全
版

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
終
わ
ら
な
い
）』
竹
山
博

英
訳
、
朝
日
選
書
九
〇
五
、
二
〇
一
七
年
。

(4
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epublished
by

Lexington
B
ooks/The

R
ow

m
an

&
Littlefield

Publishing
G
roup

,Inc

.,Lanham
etc

.,2019

.
た
だ
し
、
こ
の
一
九
四
八
年
版
の
原
著
は
二

〇
一
六
年
二
月
一
九
日
にThe

Internet
A
rchive

（
非
営
利
団
体
）
が

O
pensource

と
し
て
公
開
し
た
（https

://archive

.org/details/IW
asA

D
octorInA

uschw
itz/m

ode/2up

,accessed
on

O
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作
業
を
担
当
し
た
ニ
ス
リ
の
回
想
録
は
強
制
収
容
所
を
内
側
か
ら
見
た
体
験

記
で
あ
り
、
そ
れ
は
第
三
帝
国
が
秘
密
に
し
て
お
き
た
い
こ
と
、
け
っ
し
て

外
部
に
は
も
ら
し
た
く
な
い
こ
と
を
内
側
か
ら
見
た
体
験
記
で
あ
る
。
こ
の

意
味
で
、「
秘
密
を
握
っ
た
者
」（
グ
ラ
イ
フ
／
キ
リ
ア
ン
）
と
し
て
の
ニ
ス

リ
の
回
想
録
は
異
色
で
あ
る
。

ニ
ス
リ
の
回
想
録
の
英
語
版
は
、
一
九
六
〇
年
に
テ
ィ
バ
ー
・
ク
レ
マ
ー

と
リ
チ
ャ
ー
ド
・
シ
ー
バ
ー
が
翻
訳
し
、
一
九
六
二
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
出
版

さ
れ
た
(⚕
)。
同
一
内
容
の
訳
書
は
、
二
〇
一
一
年
に
ア
メ
リ
カ
で
も
出
版

さ
れ
て
い
る
(⚖
)。
さ
ら
に
、
二
〇
一
二
年
に
は
、
ペ
ン
ギ
ン
・
モ
ダ
ー
ン
・

ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
の
一
冊
と
し
て
も
刊
行
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
ペ
ン
ギ

ン
・
モ
ダ
ー
ン
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
版
で
は
一
九
六
二
年
英
語
版
と
二
〇
一
一

年
英
語
版
に
収
録
さ
れ
て
い
た
シ
ー
バ
ー
の
前
書
き
が
削
除
さ
れ
、
新
た
に

リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ｊ.

エ
バ
ン
ス
が
書
き
下
ろ
し
た
解
説
が
収
録
さ
れ
て
い

る
(⚗
)。
ニ
ス
リ
自
身
が
執
筆
し
た
回
想
録
に
は
、
日
付
、
親
衛
隊
員
の
階

級
名
称
な
ど
に
つ
い
て
の
記
憶
違
い
や
殺
害
人
数
、
死
体
焼
却
場
の
処
理
能

力
に
つ
い
て
の
間
違
い
、
あ
る
い
は
当
時
の
強
制
収
容
所
で
の
伝
聞
情
報
や

思
い
違
い
に
も
と
づ
く
叙
述
が
あ
る
。
上
記
の
複
数
の
英
語
版
で
は
、
そ
れ

ら
が
訂
正
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
ニ
ス
リ
が
モ
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
か
ら

ビ
ル
ケ
ナ
ウ
に
配
属
替
と
な
っ
た
こ
と
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
（
訳
注
七

（
⚙
頁
）、
グ
ラ
ビ
ア
31
（
115
頁
））。

こ
の
訳
書
の
底
本
は
冒
頭
に
掲
げ
た
が
、
ヴ
ィ
ト
ル
ド
・
ズ
ビ
ロ
ー
ホ
フ

ス
キ
ー
＝
コ
シ
ア
が
一
部
シ
ー
バ
ー
訳
を
採
用
し
つ
つ
も
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語

版
(⚘
)
を
独
自
に
英
訳
し
、
オ
シ
フ
ィ
エ
ン
チ
ム
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）
の
フ

ラ
ッ
プ
・
ブ
ッ
ク
ス
社
か
ら
二
〇
一
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
新
英
語
版
で
あ
る
。

こ
れ
が
前
述
の
英
語
版
と
異
な
っ
て
い
る
の
は
訳
文
だ
け
で
は
な
い
。
新
英

語
版
に
は
、
そ
の
編
者
で
あ
る
フ
ラ
ン
チ
シ
ェ
ク
・
ピ
ー
ペ
ル
が
選
定
し
た

写
真
・
資
料
三
六
点
が
掲
載
さ
れ
る
と
と
も
に
、
訂
正
や
補
足
説
明
に
当
て

た
六
六
ヶ
所
の
注
記
と
ニ
ス
リ
の
略
歴
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ピ
ー
ペ
ル
は

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
犠
牲
者
が
一
〇
〇
万
人
～
一
一
〇
万
人
で
あ
り
、
そ

の
う
ち
の
九
〇
％
は
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
な
ど
の
業

績
を
挙
げ
た
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
＝
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
国
立
博
物
館
の
元
歴
史
部

長
で
あ
る
（
本
文
原
注
⚒
（
⚕
頁
）
参
照
）。
こ
の
ピ
ー
ペ
ル
が
執
筆
し
た

注
記
を
収
め
て
い
る
こ
と
が
、
新
英
語
版
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
回
想
録

に
つ
い
て
は
日
付
の
間
違
い
や
執
筆
当
時
の
噂
の
真
偽
を
正
し
、
可
能
な
限

り
正
確
を
期
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
回
想
録
の
迫
真
性

が
高
ま
る
。
こ
の
こ
と
は
ニ
ス
リ
の
回
想
録
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
。
ギ

デ
オ
ン
・
グ
ラ
イ
フ
と
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
キ
リ
ア
ン
は
、
ニ
ス
リ
の
回
想
録

を
生
存
者
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
っ
て
訂
正
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
指
摘
し

て
い
る
が
(⚙
)、
そ
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
新
英
語
版
の
注
記
は
そ
の
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
ニ
ス
リ
の
回
想
録
の
ド
イ
ツ
語
版
(10
)
に
は
一
四
六
ヶ

所
に
及
ぶ
注
記
が
あ
っ
て
、
そ
の
学
術
上
の
意
義
は
高
い
。
訳
出
に
当
た
っ

て
は
、
旧
英
語
版
な
ら
び
に
ペ
ン
ギ
ン
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
版
に
書
き
下
ろ
し
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た
エ
バ
ン
ス
の
解
説
と
と
も
に
ド
イ
ツ
語
版
を
参
考
に
し
た
が
、
一
般
読
者

の
読
み
や
す
さ
を
旨
と
し
て
新
英
訳
版
を
底
本
と
し
た
。
な
お
、
底
本
で
は
、

グ
ラ
ビ
ア
は
一
括
掲
載
さ
れ
て
、
説
明
文
等
が
添
え
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ

る
が
、
訳
出
に
当
た
っ
て
は
、
関
連
す
る
本
文
の
箇
所
に
配
置
し
、
適
宜
訳

者
に
よ
る
解
説
を
付
記
し
た
（
末
尾
の
地
図
と
年
表
は
訳
者
に
よ
る
）。

こ
こ
で
、
若
干
の
訳
語
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。R

am
pe

（
ド
イ
ツ
語
）

に
は
、
一
般
道
路
よ
り
も
高
所
に
あ
る
高
速
道
路
の
出
入
り
口
に
至
る
傾
斜

路
、
建
物
前
に
あ
る
車
寄
せ
の
斜
道
、
あ
る
い
は
荷
役
ホ
ー
ム
な
ど
の
意
味

が
あ
る
。
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
収
容
所
で
は
、
貨
車
か
ら
降
ろ
し
た
移
送
者
を
左

（
ガ
ス
室
直
行
）
か
右
（
収
容
）
に
「
選
別
」
す
る
場
所
をR

am
pe

と
言
う
。

新
英
語
版
で
も
こ
れ
をram

p
と
訳
し
て
い
る
。
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
の
平
坦
な
場

所
に
作
ら
れ
たram

p

は
、
移
送
列
車
を
降
車
さ
せ
て
か
ら
の
「
選
別
」
の

場
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
書
で
は
、
初
出
の
み
「
降
車
場
」
の
訳
語
を
併

記
し
、
そ
れ
以
降
は
た
だ
「
ラ
ン
プ
」
と
し
た
。

crem
atorium

の
本
来
的
な
意
味
は
「
火
葬
場
」
で
あ
る
。「
葬
儀
」「
葬

式
」
の
日
常
的
用
法
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
一
般
に
は
「
葬
」
に
は
故
人

へ
の
尊
崇
や
哀
悼
が
含
意
さ
れ
る
。
し
か
し
、
本
書
が
明
ら
か
に
し
て
い
る

よ
う
に
、
強
制
収
容
所
のcrem

atorium

は
、
そ
の
よ
う
な
言
葉
の
意
味
と

は
無
縁
で
あ
り
、
文
字
通
り
死
体
の
焼
却
を
効
率
的
に
即
物
的

ザ
ハ
リ
ヒ

に
遂
行
す
る

場
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
勘
案
し
て
、「（
屋
内
）
死
体
焼
却
場
」
と
訳
し
た
。

crem
atorium

だ
け
で
な
く
、
野
天
の
死
体
焼
却
場
も
あ
る
。
こ
れ
がpyre

（
火
葬
壇
）
あ
る
い
はditch

（
焼
却
溝
）
で
あ
る
。
焼
却
施
設
が
屋
内
に
あ

るcrem
atorium

と
区
別
し
て
、
こ
れ
ら
に
は
「
野
外
（
の
）
死
体
焼
却

場
」
の
訳
語
を
当
て
た
。
な
お
、crem

atorium

に
は
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ

ツ
基
幹
収
容
所
に
あ
る
も
の
を
第
一
と
す
る
番
号
系
と
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
に
あ
る

四
ヶ
所
の
み
の
番
号
系
の
二
つ
が
あ
る
の
で
、
訳
文
で
は
こ
れ
を
併
記
し
た
。

Sonderkom
m
ando

は
、
犠
牲
者
が
屋
内
・
野
外
の
死
体
焼
却
場
に
誘
導

さ
れ
て
か
ら
灰
と
な
っ
て
処
分
さ
れ
る
ま
で
の
全
過
程
で
作
業
に
当
た
る
特

殊
作
業
部
隊
の
こ
と
で
あ
る
。
最
近
で
は
多
く
の
英
語
文
献
で
も
、
あ
え
て

こ
れ
をSpecialSquad

と
は
訳
さ
ず
に
、
ド
イ
ツ
語
を
そ
の
ま
ま
使
用
し

て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
国
で
も
「
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
」
の
使
用
が
珍

し
く
な
い
ほ
ど
に
一
般
化
し
た
こ
と
か
ら
、
初
出
の
み
「
特
殊
作
業
部
隊
」

の
訳
語
を
添
え
、
以
後
は
翻
訳
せ
ず
に
カ
タ
カ
ナ
表
記
と
し
た
。

最
後
に
、
回
想
録
の
中
で
ニ
ス
リ
は
、
仲
間
の
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
が
密

か
に
死
体
焼
却
場
の
実
態
を
文
書
に
し
て
、
焼
却
場
の
付
近
に
埋
め
た
こ
と

に
つ
い
て
述
べ
る
。
ム
ー
ス
フ
ェ
ル
ト
の
自
宅
（
マ
ン
ハ
イ
ム
）
に
送
っ
た

ベ
ッ
ド
の
中
に
隠
さ
れ
た
同
一
の
告
発
文
書
と
と
も
に
、
そ
れ
は
ま
だ
発
見

さ
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
別
の
文
書
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
本
書
の
注

記
（
原
注
42
（
69
頁
））
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
の
解
読
に
つ

い
て
はN

icholas
C
hare

and
D
om

inic
W
illiam

s

,Matters
of
Testim

ony
Interpreting

the
Scrolls

ofAuschw
itz

,New
Y
ork

&
O
xford

,Berghahn
B
ooks

,2016

が
あ
る
(11
)。
さ
ら
に
ま
た
、
右
の
著
作
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
グ
ラ
ド
フ
ス
キ
ー
の
手
書
き
文
書
の
ド
イ
ツ
語
版

Salm
en

G
radow

ski

,Die
Zertrennung:

Aufzeichnungen
eines

M
itglieds

des
Sondefkom

m
andos

(断
章
：
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
記
録
),

H
erausgegeben

von
A
ndéa

K
alisky

unterM
itarbeitvon

A
ndreas

K
ilian

,

A
us

dem
Jiddischen

von
A
lm
ut

Seiffert
und

M
iriam

Trinh

,Berlin

:

Shrkanp
V
erlag/Jdischer

V
erlag

,2019

が
刊
行
さ
れ
て
い
る
ほ
か
に
、
そ

の
英
語
版Zalm

en
G
radow

ski

,From
the

H
eartofH

ell.M
anuscripysofa

Sonderkom
m
ando

Prisoner,Found
in
Auschw

itz

(地
獄
の
真
っ
た
だ
中

で
：
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
で
発
見
さ
れ
た
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
手
書
き
文

書
),Ośw

ięcim

,Museum
A
uschw

itz

,2021

も
発
刊
さ
れ
、
同
年
に
は
キ
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(11
)
ニ
コ
ラ
ス
・
チ
ェ
ア
／
ド
ミ
ニ
ク
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
『
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ

の
巻
物

証
言
資
料
』
二
階
宗
人
訳
、
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
九
年
。



ン
ド
ル
版
（
電
子
書
籍
）（Zalm

en
G
radow

ski

,From
the

H
eartofH

ell.
M
anuscripys

ofa
Sonderkom

m
ando

Prisoner,Found
in
Auschw

itz

）
も

刊
行
さ
れ
た
。
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
が
撮
影
し
た
四
枚
の
写
真
（
グ
ラ
ビ
ア
25

（
52
頁
）
は
そ
の
一
枚
）
に
か
ん
し
て
、G

eorges
D
idi-H

uberm
an

,Im
ages

m
algré

tout
(イ
メ
ー
ジ
、
す
べ
て
に
抗
し
て
),Paris

,Les
Éditions

de
M
inuti

,2003
も
出
版
さ
れ
た
(12
)。
な
お
、
ニ
ス
リ
以
外
の
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ

ン
ド
の
回
想
記
と
し
て
は
、Shlom

o
V
enezia

,Sonderkom
m
and:

D
ans

lʼenferdescham
bresà

gaz

,Paris2007

が
あ
る
(13
)。
こ
れ
は
、
本
書
と
と

も
に
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
「
日
常
」
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
二
〇

年
八
月
二
六
日
に
は
、『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
死
者
た

ち
の
告
白
』
の
放
映
内
容
が
文
書
化
さ
れ
て
公
開
さ
れ
た
(14
)。
こ
こ
に

「
死
者
」
と
は
、「
最
終
解
決
」
の
最
前
線
に
あ
っ
て
死
体
焼
却
場
周
辺
に
密

か
に
そ
の
実
態
を
文
書
に
し
て
隠
し
た
ゾ
ン
ダ
ー
コ
マ
ン
ド
の
こ
と
で
あ
る
。

映
像
に
か
ん
し
て
言
え
ば
、
ニ
ス
リ
の
回
想
録
に
も
と
づ
い
て
、
二
本
の
映

画
（『
灰
の
記
憶
』（
テ
ィ
ム
・
ブ
レ
イ
ク
・
ネ
ル
ソ
ン
監
督
）［The

G
rey

Zone

,directed
by

Tim
B
lake

N
elson

,2001

］
と
『
サ
ウ
ル
の
息
子
』（
ネ

メ
シ
ュ
・
ラ
ー
ス
ロ
ー
監
督
）［Son
ofSaul

,directed
by

László
N
em

es

,

2015

］）
が
制
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
付
言
す
る
。

新
英
語
版
を
編
集
す
る
に
当
た
っ
て
貴
重
な
写
真
を
収
集
・
厳
選
し
て
掲

載
す
る
と
と
も
に
、
詳
細
な
脚
注
を
執
筆
し
て
、
原
著
書
を
現
代
に
蘇
ら
せ

た
フ
ラ
ン
チ
シ
ェ
ク
・
ピ
ー
ペ
ル
氏
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）、
な
ら
び
に
原
著
者

故
ミ
ク
ロ
ー
シ
ュ
・
ニ
ス
リ
の
孫
に
当
た
る
著
作
権
者
モ
ニ
カ
・
ラ
イ
ヒ
氏

（
イ
ス
ラ
エ
ル
）
の
お
二
人
は
、
こ
の
国
の
厳
し
い
出
版
事
情
に
理
解
を
示

し
、
こ
の
よ
う
な
形
で
の
刊
行
を
快
諾
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
お
礼
申
し
上
げ

る
。
さ
ら
に
ま
た
、
ラ
イ
ヒ
氏
は
、
こ
の
国
の
、
と
り
わ
け
若
い
世
代
の
読

者
に
向
け
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
。
重
ね
て
御
礼
申
し
上

げ
る
。
訳
出
に
当
た
っ
て
は
、
小
坂
直
人
氏
（
北
海
学
園
大
学
名
誉
教
授
）

か
ら
懇
切
丁
寧
な
ご
教
示
を
得
た
。
併
せ
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。

二
〇
二
二
年
一
二
月

木

村

和

範
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(12
)
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
デ
ィ
デ
ィ
=ユ
ベ
ル
マ
ン
『
イ
メ
ー
ジ
、
そ
れ
で
も
な
お

ア

ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
か
ら
も
ぎ
取
ら
れ
た
四
枚
の
写
真
』
橋
本
一
径
訳
、
平
凡
社
、

二
〇
〇
六
年
。

(13
)
シ
ュ
ロ
モ
・
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
『
私
は
ガ
ス
室
の
「
特
殊
任
務
」
を
し
て
い
た

─
─
知
ら
れ
ざ
る
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
悪
夢
』
鳥
取
絹
子
訳
、
河
出
書
房
新
社
、

二
〇
〇
八
年
。

(14
)https
://w

w
w

.nhk

.or

.jp/special/plus/articles/20200825/index

.htm
l

,accesse
d
on

A
ugust22

,2021

.
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地
図
1
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
主
要
絶
滅
収
容
所
（
1942

年
）

（
注
記
）
こ
の
地
図
に
は
次
の
よ
う
な
解
説
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。「
絶
滅
収
容
所
と
は
，
大
量
殺
戮

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

を
行
う
た
め
に
設
置
さ
れ
た
殺
人
施
設
で
あ
る
。

1941
年
か
ら
1945

年
に
か
け
て
，
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
は
占
領
下
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
⚖
ヶ
所
に
絶
滅
収
容
所
を
設
置
し
た
（
ヘ
ウ
ム
ノ
，
ベ
ウ
ゼ
ツ
，

ソ
ビ
ボ
ル
，
ト
レ
ブ
リ
ン
カ
，
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
=ビ
ル
ケ
ナ
ウ
，
マ
イ
ダ
ネ
ク
［
ル
ブ
リ
ン
］）。

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
マ
イ
ダ
ネ
ク
は
，

強
制
収
容
所
と
労
働
収
容
所
，
そ
し
て
殺
戮
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
併
せ
も
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
⚖
つ
の
絶
滅
収
容
所
で
『
最
終
解
決
』

の
一
環
と
し
て
殺
害
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
は
，
350
万
人
と
推
定
さ
れ
る
。
犠
牲
者
に
は
，
ユ
ダ
ヤ
人
の
他
に
ロ
マ
（
ジ
プ
シ
ー
）
や
ソ
連
軍
捕
虜

も
い
る
。」

〇
は
テ
レ
ジ
ン
／
テ
レ
ジ
エ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
。
□
は
ウ
ッ
チ
／
リ
ッ
ツ
マ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
（
1939

年
11
月
ま
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
総
督
府
の
首
都

（
そ
れ
以
降
は
ク
ラ
ク
フ
））。

（
出
所
）
htt ps:// w

w
w.j ew

i shvirt ualli br ar y. or g/ m
ap- of- ext er m

i nati on- cam
ps-i n- pol and, accessed

on
A
pril 7, 2022.
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地
図
⚒

ウ
ィ
ー
ン
裁
定
（
1938

年
～
1941

年
）
に
よ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
獲
得
領
土

1938
年
11
月
；

1939
年
3
月
；

1939
年
⚔
月
；

1940
年
⚙
月
；

1941
年
12
月

（
出
所
）
“O

n
t hi s

D
ay,i n

1938:t he
Fir st V

i enna
A
w
ar d

f or ced
C
zechosl ovaki a

t o
surr endert errit or y

t o
H
ungar y, ”

by
K
af kadesk

B
udapest O

ffi ce, 2
N
ovem

ber, 2021,
fr om
: htt ps:// kaf kadesk. or g/ 2021/ 11/ 02/ on-t hi s- day-i n- 1938-t he-fir st- vi enna- aw

ar d-f or ced- czechosl ovaki a-t o- surr ender-t errit or y-t o- hungar y/, pr esent ed
by

Pr of.
D
r. Eduar d

N
i žňanský.


